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序章




　「この世界は寛容だ。人間の多様性を受け入れられる程度には」

　大きく枝を広げた銀杏いちょうの下で、彼は確かにそう言った。

　その名前とは裏腹に、一面が黄金色の世界だった。







第一章　新しい朝、日本晴れ




　ぴかぴかに磨き上げられたリノリウムの床を歩きながら、窓の外へと目を向ける。東京では割と多い日本晴れの空。ビルとビルの間の抜けるような青空を見上げて、一度だけ大きく深呼吸する。今日からいよいよ新しい生活の始まりだ。

　下見の際に見せてもらった教室の前で立ち止まり、もう一度だけクラスプレートを確認。

　２―Ａ。

　うん、間違いなく、これから僕が担当するクラス。

　そうして今度は空を見上げることなく深呼吸。新しいクラスの扉は床と同じくぴかぴかで、それだけで気分が晴れ渡りそうなほど。

（よし、頑張るぞ）

　一人、心の中で気合いを入れ、そのぴかぴかの扉を開ける。

「おはようございます！」

　教室に入るやいなや、開口一番、朝の挨拶からスタート。何事も最初が肝心。元気よくいかなきゃね。

「……あれ」

　あまりの反応の薄さについ言葉が漏れてしまった。同時に、僕へと注そそがれる数多あまたの視線。まぁ、その視線自体は慣れているんだけど……前の職場とのあまりの違いに、呆気にとられてしまう。

（女子ってこんな感じなの？）

　そこそこ広い教室を見渡せば、前情報通り42人の生徒がいる。全員がこちらを向いて、明らかに僕の次の言葉を待っている様子。

　さぁ、どうする？　挨拶の次は何も考えていないんだけど。とはいえ、何も言わないという選択肢はないわけで……。ひとまず全員の視線を浴びたまま、教壇の中央へと移動した。

（おお、僕の移動に合わせて視線も動いた！）

　当たり前と言えば当たり前だけど、こうやって注目してくれるのも女子ならでは。前の所は、初日からもう、それはそれは煩くて。

（なんて考えてる場合じゃなかった）

　教壇の中央に立って、本日三回目の深呼吸。

　少しだけ気持ちも落ち着いたのか、ようやくまともに生徒たちの顔を見ることが出来た。

（すごい！　本当に女の子しかいない！）

　女子校だもんね。そんな当然のことに軽く感動しつつ、窓際の席から全員のことをゆっくりと眺めていく。あ、もちろん笑顔は忘れずに。

（いろんな子がいるなぁ）

　ちょっと緊張した面持ちの子から、きりっとした表情の子、柔らかな笑顔で見つめてくれたり、中には恥ずかしいのか、視線を机へと落としている子もいる。そんな生徒たちの中、何故か一人だけムスッとした表情で僕を見つめてくる子を発見。

（ああ、いたいた）

「ふんっ！」

　目配せを送ったのに、唇をとがらせてそっぽを向いてしまった。長い黒髪がふわりと揺れる。女の子なんだからいつも笑顔でいなさいって、小さい頃からあんなに言ってきたのに。

　その少女――まぁ、僕の妹なんだけれど――『葉月はづき』はそっぽを向いたまま、右手の中指で自分の唇を撫でる。手持ち無沙汰な時についやってしまう、葉月の癖だ。子どもの頃から全く変わらないその癖に和みつつ、もう一度クラスを見回す。

「ふふっ、先生ー」

　小声で小さく手を振ってくれているのは、同じく小さな頃から知っている葉月の幼なじみ『美子みこちゃん』だ。読唇術じゃないとわからないくらいの小声で囁きつつ、注視しないとわからないくらい控えめに手を振る。ふわっとゆるっとした亜麻色の髪が、手の動きと同じく控えめに揺れる。あともう一人、何度か家に来たことがある『南野さん』は……。

「先生ーっ！　おはようございまーすっ！　南野みなみの遥はるか、出席してまーすっ！」

　目が合った瞬間、唐突に自分から名乗り出てくれた。小さな赤毛ツインテールをちょこんと揺らしつつ、手を上げながら派手に起立。相変わらずの元気っぷりに、またもや僕の緊張がほぐれる。同時に、南野さんの暴挙にも近い挨拶のおかげで、クラス自体の空気も幾分柔らかくなった。

「遥、やめなさいよ、初日から」

「そうよ、まだどんな人だかわからないんだから」

「えへへー。そうだねー」

　両隣の生徒からたしなめられつつ、今度は大人しく着席。みんな小声で言ってるつもりなんだろうけど、残念ながら全部筒抜けです。

　そうして一通りクラスを見回して、全員が出席していることを確認。次は僕が自分のことを伝える番だ。

（理事長からは大丈夫だって言われたけど……やっぱりちょっと緊張するな）

　笑顔は絶やさないまま、今日五回目の深呼吸。あれ、四回目だっけ？　そんなこともわからないくらい、良い緊張感を感じつつ、自己紹介を始めた。

「今日から２年Ａ組の担任になった『大葉おおば卯月うづき』です」

　言いながら、一度だけみんなに背を向け、黒板に名前を書く。珍しい漢字があるわけでもないし、すぐに覚えてもらえると思うけど。

　そこまで言ったところで、少しだけクラスがざわついた。葉月と同じ名字なんだから、気にする子は気にするんだと思う。

「もしかして大葉さんの親戚とか？」

「そうよね、卯月って名前だし……大葉さん、葉月ちゃんだし」

　そんな想像を巡らせる生徒たちに答えるべきかどうか、一瞬悩んでしまった僕の背後で、聞き慣れた葉月の声が響いた。

「そんなわけないでしょ。たまたまよ」

　あえて大きく声を出したのは、僕に釘を刺したんだと思う。僕らが兄妹だってこと、一応、理事長からは隠す必要ないって言われてるんだけど……。

（まぁ、色々事情があるのは事実だし、とりあえずここは隠しておいてあげた方がいいか）

　そう考えて、生徒たちの質問はわざと聞こえなかったふりをする。初日からちょっとだけインパクトが強すぎたかもしれない。葉月が嫌な思いをしないよう、気にしてあげなきゃ。

「担当の教科は国語です。みんなには現代国語を教えることになると思うけど、よろしくね」

「わたし、国語は苦手です！」

　またもや手を上げて返事をしてくれたのは南野さん。手を上げただけでは飽き足らず、そのまま左右にぶんぶんと振る。

「遥が得意な科目なんて体育しかないでしょ！」

「えへへー、残念ながらそうでした」

　隣の生徒に突っ込まれつつ苦笑い。いつも通りの光景なのか、クラスから小さな笑い声が起こった。南野さんに感謝。

「じゃ、もしも国語でわからないところがあったら、いつでも遠慮なく聞いてね」

「はーい！」

「あ、みんなも……授業に限らず、何か聞きたいこととかあったら、どんなことでもいいから質問してくださいね。こう見えても担任なんだし……。うん、頑張って担任やりますので」

　そこまで言うと、ようやくクラスのあちこちから返事が返ってきた。この社交性の高さはさすが女子校だと思う。相変わらず、葉月はそっぽを向いてるけど。

　そして次の言葉を続けようとした時、一人の生徒から質問が飛んできた。

「先生は結婚してるんですか？」

「え？」

　不意打ちで聞かれた質問につい変な声を上げてしまう。まぁ、こういう質問も想定済みなんだけど。もちろん素直に答えるに限る。

「いえいえ、まだ独身なんです」

　僕の答えを聞いて、クラス中から声が上がる。どういう反応なのかはイマイチわからないけど、相変わらず葉月はそっぽを向いたまま。するとまた別の生徒から質問が投げかけられた。

「それじゃそれじゃ、彼女とかはいるんですか？」

「あはは、悲しいかな、それもいませんねぇ」

　またもやクラスから声が上がる。で、葉月はそっぽを向いたまま。美子ちゃんはにこにこしてるし、南野さんは目を輝かせてこちらを見つめている。

　うん、やっぱり何でも素直に話すに限るよね。自分が担当するクラスの子たちなんだし、隠し事なんてするべきじゃない。

「えー、ちなみに、先生からみんなに一つだけ伝えておきたいことがあります」

　そう言うだけで静かになってくれるのは、やっぱり女子校ならでは。みんなしっかりしてるなぁ……なんて思いつつ、また大きく深呼吸。あれ、何回目だっけ？　そうやって少しだけ静けさを取り戻した教室へ向けて、笑顔のまま、はっきりと言葉を紡いだ。

「先生ね……実はゲイなんだ、ははは」

　静まりかえった教室に僕の笑い声が響く。そうして一瞬だけ静寂が訪れた後、

「「「ええええぇーっ!?」」」

　クラス中から沸き上がる驚嘆の声。うん、そうなると思った。いたるところから『ゲイ』だの『ホモ』だの声が聞こえてきて、まぁ、別にそれ自体は悪いことじゃない。

　やっぱり伝えて良かったなと思いつつ、葉月の方へと視線を向けると……良かった、もうそっぽは向いていない。

「んぐぐ……！」

（鬼のような形相だけど！）







「それは大変でしたねぇ」

「はは、慣れっこですから」

　クラスでの挨拶を終えて空き時間。理事長に校内を案内してもらう。とはいっても、実際は既に先日案内してもらったので、散歩がてらの雑談といったところ。

「でも初日から質問攻めだなんて、しっかり生徒の心を掴んでますよ」

「えー、そうですか？　ただの物珍しさだと思いますよ」

「それでもですよ。先生が親しみやすい証拠。ふふ、やっぱり私の目に狂いはありませんでしたね」

「そう言ってもらえると恐縮です」

「期待に応えてくださいね」

「はい！」

　かなりの老齢だというのに、まっすぐな背筋としっかりした足取り。白髪をおだんごにした髪型にも隙がない。実のところ、理事長とは子どもの頃からの知り合いだけど、初めて出会った時も今も、そんなに変わった気がしない。そんな理事長は朝方の僕と同じく、窓の外を見上げながら柔らかく微笑んだ。

「こう言っては何だけど、本当のところ、ちょうど良かったって思ってるんですよ」

「え？　僕のことですか？」

「そう。また募集かけるの、大変でしょう？」

　今回、ここ『桜乃宮女子学園』に僕が採用されたのは、ちょうど教員に空きが出来たからだった。何でも前任の国語科の先生は寿退社だったらしい。

「いきなり担任持って、部活動まで任されるなんて、ちょっと大変だとは思いますけど……」

　前任の先生が受け持っていたクラス２―Ａと天文部。それを担当するのが後任である僕の役目。

「あはは、大丈夫ですよ。担任も部活動も、前の職場で受け持ってましたし」

「だったらいいのだけど……負担になるようだったら言ってくださいね」

「はい」

　昔から全く変わらない優しい微笑みを見せてくれる理事長。正直なところ、僕から見たら『理事長』というより『遠山のおばあちゃん』と言った方がしっくりくる。それは多分、理事長も同じで、

「それにしても……卯月ちゃん、本当に大きくなったわねぇ。出会った頃はこんなに小さかったのに」

　嬉しそうに言いながら、自分の膝くらいの高さを手のひらで指す。初めて出会った時の僕だって、もう少し大きかったような気はするけど。

「みなさんのおかげです。今回だって、こうして採用してもらっちゃって……」

「いいのよ。卯月ちゃんのお父さんには色々とお世話になったんだから」

「昔の話じゃないですか」

「昔の話でも恩は恩よ。何年経っても忘れていいものじゃないの」

　二人で廊下の角を曲がりながら『遠山のおばあちゃん』の顔で諭してくれる。僕は素直に感謝して、素直に頭を下げた。

「じゃ、僕もこのご恩は忘れません。一生懸命頑張ります」

「ふふ、頼もしいわ」

　角を曲がった先にあるのは、ホールの吹き抜けにある大きな螺旋階段。天井にある立派なシャンデリアは色温度の低い灯りで辺りを柔らかく照らし、この光景も女子校ならではだと思う。そんな螺旋階段を上りながら、話題は唯一の妹のことへと移った。

「それで、葉月ちゃんのことはどうしたの？　なんだったら私からみなさんに伝えてもいいけど？」

「あ、一応、隠しておくことにしました。何となくですけど、葉月が言われたくなさそうだったので」

「難しい年頃ですものね」

「僕は単純でしたけどね」

　自分の高校時代を思い出して少しだけ苦笑。やっぱり女子の方が心は複雑らしい。

　だけど、これから毎日同じ学園に通う身。そういつまでも隠し通せるとも思えない。

「あの……出来るだけ知られないようにはしますけど、でもその……万が一の時には……」

「あら、私は気にしませんよ。むしろ胸を張って言ってもらっちゃってもいいくらい」

「そんなことしたら、ますます葉月に怒られちゃいますよ」

「ふふ、葉月ちゃんの怒った顔、可愛いのよねぇ。見たいわ」

「それを聞かれてもまた怒りますよ」

　葉月には申し訳ないけど、その『可愛い怒り顔』を想像して、二人で笑う。そのまま一つ上の階、三年生のクラスが並ぶ廊下を歩いた。

「じゃ、そこは『大葉先生』にお任せするわ。特に隠す必要も無いと思うけど、確かに積極的に言うことでもありませんね」

　これで葉月との関係に関しては一軒落着。現に美子ちゃんや南野さんには、もう知られているわけだし。

　並んで廊下を歩きながら、何となく二人で窓の外を見る。不意に理事長が小さく息をついた。

「本当に……時間が経つのは早いものね」

　独り言のように呟きながら向けた視線の先には区役所の庁舎。子どもの頃には無かった大きな建物を見上げて、確かに時間はあっという間だなぁ……なんて思う。

「池袋も昔と今じゃ大違い」

「そうですね。でも、変わらない物もたくさんありますよ。遠山のおばあちゃんだって」

「あら……ふふっ、ありがとう。卯月ちゃんもね」

「あはは、僕、成長してなかったらマズいじゃないですか」

　そう言って二人で笑い合う。子どもの頃、葉月と二人で遠山のおばあちゃんの家でご馳走になった時のことをふと思い出した。思えば僕は、この街で多くの人に助けられて成長してきたなぁ……なんて。

　感慨に浸りつつ、また歩みを進めていくと、ちょうど授業の終わりを告げるチャイムが鳴った。教室から続々と三年生が出てくる。多くの生徒が出てきたというのに、みんな、僕たちとすれ違う度にきちんと挨拶を交わしてくれた。

「こんにちは」

「ええ、こんにちは」

　たおやかに頭を下げていく様子に、またもや驚いてしまう。女子校ってしっかりしてるんだなぁ。こういうこと、葉月もちゃんとやれてるのかな？

（あんまり想像出来ないんだよね、葉月のそういう姿）

「あ、大葉先生」

「はい？」

　ぼんやり考え事をしていた僕の肩を理事長がぽんと叩く。そうして向こうから歩いてくる一人の生徒に視線を向けた。

「理事長先生、こんにちは」

「こんにちは、玉置さん。今、ちょっとだけ大丈夫かしら？」

「はい？　なんでしょう？」

　他の子と同じように挨拶してきた生徒を呼び止め、僕の前へと通す。それから理事長が僕を指し示した。

「こちら、新しく入られた大葉先生。天文部の顧問になられる先生ですよ。そして大葉先生、こちら、生徒会副会長で天文部部長の玉置倫さん」

　なるほど、それでわざわざ紹介してくれたらしい。流れるような長い黒髪に、眼鏡の奥できりっとした瞳が光る。まさに生徒会をやっている生徒……というイメージ。きっと成績もすごく良いんだと思う。そんな玉置さんに向かって、ぺこりと頭を下げる。

「初めまして。大葉卯月と申します。天文部のことは……まだまだわからないことも多いかと思いますが、よろしくお願いします」

「こ、こちらこそ。どうぞよろしくお願いします」

　僕が頭を下げたことが意外だったのか、ちょっとだけ驚いた様子で返事をしてくれる。教師と生徒とはいえ、新参者は僕の方なわけで。そういうところ、学生時代に運動部所属だった僕は、多少人より細かいかもしれない。

「玉置さん、大葉先生はこう言ってますけど、本当は結構詳しいんですよ」

「え？　そうなんですか？」

　理事長の言葉を聞いて、引き締まっていた表情がぱぁっと明るくなる。それだけで玉置さんがどれほど星好きなのかがわかってしまった。

「やだなぁ、理事長、プレッシャーかけないでくださいよー。ごめんね玉置さん、ただ、ちょっとプラネタリウムが好きなだけなんだ」

　慌てて付け加えつつ、少しだけ苦笑い。実際のところ、プラネタリウムによく行っていたのは本当だけど、別段、星に詳しいわけじゃない。ただ純粋にあの雰囲気とか空間が好きなだけだ。

「プラネタリウム、いいですよね。私も好きです。部活動でもたまに行きますよ」

「そうなんだ」

　確かに、この大都会の下で、そうそう天体観測なんて出来るはずもない。調べ物以外でやることと言えば、自然とプラネタリウムに落ち着くのかも。最近はあんまり行ってないし、またのんびり鑑賞出来るなら嬉しいな。

「それじゃ今度、部員みんなで一緒に行こう」

「はい」

　僕の提案に嬉しそうな微笑みを添えて頷いてくれる玉置さん。あっさり顧問と部長の間で約束が成立してしまった。それから顔を上げて、もう一度ぺこりと頭を下げる。

「それでは……すみません、次の授業が移動教室なので……」

「あら、ごめんなさい。引き留めて悪かったわね」

「いえ、ご挨拶出来て嬉しかったです。では先生、また部活の時に」

「うん、またね」

　最後にまた頭を下げて、僕らに背を向ける。何度も何度も頭を下げる礼儀正しい様子と、意志が強そうな凛とした態度。

「いい子でしょう。成績もトップクラスなんですよ」

「やっぱり。あんなにしっかりした子が部長だなんて……あはは、僕、ラッキーですね」

「ふふっ、そうねぇ。天文部は手が掛からない部活ですよ。ちょっと部員が少ないのが寂しいんですけどね」

　言いながら、また三年生の教室前廊下を歩いて行く。どこもかしこもぴかぴかでゴミ一つ落ちていない。それどころか、割と古い校舎だというのに、壁にしろ、窓にしろ、しっかり手入れが行き届いていた。それだけで生徒から愛されている学校なんだとわかる。

　そのまま突き当たりにある角を曲がり、今度は普通の学校にもあるような一般的な階段へ。ここを上れば主に職員が利用している階へと行ける。その階段に足を掛けながら、ふと理事長が振り返った。

「そういえば先生。どうして朝の職員会議の時は『あのこと』を言わなかったの？」

　特に深い含みもなく言われて、すぐに同性愛のことだとわかる。理事長はずいぶん前からその事実を知っているし、ありがたいことに、それに関して偏見も持っていない。

「あぁ、本当はみなさんにきちんと打ち明けたかったんですけど、ちょっと時間がなくて……簡単な挨拶だけで終わってしまいました」

「ごめんなさいね。今朝に限って、思ったよりも連絡事項が多くて……もう少し早くに自己紹介の時間を取ってあげられれば良かったわね」

「わわ、そんな気にしないでください。でもいいんですか？　先生たちにまで打ち明けても……」

「もちろんよ。それも含めて卯月ちゃん、でしょ？」

「理事長……」

　優しく微笑まれて思わず心の中がじわっと温まる。理事長のような人がいてくれるからこそ、もともと弱い僕でも、強く心を保っていられるんだと切に実感した。

　もちろん、僕自身、自分がマイノリティであることは十二分にわかっているし、それが大多数の人からどういう目で見られるかということも知っている。痛いほど知っている。

　でも、いくつかの理由から、僕は決してその部分を隠したくないと強く心に決めていた。遠山のおばあちゃんが言ってくれる通り、それも含めて『僕』なんだ。

「それじゃ、週明けの学年担任会議の時にでもカミングアウトします」

「そうね。でもカミングアウトだなんて……そんな大層なことじゃないわ。自己紹介の一部でしょう？」

「はい、ありがとうございます」

　こういう言葉が一番嬉しい。ただただごく自然にさらりと流れるような言葉。特別視でも何でもなく、当たり前に受け止めてくれる言葉だ。

　理事長に対する感謝の気持ちでいっぱいになりながら、その後ろ姿へ小さく頭を下げる。やっぱり僕は色んな人に支えられて生きているんだと再認識。

　そうして職員階の廊下を歩いて、突き当たりの理事長室へと向かう。すると理事長室の前に一人の人影が見えた。

「おお、理事長、待っとりましたぞ。校舎改築の件、今日も議論しましょう」

「全く……結果は同じだと、いつも言っているじゃないですか。それにかこつけて、お茶でも飲みに来ているだけでしょう？」

「これは手厳しい」

　一本取られた、という調子で、完全に髪がなくなってしまったつるつるの頭をぺしりと叩く。理事長に負けず劣らず老齢なこの人こそ、この学園の教育部門トップ、大岡校長だ。僕もまだ数回しか会ったことがないけれど、それだけでも十分に頑固な人だとわかる表情としゃがれた声。その大岡校長は僕の存在に気づいた後、自分を叩いた手をそのまま左右に揺らし、つるつるの頭を撫で始めた。

「やや、大葉先生も一緒だったのかね。理事長直々に校舎案内ですか？」

「ええ、そうですよ。なんせ彼は期待の新人ですから」

「はっはっは、理事長に期待されとるとなると、色々大変そうですな」

　大声で笑いながら、僕の肩をがしっと掴む。年齢のせいか、細さのせいか、それほど力はない。驚く僕へと向かって真っ直ぐな瞳を向け、頑固ながらも優しそうな眼差しで覗き込まれる。

「とはいえ、わしも期待しとりますよ」

「ありがとうございます。朝会の時はあまりお時間がなく……きちんとご挨拶出来ずにすみませんでした」

「気にせんでいい、気にせんでいい。あばうとでおけ」

　おそらく『アバウトでオーケー』と言いたかったんだと思う。気さくな様子に、ついこちらまでつられてほほえんでしまった。

「確か、早速担任を持たされたとか」

「はい！　高校の２―Ａを担当させて頂きました！」

「新任早々、大変じゃろう？　何か困ったことがあったら、遠慮なく国語科の先生たちに聞きなさい」

「あら、校長先生、ずいぶん人任せね。そこは『わしに聞きなさい』って言うところじゃないの？　あなた、教員のトップでしょう？」

「わし、理科じゃもん」

　微妙に可愛く言おうとしたらしいんだけど、これまた微妙にどんな反応をしていいのかわからなくなる。この場合、科目は関係ないから、理事長が正しいとは思うけど。そんな僕の反応に気が付いたのか、また校長がしっかりとした顔つきへと戻った。

「しかし、クラス担任になることを厭わなかったのは立派じゃな。最近の教員どもは、どうもクラス担任を持ちたがらんからの」

「あぁ……そうですね。以前の勤務先でもそうでした」

「そうじゃろう。教科の研究が忙しいだの、部活動が忙しいだの、何だかんだ理由を付けて担任になろうとせん。全く何のために教員になったのやら、ぶつくさぶつくさ」

　実際のところ、クラス担任を持つとなると、それだけで仕事が大幅に増えるわけだし、出来れば持ちたくないって気持ちもわからなくはない。だけど僕としては、自分が担当するクラスを持つことこそが、教員の醍醐味だと思う。

　さすが校長先生、良いことを言うなぁと思いつつ、何度も頷いていると、理事長がくすくすと笑い出した。

「ふふっ、だったら校長、あなたこそ、どこかのクラスを担当すればいいじゃないですか」

「嫌じゃ、疲れる」

（簡単に本音が出た！）

　別に悪びれた様子もなくさらりと言ってのけて、また自分の頭を撫でる。一見するとわがままにも見えるけど、こういう取っ付きやすそうな部分も含めて、校長の人柄なんだと思う。理事長にしろ、校長にしろ、纏っている空気感は、人として見習うべきところが多い。僕もそんな人間にならないとね。

「さて、それじゃ私は校長とお茶でも飲みながら、改築の議論でもしましょう。結果は同じですけどね」

「さてさてそれはどうじゃろうな。大葉先生はこの後、どうするんじゃ？」

「国語科教員室に机を頂いたので、荷物の整理なんかをしようと思います」

「ああ、あそこなー。あそこは煩いから、わし嫌い」

「そうなんですか」

「そうじゃ。女三人寄ればなんとやらって言うじゃろ？」

「三人？」

　確か国語科に女性の先生は一人しかいないはずだ。疑問に思っていると、もう一度校長が僕の肩を掴んできた。

「何にせよ、大葉先生ももう我が校の一員じゃ。我が校の人間なら、みな一蓮托生。真に困ったことがあったら、誰にでも相談しなさい。みな真摯に応えてくれるじゃろう。生徒に限らず教員も含めて、そういう校風こそ、我が桜乃宮女子学園じゃ。良いかね？」

「はい！　これからよろしくお願いします」

「うむ。しっかりと頑張りなさい」

「はい」

　そうやって僕に話してくれる校長を微笑みと共に見つめる理事長。この理事長と校長がいればこそ、こういう校風になるんだろうなと再認識。新たな教員生活へ向けて、俄然やる気がみなぎってくる。

「さーて理事長。この間どっかから送られてきとった玉露を頂こうかの」

「やっぱりそれが目当てだったわね。他人様宛の荷物を一体どこから調べてくるの？」

「ふぉっふぉっふぉっ！　では大葉先生、また週明けに」

　上機嫌で笑いつつ、理事長室へと入っていった。校長は相当な自由人らしい。

「……さて、それじゃ僕は国語科へ行こう」

　誰にともなく呟いて、あらかじめ教えてもらっていた国語科教員室へと向かった。







「うわぁ、その空気、あたしだったら耐えられませんよー」

「ええ？　そうかなぁ？」

「そうですよ。大体、理事長と一緒ってだけでも緊張しちゃうのに、あの面倒くさい校長までいるなんて！」

　普通の教室の半分程度の広さの国語科教員室で、同じく国語科古典担当の和泉ゆかり先生と会話。肩くらいまでのちょっと茶色い髪を揺らしながら明るく話す和泉先生は、男子校にいたら絶対にモテそうなタイプ。でも、校長に対しては意外と厳しいみたい。

（確かに……あの校長って、人によっては面倒だと感じるタイプだよね）

　少しだけ苦笑しながら、これから僕の居室になるであろう国語科教員室を眺める。入り口と窓以外の壁は全て本棚で埋まっているせいか、少しだけ手狭な部屋。そこに教員用の机を六つも並べているせいで、余計に空間が圧迫されてしまう。

　土曜の午後の日差しが窓から柔らかく入ってきて、もう何十年も変わっていないであろう部屋の壁を今日も明るく照らし出す。その陽光の欠片が和泉先生の髪に弾けて煌めいた。

「ところでー、大葉先生っておいくつなんですかー？」

「僕ですか？　今年で二十五になりました」

「わぁ、適齢期！」

　何のことだか聞かなくてもわかってしまう反応に、またもや苦笑してしまう。そんな僕へと、さっきから絶やさない明るい笑みをまたまた投げかけてくる和泉先生。出会ってそれほど時間が経ったわけでもないのに、こんなに簡単に打ち解けられるのは、和泉先生の人柄なんだと思う。

「最近だとまだまだじゃないですかねぇ。差し支えなければ、和泉先生は……？」

「あたしは二十四です！　花の二四にーよん組！」

「花の二四組？」

「あー、すみません、もう少ししたら来ると思うんで」

　意味がわからずつい聞き返してしまった僕へ、小さく舌を出す。ちょっと子どもっぽい仕草だと思うけど、おっとりふんわりした雰囲気には割とよく似合っている。

「そっか。他にも国語科の先生が……」

　僕が言いかけたところで、入り口からノックの音が聞こえた。と、同時に、ドアの向こうから、これまた甲高い声が響く。

「ゆーかーりーちゃーん！」

「はーい、開いてますよー」

　何とも子どもっぽい声に呼ばれ、同じく子どもっぽく返す和泉先生。呆気にとられている僕の後ろで派手な音と共にドアが開き、二人の女性が一緒に入ってきた。

「おっじゃまっしまーすっ！」

「失礼」

　入ってきたタイミングは一緒でも、態度は全く違う。

　最初に外から声をかけたであろう小さな女の子は、まるで敬礼でもするかのように手のひらをおでこに当てている。年齢は想像がつかないけど、茶色いツーサイドアップが余計に幼く感じさせる。服装だって、どこかふわふわしたような少女趣味なスカートだ。

　対照的に、もう一人の女性はすらりと背が高く、モデルのような体型。肩までの黒髪にメガネが映え、とても理知的な雰囲気。副会長の玉置さんが大人になったら、こんな感じかもしれない。そして恐らく、こちらの方は養護教員――いわゆる保健室の先生だと思う。そうじゃなければ理科の先生か。真っ白な白衣を着ていることから、すぐにそんなことを連想させた。

「おお！　これはこれは噂の大葉先生ではないですかー！」

　女の子の方が僕を見るなり駆けてきた。

「僕のこと知ってるの？」

「もちろんですよー！」

　ぴょこんと飛び跳ねて、知っていることをアピール。ツーサイドアップが一緒に揺れて、まるで何かの小動物みたい。まさか和泉先生のお子さんってわけじゃないだろうし……妹さんだろうか？

「あの、和泉先生……？」

「あ、すみませんすみません！」

　助け船を求めて視線を送ると、和泉先生が立ち上がる。

　そうして二人を順番に紹介してくれた。

「こちらの白衣の先生が大久保理子先生」

「初めまして。大久保理子。見ての通り養護教員です。具合が悪くなったらいつでもどうぞ。保健室は大歓迎」

「これはご丁寧に。大葉卯月です、よろしくお願いします」

　やっぱり僕の想像は当たっていたらしい。大久保先生は片手を颯爽と差し出し、僕に握手を求めてくる。こういう人がこういうことをすると絵になるから不思議だよね。その手をしっかりと握り返して、名前をきちんと覚えた。

「お次はこちら。橘萌ちゃん」

「えへへ、わたし、ご紹介にあずかりました橘です。よろしくお願いします！」

　言いながら、深々とぺこり。そして髪の毛がぴょんぴょこ。

「わぁ、しっかりしたご挨拶。ありがとう」

　同様に僕も腰を折ってぺこり。至近距離で頭を下げ合ったせいか、目の前に橘さんの後頭部が見えている。やがてその後頭部が小さくぷるぷる震え始めて、

「それで大葉先生！」

「うわぁっ！」

　橘さんがいきなり頭を上げたから、危うく顔面を強打しそうになった。間一髪のところで避けたものの、動きが派手な子っぽいから気をつけないと。

「なにかな、橘さん」

「もしかしてわたしのこと、子どもだと思ってませんか？」

　子どもっぽく首を傾げながら、上目遣いでそんなことを呟く。この年頃の女の子にありがちな、ちょっとだけおませな部分があるのかもしれない。

「そんなこと思ってないよ。きちんとご挨拶も出来るし、立派な女性だよ」

「えへへー、良かったー」

　にっこりと笑って、ご満悦の様子。これほど無垢な笑顔を向けられたら、僕まで和んでしまう。そんな僕らを見て、大久保先生と和泉先生が同時に口を開く。

「違うわよ、萌。完全に子どもだと思われてるじゃない」「萌ちゃん。しっかり自己紹介しないと」

「え？　そうなの？」「え？　違うの？」

　そしてまた、橘さんと僕の疑問系が見事に同じタイミング。それから次の言葉を待っていると、橘さんが自分のスカートの裾をぱんぱんとはたき始めた。一通りそれが終わると、今度は『こほん』と一つ、咳払い。

「わたし、ここの職員ですよ」

「え……？」

「こう見えてわたし、二十四なんです！」

　ドシンと小さな胸を叩きつつ、『どうだ』と言わんばかりの表情。自信満々にそういう表情をされても、どう返していいかわからなくなるけど。僕が返答に困っていると、横から和泉先生たちが救いの手を差し伸べてくれた。

「本当ですよ、大葉先生。萌ちゃんはこの学園のスクールカウンセラーなんです」

「ちなみに二十四歳というのも事実よ。子どもみたいに見えるけど」

　二人の言葉を聞いて、橘さんと和泉先生を何度か見比べる。今の話だと、この二人は同い年ということになるけど……。

「ほ……本当ですか……？」

「えっへん！　本当なのです！」

　二十四歳の女性が『えっへん』って言うんだ!?　目を白黒させてしまう僕へ、もう一度和泉先生が言葉を紡いだ。

「あたしと萌ちゃん、そして理子ちゃん、みんな二十四歳なんです。だから花の二四組！」

「えへへ、みんなからそう呼ばれてるんですよー」

「来年になったらどうするんだって話だけどね」

　三人の話を聞いて、さっき校長が言っていたことを思い出す。女三人寄れば……ってそういう意味だったのか。

「それじゃゆかりちゃん、自己紹介はこのくらいにして、早速お茶にしましょー！」

「はーい、すぐに準備するね。大葉先生、紅茶でいいですか？」

「え？　あ、はい、ありがとうございます」

　納得している間もないほど、流れるようにしてお茶会が始まった。







「うわぁ、その空気、わたしには耐えられないですー」

「私も無理。耐えられないわ」

　理事長と校長の話をしたら、和泉先生と全く同じ反応。三人とも年齢だけじゃなくて感性も似ているみたい。

「校長、口が悪かったでしょう？」

「え……そうでしょうか？」

「そうですよー。廊下なんかだと隠してますけど、事務室にいる時なんて本当にひどいんですから」

「へぇ……」

　秘密を打ち明けてくれるように小声で呟かれる。でもあの校長なら、口が悪いっていう意見も納得出来てしまったり。すみません、校長。

　そうして話を聞くと、二人は暇さえあれば国語科教員室へ入り浸っているらしい。毎日のように、こんなお茶会を催しているとのこと。

「あ……これ美味しい。どこの紅茶ですか？」

「ルピシアです。サンシャインの。あたしも初めて買った紅茶なんですけど……これですよ」

「桜の紅茶ですか。へぇ、いつも見てるのに気づかなかった。僕も買ってみよう」

　薄紅色の箱にちりばめられた桜の花びら。こういう春っぽさを感じるパッケージって、見ているだけでわくわくする。

「大葉先生、紅茶に詳しいんですか？　ゆかりと話が合いそうですね。私はそういうの全くダメで……」

「あはは、別に詳しいわけじゃありませんよ。ただ割とよく飲む方でして……一応、家には何種類か揃えてますけど……」

「カッコイイー！　わたしなんて苦いの苦手だから、家では炭酸飲料ですよー」

「萌は特別でしょう。家だけじゃなくて、カウンセリング室の冷蔵庫もほとんど炭酸で埋まってるじゃない」

「あれは命を守る水なのですっ！」

　またもや『えっへん』と胸を張りつつ力説する橘先生。その炭酸飲料の名前は、僕も学生時代、よく部活動の後に飲んだもの。この年齢の女性にファンがいるなんて、少し感動してしまう。

　それから各自の食べ物の嗜好の話題が始まり、少しずつ学園のことへとシフトしていった。

「大葉先生は以前も別のところで勤めてたんですよね？」

　大きな瞳を輝かせながら、興味津々という感じで橘先生が聞いてくる。

「ええ、そうですよ。以前のところは男子校でしたけど……」

「「「おおー！」」」

　僕の言葉を聞いて、三人が三人とも同じ反応を返す。意外にも大久保先生まで同じ反応だ。

「やっぱりイケメン高校生とかいました!?　読モやってる子とかー！」

「うーん、僕の知ってる限りではいませんでしたねぇ。スポーツが強い学校だったので、将来プロになりそうな、身体が大きな子ならたくさんいましたけど……」

「ムキムキ……それは是非、怪我して保健室に来て欲しい……」

　小声で呟いているけど、大久保先生の趣味嗜好がだだ漏れだ。まぁ、僕も筋肉質な人は嫌いじゃないけど……どっちかと言えば、細マッチョな方がいいと思う。

「二人ともそれどころじゃないでしょー！　男子校と言えば……男子校と言えば……」

　興奮冷めやらぬ雰囲気で、橘先生が身を乗り出してくる。もともと小さい身体だから、身を乗り出しても迫力より可愛さが先行するけど。橘先生はその姿勢のまま、一度だけ大きく息を吸い込んで、

「禁断の……薔薇っ!!」

　不穏な単語を叫んだ！

　そして身を乗り出しただけでは足りないのか、そのまま僕の肩を掴む。

「どうなんですか、先生！　やっぱり一クラスに一組くらいは、そういうカップルが!!」

「あはは、どうなんでしょうねぇ……それも僕の知る限りではちょっと……」

「ええぇー！　わたしの夢がー」

「あたしも希望がー。ガッカリー」

（なんで!?）

　がっくりと肩を落とす二人に思わず心の中で突っ込む。女性ってそういう話題が好きなんだろうか？

　すると、そんな二人を苦笑い混じりで見つめていた大久保先生が、

「万が一そういう関係だったとしても、公然と言うわけないでしょ」

　微妙に夢や希望を繋ぐような発言をした。

「確かに、僕も全てを把握していたわけではないので……そういうカップルもいたかもしれませんね」

「ふぉぉ！」

「やっぱりー！」

　わかりやすすぎるほど単純な二人だなぁと笑顔になりつつ、こういう女性、ちょっと可愛いよね、なんて思ったり。

「逆に女子校はどうなんですか？　僕、全く想像できなくて」

　何気なく聞いた僕の問いに答えてくれたのは、意外にも大久保先生だった。

「いるにはいるんでしょうけど……同性愛っていうのとはちょっと違いますね。いわゆる、友情の延長線上で少しだけ一線をはみ出した……みたいな」

　続けて橘先生が右側のテールヘアーを触りながら呟く。

「わたしの所にも時々相談に来る子がいますけど、やっぱり同性愛ってイメージじゃないですねー。すごく仲良しっていう感じで……」

「そうそう。お互い、依存に近い感じかもしれませんね。あたしも学生の頃にはそういう友達がいましたもん」

「へぇ、和泉先生にも？」

　三人とも男性からモテそうなタイプだけに意外だ。聞くと、やっぱり和泉先生も女子校出身らしい。

「そうですねー。あたしの時もキスくらいはしましたよー」

「本当ですか!?」

「はいー。と言っても、友達のキスですよ？　外国人みたいな、一瞬だけの」

　いきなりの爆弾発言に驚いたけど、残りの二人はそうでもないらしい。うんうんと頷きながら『あるある』と呟く。

「思春期の女の子って色々ありますからねー。特に周囲に男子がいない場合は」

　と橘先生。幼い顔に似合わない真面目な表情は、そういう子を何人も見てきている証拠だろう。そんな橘先生の言葉を受けて、大久保先生が続ける。

「まぁ、男子がいないって意味では、今の私たちも同じですけどね」

「あはは、そうだよねー。あたしたちも出会いなんてないもんね」

　半ば諦めたような笑顔で、和泉先生が手のひらをぶんぶんと振る。あまりにフランクな調子なので、ついつい僕もフランクになってしまった。

「女子校だと男の先生も少ないですもんね」

「そうそう、そうなんですよー」

　言いながら、女子会らしく四人で笑い合ったり。うん、初日から打ち解けられて良かった。これから同じ職場で働く仲間だもんね。

　そうしてひとしきり笑った後、急に真面目な表情で、三人が僕へと視線を注いでくる。

「ところで先生！　恋人はいらっしゃるのですか？」

　真っ先に聞いてきたのは和泉先生。他の二人もそれが気になっていたのか、心なしか僕との距離を詰めてくる。

「いえいえ、恋人なんていませんよ」

　僕の返事で急にその場が色めき立つ。うーん、さっきの会話から察するに恐らく皆さんにも恋人はいないんだと思う。そう思って、またもやフランクに僕から言葉を紡いだ。

「お互いに大変ですよね。出会いがなくて」

「「「……はい？」」」

　三人同時に疑問顔。やっぱり『花の二四組』と呼ばれるだけあって、みんな息もぴったりだ。だけど、どうしてそういう顔をされたのか、ちょっとわからない。

「やだなぁ、さっきも言ったじゃないですか。女子校だと男の先生が少ないって」

「それはそうですけど……あたしたちとは違って、大葉先生には出会いの宝庫じゃないですか？」

「そうですよ、女性の先生は山ほどいるわけですしー」

「あ……」

　そこまで言われて、まだ自分を伝えきれていないことに気が付いた。僕としたことが、やっぱり初日で浮かれているらしい。

　目の前で三者三様に首を傾げる三人へ向かって、はっきりと言葉を紡ぐ。

「すみません、言い忘れてました。僕、ゲイなんですよ」

「「「…………」」」

　首を傾げられたまま、時間が止まる。そしてまた三人同時に、

「「「えええぇっ!?」」」

「わぁ！」

　予想以上に驚かれたので、思わず身体を反って逃げてしまう。そんな僕にぐいっと近づいてきたのは、和泉先生と橘先生。

「あのっ、あのっ……ゲイってっ……あのゲイですかっ!?」

「ど、どど、同性愛者的な!?」

　詰め寄ってきた二人とは裏腹、大久保先生はぽかんと口を開けている。

「はは、そうですね。同性愛者的なゲイです」

　僕の答えに今度は三人が身をひいた。そうして離れた場所から僕を眺めて、橘先生が呟いた。

「あ……あのー……では、先生はその……女性には……まるで興味がない……みたいな？」

「恋愛対象としてはないですね」

「きっぱり!?」

　そもそも僕は、生まれてこの方、女性に対して恋愛感情を持ったことがない。ふと気がついた時には、自分が女性を好きになるところとか、女性と付き合うところとか、そういった物は想像さえ出来なかった。それを簡単に説明すると、三人の表情が驚きから唖然へ、唖然から落胆へ、落胆から失望へと変化していく。そうして誰からともなく同時に呟いた。

「「「また出会いが消えた……」」」







「はぁ、楽しかったなー」

　お茶会の後、浮かれ気分で教室へと向かう。

　色々と質問攻めにあったけど、誰一人として僕を偏見の目で見るようなことはなかった。むしろ良い意味で興味を持ってくれたみたい。こんな風に自分をありのままに伝えられるっていうのは、本当に幸せなこと。しかも初日からそれが出来て、更に更にみんながそれを受け入れてくれるなんて。

（この学園に入れてもらえて良かった！）

　幸先のいいスタートにテンションが上がってしまう。そして前の学校のことをふと思い出した。

（あそこでは色んなことがあったなぁ……）

　楽しい思い出だってあるし、辛い思い出だってある。その環境の中だけで、自問自答を繰り返したこともある。正直、あの時の世界は僕にとって色彩を失っていたかもしれない。そしてそれが世界の全てだと思っていたかもしれない。

（だけど……例え同じ世界だとしても、視点を一つ変えるだけで、こんなに鮮やかな気持ちになれるなんて）

　これは気付きだ。例えば、いつもは下から見上げていた高速道路を、今、こうやって窓越しに上から見下ろしているのと同じように。世界には二面性……いやもっと多くの多面性があって、その一つ一つが全く別の顔をしているわけで。それを全てひっくるめて『世界』なんだとは思うけど、僕を含め、人間はみんな、世界のうちの幾つかの側面しか見ていないんだってこと。それに気付けば……そしてもっと自分を受け入れてくれる側面に目を向けることが出来れば……この世界だって、意外と寛容だと思うんだ。

（嫌な側面からは目を背けたっていいんだし）

　やっぱりどこか浮かれている僕は、そんなことを考えてしまう。

　もうすぐ終わろうとしている春の中、僕を育ててくれたこの街で新しいスタートを切ることが出来る。そしてまた新しい世界を知ることが出来る。こんなに素敵な日が訪れたことに感謝することが出来る。

　こんな僕にでも出来ることがたくさんあって、それが幸せで。だからこそ、また足取りも軽くなって。

「これからしっかり頑張ろう」

　土曜の放課後、生徒のいなくなった廊下でそんな独り言を呟いた。葉月が待つ教室へと早歩きで向かいながら、階段を上るために廊下の角へと差し掛かる。

「初日だし、マンガなんかだと、この角を曲がる辺りで衝撃的な出会いがあったりするんだよねー」

　浮かれきっているせいか、そんなことまで呟いてしまう。全く、僕はすぐ調子に乗るんだから……。そう自分を戒めつつ、角を曲がろうとした瞬間、

「おっと……」

「わわっ！」

　突然現れた人影に危うくぶつかりそうになる。相手が身軽によけてくれたおかげで、間一髪、衝突は避けることが出来た。

「失礼、急いでいたもので。大丈夫ですか？」

「あ、はい。すみません。僕も早歩きしてて」

　中分けのさらりとした黒髪越しに、切れ長の瞳が向けられる。年齢は恐らく僕と同じくらい。一目で几帳面だとわかるほど、しっかりとプレスされたスーツ。それ以上に整った綺麗な顔。小脇に抱えているプリントの束へ何気なく目を向けると、左手首でウブロが時を刻んでいた。どこから見ても隙の無い人。つい見惚れてしまった僕へ、彼が心配そうに声をかける。

「どこか打たれたりしましたか？」

「いえ！　大丈夫です、すみません！」

　慌てる僕を見ても表情を崩さず、

「確か、本日付けで入られた方でしたね。急いでいるもので申し訳ない。これからよろしく」

「こちらこそよろしくお願いします！」

　僕の返事を聞いて、頷く程度におじぎをする。

　軽やかに身を翻して、今、僕が歩いてきた方向へと立ち去っていった。

（はぁぁ……）

　その後ろ姿を見送りながら、心の中で思わずため息。彼が残した香水の香りが、微かに甘く僕を包んだ。

（格好良い人だなぁ）

　隙が無いだけじゃなくて、教師然とした威厳もあって。その点、僕も見習わなきゃ。

「……と、葉月が待ってるんだった」

　次に会った時は直接名前を聞こうと心に決めて、急いで階段を上った。







「ごめん、葉月、待った？」

「あ、おに……大葉先生。いえ、友達と待っていたので」

　言われて教室内を見回すと、美子ちゃんと南野さんが一緒に残ってくれていたらしい。どうせ二人とも僕たちが兄妹であることは知っているんだから、そんな他人行儀にしなくてもいいのに。

「ふふ、やっぱり学校で会うと雰囲気違いますね。大葉先生」

「そうかな。花はな白しろさんも雰囲気違うよね」

「わぁ、卯月さんから名字で呼ばれるなんて新鮮ですー。美子ちゃん、感動しました！」

　胸の辺りで両手を結んで、まるでお祈りしているようなポーズの美子ちゃん……もとい花白さんが喜ぶ。一応、一旦は僕のことを『大葉先生』と呼んでくれたものの、すぐにいつも通りの『卯月さん』に戻ってしまった。僕もうっかり美子ちゃんって言わないように気をつけないと。

「わたしはそこまで面識なかったから、葉月ちゃんのお兄さんと仲良くなれて嬉しいなー。先生、よろしくお願いします！」

「うん、南野さん、これからよろしくね。それと……いつも葉月がお世話になってます」

「やだなー。お世話になってるのはわたしの方だよー」

　屈託のない笑顔の前で片手を勢いよくぶんぶんと振る。見た目通り、元気いっぱいの南野さん。今までは葉月が家に連れてきた時の数回しか会ったことがなかったから、同じクラスになれて僕も嬉しい。

「それでー、お二人が兄妹だってことは……やっぱりお口にチャックですか？」

　僕ら以外誰もいないというのに、ひそひそ話をするように美子ちゃんが声を潜める。すると僕が答えるよりも早く、葉月が言葉を発していた。

「当たり前でしょ。先生と兄妹だなんてバレたら絶対面倒だもん。嫌よ」

「えー、そうでしょうか？　美子ちゃんだったら嬉しいけどなー。卯月さん……じゃなくて、大葉先生、早速クラスでも話題になってたじゃないですか。素敵な先生だって」

「外見だけはね」

　本人が目の前にいるのに手厳しい。自分の外見がどう見られるかなんて考えたこともないけど、まぁ、年齢だけはまだ若いから、肌つやは良い方だと思う。

　そんな葉月を見ていると、理事長が言っていた『難しい年頃』という言葉が脳裏をよぎった。家でも学校でも、本当に難しい。

「外見だけじゃないよー！　先生、中身も素敵だよ」

　葉月の言葉に勢いよく反論したのは南野さん。庇ってくれるなんて良い子だなぁと思いつつ、みんなから『素敵』を連発されたことにちょっと照れてしまったり。

「そんなに褒められると恥ずかしいなー」

「恥ずかしがらないでよー。素敵な先生だよー。このー、このー」

「あははー、くすぐったいよー」

　肘で脇腹をつつかれながら、南野さんと微妙にじゃれ合ってしまう。こういうことをしても嫌な感じがしないのは、南野さんからその人柄が滲み出ている証拠だ。

「遥ちゃん、甘やかしちゃダメよ。そんな大した人じゃないんだから」

「えー、そんなことないよー」

「そうよ。見なさい、この威厳の無さ。こんな先生がいる？」

「う……」

　自覚している部分をつかれて、思わず呻き声を漏らしてしまった。さすが妹だけに、僕のことはよくわかっているみたい。

　言葉に詰まってしまった僕を助けてくれるように、今度は美子ちゃんが口を開いてくれる。

「そういうのも含めて、大葉先生のいいところなんじゃないでしょうかー？　優しいところというか……」

「ま、まぁ……優しいのは認めるけど……」

　すごく小声ながら、一応、その部分は認めてくれているらしい。うん、それなりに年が離れている分、葉月には親切にしてきたつもりだし……そこが報われただけでちょっとホッとする。

　そうやって話がまとまりかけたところへ、また南野さんが言葉を続けた。

「もー、二人とも違うよー。わたしが言ってる素敵な部分はそういうところじゃないよー」

「え？」

「もっとこう、なんて言いますか、先生の、いえ、先生から、滲み出てくる、この……」

　一言一言区切るように説明されるけど、イマイチ意味がわからない。どこかさっきまでと違って、南野さんの鼻息が微妙に荒くなる。戸惑ってしまった僕へ向けて、美子ちゃんが手のひらを一つ、ぽんと叩いた。

「ああ、そうでした！　遥さんは生粋のホモクレでしたね」

「やだなー、美子ちゃん、生粋だなんてー。それほどでもあるけどー」

　にこにこしながら会話しているけど、やっぱり意味はわからない。ホモクレってなに？　疑問顔を浮かべた僕へ、またもや南野さんが鼻息荒く近づいてくる。

「して先生！　その、朝、言っていた、先生が……先生がホモ……こほんっ！　ゲイというのは……」

「あー、あれね。うん、本当だよ。僕、ゲイなんだ」

「むっはーっ!!」

　僕の言葉を聞いて、変な鳴き声を上げながら派手に後ずさる。そうして口元に手を当てながら、なにやらぶつぶつと呟き始めた。心なしか涎を啜る音も聞こえてくるような。

「先生……初日からトップや……トップになったんや……」

「ちょっと遥ちゃん！　なにブツブツ言ってるのよ！」

「葉月ちゃん？　わぁ、ごめんごめん。わたし、また妄想しちゃってたよー」

　両方の手のひらをこちらへ向けて、ぶんぶんと左右に振る。またもやハテナがたくさん飛び交う僕に向かって、美子ちゃんが説明してくれた。

「遥さんはゲイの方々がとても好きなんです。応援したいっていつも言ってるんですよ」

「え、そうなの!?　それは嬉しいなー」

　どうやらそれがホモクレって言葉の意味らしい。

「えへへー、そうなの。だから先生、わたし、先生のこといっぱい応援するね！」

「ありがとう、南野さん！　あ、もしかして……だから虹色のリボンなの？」

「おお、さすが先生！　その通りだよ！」

　虹色、いわゆるレインボーは、ある意味、僕らのように性的な少数者の象徴とされている。自分がゲイであると気付き、色々と調べた結果、僕もその事実を知った。そんなことをこの年齢で知っているなんて、南野さんのホモクレは本物なんだと思う。

「僕もね、以前は着けてたんだよ、レインボーのネックレス。でもさすがに学校で着けるわけにはいかないもんね」

「えー、残念。虹色、先生とお揃いにしたかったな」

「あはは、そういう風に言ってもらえるの、僕、すごく幸せ」

「わたしも先生と出会えて、すっごい幸せ！」

　喜びあいながら、ごく自然に手を取り合って小さくジャンプ。初日からクラスの子とこんなに仲良くなれるなんて、やっぱり僕は幸せ者だ。

「絶対に何か勘違いしてる……」

「そうですかー。でも遥さんが理解者なのは間違いありませんよー」

「理解って言うのかしら……？」

　ひとしきり南野さんと喜びを分かち合った後、改めて三人と向き合う。そういえば葉月に部活の話もしなきゃいけなかった。

「葉月、僕ね、天文部の顧問になったんだ。確か、前の先生が顧問してたところだと思うんだけど……」

「やっぱり天文部なのね。多分そうなると思ったわ」

　寿退社した先生が受け持っていた部だけに、どうやらみんな予想はしていたらしい。

「良かったですね、遥さん」

「うんーっ！　えへへ、先生、わたしの部活だよー！」

「わぁ、本当に!?　嬉しい！」

「わたしもーっ！」

　言いながら、また二人で手を取り合ってジャンプ。まさかクラスの子が同じ部活にいるとは思わなかった。それだけでも嬉しいのに、理解者である南野さんなら尚更だ。

「遥ちゃんは星も好きだもんね。すごく詳しいし」

「うん。わたしね、ＢＬも星も大好きなの！」

　星はともかくＢＬって何だろう？　僕たちのような人のことならＬＧＢＴって言うはずだし……。でも嬉々としてはしゃぐ様子を見ていると、それだけで、どちらもよほど好きなんだってことが伝わってくる。

「天文部に関しては、僕もわからないことだらけだから、色々教えてね」

「うん！　でもわたしよりも玉置先輩の方が詳しいよー」

「あ、玉置さん。さっき会ったよ」

　話しながら、さっき会った玉置さんのことを思い出す。しっかりした子だったから、きっと後輩の面倒見も良いんだろう。

「玉置先輩は生徒会の副会長さんもやってるんだよー」

「成績もすごく優秀なんですよね」

「ああいう先輩、憧れるわよね」

「へぇ……」

　天文部の南野さんだけじゃなくて、他の二人からも慕われているってことは、やっぱり有名な子なんだろう。玉置さん、何となく後輩の女の子から好かれそうな雰囲気も持っていたし。部活の日には顔を合わせるわけだし、僕も真面目に取り組まなきゃね。

　気合い十分な挨拶から始まって、これからの日々への決意を固める。こうして僕の新しい教師生活一日目は無事に終わった。







「葉月、お風呂上がったよ」

「ふん！」

　リビングにあるコーナーソファに座って雑誌を読んでいる葉月へと声を掛ける。夜、いつものように夕飯を食べ、その後の入浴時間になっても、葉月はずっとご機嫌斜め。学校ではまだ会話してくれていたけど、二人きりになってからは、会話の八割くらいが『ふん！』で片付けられていた。

「なんでそんなに不機嫌なの？」

「なんでそれがわからないのよ!?」

　ようやく答えてくれたと思ってもこの調子だし。

　両親の都合で二人暮らしな僕たちは、こういう時、本当に気まずい。だからと言って、適当に機嫌を取ろうものなら、余計に怒られそうだし。

「俺、なんかマズいことした？　初日にしては結構しっかりやったつもりなんだけど」

「お兄ちゃんはアレでしっかりやったつもりなの!?」

「え？　しっかりしてなかった？」

「ぐぬぬ……」

　僕の答えを聞いて、喉の奥からひねり出したような呻き声を上げる。

（女の子がそんな声出しちゃダメだよ）

　なんて言ったら、間違いなく火に油……どころか、石油あたりを注ぎかねない。そう思って静かに見守っていると、食ってかかるように勢いよく口を開いた。

「大体っ！　どこの教師が初日にあんなこと言うのよっ!?」

「あんなこと？」

「ホモのことよっ!!」

「あー、それねー」

　なんだ、そんなことで不機嫌になっていたのか。だったら良かった。僕、もっと取り返しのつかない発言でもしたのかと思っちゃった。

「だってそれは仕方ないよ。俺の個性なんだから」

「個性だからって何でもバラしていいわけじゃないでしょ!?」

「だからって隠すわけにもいかないよ。俺、先生なんだし」

「先生ならなおさら隠しなさいよ！　このホモ！」

　吐き捨てるように言ってそっぽを向く。やっぱり葉月くらいの年頃だと、兄がゲイっていうのは嫌なんだろうか？　それとも担任がゲイっていうのが嫌……とか？

「あ、でも南野さんは応援してくれるって言ってたっけ」

「遥ちゃんは特別よ！」

　つい口を出た独り言にまで勢いよく突っ込まれる。でもおかげでまた葉月がこちらを向いてくれた。

「特別ってどういう意味？」

「あの子は腐女子なの！」

「ふじょし？」

　言葉の意味がわからずオウム返しになってしまった。

「婦女子なのは当然だよ、女の子なんだから。葉月だってそうでしょ？」

「そっちの意味じゃないの！　腐るって字を書いて腐女子！」

「葉月……そんな言葉はないよ。曲がりなりにも兄が現国教師だっていうのに……」

「だから違うってば！　あーもー！」

　普通に会話しているつもりなのに、何故か葉月のイライラメーターが目に見えて上昇していく。もしかして僕、知らないうちに石油……いや、天然ガスあたりを噴出してる？

「腐女子って言うのはＢＬとかが好きな女の子のことよ！」

「ＢＬ？　ＢＬってなに？」

「ボーイズラブ！」

「……？」

　出てくる単語全てが理解出来ず、完全にお手上げ状態。そんな僕へ葉月が丁寧に説明してくれた。

「ボーイズラブっていうのは、いわゆる男性同士の恋愛とかカップルのこと！　遥ちゃんはそういう話が好きなの！」

「なーんだ、じゃ、俺の考え方で合ってるよ。ゲイの人を応援してくれてるんでしょ？」

　ＢＬっていうのが男性同士の恋愛で、それが好きな女の子が腐女子なんだったら……間違ってないよね？

「はぁぁ……お兄ちゃんは何もわかってない」

「えー、そうかな？」

「そうよ！」

　ぴしゃりと断言された。そうして読みかけていた雑誌を閉じ、ガラステーブルの上に置く。

「まぁ、いいわ。別にお兄ちゃんがホモなのは今に始まったことじゃないんだし。私、お風呂入る」

「あ、待って葉月。明日休みだからさ、今日ってちょっとくらい夜更かし出来るよね？」

　立ち上がって背中を向けた葉月を後ろから呼び止めた。ぴたりと立ち止まって一秒。ゆっくりと振り返った表情に、今の今まで浮かんでいた怒りの色はない。

「……なに？　何かしてくれるの？」

「うん。せっかくだからさ、あとでＤＶＤでも観ないかなーって。どうかな？」

「っ……ふ、ふーん、まぁ、私も時間あるし？　お兄ちゃんが観たいなら……一緒に観ても……いいけど？」

　少しだけ頬を染めてくれているのは機嫌を直してくれた証拠。仲が良いっていうのは喧嘩しないことじゃなくて、喧嘩してもすぐに仲直り出来るってこと、だよね。

　そんな葉月は頬を染めたまま、どこか中空に視線を漂わせつつ、

「それじゃ、お風呂上がったらレンタル屋さん行く？　私、スーパーにも寄りたいし」

「いいよ。あ、でもどうせならこれ観ようよ。教師びんびんストーリー」

「びっ……」

　僕が何よりも好きなドラマ『教師びんびんストーリー』。テレビ横のラックからそのＤＶＤを取り出すと、せっかく穏やかな色を保っていた葉月の表情が一瞬にして赤信号に変わる。

「もうっ！　それ何回観たと思ってるの！　トシちゃんの台詞、全部覚えちゃったわよ！」

「あはは、俺だって覚えてるよ。当たり前でしょ？」

「知らない！　勝手に一人で観なさいよ！　このホモ！」

「あ、葉月っ！」

　今度は僕の呼びかけも空しく、すたすたと廊下へ出て行ってしまった。しかも結構激しくドアを閉めて。やっぱりあの年頃の女の子って難しい。

（びんびんストーリー、何回観ても面白いのに）

　俳優のトシちゃんが演じる徳川先生は、僕が世界で一番憧れている人。このお話がなかったら、僕は教師になろうなんて思わなかったかもしれない。

（いつか僕も……徳川先生みたいな教師になりたいな）

　今までに何度も考えた思いを今日もまた心の中で呟きながら、僕はＤＶＤをセットした。







第二章　焼き芋サンシャイン




「ははは、葉月ちゃん、相変わらずだな」

　日曜の昼、人で混み合うサンシャイン60通りを歩きながら、雑司ヶ谷拓海が呟いた。目的の物を探すため、視線はあちらこちらへと動かされている。

「相変わらずじゃないよ。昔はもっと素直だったのに……年々難しくなってるんだから」

「照れてるだけじゃねーの？」

「そうかもしれないけど。それを言うとまた怒るよ」

「あー、想像出来るなー」

　けらけらと笑いながら、視線はきょろきょろ。拓海は僕の幼馴染みで、高校までずっと同じクラスだった。いわゆる親友だ。今は実家を継いで、ここ池袋で和菓子屋さんを営んでいる。短く刈り込まれた頭髪こそ和菓子屋さん然としているけれど、それ以外の部分、例えば高身長であったり、浅黒く焼けた肌であったり、きっちり鍛えられた身体であったりは、まるで何かのスポーツ選手みたいだ。そんな拓海がひとしきり笑った後、

「でも葉月ちゃんの担任になれて良かったじゃないか。安心だろ」

「まぁ、そういう意味ではね」

　葉月にとってはどうだか知らないけど。あの年頃の子にとって、学校の成績を兄に知られるというのは、それだけで嫌なことかもしれない。そんな葉月の心情を慮りながら、拓海と一緒に僕も視線を巡らす。

「うーん、無いねぇ」

「だな。せっかくだから見てみたかったんだけど。噂の焼き芋屋」

「うん、俺も見てみたかった」

　僕は知らなかったけど、ここしばらく、このサンシャイン60通りに出没するリヤカーの焼き芋屋さんがすごいらしい。なんでも焼き芋屋さんなのに大行列が出来るとか。この間も何かの雑誌で紹介されていたとのこと。

「クレープ屋さんならたまに混み合ってるけど、焼き芋屋さんってすごいよね」

「ああ、絶対に何か秘密があるよな。うちの和菓子のヒントにならねーかなー」

　職業柄、拓海はお菓子に関しては詳しいし、真面目だ。実際、拓海の作る和菓子は――僕個人の感想としては――拓海のおじさんが作る物よりモダンで美味しいと思う。適当なように見えて、そういうところは几帳面な親友だ。

「日曜だからお休みなんじゃないの？」

「いや、基本は日曜に出てるって聞いたんだよなー。あとは夜とか……」

「へぇ……」

　謎の多い焼き芋屋さんだ。とはいえ、この狭い範囲をこれだけぐるぐる回っても見つからないところを見ると、やっぱり今日はお休みらしい。

「……にしても、この辺りも変わったよな」

　焼き芋屋さん探しは諦めたのか、懐かしさを乗せた声音で不意に拓海が呟く。視線はわりと最近出来た洋服屋さんのビルへと注そそがれていた。

「俺、ここにあったバーガー屋、好きだったんだけどな。青春の思い出」

「あー、高校時代よく来たよね」

　部活が終わった後、帰宅前によく立ち寄ったことを思い出す。ポテトにチーズとチリビーンズを乗っけたメニューがあって、拓海はいつもそれを食べてたっけ。

「バーガー屋はどんどん無くなるな。バーキンも好きだったのに」

「ずいぶん古い話だね」

　視線を巡らせて、今はスーツのお店が出来ている場所を見る。以前、そこには大きなハンバーガーを出してくれるチェーン店があった。僕たちが小学生の頃だ。

「ほんの十何年のうちにガンガン変わっていくよな。新庁舎だって建ったしさ」

「うん、うちの周りもずいぶん変わったよ。大きなマンションだらけになっちゃった」

「ああ、そっか。卯月ん家の辺りは派手に変わったもんな」

　東池袋は都市開発の流れを受けて、僕が子どもの頃より大幅に変わってしまった。そうして出来た大きなビル。確かに外観はいいし、人が大勢住んでくれるのは嬉しいんだけど……ちょっとビル風が強くなっちゃったんだよね。

　まだ二十代半ばだというのに、そんな風に昔を懐かしみながら親友と歩いていることが少しだけおかしい。もっともっと長くこの街に住んでいる人もたくさんいるっていうのに。そういう人たちから見たら、戦後から現代まで、この街の発展はどういう風に見えているんだろう？　ぼんやりと人混みを見ながら立ち止まった拓海も、恐らく僕と似たようなことを考えているんだと思う。僕も拓海も池袋が大好きだ。

「そういえばさ、今日って葉月ちゃんはどうしてんの？」

　60階通りの端にある大きな雑貨屋さん、ハンズの方へ向かって歩き始めると同時に、また拓海が口を開く。拓海が言葉を発しなかったら僕が発したかもしれない。親友ならではの絶妙なタイミング。

「うん、水泳部の練習なんだってさ」

「おお、さすがエース。日曜まで大変だな」

「もうすぐ練習試合があるらしいよ。そういうところ、俺とは違って真剣にやるタイプだから」

「あはは、よく似てるじゃないか」

　豪快に笑いながら、ハンズの前にある大きなモニターを見上げる。それから少しだけ無言。モニターに映し出されているのは水族館のＣＭだ。一緒になって、そのモニターを見ていると、

「……お前はどうなんだ？　新しい学校」

　視線を合わせるわけでもなく、モニターを見上げたまま、拓海が聞いてくる。多分、拓海なりの気の使い方だ。

「ああ、学校はいい感じなんだけどね。前回のことがあるから、まだ何とも……」

「そっか……」

「あ、でも！　理事長は大丈夫だって言ってくれてるし、今回はきっと」

　呟く僕に無言で頷いてくれる。前の学校を辞めた顛末はもちろん拓海にはしていた。だからこそ、こういう気の使い方が嬉しい。そして僕はそんな拓海の優しさについ甘えてしまう。

「……前の時も、理事長は平気だって言ってくれてたんだけどなぁ……」

「…………」

　あの頃のことを思い出すと、簡単に凹んでしまいそうになる自分がいる。本気でネガティブな発言は出来るだけしないように。教師という職業に就いてから、いつもそれを心がけているというのに。こういう時にあっさりと弱ってしまう心が嫌だ。びんびんストーリーの徳川先生だったら絶対にこんなこと言わない。

　自分の言葉が原因で自分の過去を思い出し、そして無言になってしまう僕。そんな僕に同じく無言で付き合ってくれる拓海。

　休日の池袋は人でごった返していて、エスカレーター待ちの長い行列があって、目の前のモニターには悠々と泳ぐアザラシさんの姿が映し出されて。僕はほんの少しだけ、自分と世界との間に薄い薄い膜のような、いつもは全く感知することの出来ない隔絶を感じてしまう。

　この世界には寛容でない一面だってもちろんあるわけで。そんな一面を思い出して、より深く俯いてしまいそうになる僕。でもそんな僕の顔を上げさせてくれたのは、他でもない拓海だった。拓海は唐突に僕の肩を叩いて、

「よし卯月！　天気もいいし、久々にサンシャインでも上るか！」

「あ、いいね！　行こう行こう！」

　ネガティブになった時、ポジティブに支えてくれる人の心強いこと。一瞬にして霧散した僕と世界の隔絶を振り払うように、僕らは並んでエスカレーターを降りた。

　そのまま地下の通路で動く歩道に乗り、サンシャインシティに入るとすぐに六十階行きのエレベーター乗り場がある。地下一階から地上六十階を分速六百メートルで繋ぐエレベーターだ。休日で多少混み合っているものの、長蛇の列ってほどでもない。早速、拓海と乗り込んで、一気に最上階へと移動した。

　エレベーターを降りるとすぐ、ガラス越しのチケット売り場が目に入る。ここは係員の人が対応しているうえ、窓口の数が少ないので、休日はいつも若干混雑するところ。

「サンシャインの展望台って安いよな」

「え？　幾らだっけ？」

「ん？　卯月、ちょくちょく来てるって言ってなかったか？」

「あはは、俺、年間パスポートなんだ」

　財布の中から自分の写真がプリントされたカードを取り出す。ちなみに僕は水族館の年間パスポートも持っている。残念ながらプラネタリウムの年間パスポートはないけど。

「おお、さすがご近所」

「拓海の家だって十分近いよー」

　そんなことを話しながら入場料を支払う。少しだけ進むと、ようやく六十階からの景色と対面だ。たくさんのビルが立ち並ぶ東京もこの場所からなら遥か彼方まで見渡せる。僕はこの景色を見るたびに関東平野という言葉を思い出してしまう。目を細めて視力の限りを尽くさなければ、山らしい山は見えない。

「おお、やっぱいい眺めだな。俺がゴミみたいな気分になる！」

　両手どころか、おでこまで窓にくっつけて、嬉しそうに拓海が言う。出せるはずがないのに、頭を出して真下を見ようとするような仕草。子どもの頃とまるで変わらない反応に思わず笑いが零れてしまった。

「もー、何言ってるの。あー、ほら、ガラスに跡がついちゃった」

「はは、悪い悪い」

　べったりとついた拓海の手形、顔形をハンカチで拭き取って、順番を待っていた男の子へと代わる。嬉しそうにはしゃいでいる姿はやっぱり子どもの頃の僕たちと一緒。それだけで微笑ましい気分になる。

「よし、飲み物でも買うか」

「そうだね」

　二人で常設されているカフェへと移動。実はこのカフェこそ、僕がここの年間パスポートを買っている理由だったりする。池袋のカフェにしてはとびきりの穴場。平日、休日を問わず、待ち時間なく座席が取れるカフェは結構貴重だ。

（いつでもチョコレート味のソフトクリームが食べられるのも素敵だよね）

　最近ではめっきり少なくなったチョコ味ソフトの写真を見ながら、そんなことをぼんやり。葉月はバニラ派だけど、僕は断然チョコ派。

「お前、何にする？」

「え？　あ、えーっと……じゃ、俺、アイスコーヒーで」

　前に並んでいた拓海に聞かれて、慌てて答えた。さすがにいい年した男性が二人でソフトクリームを舐めるわけにもいかない。僕は良いとしても拓海がどう思うか……。ちょっとだけ寂しい気持ちになりながら、今度また葉月と来ようかなー、なんて考えていると、

「それじゃお姉ちゃん、アイスコーヒー二つと、チョコソフト二つで」

　僕の考えを余所に、拓海が店員さんへ向かってさらりと注文した。

「え？　チョコ、いいの？」

「なんで？　お前、好きだろ？　俺も食いたいし」

　当たり前のように言いながら、お金を支払う。またもや慌てて財布を出そうとする僕を片手で制した。

「気にすんなって。焼き芋屋探し、手伝ってもらったんだし」

「いや、でもさ、結局何の役にも立ってないし」

「じゃ、学校で何か噂でも聞いたら教えてくれ」

「それはもちろんだけど……本当にいいの？」

「ああ、よろしく」

　二人で話している間にも見事なソフトクリームが完成する。アイスコーヒーが二つ乗ったトレイを拓海が持って、僕が両手にチョコソフトを持つ形になった。そのまま窓際の小さなテーブルへと移動する。

「んー、濃くて美味い」

　一口で三分の一くらいのソフトを頬張って、本当に嬉しそうな顔をする。こんな風に食べてもらえるなら、ソフトクリームだって幸せかもしれない。

「じゃ、俺も。頂きます」

　僕と二人でも気兼ねなくソフトクリームを食べてくれる拓海へ感謝しながら、小さくぺろり。舌上に乗った味は相変わらずの美味しさ。口内へ広がる甘さに、クリームしか入れていないアイスコーヒーの苦さが完全にマッチする。

「昔はさ、結構色んなところで売ってたのにな、ソフト」

「あー、そうだね。最近はあんまり見なくなっちゃったよね」

「サンシャイン60通りにあった今川焼き屋とかもさ、俺、好きだったのにな。絶品だったし……」

　またもや昔を懐かしみながら、遙か下方の街を見下ろす。子どもの頃から何度もこの景色を見ていたはずなのに、いつの間にか随分と変貌してしまった。もちろん変わったのは街だけじゃなくて、僕や拓海も変わったわけだけど。そんな風に少しだけセンチメンタルな気分になっていると、突然、

「お、お、おおお！」

　と驚くほど大きな声を出して、拓海が立ち上がった。

「なに？　どうしたの？」

「いや、ほら、あれ見ろって！」

「え？」

　指さされた先には、二人の女性が窓から外を眺めていた。その女性たちを見つめながら、拓海は

「ひゅぅーっ！」

　さっきよりも大きな音で派手に口笛を鳴らした。

「ちょっ……いきなり!?」

「バカ！　あんな美人、そうはいないぜ！」

　まだ座っている僕の肩を叩きながら、全力で興奮。幸いというか何というか、女性たちに口笛は届かなかったらしい。しかし何も知らない彼女たちはごく自然にこちらへと歩を進める。

（確かに美人さんな方々だけど）

　近くまで来て、ようやく僕らの母親と同じくらいの年齢だと気付く。笑う度に口元を隠す仕草は確かに気品がある。そんな女性たちが僕らの横をすれ違った瞬間、

「こんにちは。ようこそ池袋へ」

　精一杯気取った声で拓海が声を掛けた。チョコソフトを片手に持ったままで。

「あら、こんにちは」

「いいお天気で」

「ははっ、こういう日は最高の眺めなんです。どうぞこの展望を楽しんでください」

　両手を広げてまたもや気取る。もちろん、片手にチョコソフトを持ったままで。

「美味しそうなソフトクリームね。私たちも頂こうかしら」

「ぜひぜひ。あちらで売っておりますので」

「ふふっ、ありがとう。あなた方も楽しんでね」

　にこやかな笑顔と共に、女性たちは気品あるまま立ち去る。その後ろ姿を見つめながら、拓海が声にならない声を上げ始めた。

「くぅ～」

　何がどうしてその反応なのかいまいちわからないけど、拓海が好きな女性のタイプだけは知っている。つまりああいう人。

「やっぱ女は四十歳過ぎに限るな！」

「そうなの？」

「おう！　見ただろ？　今の雰囲気！　どうよ!?」

「うん、確かに美人さんだったし、優しそうでいいなぁって思ったよ」

「だろ!?　あの包容力なのよ。俺が女に求めるのは」

　僕が気づいたのはいつだっただろうか。気づいた時にはもう、拓海の好みはいわゆる熟女と言われる方々だった。確かに僕も、拓海の性格なら優しい年上女性がお似合いだと思う。

「ああいう風に年を取れるっていいよね」

「なー。あれこそ大和撫子だよな」

　ソフトのコーンを一口で食べながら、うんうんと頷く。そうして最後に一言付け加えた。

「まぁ……麗子さんほどの人はいないけどな」

「ああ、前に言ってた人？」

「そう。お前んとこの学食の。最高だぜ！」

　以前から聞かされていたことだけど、拓海は今、桜乃宮女子学園の学食で働いている女性に惹かれているらしい。僕もぜひ会ってみたいし、近いうちに学食へ行ってみよう。

　ソフトを食べ、アイスコーヒーを飲み終えると、再度、展望台をぐるりと巡る。昨日に続いて、今日の東京も日本晴れ。おかげで東西南北、どちらの方角も遠くまで見渡せる。そうして僕たちが最後にたどり着いたのは豊島区役所の庁舎が見える窓だった。

「区役所が移転して、池袋もずいぶん変わったよな」

「うん、跡地にも劇場なんかが出来たしね」

　元々区役所があったところには大きな複合施設が誕生していた。そのせいか、人の流れも大きく変わって……僕たちが知っている池袋の景色が、また一つ思い出の方へと流れていく。

　その区役所から更に視線を下げていくと、桜乃宮女子学園が視界に入る。思い出に流されることなく、池袋の歴史の中にしっかりと存在し続ける校舎。僕はあそこできちんと教師が出来るんだろうか？　教師という職業の難しさに、思わず怖じ気づきそうになる。思い返されるのは前の職場での出来事だ。

（あの時の僕は……間違ってたのかな）

　そんなことを考えてつい無言になってしまった僕へ、同じく桜乃宮女子学園を見下ろしている拓海が呟いた。

「……卯月は卯月なんだからさ。信念を貫けばいいんじゃねーの」

「拓海……」

　またもや僕へは視線を向けず、まるで独り言のような呟き。その態度と言葉に、僕の心から最大限の感謝が溢れてくる。

（そうだ、怖じ気づく必要なんてない）

　きっと人間なら誰だって同じなんだ。迷ったり、悩んだり、傷ついたりしながら、それでも結局は『自分』っていう信念を貫くことしか出来ないんだから。自分だけが特別だなんて、そう思う方がどうかしてる。

「うん、俺、頑張るよ」

「ああ、大丈夫だろ、お前なら」

　少なくとも一人は確実に自分を応援してくれる人がいる。それは何にもまして心強いこと。拓海と一緒にいると何度も感じられる心強さをまたこうして感じてしまった。

（本当に頑張ろう）

　気持ちが軽くなって、もう一度、桜乃宮女子学園へと目を向ける。この位置からだと、校舎の屋上に設置されているプールがかろうじて見えた。日本晴れの空を反射して、屋上の半分以上を水色に染めているプール。その真ん中に、一人きり、ぷかぷかと浮かぶ人影。この距離からでもわかる……葉月だ。うん、葉月だって頑張ってる。







　背中を支えてくれる優しい水の感触に励まされる。私は弱い人間だ。誰か、何かが励ましてくれないと、つい楽な方へ、甘い方へと逃げ出してしまう。

　目前に迫った練習試合を前にメンタルは最悪。だからタイムは縮まらない。

（緊張……してるのよね？）

　自分の身体の調子を自分で探って、納得の頷きをする。今までは練習試合でこんなに緊張したことなんてなかった。もちろん相手は強敵だし、残念ながら一度も勝てたことはない。でも、次こそはきっと……っていう根拠のない自信はいつでもあった。だからこそ、休憩時間も惜しんで、こうやってレーンを往復してるわけだし。

（でも……なんで私、緊張なんて……）

　ぼんやり考えながら見上げた空は、サンシャインによって大きく切り取られている。外側から見るサンシャインは、内側から見るサンシャインとは違って、一つの塊だ。たくさんのお店とか、会社とか、銀行、病院、展望台、色んなものが入っているけど、外から見れば一つの塊。子どもの頃から、私はいつもこの塊を見上げて育ってきた。

　ううん、見上げてただけじゃない。暇さえあればウインドウショッピングするし、お兄ちゃんと一緒に展望台に上ることもよくある。そういえば、最後にお兄ちゃんと展望台に上ったのはいつだったかしら？

（あ……）

　何気なく考えたことで、自分の不調の原因がわかった。お兄ちゃんだ。桜乃宮の先生になったんだもの。次の練習試合にはきっとお兄ちゃんも応援に来てくれる。だから緊張してるんだ、私。お兄ちゃんが桜乃宮の先生になって最初の練習試合。何が何でも勝って喜ばせてあげたい。

（お兄ちゃん……）

　ぷかぷか浮かんだまま、心の中で呟いてみる。初めて学校の中で見たお兄ちゃんは、やっぱりきちんと『先生』をしていて。私の前でも自分のことを『僕』なんて言って。

「……どうしてカミングアウトなんかしちゃったんだろう」

　今度は隠しきれずに声を出した。自分のこと、初日からそこまで言っちゃう必要があるわけ？

　まだ私が子どもで、お兄ちゃんが高校生だった頃、お兄ちゃんは私にとって自慢のお兄ちゃんだった。

　サッカー部のエースで、とびきりのストライカー。誰にも止められずに点を重ねる姿は、池袋のカズとまで呼ばれたほど。もちろん女の子のファンがたくさんいたことも知っている。それどころかファンクラブまで。

（あの頃のお兄ちゃんは素敵でした）

　ちょっとだけ恥ずかしいから、今度はまた心の中で呟く。素敵なお兄ちゃんが大好きだった。

　だからお兄ちゃんがラブレターをもらってくる度、いつもいつも不安になっていた。もしもお兄ちゃんに彼女が出来て、私に構ってくれなくなったら……って、小学校の頃の私はそんなことばかり心配して、ドキドキして。

　ブラコンって言葉を知ったのはもう少し後だったけど、当時の私がその言葉を知っていたとしたら、うん、素直に認めたと思う。それくらい、お兄ちゃんは格好良くて、眩しくて、憧れで……素敵だった。

「…………」

　なのに。

「こんなことになった」

　少しだけ唇を尖らせて、今度はまた声を出す。こんなことになっちゃった。

　お兄ちゃんが家族に打ち明けた日のことは、今でもはっきり覚えている。そして意外にも大きな反応を返したのは私だけだったことも。

（うちの家族ってばおかしいのよ）

　もともと海外出張が多かったせいか、両親はそういうことに対してすごく柔軟だった。私だけ過敏に反応しちゃって。だって……女性に奪われるならまだしも、男性に奪われる可能性が出てきたのよ？　あ、もちろん、これはそういう意味の『奪われる』ってことじゃなくて、誰かと付き合うって意味の『奪われる』ってことで。

（うぅ、なに考えてんのよ、私……お兄ちゃんが受けとか攻めとか……考えたくもないわ）

　ダメだ、完全に遥ちゃんに毒されてる。自分の中に浮かんでしまった忌まわしい想像をかき消すように軽く頭を振った。耳元でちゃぷちゃぷと鳴る水音が心地良い。

（大体、お兄ちゃんってば、もともと女子力が高すぎるのよ）

　まず『大葉卯月』なんて、なんだか小動物みたいで可愛い名前だし。私の方は同じ感覚で付けられちゃったせいで『大葉葉月』なんて葉っぱが二枚も重なる変な名前だし。

　お兄ちゃんは四月生まれだから、誕生石だってダイヤモンドだし。八月生まれの私なんて微妙によくわかんないペリドットだし。

　更に言えば、お兄ちゃんは可愛い可愛いおひつじ座。残念ながら私はしし座。

　惨敗じゃない！

「はぁぁ……それでもお兄ちゃんはお兄ちゃんなのよね」

　優しいことに変わりないし……私の大切な人であることにも変わりない。だから、今度の練習試合には絶対に勝って、喜ばせてあげたい。

　相手の新聖女子学園は水泳部の強豪校で速い選手が揃っている。その中でも自由形のエース、二ノ宮瑞希さんは特にすごい人。三年生の彼女に、私は去年一度も勝ったことがない。当たり前だけど、去年の彼女は今の私と同じ学年だったわけで。なのに、去年の彼女の泳ぎを思い出して、今の自分と重ねてみると……正直、まだまだ全然届いていない。

（もう学年を理由には出来ないわよね）

　去年とは違う私にならなきゃ。

　私は弱い人間だ。誰か、何かが励ましてくれないと、つい楽な方へ、甘い方へと逃げ出してしまう。

　でも、今回は逃げない。絶対に勝つ。お兄ちゃんのためにも、自分のためにも。

（よし！　泳ごう！）







「んー、やっぱり出てねーなー」

　サンシャインから降りた後、また元の通りへと戻った僕ら。もう一度、件の焼き芋屋さんを探すも、さっきと同じくどこにも見当たらない。

「今日はもう来ないのかもね」

「だな。次は平日に来てみるか」

「うん」

　社会人になってからも、僕と拓海は割と平日の夕方に会うことが多い。まぁ、会うと言っても、夕飯の買い物前に軽く街をぶらつく程度なんだけど。それでも、ゲームセンターを冷やかしたり、雑貨屋さんで文具を見たり、古本屋さんで立ち読みしたり……そういう行動は、何だか学生時代に戻ったみたいで、僕の心を軽くしてくれた。

「卯月、まだ時間あんの？」

「え？　うん、葉月はまだ帰ってこないだろうし、今日は大丈夫だけど？」

「そっか。じゃあさ、お前が早く学校に慣れる祈願と葉月ちゃんの必勝祈願を兼ねて、久々に二人で花白稲荷行こうぜ」

「わぁ、花白稲荷久しぶり。いいね！　美子ちゃんいるかなー」

　拓海の提案に二つ返事で頷く。花白稲荷神社は美子ちゃんの実家だ。以前はちょくちょくお参りに行っていたけど、最近はなかなか足を運ぶ機会がなかった。不信心で情けないけど、今年は初詣以来だと思う。

　大通りから裏通りへと曲がり、そのまま鬼子母神の方へと向かう。あっという間に人通りは少なくなり、十分もしないうちに花白稲荷神社の入り口へと着いた。

　花白稲荷は池袋にあるとは思えないほど、緑に囲まれた神社だ。相当に古く由緒正しい稲荷神社で、日本でも有数の長い歴史を誇るらしい。大きく成長している木々を眺めながら、子どもの頃、よくこの神社へと遊びに来たことを思い出す。

「ガキの頃は大体鬼子母神かここだったよなー」

「そうだね。木陰があると涼しくて気持ちいいし」

　入り口で一礼した後、石畳で出来た小さな参道を進む。真っ赤な鳥居をくぐる。両側の木々によって作られた木陰のおかげで、なにか神秘的な存在の内側に入り込んでいくような、落ち着きと安らぎに包まれる。この感覚は子どもの頃から大好きだ。そうして参道は右に折れ、左に折れ、やがて小さな階段を上ると左手に拝殿が見える。階段を上りきった僕らを左右からお稲荷様の像が迎えてくれた。ここしばらくの不信心を心の中で謝罪する。

「二十五円っと……」

　呟きながら、僕の隣で拓海が十円玉二枚と五円玉一枚を取り出す。『二重にご縁がありますように』という願掛けらしい。僕もそれに倣った。

「よいしょっ!!」

「わぁっ！」

　お賽銭を投げ込んだかと思うと、派手に鈴を鳴らす。大きな音に驚いて、思わず声が出てしまった。

「そんなに激しく振ったら壊れちゃうよ」

「大丈夫大丈夫。ガキの頃から壊れてない」

　いつものように豪快に笑いながら、形ばかりの二礼。僕も軽く鈴を鳴らして二礼する。

「お願いしますっと!!」

「わぁっ！」

　今度は鈴以上に派手な音で二拍手された。隣で響いた破裂音にまたもや声が出てしまう。これだけ大きな音を立てられたら、お稲荷様だって顔を出さずにはいられないかも。そんなことを考えて何だかおかしくなってしまった。拓海らしい強引さだ。

　僕も同様に二拍手して、葉月の健闘を祈願する。そして一応、僕の楽しい学園生活も付け加えた。最後には拓海と二人、深々と一礼。

「まぁ、どなたかと思ったら拓海さんと卯月さんじゃないですかー」

　突然、目の前の本殿から声が聞こえて、これまた二人同時に顔を上げる。そこには巫女装束を身に纏った美子ちゃんが立っていた。

「え？　美子ちゃん、巫女さんなの？」

「ほぇ……？　卯月さん、初めて見ましたっけ？」

「美子ちゃんの巫女、もうずいぶん前からやってるよな」

「はいー」

　にこやかに微笑みながら、真っ赤な袴をちょこんと持ち上げる。そのまま僕にお披露目してくれるように、右に左に身体をひねってくれた。

「わぁ、すごく似合ってるよー」

「ふふー、本当ですか。嬉しいですー」

　もともとおっとりした雰囲気の子だけに、和装がとてもしっくりくる。こうやって見ると、もう立派に巫女さんだ。

「まぁ、俺も何回かしか見たことなかったけど。時々手伝ってるんだよな」

「はい。お父様が忙しい時は大体、美子ちゃんがお手伝いしてるんです」

「へぇ、偉いなぁ」

　ちょっと前までまだ子どもみたいだったのに。美子ちゃんの変わりようを見て、葉月と重ねてみる。もしかしたら葉月も僕の知らないうちに大人になってるのかな。そんなことを思いながら、一人でうんうん頷いていると、

「そういえばさ、今日って白はくは？　いないの？」

「ああ、今日は塾なんですよ。なんでも全国テストがあるらしくて……すみません拓海さん、いつも白がお世話になってますー」

　白君は美子ちゃんの弟だ。そういえば拓海がよく一緒に遊んでるとか言ってたっけ？　でも、まだ小学校高学年のはずなのに、日曜に全国テストだなんて……最近の子は大変だ。

「お忙しい時は追い返して頂いて大丈夫ですからね」

「いやいや、俺も楽しんでるからいいんだよ。素材集め捗るし」

「素材集め？」

「ああ、白と一緒にやってるゲームのこと。モンスター狩って素材集めるんだ」

「へぇ……」

　こうやって小学生と自然に馴染めるところ、拓海は天才だと思う。二人がゲームに熱中している姿が浮かんで、ちょっとだけ微笑ましい。

「あいつさ、すげぇ上手いんだよ。俺、いつも助けてもらってるんだ。今度卯月も一緒にやってみようぜ」

「俺、ゲームって苦手だよ。大丈夫かな」

「大丈夫大丈夫。助けてくれるって、白が。マジで」

　こういう話をしている時、拓海は本当にキラキラした目をする。和菓子にしろ、ゲームにしろ、他の趣味にしろ……何事においてもそれだけ真剣にやっている証拠。拓海のそういう部分は好きだ。

「ふふ、白はいつも『拓海お兄ちゃんに手伝ってもらってる』って言ってましたけど」

「謙遜してんだよ、あいつ。小学生のくせに謙遜。能ある鷹だな」

「そんなこと聞いたら、白、調子に乗っちゃいますよー。そのゲーム、空斗そらとさんとはやらないんですか？」

「あー、あいつはダメ。俺とはもう全然遊んでくれない」

「え、そうなの？　前は兄弟仲良かったじゃん。空斗君、今大学生だよね？」

「そうそう。大学入った途端ぱったり。まぁ、もともと受験中から疎遠にはなってたけどさ。あいつ、俺と違って頭だけは良いからなー」

　最後に空斗君に会ったのは、高校生だった頃だから、もう一年以上前のこと。その時はまだどことなく幼さが残っていた気がするんだけど。子どもの頃はいつも拓海の後ろを追いかけていたというのに、やっぱりみんな、いつの間にか大人になっていくみたい。ちょっとだけ切ないような、ちょっとだけ寂しいような、そんな気分。

「……ところで、今日は何用だったのでしょう？　お二人がご一緒に来られるなんて珍しいですよね？」

「あー、そうそう。卯月がさ、美子ちゃんのクラスの担任になっただろ？」

「はいー。昨日から『大葉先生』に変わってしまいました」

「あはは、学外でそう呼ばれると変な気分だなぁ。でね、俺が桜乃宮に早く慣れるようにって祈願と、あと葉月の必勝祈願をお願いしに来たんだ」

「そういえば葉月さん、そろそろ練習試合でしたね。いつも頑張ってますー」

「葉月ちゃん、やる時はやる子だからな」

「はいー。なんでも相手の学園にすごい人がいるって言って、毎日一生懸命練習してます」

「まぁ、勝つか負けるかは別として、俺としては、本番で葉月がきちんと実力を出せればそれでいいんだけどね」

　休みも返上で練習して、毎日遅くまで頑張って。葉月があそこまで努力してるんだ。兄としては、結果はどうあれ、葉月本人が満足出来る試合になってくれることを祈るばかり。

「それではここは一つ、卯月さんと葉月さん、お二人のご多幸を祈ってー」

　いつもよりほんの少しだけ凛とした声を上げて、美子ちゃんが玉串を手に取る。それから両手にグッと力を入れて、玉串を肩の上あたりに構えた。

「美子ちゃんが気合いを入れてー！　祈願しますー！　ふぁっさー、ふぁっさー」

　擬音付きで振り始めた！

「ふぁっさー、ふぁっさー。んむー、ふぁっさー、ふぁっさー」

　時折、可愛い鳴き声のようなものを交えつつ、そのまましばらくの玉串タイム。あまりに可愛らしい美子ちゃんの姿に、拓海と二人、思わず吹き出しそうになってしまったのはここだけの秘密。







「まさか美子ちゃんが巫女さんやってるなんて」

　夜、自室の机に向かって何気ない独り言。今日一日起こったことを軽く日記に書いて、何となくぼんやり過ごす。

　周囲が静かなところをみると、どうやら葉月は練習疲れでもう眠っちゃったらしい。明日からまた一週間学校だから、きちんと回復しておかなきゃね。

「……俺も明日からが本番だ」

　簡単な自己紹介だけで終わった昨日とは違い、明日からいよいよ本格的な勤務になる。以前の学校でも担任を持っていたとはいえ、緊張するのは仕方ない。

「葉月に負けないくらい、頑張らなきゃ……だよね」

　独り言を向けた相手は机の上にある写真立て。

　その写真の中で僕の隣に映っている人。

　二人の首元を彩っている虹色のビーズ。

　僕の方は今でもこの引き出しに大切にしまっている。

「…………」

（俺、絶対に頑張るから）

　もう一度だけ心の中で呟いて、指先で写真を撫で、柔らかなシーツの中へと潜り込んだ。







第三章　天文部は荒れ模様




「この時の『近江君』に対する『私』の感情は、あえて言うなら同一化を望む憧れで……つまり……」

　授業中、予め準備していた通りに授業を進める僕へ対して、真剣なまなざしを向ける生徒たち。男子校のように私語の小声が聞こえてくる様子もない。

（みんな真面目だなぁ）

　背中を向けて板書しながら、同じ職業でも職場によってこんなに雰囲気が違うことに驚く。とはいえ、この年頃の子たちは、女子は女子で、男子は男子で良いところがあるわけだけど。そうしてまた自分の『準備ノート』に目を落とし、更に板書を続けていく。

「あ、そうだ。ここの流れ、後で大切になるからきちんと覚えておいてね」

　言いながら、これまた予め考えてきたオリジナルのキャラクターを黒板に描く。その上に大きく吹き出しを書いて『重要！』と黄色のチョークで書いた。するとすぐに背後から声が上がる。

「わー、可愛い絵ー。先生、そのキャラなにー？」

　南野さんだ。思ったことをすぐ口に出さずにはいられない性格に、つい微笑ましくなってしまう。

「はは、実は先生ね、オリジナルのキャラクターを作るのが趣味なんだ。これはね、ウサギとカワウソを合わせたカワウサギ。『こんにちは、僕、カワウサギだよー。ここ重要だよー』」

「あはは、変な声ー！」

　勢いで声真似をやると、思った以上に盛り上がった。他のキャラもねだられて、ついつい数体描いてみたり。どちらかと言えば若干シュールな絵の方がウケるみたい。こんなに喜んでもらえるなら、今度またたくさん新しい子を考えてこよう。笑いながら描き写してくれる生徒たちが可愛い。

「ぐぬぬ……！」

　葉月だけは睨み付けてくるけど！







「ついつい脱線しすぎちゃった」

　ノリノリで落書きしてしまった授業を反省しつつ階段を下りる。たくさんのキャラを描いたせいで、色チョークが一気に減っちゃった。

（事務室でもらわなきゃ）

　今度はよりカラフルに出来るように、日頃使わないような色ももらっておこう。最近は蛍光色のチョークもあるし……考えただけでわくわくする。たくさんの色が使えるっていいね。

　一階の廊下を歩き、昇降口とは逆側の来客用入り口へと向かう。その入り口に面する形でガラス窓があり、中が事務室になっていた。

「失礼します」

　一礼しながら事務室のドアを開ける。中高一貫私立だけあって、割と広めの事務室。そこに八人の事務員さんが座っていた。みんな僕を見て一斉に頭を下げてくれる。職員室や教員室とはまた違う、どこか学校らしくない、普通の会社っぽい雰囲気。教科書や出席簿、プリントなんかの類がないせいかもしれない。事務員さんたちが首から提げているネームＩＤの紐色も僕ら教員とは違う色だ。

「えっと……」

　誰に声を掛けていいかわからずに戸惑っていると、入り口から一番近い席に座っていた男性事務員さんがすぐに立ち上がってくれた。

「あー！　先週から入られた……大葉先生ですよね？　よろしくお願いしますー！」

「あ、はい。こちらこそよろしくお願いします！」

　ぺこりと頭を下げられて、慌てて僕もお辞儀をする。すると事務員さんはすぐに頭を上げて、屈託のない笑顔を浮かべた。

「えへへ、僕、五十嵐いがらし流留るるって言います！　どうぞお見知りおきを！」

「あ、これはどうも、ご丁寧に。僕、大葉卯月です」

　名刺を差し出してくれた五十嵐さんにつられ、僕も名刺を取り出す。

　『五十嵐』というお堅い印象の漢字とは裏腹、五十嵐さんは小柄で年若い感じの事務員さん。見るからに童顔なその表情は、若干幼げな話し方と相まって、スーツを着ていなければまだ学生だと思ってしまうかもしれない。事務室には似合わない、少しだけ茶色がかった髪をふわっとくるっとパーマでまとめて、無邪気な笑顔が似合う人だ。

　そうしてお互いに受け取った名刺をしまった後、また五十嵐さんが可愛いえくぼを作った。

「それで、ご用事はなんでしょうか？　僕、何でもするんで気軽に言ってくださいー」

「ありがとうございます。実は色チョークが切れちゃって。どこに置いてあるんでしょうか？」

「ああ、だったらこちらですー。ここの棚の中に常備してあるんで、お好きなだけ持って行っちゃってください」

「わぁ……」

　がらりと開けられた戸棚の中には、ざっと見ただけでも30色近いチョークが揃えられていた。こんなにたくさんあるなんて、びっくりだよね。

「これ、好きなのもらっちゃっていいんですか？」

「どうぞどうぞ。お好きな色を何本でも！」

　奥から新しい箱を取り出しながら、えへへと笑う。それから少しだけ周囲に視線を向けて、他の事務員さんの目がこちらを向いていないことを確認した後、小声で僕に囁いた。

「実は……カラフルで綺麗だなーと思ってるうちに頼み過ぎちゃって……なので、ばんばん使ってもらえると助かります」

「あはは、そういうことでしたら遠慮なく頂きます。わわ、このラメ入りピンク綺麗ー」

「でーすーよーねー。でもそれ、他の先生方は誰も使ってくれなくて。勢いよく２ダースも頼んじゃったんですけどねー」

「じゃ、僕、一気に使っちゃいますよ」

「助かります！」

　ピンクだけで三種類くらいあって、そのどれもが可愛い。あれこれ手に取っていると、僕が使っている一般的なチョークケースはあっという間にいっぱいになってしまった。

「ケース必要ですか？　それも在庫あるんで取ってきますよ」

「わわ、何から何まですみません」

「いえいえー」

　そう言って、事務室奥の部屋からすぐにケースを持ってきてくれた。五十嵐さん、気が利く人だなぁ。

「他に何か必要な物はありませんか？　在庫なかったらすぐに発注しておきますよ」

「あー、そうですね、今のところは大丈夫ですけど……また何かあったらお願いします」

「ええ、ぜひぜひ」

　人にお願いされることが好きなのか、嬉しそうな表情で何度も頷いてくれる。こういう人だと何事もお願いしやすいよね。

「あと、発注以外でも……例えば印刷機が故障したとか、壁紙がはがれたとか、電球が切れたとか……何でも平気なんで、僕の内線に電話してくださいね」

「え、消耗品担当ってわけじゃないんですか？」

「そーなんですよ。僕、何でも屋みたいなポジションで。肩書きは総務なんですけどねー」

　言いながら、またちらっと事務室内を見る。そうして他の事務員さんの視線がこちらへ向いていないことを確認しつつ、再度小声で、

「事務室の諸先輩たちは、面倒なことやりたがらないんで……新人の悲しい性です」

　やっぱり新人さんだったらしい。確かにどう見ても事務室の中では最年少だもんね。

「あはは、でも五十嵐さんみたいな方だからこそ、先生たちも色々頼みやすいんじゃないですか？　少なくとも僕はそう思いますよ」

「えへへ、そう思ってもらえれば嬉しいですー。僕も皆さんのお役に立てるの、すごく幸せなんですよ」

「わぁ、そういう考え方、好きだなぁ。この間、校長先生も言ってましたけど、桜乃宮って本当に相互扶助の校風なんですね」

「ああ、あの口うるさいジジイがそんなことを」

「え？」

　突然、およそ五十嵐さんの口から出たとは思えない言葉を聞いて、一瞬だけ時間が止まる。

「あのジジイ、口だけは達者ですからね」

「は……はぁ……」

　さっきまでの屈託のない笑顔はどこへやら、どことなく『悪い』表情になりながら、うんうんと頷く五十嵐さん。どういう態度を取っていいか迷っていると、ノックもなく、いきなり事務室のドアが開いた。

「流留君、おるかね！」

　しゃがれた声と共に入ってきたのは、たった今話題に上ったばかりの校長だった。校長は五十嵐さんを見つけるなり、つかつかと歩み寄ってくる。

「お、これは大葉先生。用事かね？　まだ時間がかかるかの？」

「いえ、チョークを頂きに来ただけですので。ちょうど戻るところです」

「うむ」

　僕の言葉を聞いて、校長が満足げに頷く。そしてまた視線を五十嵐さんへと向けた。

「ということは流留君、今は暇なんじゃな」

　校長に聞かれ、さっきの悪い表情をますます悪そうに変えていく五十嵐さん。そうして吐き捨てるように呟いた。

「ちっ……ジジイ、性懲りもなく来やがって。すみません大葉先生。また何かあったらいつでも呼んでくださいねー」

「あ……は、はい」

　僕に対してはさっきと同じ笑顔を浮かべて、そしてまたすぐに悪い顔に戻って、

「それじゃジジイ、奥に行くぞ」

「望むところじゃ！」

　意味不明な台詞を呟き合って、二人で事務室奥の部屋へと入っていった。校長に負けず劣らず、五十嵐さんも口が悪かったけど……。変わった人だなぁ。

（一体奥で何をするんだろう……？）

　そんな疑問とチョークケース四つを抱えて、事務室を後にした。







「いっただっきまーす！」

「頂きます」

　午前の授業も一段落、国語科教員室で昼食を食べる。お弁当の包みを前に、大きく両手をパチンと鳴らしたのは、先週から同僚になったばかりの和泉先生。

「他のお二人はどうなさったんですか？」

「今日はお昼の時間が早かったみたいでー。逆にこの時間がお仕事中です」

「なるほど」

　言われてみれば、保健室もカウンセリング室も休み時間こそ忙しい。この時間の保健室、男子校だったら大騒動だったもんなぁ。まぁ、女子校だけに、あんな風に大勢がケガするとは思えないけど。大忙しの保健室を手伝ったことを思い出しながら、お弁当箱のふたを開ける。

「ふおおー！　先生のお弁当すごいー！」

「え？　何がですか？」

「おかずの数ですよー！　一、二、三……」

　指先で僕のお弁当箱を指しながら、和泉先生が品数を数え始める。うん、確かに今日のお弁当はちょっと豪華かもしれない。

「十品もあるじゃないですか!?　あたしなんて卵焼きとウインナーと冷凍唐揚げだけなのにー」

　目を丸くしたまま、今度は自分のお弁当箱を見る。品数こそ少ないものの、和泉先生のお弁当箱は様々なお弁当グッズに彩られた、可愛らしい内容だった。

「和泉先生のお弁当も可愛いじゃないですか。このピンクのばらん、いいなぁ」

「あ、それ百均です。あとこの楊枝とカップも」

「ああ、最近の百円ショップって色々ありますもんね」

「ですです。あたし、百均巡り大好きなんですよー」

　言いながら、『これはここのお店、これはあそこのお店』といつくかの百円ショップを説明してくれる。そして唐揚げを大きくぱくり。

　実のところ、僕も百円ショップ巡りは好きだったりする。たまに西口にしかないお店まで遠出することもあるし。とはいえ、正直、お弁当に関するグッズはあまり見たことがなかった。せっかくだから今度はそういう物もチェックしてみよう。

（でも葉月がなんていうか……）

　僕と同じお弁当用品を使っている葉月のことを考えて、心の中で少しだけ苦笑い。葉月、こういうの苦手だもんな。そうやって自分のお弁当箱を見つめていると、唐揚げを食べ終えた和泉先生がまた口を開いた。

「ふむー……しかし……男性なのに朝からこんなに立派なお弁当を作れるなんて……さすがです！」

　うんうんと頷きながら、まるで独り言のように呟いて感心されてしまった。なにが『さすが』なんだろう？

「やだなー先生、違いますよ。僕のお弁当、いつも妹が作ってくれてるんです」

「え!?　妹ちゃんですか？」

「ええ、僕、妹と二人暮らしなので。以前からずっとお弁当は妹の担当なんです」

「ふええ、すごい……」

　僕ら二人のお弁当は葉月の担当。これは二人暮らしが始まった当初に、葉月の方から言い出したこと。恐らくだけど、葉月も料理の練習がしたかったんだと思う。そしてそれはもう十分に功を奏していて、今、僕が食べているお弁当は誰が食べても美味しいって思える出来映えだ。

「忙しい時は僕が作るって言ってるんですけどね。お弁当だけは譲ってもらえなくて」

「へぇ、素敵な妹ちゃんですね。おいくつなんですか？　大学生くらい？」

「いえいえ、僕のクラスの大葉葉月ですよ」

「……ええぇ!?」

　聞かされていなかったのか、盛大に驚かれてしまった。てっきり教員の方々はみんな知ってるものとばかり思っていたけど、どうやら違うみたい。

「大葉葉月さん……あ、そういえばお名前も……あー、なるほど、そういうことでしたか」

「そうなんです。妹はみんなに知られたくないみたいなんで、生徒たちには特に言ってませんけど」

「担任の先生がお兄ちゃん、かぁ……うーん、あたしだったらなんだか嬉しいけどなー。あ、でも成績まで知られちゃうのかぁ。ううむ、それは困りますねぇ……」

　笑顔で言いながら、今度はウインナーをぱくり。そしてまた僕のお弁当をちらり。

「でも大葉さんだったら問題ありませんね。スポーツも成績も優秀だし、可愛いし……それに、お料理まで出来るなんて。自慢の妹ちゃんじゃないですか」

「あはは、恐縮です。あ、もし良かったら、何か食べてみますか？」

「わああ、待ってましたー！」

　ぱあっと笑顔を咲かせながら、小さく両手をぱちぱちと叩く。友達同士でお弁当を食べてるみたいで、これは好きな雰囲気。

「じゃ、あたしの卵焼きと交換しましょう」

「いいんですか？　ではではお言葉に甘えて……」

「はいー。あたしは何にしようかなー。こんなに豪華だと悩んじゃいますね」

「いつもはここまで豪華じゃないんですけどね。多分、葉月……妹なりの就職祝いなんだと思います」

「ふおお。大葉さん、本当に素敵な妹ちゃん！」

　本当にそうなんだと思う。今朝、葉月はいつも以上に早起きをしてお弁当を作ってくれていたし。昨日早寝をしたのだって、恐らくは練習疲れのせいだけじゃない。

　自分のことを言葉で表現するのが苦手な葉月。その葉月が僕のために無言で何かをしてくれること。その時の葉月からは決まって、言葉では言い表せない、何とも言えない優しい雰囲気が溢れていて、僕はその雰囲気の中で、つい微笑ましい気分になってしまう。それはきっと僕と葉月が家族だからこそ感じられる、一種の絆。

　当たり前だけど、僕にとって葉月は誰よりも大切な妹なわけで。だからこそ、この色とりどりのお弁当にも、どこか優しい、温かい雰囲気が感じられるわけで。何よりあんなに料理が苦手だった葉月が、僕のためにここまで上手になってくれたのかと思うと、それだけで幸せな気持ちになれるわけで。

「んーっ、美味しいー！　お肉の味付け、完璧じゃないですか！」

「和泉先生の卵焼きだってすごく美味しいじゃないですか」

「いえいえそんなそんな。あたしなんて作ったの卵焼きだけですもん。それに比べて、朝からこれだけたくさんのお料理が出来るなんて、大葉さん、将来は良いお嫁さんになりそうですねぇ」

「ですかねぇ。もらい手が見つかるといいんですけど」

「大丈夫ですよ。女子校じゃなかったら引く手あまた、ですって」

「あはは、それはそれで羨ましいですけど」

「ですよねー。あははー」

　二人で笑い合いながら、お弁当の続き。

　将来、たくさんの人に告白される葉月を想像して、きっとそういう時、葉月だったらしどろもどろになるんだろうなーなんて考えて。あたふたしている葉月の姿を思い浮かべながら、笑いながら、葉月が作ってくれた就職祝いを最後まで美味しく頂いた。







「えー、先生からは以上となります」

　帰りのホームルームの最後に何気なく時計を確認。うん、予定通り、終了時間にぴったり。これが終われば、今日の授業は全て終了だ。

「えー、じゃ最後に、なにか伝えておきたいことがある人、いますかー？」

「いませんー！」

　真っ先に手を上げてくれたのは南野さんだ。様子をうかがうと、他の子たちも頷きながらカバンに荷物を詰め込み始めた。

「あはは、じゃ、今日はここまで。みんな気をつけて帰ってね。部活がある人は頑張ってね」

　僕の言葉を合図に、生徒たちは各自、教室から出始める。静かだった室内が一瞬だけ、一斉に騒がしくなる時間だ。

「じゃ先生、また部活でねー！」

　さっき上げたままの手を左右に振って、南野さんが大きな声で続ける。机や椅子の音に紛れることのない、スパッと通る声だ。

「うん、会議が終わったらすぐに行くからね」

「はーい！」

　僕に返事をした後、すぐに葉月や美子ちゃんの元へと駆けていく。

（南野さん、クラス一、元気な子だよね）

　ぼんやりと考えながら三人を見ていると、美子ちゃんが小さく手を振ってくれた。葉月は目も合わせてくれないけど、多分、お弁当のことが恥ずかしいんだと思う。そんな様子でさえ微笑ましいと思いつつ、美子ちゃんへ軽く手を振り返し、学年担任会議へと向かった。







（わあぁ、あの人、いたー！）

　向かいの席に座っている男性を見て、つい心の中で叫んでしまった。

　二年生のクラスが並ぶ廊下の一番端、空き教室を利用した学年担任会議には、二年生を受け持っている先生方が勢揃いしていた。担任の他に副担任の先生方も来ているから、教室の中は結構な人数だ。

（まさかあの人も二年生の担任だったなんて）

　たくさんの机を教室の中央で組み合わせて、一つの大きなテーブルにする。その両側に向かい合わせる形で先生方が座っているんだけど、僕の目の前に座ったのは、先日、廊下でぶつかりそうになったあの先生。今度会ったら名前を聞こうと思っていただけに、ちょっと嬉しい。

（ビシッとしてるなぁ……）

　相変わらず細めのスーツを着こなして、隙の無い姿勢。胸の前でしっかり組まれている彼の腕へ何気なく視線を向けると、今日、その手首を飾っていたのはタグホイヤーだった。それほど太くない手首だというのに、大ぶりの文字盤がぴたりと吸い付くように収まっている。『腕時計選びは相性だ』っていう、どこかで聞いた言葉をふと思い出した。そういう意味では、先日のウブロも今日のタグホイヤーも彼にとって相性抜群なんだと思う。

「……先日はどうも」

「あ、はい！　こちらこそすみませんでした！」

　ぼんやりと見とれていたせいで、僕の視線に気付いちゃったらしい。軽く会釈をされて、慌てて返事を返す。僕の返事に対して軽く頷いた後、彼は一度だけちらりと腕時計を見て、前方のお誕生席へと視線を移した。相変わらず腕は組まれたままだ。

「えー、みなさん集まりましたか？　遅れている方はいませんね？」

　先生たちの視線を受けて、お誕生席に座っていた理事長が声を出す。本来なら、理事長が教育部門に対して口を出したり、教育部門だけの会議に出席するようなことは決してない。でも今日は僕が入って初めての学年担任会議ということで、特別に参加していた。恐らく僕の『自己紹介』をやりやすくしてくれるための、遠山のおばあちゃんの気遣いなんだと思う。ありがたいなぁと思いつつ、理事長へ目線を向けると、相変わらずの優しい笑顔を向けてくれた。それからゆっくりと言葉を続ける。

「早速ですが、みなさん、先日から我が校の教員になられた大葉先生のことはご存じですね」

　言いながら、また僕の方へと顔を向ける。先生方の視線が一斉に集まって、慌てて笑顔で会釈した。僕の会釈を待った後、理事長が再度口を開く。

「先日の職員会議で大葉先生の挨拶は終わったわけですけど、みなさんとは二年生を担当する仲間です。是非、みなさんからも簡単に自己紹介してあげてください」

　なるほど、僕が他の先生方の名前を覚えやすいよう考えてくれたんだ。理事長の気遣いをありがたく思っていると、端に座っている先生から順に自己紹介が始まった。一人ずつ、名前や担当教科、部活の顧問をしている場合はその部活のことなどを手短に語ってくれる。

（みなさん、しっかりしてるなぁ）

　どの先生もみんな、話し方から態度まで完璧に教師らしい雰囲気。対して僕は残念ながらそれほどの威厳は身につけていない。

（教師になって数年経つのに、我ながら情けない……）

　そんなことを考えていると、自己紹介の順番はいよいよ僕の前に座っているあの先生になった。自分の番になったことをゆっくりと確認して、流れるようにさらりと立ち上がる。

「初めまして。２―Ｈ担任の徳川優一朗と申します。担当教科は物理。顧問はテニス部。よろしく」

　言いながら、またもや流れるように小さく頭を下げる。少し抑えた声、無駄のない言葉で語られた自己紹介に思わず聞き惚れた。そうして彼がもう一度を顔を上げるまでの数瞬、その自己紹介の言葉を自分の中で反芻する。

（そっか、徳川先生って言うんだ。見た目通り素敵な名前だなー。きちんと覚えておかなきゃ。徳川先生、徳川先生、徳川先生……徳川……先生？）

「とっ、徳川先生ですかっ!?」

　勢いよく口に出してしまった僕へ、またもや全員の視線が降り注ぐ。無意識のうちに口走っちゃったから結構恥ずかしい。当の徳川先生も疑問顔だ。

「……？　どこかでお目に掛かりましたか？」

「あ……い、いえっ！　すみません！　憧れの先生と同じ名前だったもので、つい……あはは」

「そうですか。はは、それは光栄です」

　照れながら頭を掻いた僕に、控えめな微笑みをくれる。そうしてそのまま片手を差し出してきた。

「これからよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いしますっ！」

　差し出された片手を掴み、しっかり握手。

　見たところ、先生方の中でも僕と年齢が一番近い。恐らく徳川先生もそれを感じ取ってくれたんだろう。徳川先生という名前の先生がいただけでも嬉しいのに、年齢も近いだなんて、どうしてもテンションが上がっちゃう。そんな僕の様子を見て、他の先生が声をかけてくれた。

「大葉先生。徳川先生ってすごいんですよ」

「え？　何がですか？」

「徳川先生がいらっしゃってから、うちの成績が一気に上がったんです」

　聞き返した僕へ、別の先生が答えてくれる。それから色んな先生方が口々に徳川先生のことを話し始めた。

「そうそう。特に先生が担任している特進クラスなんて見違えましたよ」

「全国模試でも上位の子がたくさんいますし、なにより去年は東大合格者が二桁になりましたしね」

「へぇぇ……」

　さすが『徳川先生』！　クールな見た目とは裏腹、現実でもドラマのトシちゃんと同じく、生徒思いの熱血先生なのかもしれない。そんな風に感動しながら声を漏らす僕へ向かって、徳川先生が少し恥ずかしそうに片手を振りながら言葉を返した。その仕草も様になっている。

「私の力なんて大したことありません。みなさんのご指導のおかげです」

　さすが『徳川先生』！　人間が出来ているからこその謙虚さ。つい同じ感動を二回もしちゃった！

「徳川先生、僕、まだまだ至らないところがたくさんあると思いますが、どうかご指導のほど、よろしくお願い致します」

「いえ、こちらこそ。もしも何かあったら遠慮なく聞いてください」

「はい！」

　毅然とした態度の中に柔和な雰囲気も含ませて、まさにスマートな受け答え。

　『徳川先生』という名前、年齢的に近いこと、そしてそもそも男性教諭自体が少ない環境。そんな色んな要因が重なって、僕は一気に徳川先生へと親近感を抱いた。

（徳川先生もそう思ってくれてたら嬉しいなー）

　何となく幸せな気分になりながら、一通り先生方の自己紹介を聞き終わる。最後に理事長が僕へと言葉を促した。

「では最後に。もう一度大葉先生から自己紹介を頂きましょう。前回の時はあまり時間がありませんでしたからね」

　笑顔と共に振ってくれたのは、ここで自分のことを伝えてもいいという合図。理事長のそんな優しさが嬉しくて、僕は笑顔のまま立ち上がった。

「えっと……繰り返しになりますが、先日よりお世話になっております大葉卯月です。２―Ａの担任をしながら、国語科に所属しています。あと天文部の顧問にも就かせて頂きました」

　みなさんの視線を受けつつ、若干緊張しながらの自己紹介。視線を巡らすと、どの先生も柔らかい微笑み混じりで聞いてくれている。そしてもちろん、それは徳川先生も同じ。腕を組んだ姿勢のまま、静かに僕を見守ってくれる。

（みんな優しそうな人で良かった。うん、この先生方なら……大丈夫だよね）

　この雰囲気に勇気づけられながら、僕は更に言葉を続けた。

「最後に……先日の自己紹介の時に言いそびれてしまったことがあるのですが……すみません。もしかしたら、みなさんを驚かせてしまうかもしれません」

　今までの経験上、一応、前置きをする。さらりと伝えた方がいい場合もあるけど、場が場だけにここはしっかりと伝えたい。その前置きが功を奏したのか、先生方が更に僕を見つめてくる。その視線を受け止めつつ、僕は僕の個性を口にした。

「……実は僕、ゲイなんです！」

　言葉を発して数瞬、あたりが今日一番に静まりかえる。これも経験から学んだことだけど、みんな一瞬、何のことだかわからないらしい。そうしてある程度の時間が過ぎた後……、

「っ!?」

　ガタタッ！

　教室の中に大きな音が響いた。慌てて見ると、驚き顔の先生方の中、思わず立ち上がっている徳川先生。さっきまでの涼しげな表情とはまるで違う、驚きを通り越した驚愕の表情だ。

「なっ、おまっ、ほもっ……」

「……？」

　声にならない声を出しつつ、目を丸くして僕を見つめてくる。どうしていいかわからず、一応、もう一度同じ言葉を繰り返した。

「はい。僕、ゲイなんです」

「んぐっ……」

　僕の答えにまたもや声にならない叫びを上げる。他の先生と比べても明らかに反応が数段大きい。もしかして年齢が近いだけにショックも大きかったのかもしれない。

「すみません、先生。驚かせてしまいましたか？」

「うわぁっ！」

　ガタタッ！

　謝りながら何気なく片手を差し出すと、今度は声になる叫びと共に後ろへ引く。そうしてまた椅子の脚が大きな音を立てた。

（どうしたんだろう？）

　他の先生方も僕と同じことを感じたのか、若干心配げな顔で徳川先生へと声をかける。

「まぁまぁ、徳川先生、そんなに驚かなくても」

「どうしました？　先生がそんなに取り乱すなんて……」

「……すみません、何でもありませんから」

　他の先生方からの言葉で落ち着いたのか、咳払いと共に、さっきと同じ声音へと戻る。それから大きく後ろへ押し出された椅子を元に戻し、ゆっくりと着席した。そのまま僕の方へは向かず、理事長へと視線を向けた。相変わらず腕は組んだ状態。その視線を受けて、今度は理事長が声を掛ける。

「徳川先生、何かありますか？」

「いえ、大丈夫です。少し……驚いてしまいました。すみません」

　言いながら、僕の方をちらりと見てくれた。何となく気まずくて苦笑いを返す。

（そうだよね。せっかく数少ない男性教諭で、しかも年齢が近いっていうのに……いきなりゲイだなんて言ったら、驚くに決まってるよね）

　心の中で思いながら、徳川先生へごめんなさい。でも無反応で冷たい視線を向けられるよりは、こうやって驚いてくれた方がよっぽど嬉しい。少なくとも関心は持ってくれてるってことだもんね。今までに何度も向けられた悲しい視線のことを思い出しながら、ぼんやりとそんなことを考えた。

　会議の後、それぞれの先生が立ち上がって出て行く中、思い切って、もう一度徳川先生へと声を掛ける。

「あのっ、徳川先生っ！」

「っ……なんだっ!?」

　斜めに身体を引きながら、後ずさるようにして返事。やっぱりさっきまでの様子とは少し違う。

「いえ、その……すみませんでした。突然あんなこと言って、驚かせてしまって……」

「あ、ああ、いや……別に……」

　視線を背けながら、口元を覆い隠すようにして呟く。良かった。話を聞いてくれているところを見ると、避けられているわけじゃないみたい。

「ありがとうございます。これから仲良くしてくれると嬉しいです。僕、徳川先生って名前の先生に会えただけで、本当に感動で……」

「は、はは、それはどうも」

「はいー！　それに年齢も近そうですし！　失礼ですが、先生、お幾つなんですか？」

「寄るなっ！」

「え？」

「いや、すみません。年齢ですか？　二十五ですが」

「わぁぁ、やっぱりー！　僕も二十五歳なんです。徳川先生と同い年だなんて嬉しいなー。あ、でも僕、四月生まれでお誕生日迎えたばかりだから、もしかしたら学年は一つ下かもしれません。先生、お誕生日は……」

「あー……ちょっと部活のことで急いでいるので。失礼ですが、話ならまた後日」

「わぁ、ごめんなさい！　僕、つい舞い上がっちゃって！　部活動、頑張ってください！」

「ええ、では」

　頭を下げた僕へ軽く一礼して、颯爽と教室から出て行く。勢いよく話しかけちゃったっていうのに、最後まで紳士的だ。

（名前の通り、やっぱり素敵な人だなー。でもあの反応……僕、もしかして迷惑かけちゃったかも……）

　いきなりこんなことをカミングアウトされたら、誰でも面食らうに決まってるよね。これから少しずつ会話していけば、そのうち普通に話してもらえるようになるかな。

　そんなことを考えながら、僕も初めての部活動に向かうことにした。







「こんにちはー」

　高いテンションを引きずったまま、天文部室のドアを開ける。授業が終わってずいぶん経つから、部員の子たちはもう来ているはずだ。

「あ、先生、こんにちはー！」

「こんにちは」

　案の定、部屋に入ると同時に南野さん、玉置さんから挨拶を受けた。一つの机を挟んで会話していたらしい。部室にはその二人しかいないから、理事長が言っていた通り部員数は少ないみたい。とはいえ、それほど大きくない部室だから、むしろ少人数の方が似合っている。

「あれあれー？　先生、何かいいことでもあったのかな？」

　僕のテンションを見抜いたのか、すぐに南野さんがそんなことを言う。

「あはは、やっぱりわかっちゃう？」

「わかっちゃうよー。先生の表情、すっごくわかりやすいもん。何があったのー？」

「うん、今ね、学年担任会議があったんだけど、みんないい先生ばかりだったから嬉しくて」

「そうなんだ。ふふー、良かったね」

　まるで自分のことのように、嬉しそうな笑顔で話しかけてくる南野さん。そのまま頭を左右に揺らしながら、僕の表情を眺めてくる。そんな僕らの様子を見ていた玉置さんがにこやかに言葉を紡いだ。

「大葉先生は南野さんのクラスの担任もなさってるんですよね」

「うん、そうだよ。と言っても、まだ二日目なんだけど」

「でももう仲良しなんだよー！」

「ふふ、みんなとすぐに親密になれるのは、南野さんの特技だものね」

「うん！」

　まるで姉のように微笑みながら、玉置さんが机の上に置いてあるいくつかの資料を取り出す。僕に手渡してくれたそれは、天文部の活動内容プリントや過去に撮った写真のアルバムだった。

「すみません先生、すぐにご用意出来る資料がこれくらいしかなくて……ご参考になれば良いのですが」

「わぁ、ありがとう！　すごく助かるよ。早速見せてもらうね」

　玉置さんの言葉とは裏腹、手渡された資料はとてもよくまとまっている。この資料を見れば、玉置さんが部長として、どれほど真面目に部活動をこなしているのか一目瞭然だ。

　早速空いた椅子に腰を下ろし、資料へと目を通す。それだけで活動内容は十分に把握出来た。特に変わったところはなく、ごくごく普通に天文部らしい活動だ。そして資料の中にある部員名簿へ目を通していると、

「ご覧の通り、本来ならもう一名いるんですけど……」

「あ……この江戸前さんっていう子？」

　部員名簿には確かに三人の名前が書かれていた。南野さんの下に書かれた『江戸前すずめ』という名前を指先でたどる。

「二年生って書いてるけど……今日はお休みなの？」

「いえ、それが……」

「幽霊部員さんなの！」

　口ごもった玉置さんに変わって、南野さんがはっきりと答えてくれる。三人しかいないのに、そのうち一人が幽霊部員？

「南野さん、そういう言い方は良くないわよ。江戸前さんはお家の都合で休学しているだけなんだから」

「家の都合で休学？　何かあったの？」

「すみません、私たちも詳しいことは聞いていないので……逆に先生は何か聞いてませんか？」

「ううん、僕は何も……そもそも、部員が三人だということも今知ったくらいで……」

「はいはーい！　江戸前さんのことなら、わたし知ってるよ！」

「え!?」

　手を上げてアピールする南野さんへ二人同時に視線を向ける。今の話、ちょっとだけミステリアスに感じたけど、案外あっさりと解決しそうだ。僕たちの視線が向いたことを確認して、南野さんが口を開いた。

「わたし、江戸前さんがお休みに入る前に少しお話したんだ。お父さんのお仕事を手伝うって言ってたよー」

「お仕事？」

「どんな？」

「うーん、ちょっとそこまでは……」

　あっさり解決するかと思ったら微妙に謎が残ってしまった。でも引き継ぎの際、特に何かを聞いたわけでもないし、二人の会話の様子からイジメみたいな問題があったとも考えづらいし……。

「何か問題があれば、理事長か校長から僕に連絡があると思うんだけど……それがないってことは、本当にお家のお手伝いなのかもね。機会があれば聞いてみるよ」

「よろしくお願いします」

　部長然とした態度でぺこりと頭を下げる玉置さん。

　一応、僕もそうは言ったけど……本当にお家のお手伝いなら結構プライベートな内容だ。昨今の個人情報保護を考えると、いくら部活顧問と言えども直接ご家族には聞きづらい。特にもう休学の手続きを済ませているのなら尚更……。

（理事長だったら教えてくれるかな）

　理事長に聞いても教えてもらえなかったら、それはそれで心配するほどの内容じゃないってことだ。熱血先生に憧れる僕としては首を突っ込みたくなるけど、この件に関してはしばらく様子を見よう。

「次いで、部費等に関してですが……」

「あ、うん。こっちのプリントだね」

　そうして玉置さんから色々なことの説明を受ける。理事長が言っていた通り、すごくしっかりした生徒で、説明もわかりやすい。正直なところ、僕がいなくても天文部は回るんじゃないかと思ってしまうほど。そんな説明が一通り終わった頃、

「そういえば、先生と玉置先輩はいつ知り合ったの？」

　僕らの様子を伺っていた南野さんが聞いてきた。

「うん、土曜に話した通り、知り合ったというか……挨拶しただけなんだけどね」

「そういえばそうですね」

　よくよく考えてみれば、僕はまだ玉置さんにしっかりとした自己紹介をしていない。この間のは簡単な立ち話みたいなものだ。ごく自然に話題が続いていたから、その事実を忘れてしまっていた。それは玉置さんも同じだったのか、はにかむような微笑みを浮かべる。

「すみません、私、次から次へと話を進めてしまいました。大葉先生があまりに親しみやすくて……」

「あはは、そう言ってもらえると嬉しいよ」

　喜んでくれる玉置さんを前に少しだけ照れる。何にせよ、みんなに親しんでもらえることは嬉しいよね。

「では改めまして……私、天文部部長兼、生徒会副会長の玉置倫です」

　すすっと立ち上がり、真っ直ぐな瞳を僕へと向けてくる。背筋はもちろん、声音までぴんと張っているようなそんな雰囲気。

「先生と一緒だととても楽しい部活動が出来そうで、今からわくわくしています。生徒会の仕事がある時には席を外すと思いますが、極力、部活動へ参加致しますので、どうかよろしくお願いします」

　言葉を言い終わると同時に、柔らかく頭を下げる。長い黒髪がさらりと滑って、つい見惚れてしまった。そのまましばらく礼を続けた後、横髪を耳にかけつつ、ゆっくりと顔を上げる。

「ふふ、改めると何だか照れますね」

　その笑顔で張り詰めていた雰囲気を切り替える。こういう仕草が自然と身についている辺り、さすがだよね。

「ふおぉ、さすが先輩。わたし、見ててドキドキしちゃったよー。ぱちぱちぱち！」

「もう、そういうこと言われると余計に照れるでしょう？」

　南野さんに拍手されて、女の子らしい表情になる。満更でもなさそうなところを見ると、二人はとても仲が良いみたい。そうして着席する玉置さんに代わり、今度は僕が立ち上がった。

「あはは、それじゃ僕も改めて……先日から、ここ桜乃宮の教諭になった大葉卯月です。天文に関しては本当に一般的な知識しかないので、これから勉強していくね」

　そこまで言って、他に何か言うことを考える。池袋在住だっていう話なんかもした方がいいんだろうか？　ちょっとだけ言葉に詰まっていると、

「先生。先生。あのこと、言わなくていいの？」

　南野さんから小声が届けられた。小声にしているとはいえ、僕にも玉置さんにも完全に聞こえているわけだけど。でもそのおかげで、大切なことを思い出した。

「そうだね。玉置さんにもきちんと伝えておかなきゃ」

「……？」

　南野さんへ笑顔を返した僕に、玉置さんが首を傾げる。そんな玉置さんへと、同じ笑顔を向けながら告白した。

「僕ね、実はゲイなんだ」

「っ……」

　予想通りというか何というか、玉置さんが一瞬固まる。大体みんなこういう反応だから、それ自体は何とも思わない。何か言われるかなと思っていると、驚いた表情のまま、ゆっくりと俯いていく玉置さん。長い髪がさらりと滑って、僕の位置からはその表情が伺えない。

「……んな……こと……」

「え？」

「そんなこと、軽々しく言うのは良くないと思います！」

　顔を上げると同時に、限界まで引き絞られた弦の様な声音。

「玉置さん？」

「先輩？　どうしたの？」

　薄白く染まった唇を噛みながら、机の上を見つめ続ける玉置さん。震えるまつげが隠そうとしているのは、怒りと怯えが混在したようなどこか不安げな瞳。頬も紅い。

　またもや一瞬にして変わった雰囲気に思考がついていかない。

　しばらく無言の時間が過ぎた後、さっきまでとは打って変わって、小さな声が漏れた。

「……どういうお気持ちであれ、そういうことは簡単に言わないでください。先生なんですから」

「え？　でも僕は隠し事をしたくないだけで……」

「そうだよ、先輩。先生ね、クラスで自己紹介の時だって……」

「……いい加減なこと。すみません、私、生徒会室に忘れ物をしてしまいましたので、今日は失礼します」

「あっ、ちょっと玉置さん!?」

　一度だけ流し目で僕らを見た後、すぐに鞄を掴んで立ち上がる。僕や南野さんが止める間もなく、部室から出て行ってしまった。

「…………」

「…………」

　その後、二人して呆然としてしまう僕ら。どういう話をしていいのかわからないけど、さすがに教師である僕から口を開くべきだ。

「あ、あはは……玉置さん、どうしたのかな？」

「うん……わたし、びっくりしちゃった」

「まさかあんな反応されちゃうなんて、もしかしてゲイとか嫌いなのかな？」

「嫌いな人なんているわけないよー！」

　はっきり言い切ってくれるのはすごく嬉しい。すごく嬉しいけど……多分、それは間違ってると思う。とはいえ、玉置さんがそういうタイプの人だとは思えない。

「急に話したから、驚いちゃったのかな」

「おお、その可能性は高いよー！」

　僕の経験上、そういう人が多いことも事実。

　何となく、さっきの担任会議でも似たような感じだったなぁ、なんて思いつつ、結局今日の部活は、南野さんと二人、部室の整理をして終わった。







「ねぇねぇ葉月、ちょっと聞いてよ」

「なに？」

　夕食の後、しばらくの間はテレビの前で兄妹の団欒。雑誌を読みながらリビングのソファで足を投げ出している葉月へ声を掛ける。

「今日、学年担任会議があってさ。他のクラスの先生たちに会ったんだ」

「うん」

　僕の話を聞くために雑誌を傍らへと置く。相変わらず足は投げ出したまま。ざっくりとした部屋着のワンピから膝上まで露わになる。女の子なんだからもう少し気を遣った方がいいと思うんだけど。

「みんないい先生ばかりだったんだけど、なんとなんと……トシちゃんみたいな先生がいたんだ！」

「……あー、やっぱり会ったのね……」

「えー、なにその言い方」

「徳川先生のことでしょ。どうせすぐに言ってくると思ってた」

　僕のテンションとは真逆に、微妙に落ち着いた声で対応される。まぁ、葉月にとっては、前から知ってる先生なんだから無理もないだろうけど。

「同じ名前の先生がいるって知ってるんだったら、教えてくれれば良かったのに」

「嫌よ。絶対に色々聞かれるもん」

「そうそう。それでね、徳川先生ってどんな感じの人……」

「ほらー！」

　僕の反応が予想通りだったのか、唇を尖らせて抗議。とはいえ、葉月は葉月。面倒そうな顔をしながらもやっぱり僕の質問に答えてくれる。

「……物理の先生よ」

「うん、それは聞いた。理系なんてすごいよね」

「格好良いから、同級生の間じゃ一番人気ね」

「だよねー！　俺もそう思う」

「口数も少なくてクールなんだけど……んー、生活態度のことなんかには結構厳しいみたい」

「そうそう！　先生っぽい威厳があるもんね」

「あとは……そうね、私も詳しくは知らないんだけど、なんでも家がお金持ちみたい」

「そうなんだ！　どうりで上品なわけだよね。高い腕時計も似合ってたし」

「一体どこ見てんのよ!?」

　葉月に突っ込まれつつも今の話で色々と納得。トシちゃんの『徳川先生』とは若干違うけど、出来る先生であることに違いはない。僕もいつか、そういう風に思われる先生になれるといいんだけど。

「やっぱり『徳川先生』って人にはすごい人が多いのかなー」

「っ……お、お兄ちゃん、まさか徳川先生のことっ！」

「え？　あー、やだなー、葉月。そういうのじゃないよ。憧れだよ、憧れ。だってほら、徳川先生だよ？」

「知らないわよ。ただ名前が一緒なだけでしょ？」

「葉月は好きじゃないの？　徳川先生のこと」

「好きも嫌いも……まぁ、格好良いとは思うけど」

「でしょー！」

「なんでそんなに嬉しそうなのよ!?」

「えー、だって憧れの先生がみんなに好かれてるんだよ？　嬉しいでしょ？」

「憧れの先生ねぇ……。わ、私からすれば……徳川先生なんかより……その……」

「あ、名前は優一朗って言うんだって！　俺、一回で覚えちゃった！」

「人の話聞きなさいよ！　このホモ！」

　何故だかわからないけど突然足をばたばたと動かす葉月。そのせいでまたもや部屋着のワンピが捲れてしまった。

「もー、ダメだよ葉月。女子でしょ。もう少しお淑やかにしないと」

「うるさいバカー！」

　言いながら身体を転がして、僕から顔を逸らす。捲れ上がったワンピからとうとう下着まで見えちゃってるけど……言ったらまた不機嫌になりそうだからやめておこう。代わりに別の話題を振ることにした。

「それからさ、今日、天文部にも初めて行って、また玉置さんと話したよ。あの子、本当にしっかりしてるよね」

「玉置先輩？」

　話題が変わったことで機嫌も戻ったのか、またごろりとこちらを向いてくれた。そして何かを思い出すように視線を巡らせながら言葉を続ける。

「玉置先輩ってね、しっかりしてるだけじゃなくて、すごく優しいのよ」

「へぇ、何かあったの？」

「うん、水泳部の練習試合でね、よく応援に来てくれるの。学校が休みの日でもよ？」

「お休みの日なのに、他の部の応援に？　わぁ、確かに優しいね」

「でしょ？　もしかしたら副会長としての責任感……みたいなものかもしれないけど」

「それでもすごいよ」

　自分が学生時代だった頃を浮かべて、お休みの日がどれほど重要だったかを思い出す。まぁ、僕もサッカー部だったから、練習試合で結構潰れてはいたけど……。自分の部活で頑張るのと、他の部を応援するのとじゃワケが違うよね。

「あ、でもね葉月、俺、もしかしたら嫌われちゃったかもしれないんだ」

「玉置先輩に？」

「うん。自己紹介の時にカミングアウトしたんだけど……その途端、態度が変わっちゃって」

「っ……玉置先輩にまで言ったの!?」

「そうだよ。俺、顧問だもん」

「もーっ！　どうしてそう簡単にバラすのよー！」

　言いながら、また足をばたばたばた。ちょっとだけ微笑ましい。

「……玉置さん、ゲイとか嫌いなのかな」

「えー、そういうのに偏見がある人じゃないと思うんだけど。今言ったとおり、優しい先輩だし……何か誤解とか……驚いたとか……そういうのじゃない？」

「そうだよね……」

　僕自身の見立てでも玉置さんはそういうタイプの人じゃないと思う。だけど、そういうタイプに見えなくても、僕らのような人に嫌悪感を抱く人も少なからずいるわけで……。

（少しずつ仲良くなれるといいんだけど……）

　今のところは僕を入れて四人しかいない天文部。みんなで仲良くしたいよね。もしかしたら反射的にああいう態度を取っちゃっただけかもしれないし……僕が気にしていたら、玉置さんも気にするかもしれない。次に会った時は、出来るだけ普通に接してみよう。

　そう考えながら一人で頷いていると、不意にテーブルの上の携帯が鳴った。

「あ、葉月、母さんからテレビ電話だよ」

「わあぁっ、ちょっ、ちょっと待って！　お兄ちゃん、先に出てて！」

「わかった」

　アメリカ暮らしの両親から、月に何回かはテレビ電話がかかってくる。こちらの時間に合わせてくれるから、時差の関係で向こうは深夜だ。あんまり待たせるのも悪いと思い、とりあえず僕だけで通話。

「もしもし？　母さん？」

『卯月ー！　元気ー!?』

「うん、元気だよ」

　液晶に映し出されたのは母さんのアップ。深夜２時を回っているはずなので、完全に寝る格好だ。

『あらら、葉月はどうしたの？』

「今、あっちで前髪直してる。テレビ電話だと気にするみたい」

『やーねー。家族なのに』

「ねー」

「うるさいわね！　聞こえてるわよ！」

　ガシガシと前髪を直していた葉月から抗議の声が飛んでくる。母さんの言うとおり、家族だから気にしなくてもいいと思うんだけど……。離れて暮らしている分、そういうとこで気を遣っちゃうんだろうか？

「父さんはどうしたの？」

『今、トイレに行ってるわ。すぐに戻ってくると思うけど……そういえば卯月、新しい学校始まったんでしょ？　どうなの？』

「あ、うん、みんな優しいよ。遠山のおばあちゃんも相変わらずだし……」

『ご迷惑かけちゃダメよ？　もう一度、お父さんと私からお礼を言っておくわね』

「ありがとう。みんなの期待に応えられるよう、出来る限り頑張るね」

　こういう会話をする度に、人は一人で生きてるわけじゃないんだって実感する。少なくとも僕は、この場所で色んな人に支えられて生きているわけで、そのご恩だけは忘れないようにしなきゃ。

「あー、そうだ、母さん。学校のことでビッグニュースがあるよ！」

『……？　なになに？』

「今日ね、同じ学年を受け持つ先生方の会議があったんだけど……なんとなんとトシちゃんみたいな先生がいたんだ！」

『まぁ！　本当に!?』

「うん！　徳川先生って名前で、しかも格好良いの！　すごくない!?」

『やったじゃない、卯月！　頑張って！』

「やだなーもー、そういうのじゃないってばー」

「一体何の話してんのよ！」

　髪型のチェックを終えた葉月がようやく会話へと加わる。小さな液晶に僕と葉月が並んで映った。

『あらー葉月、久しぶり。相変わらず男っ気がないわねぇ』

「悪かったわね！　女子校なんだから仕方ないでしょ」

『卯月は男っ気があるのにねぇ』

「まぁまぁ母さん。そんなこと言って、葉月に男っ気が出てきたら心配するんでしょ」

「お兄ちゃんに男っ気がある方が心配だわよ！」

　小さなカメラを取り合うようにして、葉月が顔をくっつけてくる。こういう態度を取っているから男っ気がないって言われるのに……なんて思って、また微笑ましい気分になった。

『大丈夫だぞ、葉月。彼氏なんてお前にはまだまだ必要ないからな』

　野太い声とともに、液晶画面に父さんが映る。こちらと同じく、母さんと顔を寄せ合っている状態だ。

『ちょっとお父さん、狭いからくっつかないで！』

『いいじゃないか。久しぶりに家族の会話なんだから』

「お父さん聞いてよ。お兄ちゃんったら、新しい学校ですぐにホモバラシしたのよ！」

「隠す方が変でしょ？　俺、教師なんだからさ」

『うん、まぁ、なんだ、そういう素直なとこが卯月のいいところだからな。それなりに頑張りなさい。葉月は彼氏なんか作っちゃダメだぞ』

『だからお父さんくっつかないでってば！』

『いいだろ。俺にも葉月と話させてくれよ。葉月ー！　父さんは葉月の味方だからなー。まだ彼氏なんか作るなよー』

「大丈夫。残念ながら予定はないから」

　四人が思い思いに話す忙しなさにまた笑みが零れる。今は液晶越しだけど、二年前まではこれが普通にこの部屋の状態だったんだ。そう考えると、葉月の年齢で両親と離れるというのは、ちょっと可哀想な気もする。兄ということでどうしても上から目線になっちゃうけど、出来るだけ、寂しい思いはさせたくないよね。

『とにかく二人とも元気そうで良かったわ。身体には気をつけてね』

「うん。母さんたちもね。そっちはもう遅いでしょ？　ゆっくり休んでよ」

『俺はまだ起きてられるぞ！』

『はいはい、無理しないの。年のせいで最近早起きになってるんだから。それじゃ卯月、葉月、またね。おやすみ』

「おやすみなさい」

　兄妹一緒に挨拶をして電話を切る。途端、部屋の中が広くなったような気になるから不思議。

「父さんと母さん、相変わらず仲良さそうで良かったね」

「うん、安心した。いきなり離婚とかされたら大変」

「もー、冗談でもそういうこと言っちゃダメだよ」

　二年前、両親がアメリカに行く時にはあんなに寂しそうだった葉月が、今ではこんなことを言うようになった。この年代の二年は大きいなぁと思いつつ、大人になっていく葉月を嬉しく思う。

「……どうしたの？」

「ううん、何でもないよ」

「……？　変なお兄ちゃん」

　つい笑顔が零れていたのか、そんなことを言われた。やっぱり葉月は大切な妹で、大切な家族なんだよね。

「あ、そうだ葉月。遅くなっちゃったけど……今日、ありがとう」

「……なにが？」

「お弁当。就職祝いで豪華にしてくれたんでしょ？　すごく美味しかった。料理、どんどん上手になるね」

「っ……本当？」

「うん。あの腕前ならどこに出しても恥ずかしくない、自慢の妹だよ」

「わわっ」

　さっき髪型を整えたばかりの頭を撫でると、少しだけくすぐったそうな声が上がる。水泳部だというのに柔らかな黒髪は、葉月が毎日きちんと手入れしている証拠。

「早起きして作ってくれたのも嬉しかった。本当にありがとう」

「お兄ちゃん……」

　目を細めてくれた妹に僕も笑顔を返す。その年頃らしくほんのりと色づいた頬が可愛い。

「あ、明日も作るから……」

「うん、お願い。でも無理はしなくていいよ？　普通のお弁当で大丈夫だからね」

「うん！　ほどほどに頑張る」

「あはは、楽しみにしてる。それじゃ、俺、洗濯やるから、葉月はお風呂入っておいで」

「うん」

　元気に頷いてリビングを後にする葉月。その後ろ姿を見ながら『葉月がきちんと大人になるまで、僕がしっかりしなきゃ』と、二年前と同じ決心をもう一度繰り返した。桜乃宮では失敗しないように、精一杯頑張ろう。







第四章　見回り初撮り花曇り




「ん？　んん？」

　授業で使うプリントを作るため、空き時間を利用して印刷室へとやってきた。

　通常の教室の四分の一くらいの広さながら、部屋の中央に裁断などをするための大きなテーブルが置かれている。その周囲に印刷機が三台、コピー機が一台。そのうちの一台の印刷機の前で何度も首を傾げてしまった。以前の学校で使っていたのとほぼ同じ機械だったから、さくさく作れると思っていたんだけど……、

「うーん、どうしたんだろう？」

　何枚か印刷したところで、うんともすんとも言わなくなってしまった。まだ時間があるとはいえ、これはマズい。

（かといって、これだけ大量の枚数をコピーするわけにはいかないし……）

　コピー機は一枚毎にお金がかかるから、たくさん刷る場合は出来るだけ印刷機を使うようにと言われている。それも多分、どこの学校でも一緒。

　弱ったなぁと思いつつ辺りを見回すと、連絡用の電話を見つけた。先生たちがどこにいても連絡が取れるよう、学園内の至る所に設置されている電話だ。その横には様々な場所の内線番号が書かれたプレートが付けられている。『34化学教員室』『37音楽教員室』『45図書室』などに混じって『66流留』と書かれた番号が目に入る。

「これ五十嵐さんだ」

　そういえば困ったときは何でも言ってくださいって言われてたっけ。これ以上、自分じゃどうしようもないので、ちょっと申し訳ない気分になりながら受話器を持ち上げる。

『はい、五十嵐です！』

「五十嵐さんですか？　大葉ですけど……」

『大葉先生！　あー、今印刷室ですね。コピー機ですか？　印刷機ですか？』

「すみません。印刷機の調子が悪いみたいで……」

『わかりました。すぐに伺いますー！』

　さくさくっと会話したと思うと、すぐに電話が切られる。こちらの内線番号から場所がわかるんだろうけど、五十嵐さん、対応が早いなぁ。そう思ってものの五分もしないうちに、当の五十嵐さんがやってきた。両手にはいくつか消耗品っぽいパーツを持っている。

「お待たせしましたー！」

「いえいえ、お忙しいところすみません」

「僕のお仕事ですから大丈夫ですよー。あ、この子ですね」

　言いながら、僕の前にある印刷機を確認。慣れた手つきでカバーを開けていく。

「直せそうですか？」

「大体は僕で直せるんですけど……もし故障だとしても、業者さんに電話すればご近所なのですぐに……あ、大丈夫です。インク切れです」

「わぁ、そうでしたか。すみません……」

　意外と簡単な理由だっただけに、申し訳ない気持ちが加速する。そんな僕の気持ちを汲み取ってくれたのか、五十嵐さんがすぐに手を振った。

「平気ですよー。替えのインクも事務室にしか置いてないんで、僕に言ってもらってＯＫです。でも……うーん、おかしいなぁ……」

「……どうしました？」

「いえ、この子のインク、ついこの間替えたばかりなんですよ。結構持つはずなんだけどなー。誰か大量に印刷したんでしょうか？」

　言いながら、新しいインクを取り付けてくれる。今後の参考にやり方を覚えようと見ていると、印刷機の下、部屋の隅に破れかけた一枚の紙片を見つけた。

「五十嵐さん、もしかしてこれ……でしょうか？」

「え？」

　落ちている紙片を持って二人で確認。そこには若そうな男性二人の絵が描かれていた。それ以外の部分は破れていてわからないけど、どう見ても授業で使うプリントじゃなさそう。

「上手な絵ですね」

　つい感想を漏らしてしまった僕に頷きながら、五十嵐さんがその絵をまじまじと見つめる。

「本当に上手だなー。でもこのサングラスの人、どうしてもう一人の人の胸ぐらを掴んでるんでしょう？」

　五十嵐さんの言うとおり、描かれている男性二人は今にもケンカを始めそうな勢い。絵が上手なだけに、臨場感まで伝わってくる。

「漫画研究会とかでしょうか？」

「この絵の上手さですもんねー。でもそんな大量に刷るかなぁ……？」

「うーん……」

「あ、先生、インク入りましたー。これでもう使えますよ」

「ありがとうございますー！」

　謎の紙片はとりあえず脇に寄せて、新しいインクで印刷を再開。僕が作ったプリントが無事に刷られ始める。素早い勢いで出てくるそのプリントを見て、五十嵐さんが声を上げた。

「えっ、これ、先生が描いたんですか？」

「このキャラですか？　はい、お恥ずかしながら僕が……」

「めちゃくちゃ可愛いですよー！　すごいです！」

「あはは、そう言ってもらえると嬉しいです」

　先日の授業で受けが良かったから、思い切って描いてみたんだけど、生徒だけじゃなくて五十嵐さんにも受けたみたい。続々と出てくるプリントを見ながら、何度も感嘆の声を上げてくれる。

「このプリント、もし良かったら一枚ください。僕も練習します」

「どうぞどうぞ。そんな大したものじゃありませんけど……」

「いえいえ、ありがとうございますー！　えへへ、僕、自分の机をこういう可愛いキャラで飾りたかったんです！」

　手渡したプリントを嬉しそうに持ち上げてくれる。こんなに喜んでもらえるならキャラたちも嬉しいよね。

「このキャラ、スキャンしてプリンターでステッカー作ってもいいですか？　完成したら先生にもお渡しします」

「わぁ、そんなこと出来るんですか!?　嬉しいです！　ぜひぜひ！」

　そんな感じにオリジナルキャラトークで盛り上がっていると、入り口から一人の男性が入ってきた。

「失礼、印刷機、空いていますか？」

「はい。僕が使ってるの、この一台だけですので……」

「では、私はこちらを……」

　挨拶と共に入ってきたのは、おそらく五十代前後と思われる男性の先生。ずんぐりむっくりとした、まさに中肉中背といった体型。四角い赤ら顔に優しそうな瞳、頭髪はかなり薄い。ジャージ姿であることから、すぐに体育の先生だとわかる。その先生は印刷機にプリントをセットして、何気なく僕らに話しかけてきた。

「ん？　これは大葉先生。ご挨拶するのは初めてですな」

「あ……はい、えーっと……」

「体育科の山田と申します。よろしくお願いします」

「わわ、ご丁寧にっ……国語科の大葉です。これからよろしくお願いします」

「ははは、こちらこそ」

　見るからに人が良さそうな笑顔を浮かべて、ぺこりと頭を下げてくれる。身体全体から優しさが滲み出ているような、そんな先生。

「五十嵐さんが来ているということは、調子が悪かったんですか？」

「あ、いえ、単なるインク切れです。どの子も絶好調ですよー」

「ありがとうございます。いやー、いつもすみませんなぁ」

　言いながら、太い指先で印刷機を操作していく。何年も使っているからなのか、僕なんかよりもよほど慣れた手つきだ。

「次の授業までに印刷しなきゃいけないものなんですが……はは、歳を取ると直前まで準備しなくなるもので」

「あはは、プリント作りは楽しいんですけど、印刷って結構面倒ですもんね。僕もいつもギリギリです」

「僕なんて、事務のお仕事は全部ギリギリですよ。先輩方に叱られてばかりでー」

「はははは、言われてみれば私も若い頃からそうでした」

　三人で笑いながらプリントが刷り上がるのを待つ。僕らとは年齢が離れているというのに、山田先生の言葉には全く威圧感がない。そういう雰囲気が作れるって、結構すごいことだと思う。

「そういえば大葉先生、今週の見回り当番に名前が入ってましたよ」

「え？　見回り当番？　ですか？」

「ありゃりゃ、聞いてませんでしたか？　名前を貼り出す掲示板があるんですが……少し待っててください。ご案内します」

「ありがとうございます！」

　まだ僕の知らないルールがあるらしい。刷り終わった自分のプリントをまとめつつ、山田先生の印刷が終わるのを待つ。僕らの話を聞いていた五十嵐さんが物珍しそうに口を開いた。

「そっかー。先生方は見回りのお仕事もあるんですよね。大変そうだなー」

「はは、それも指導の一環ですからな。まぁ、ここの生徒に限って言えば、みんな真面目なので楽なんですが」

「へぇ、みんな優等生なんですね」

「ええ、やはり私立ということが大きいですね。それに女子校ということもありますし」

「なるほど」

　以前勤めていたところは男子校だったから、見回りもそれなりに大変だったことを思い出す。遅くまで遊び歩いていたり、許可されていないアルバイトをしたり……。さすがに桜乃宮ではそういうことはなさそうだ。

「お？　終わったかな？　お待たせしました。では行きましょう」

「はい！」

「あ、では僕はこれで。また何かありましたらすぐに66番を鳴らしてくださいねー」

　元気よく去って行く五十嵐さんに二人でお礼を言って、山田先生と階段を上った。







「こちらです」

「あ、ここですか。僕、朝も見たのに見落としてました！」

「はは、ごちゃごちゃしててわかりづらいですからな」

　山田先生が連れてきてくれたのは、高校職員室の壁にある連絡用掲示板。他の場所にはちょっとないくらい、かなり広い掲示板だ。雑多に貼られているプリントに混じって『週替わり見回り当番』なる書類があった。月曜から土曜まで、何人かずつ先生方の名前が書かれている印刷物だ。

「……ここです。ほら、先生のお名前が」

「本当だ！　わわっ、しかも今日じゃないですか！　危なかったぁ……」

「ははは、どちらにしろ後から直接連絡が来るとは思いますが……こういうのは突然言われると驚きますからなぁ。では私は授業がありますので、これで」

「ありがとうございました！」

　出席簿の背表紙で自分の肩を叩きながら立ち去る山田先生。その背中へ向かって、全力で頭を下げた。

（授業前だっていうのにわざわざ教えてくれるなんて……優しくて素敵な先生だなぁ……）

　きっと生徒にも人気があるに違いない。いい先生にばかり出会えて僕は幸せ者だ。

「あ……でも……」

　『週替わり見回り当番』のプリントを前にふと考える。この学園に来て最初の見回り当番。いくら池袋に詳しいとはいえ、どの辺りを見回ればいいのか、いまいち見当が付かない。これは誰かに聞かないと……。

「ん？」

　そう思いながらプリントを見ると、どうやら一人で回るわけではないらしい。大体の先生方は二人一組のペアで記載されている。なるほど、これなら初めての僕でも色々と教えてもらえそうだ。

「えっと……僕の初めてのお相手は……」

　呟きながら指先で自分の名前のところを確認する。そこに書かれていたのは『徳川優一朗、大葉卯月』

「わぁぁっ！」

　突然舞い降りた偶然にテンションが上がって、思わず手のひらで口元を覆う。声にならない喜びとはまさにこのこと。

（初めてが徳川先生とだなんて…………どうしよう！）

　今からもうわくわくしちゃう！　放課後、早く来ないかな。







「えー、先生からは以上です。他に何かある人、いますかー？」

「いませんー！」

　昨日と同じく、南野さんの元気な声で帰りのホームルームが終わる。一応、様子を伺ってみるけど、他の子たちも異論はない様子。

「はーい。それじゃ、みんな気をつけて帰ってね。部活がある人は頑張ってね」

「はーい！」

　僕の最後の一言にも元気に返事を返して、帰り支度を始める南野さん。今日は天文部の活動がないからか、何となくそわそわしているようにも見えるけど……それは僕の心が浮ついているせいかもしれない。

（これから徳川先生と見回り！）

　教壇の上でつい笑みが零れそうになる。教卓の上に置いたペンやノートを片付ける手も、心なしか軽やかだ。

「ねぇ、遥ちゃん、美子ちゃん……先生の様子、何か変じゃない？」

「え？　そうでしょうかー？」

「いつも通りじゃないかな？」

「ううん、絶対変よ。何かそわそわしてるもの」

　葉月たちの方から何やらひそひそ話が聞こえてくるけど、今は気にしない。徳川先生を待たせるわけにはいかないもんね。

「じゃ、先生はまだお仕事があるから先に出ます。みんなあんまり遅くまで残っちゃダメだよー」

　みんなに言い残して教室を出る。早く職員室へ行かなきゃ。

「あの急ぎ方……絶対に変」

「ふふー、きっと真面目だから急いでるだけじゃないですかー？」

「そうだよー。それじゃ、今日はわたしも用事があるからもう帰るね」

「あ、遥ちゃん、いつもの？」

「頑張ってくださいー」

「うんっ！　葉月ちゃん、美子ちゃん、また明日ー！」







（徳川先生、早く来ないかなー）

　放課後、高校の先生方で賑わう職員室でそわそわが頂点に達する。

　高校職員室はかなり広い長方形の部屋だ。長辺の片側が廊下に面していて、もう片方が窓。その窓からは道を挟んだ向かいのビルが見える。部屋の中にはたくさんの机が置かれていて、それぞれ先生方に割り当てられていた。ただ、基本的に各教科の教員室にも先生毎の机があるから、どちらかと言えばみんなそちらをメインに使っている。

（徳川先生の机はどれだろう？）

　そんなことを考えながら周囲を見回して、廊下に面したドアを見て、また周囲を見回して。さっきからそれの繰り返し。そのサイクルを三十回くらい繰り返した頃、とうとう入り口に徳川先生が現れた。

「徳川先生ーっ！」

「っ……」

　立ち上がって両手を振ると、すぐに僕へ気付いてくれる。そのまま少しだけばつが悪そうな顔で、足早に歩いてきた。ちょっと周囲を気にしているようにも見える。マズい……僕、テンションが上がりすぎて目立っちゃったかも。

「ごめんなさい。僕、つい声を……」

「ああ、いえ、大丈夫ですので」

　謝る僕へ片手を上げ、軽く流してくれる。

　今日、その腕を飾っているのは、ギリシャ数字が書かれたシルバーの四角い文字盤。カルティエだ。もともと手首が細めだから、こういうシックな時計もよく似合う。

「今日の見回りは私と大葉先生でしたね」

「ですですっ！」

　身体を斜めに傾けて、若干目をそらしながら話す徳川先生。時折こちらへと送られる流し目が涼しい。

「僕、今日が初めてで……色々教えて頂けますか？」

「え、ええ……まぁ、構いませんが」

「やったー！　では早速行きましょう！　徳川先生と一緒にお散歩出来るなんて夢みたいですーっ！」

「うるせぇ！　この線よりこっちに入ってくるんじゃねぇ！」

「ふぇっ!?」

「あ、いや……すみません、ちょっと驚いてしまって」

　二人の間の空間に指先で線を引かれ、境界を作られる。徳川先生のパーソナルスペースは僕のそれよりも少し大きいみたい。突然入り込んで驚かせないように気をつけなきゃ。

「僕の方こそすみません。今日は一日わくわくしちゃって。お仕事ですもんね、しっかりやります」

「ええ、私も。それでは行きましょうか」

「はい！」

　颯爽と歩き始める徳川先生の後ろを追いかける。先生が手にしているのは、多分、時計と合わせたんだと思われる背中合わせのＣマークがあしらわれたバッグ。細身のスーツ姿と相まって、これもよく似合っている。

「徳川先生、カバンはリュックじゃないんですか!?　ヤカンとか！　傘とかはー！」

「そんなもん持ち歩くわけねぇだろ！　無駄口叩くな、仕事だ、仕事！」

「はいーっ！」

　職員室内の多くの先生方に見送られながら、僕たち二人は見回りのお仕事へと出かけた。







「うちの生徒、意外といないものですね」

「まぁ、この辺りは大体こんな感じです」

　学園を出て、徳川先生の案内で池袋駅東口の周辺を見回る。西武デパートから始まって、パルコやピーダッシュパルコまで。普段、僕が見ないような場所もしっかりと見回る。

　道順を覚えながら注意深く生徒を探していたけど、出会ったのは文具屋で買い物をしている生徒だけだった。まだ時間が早いせいもあり、特に注意はしない。

「やっぱり女子校の生徒って真面目なんですか？　僕が考える見回りとずいぶん違いますよ」

「あいつら、わかりやすい所を避けてるだけですよ。そういえば、大葉先生は前職も教職でしたか？」

「はい。その時は男子校だったんで大変でした。見回りなんて生徒だらけで。でも、そういう生徒を指導するのも教育ですもんね。それはそれで楽しかったなー。あはは」

　ファストフードやゲームセンターなど、男子生徒は寄り道三昧だ。見回りの日は何人もの生徒を叱ったっけ。その当時の出来事を思い出して、あまりの懐かしさについ笑みが零れる。

「指導が楽しかった……ですか？」

「はいー！　僕、こう見えても男子には結構厳しいんですよ。指導の時はビシバシいっちゃいますからね！」

「このご時世、さすがに手を上げるのはマズいでしょう？」

「やだなー、ビシバシと言っても手は出しませんよ。まぁ、手以外の物なら色々出しますけど」

「手以外の物!?」

　こう見えて、人を叱る際の目力や口調には自信がある。更に厳しく、補講や宿題を出したこともある。でもそれは全て男子校で培われた技術だ。果たしてそれが女子校でも正しいかどうかはわからない。

「あ、そうだ！　僕の指導の感じが間違ってないか、徳川先生、確認してみてくれませんか!?」

「バ、バカか貴様っ！　全力で断るっ！」

「えー、先輩なんだからそんなこと言わないでくださいー。ちょっとだけ。ちょっとだけでいいですからーっ！」

「うああぁっ！　近づくな！　この線よりこっちに入るなっつってんだろうがっ！」

　声を上げながら慌てて僕から距離を取る徳川先生。僕、またしてもパーソナルスペースを侵しちゃったみたい。気をつけないと嫌われちゃうかも。

「ごめんなさい。僕、距離感がわからなくて」

「あ、ああ、大丈夫。そのくらいの場所にいてくれればいい」

「わかりましたー！」

　言われるまま、元通りくらいの距離へと戻る。クールな人ほどパーソナルスペースが広いって言うし、徳川先生もそうなんだろう。でもきっともっと仲良くなれば、近づいても嫌がられないよね。足早に歩く徳川先生の後ろを追いかけながら、そんなことを考えていると、

「ここから先は注意してください」

　徳川先生が振り向いたのはサンシャイン60通りの入り口。池袋東口で最も人が多い通りだ。

「みんな、こんなところで遊んでるんですか？　一番目立ちそうなのに？」

「いや、隠れる場所も多いですからね。特にあそこは」

　言いながら先生が指さしたのはゲームセンター。自分が学生だった頃を考えても、拓海と一緒にちょくちょく行った場所だ。

「確かに人は多いですけど、すぐに見つかりませんか？」

「あいつらには都合のいい隠れ場所があるんですよ。とりあえずここから行きましょう」

　サンシャイン60通りの入り口から一番近いゲームセンターへと入る。僕らが子どもの頃はここの入り口に大きな馬の模型があった。今では可愛らしいキャラの大きなぬいぐるみや、アニメの男性キャラクターのポスターで飾られている。

　店内入ってすぐの場所はクレーンゲームのコーナー。女性が多いこの場所で生徒を探すのかと思ったら、徳川先生はもっと奥へと進んでいく。そうして奥の方で、店員さんに声を掛けた。

「いつもお世話になっております。桜乃宮の教員です」

　身分証を見せると、店員さんは納得した様子で、プリントシール機コーナーの一角へと案内してくれた。そこには『男性のみのお客様はこの先の立ち入りをお断りします』の看板。

「女性専用コーナーですか」

「ええ、基本的に男子禁制ですので。隠れるには打って付けなんですよ」

　徳川先生の説明によると、この場所は今年度から見回らせてもらうことになったらしい。しかし他の男性の先生方は、一般の女性客に見られるのを躊躇って近づかないうえ、女性の先生方は生徒に甘く、プリントシールくらいは見て見ぬ振りをするとのこと。実質、徳川先生くらいしか見回っていないそうだ。

「私もある程度の時間までは見逃しますけどね」

　言いながら、手首を飾るシルバーの文字盤を確認する。時刻はもうすぐ午後六時。春分を過ぎているこの季節なら、ちょうど『ふるさと』のメロディが流れる時間だ。

「あと二分三十秒ほど待って入りましょう」

「わかりました」

　細かく秒針で確認しながらジャスト六時になるのを待つ。真剣な表情で秒針を見つめながら、時折目を細める徳川先生。『綺麗な横顔だなー』なんて思いつつ、その様子を観察していると、あっという間に時間が過ぎた。

「よし、行きましょうか」

　呟きながら男子禁制のゲートをくぐる徳川先生に続く。中にはプリントシールの機械が所狭しと並んでいて、さながら迷路のようになっていた。なにかのアトラクションみたいで、ちょっとだけテンションが上がっちゃう。

　狭い通路を縦に並んで歩いていると、不意に徳川先生の足が止まった。

「いました」

　言いながら、少し先にある機械のカーテンを指さす。その向こうでは二人の女子がシールを撮影しているところだった。足下しか見えない状態なのでぱっと見ではわからないけど、よく観察すれば確かに桜乃宮の制服だ。

「わぁ、先生よく気付きましたね。スカートもほとんど見えないのに」

「慣れてますからね。しかし、確かにちょっと短すぎるな」

　教師の目つきになりながら機械の前で待つ。途中で入っていかない辺りは優しいと思うけど。そうして数十秒待っていると、カーテンの向こうから二人の生徒が出てきた。

「お前ら、今何時だと思ってる」

「っ……徳川先生っ!?」「すみませんっ！」

　たった一言で二人に頭を下げさせた。教師らしい威厳に満ちたオーラ。僕もこれを身に付けないと。

　見たところ、二人とも高校三年生で、僕も授業を受け持っているクラスの子だった。若干短いスカートとは裏腹、やっぱり内面は真面目そうだ。そう思っていると、二人の視線が僕の方へと向く。

「あれ、大葉先生……ですよね？　もしかしてお二人ですか？」「ここ男の人だけだと入れないんじゃ!?」

「見回りだからね。店員さんから特別に許可してもらったんだ」

「あー、その手がありましたか」「女子の花園だと思ったのにー」

「あはは、飾り付け可愛いもんね。たしかに花園っぽいよねー」

「ですよねー」「他のところも可愛いんですよ」

「大葉先生！」

　つい盛り上がってしまう僕を制して、徳川先生が間に入る。途端、また二人はしゅんとしてしまった。

「とりあえず、今後はこんな場所で隠れられると思うな。あとそのスカート、明日までに規定の丈に戻すように」

「わかりました。あの……」

「ああ、今撮った分までは見逃してやる。早くしろ」

「はいっ！」

　先生の言葉を聞いて、生徒たちがシールの仕上げに掛かる。文字を書いたり、スタンプを押したり。その間、プレッシャーを掛けてしまわぬよう、徳川先生はあえて少し離れた場所に移動した。

「優しいんですね」

「別にそういうわけではありません。あいつらにはあいつらの世界がありますから」

（わぁぁ……）

　葉月が言っていた『学園で一番人気がある』という言葉の理由がわかる。こういう態度でこういう顔をされたら、誰だって格好良いって思うよね。厳しくするだけじゃなくて、時には優しく接する。僕もそんな接し方をきちんと覚えておかなきゃ。

　やがて印刷が終わったのか、笑顔を浮かべた二人が僕らの方へやってきた。

「先生、ありがとうございました！」

「ああ、終わったら早く帰れ。もう寄り道はするな」

「気をつけてねー」

「はいー！　あ、そうだ。どうせだったら先生たちもどうですか？」

　手を振る僕へ向けて、生徒の一人がさもいいことを思いついたと言わんばかりの表情で提案する。次いで、もう一人の生徒も声を上げた。

「わわ、それいいですよ。本当だったら女子しか入れない場所ですし」

「私たちのオススメはあの最新機種ですー。最近のは進化してますよ。ほら、目とか肌もこんなにキレイになりますし、全身の撮影だって」

「わぁ、本当だ。僕が撮ってた頃と全然違うね。ちょっと気になるなー」

「だったらぜひ！　私たちはもう帰りますから」

「こっちは仕事中だ！　ふざけてないで早く帰れ！」

「す、すみませんーっ！」

　興味を示した僕とは逆に、徳川先生がまた一喝する。その声を聞いて、二人は慌てて出て行ってしまった。狭い通路に取り残されたまま、徳川先生が大きなため息をつく。

「はぁぁ……全く、教師を何だと思ってるんでしょうね……って、大葉先生、何してるんですか!?」

「見てください、先生。今の機械って本当にすごいんです！　ほら、この説明によると目の大きさも選べて……」

「ま、まさか撮りたいわけじゃ……」

「はいー。せっかくですし、一緒に撮りませんか？　記念になるじゃないですかー」

「何の記念だ、何の!?」

「僕と徳川先生の初めてのっ！」

「っ!!」

　つい嬉しくて声を上げると、突然周囲が騒がしくなる。ふと見ると、辺りにいた女性のお客さんたちが僕らの方を一斉に見ていた。もしかしたら、みんなこの新しい機械を使いたいのかもしれない。

「た、単なる見回りだろうが！　変なところで区切るんじゃねぇ！」

「ふぇ？　でも……初めては初めてですし……」

　諦めきれずに小声で呟くと、更に周囲のざわめきが増える。この機械、やっぱり相当な人気みたい。みんなひそひそと話しながら、僕たちの方に注目している。あんまり長く陣取っていると他の方々に迷惑が掛かっちゃうかも……。そう思って、諦めようとした瞬間、

「あああ、わかったわかった！　わかったから早く入れ！」

「本当ですか!?　ありがとうございますーっ！」

　徳川先生が許可してくれた瞬間、他のお客さんたちも笑顔になってくれた。中には小さく拍手してくれる人までいる！

「すみません、すぐに終わらせますので」

　みなさんに小声で挨拶をして、先に入った徳川先生の後に続いた。







「見てください、先生。すっごく格好良く写ってますよー！」

「そうですか……それは良かった」

　ゲームセンターを後にして、二人で撮った写真を何度も見直す。結局、スタンプやフレーム、メッセージまで書いてしっかりデコレートしちゃった。

「このハートのスタンプ可愛いですよね。ほら、日付まで入ってる。こっちには僕らの名前も！　最近のって本当にすごいですね」

「まぁ、それは認めますが」

「あはは、徳川先生のこのポーズ、可愛いー！」

「画面の指示に従っただけだろうが！」

　二人分に分けた写真を見ながら、色々と感想を話す。徳川先生はすぐにカバンにしまっていたけど、僕はまだじっくり見ていたい気分。なんたって憧れの徳川先生だ。写真の上に名前が並んでいるだけでも嬉しい。

　そうやって池袋を見回っていると、いつの間にか結構な時間が経過していた。ゲームセンターでも確認していた腕時計にもう一度目を向けながら、徳川先生が呟く。

「さすがにもう生徒もいないでしょうし、そろそろ上がりましょうか」

　せっかく二人で街を歩けたのに、もう終わりだと思うとちょっとだけ寂しくなる。とはいえ、お仕事はお仕事。ここはしっかりやらないと。

「ん、あれは何でしょう？」

　このまま解散かと思った時、腕時計から視線を上げた徳川先生が前方を指さした。

「何でしょうね？　人混み……いや、何かの列みたいですけど……」

　サンシャイン60通り、大きなボーリング場と洋服屋さんのビルとの間に、なぜか行列が出来ている。それもこの位置から見ても相当な人数だとわかるほどの行列だ。

　何の列なのか気になって、二人で近くまで確認に行く。すると列の先頭には、人の波に紛れて小さなリアカーが一台止まっていた。そこですぐにピンとくる。

「あっ、徳川先生、僕、これ知ってますよ！　噂の焼き芋屋さんじゃないですか！」

「焼き芋？」

「はい。友達から聞いたんですけど、今、池袋で話題らしいんです」

「焼き芋がですか？　まさか」

　半信半疑の徳川先生に、この間拓海から聞いたことを一通り話す。すると疑問顔のまま、一応納得してくれた。

「確かに、これだけ並ぶのなら何か人気の秘密があるんでしょう」

「徳川先生、さすがにこの時間だったらもう生徒もいないことですし……並んでみちゃダメですか？」

「なんで私が焼き芋なんかに？」

「実は僕、和菓子屋をやっている友人から、人気の秘密を探るように頼まれてるんです。ここでこの屋台に出会えたのも何かの縁ですし……」

　本当はもう少し徳川先生と見回りしたいって気持ちもあるけど、それ以上に、拓海のために確認してあげたいって気持ちも大きい。だから決して嘘をついてるわけじゃない。そうやって頼み込んだ僕を見て、徳川先生も渋々と頷いてくれた。

「まぁ、そういう理由でしたら……あまり屋台の食べ物は好きではないのですが」

「ありがとうございます！　きっと美味しいですよ。この行列ですもん！」

　厳しいように見えてやっぱり優しい徳川先生。そういうところは僕が憧れているドラマの『徳川先生』そっくりだ。今日はその優しさにたくさん甘えてしまったなぁと感謝しつつ、列の最後尾へと並んだ。

　僕らが並んで数分後、すぐにまた後ろへ追加の列が出来た。続々と並ぶお客さんを見ていると、本当に不思議な気分になってくる。

「僕、こんなに並ぶ焼き芋屋さんを見たの初めてですよ。一体、何が人気の秘密なんでしょう？」

「確かに。味だけならここまで並ばないと思いますが」

「ミステリアスですね。気になるなぁ」

「しかし大葉先生、何だか様子が変じゃないですか？　私たち、さっきから妙に見られていますが？」

「え？　そうですか？」

　徳川先生に言われて周囲を確認すると、確かに数人のお客さんたちと目が合った。そしてみんな目が合った途端すぐに逸らされる。明らかに僕たちを観察している様子だ。

「変ですね。何でしょう？」

「わかりませんが……私たち以外、全員女性じゃないですか？」

「本当だ！」

　行列に並んでいたのはほぼ全員が女性だった。遠くの方に恋人同士らしいカップルが数組いるけど、男同士で並んでいるのは僕らしかいない。もしかしたらそのせいで見られてるのかも。

「あはは、やっぱり男同士で焼き芋買うなんて珍しいんでしょうか」

「それはあると思いますが。学生ならともかく、二人ともスーツ姿ですし。しかし、こうも女性だけというのは……」

「もしかしてレディースデーとかなんじゃないですか。女の人だったら割引とか……」

　そう言っている間にも、周囲から痛いほどの視線が注そそがれる。それはもう男二人だから珍しいとか、そういったレベルじゃない。何か特別な物を見ているというか、好奇の視線というか、そんな類のものだ。

「この行列、本当に焼き芋屋なんですか？」

「うーん、そう言われると自信が……」

　屋台で行列というだけで噂の焼き芋屋さんだと判断したものの、果たしてそれが正しいかどうか自信が無くなってくる。徐々に不安になっていると、突然前方で『ブツッ』とスピーカーに電源が入る音が聞こえた。直後、そのスピーカーから女の子の声が聞こえてくる。

「あーあー！　テストテスト！　マイクテスト！　マ・イ・ク・の・テ・ス・トー！」

　大きめのボリュームで元気いっぱいの声。響き渡ったその声に一瞬で辺りが静かになった。

「すぅー……」

　それから大きく息を吸い込む音が聞こえたかと思うと……

「いーしやーきーいもー！　ホモイモ！　美味しい美味しいホモイモだよーっ！」

　スピーカーからちょっと変わった焼き芋屋さんのアナウンスが流れた。

「ひゅーひゅーっ！」「きたーっ！」

　アナウンスが流れると同時に、静かな雰囲気は一転、突然騒がしくなる。どうやらみんなこのアナウンスを待っていたみたい。あちこちから合いの手や口笛が聞こえてくる。その声援の中、更にアナウンスが続く。

「いーしやーきーいもー！　ホモイモ！　美味しい美味しいホモイモだよーっ！」

「あはは、やっぱり焼き芋屋さんで間違いないみたいですね。名前はちょっと変わってますけど」

「い……いや、そこはかとなく嫌な予感しかしないんですが」

　アナウンス開始から一気に列が流れ始める。どうやらこれが新しい焼き芋が出来上がったお知らせだったみたい。だからみんなあんなに盛り上がってたんだ。

　人気店だけにお客さんを捌くことにも慣れているのか、列はあっという間に進んでいく。やがて屋台の全貌が見えてくると掲げてある看板が読めた。そこには『遥のホモイモ屋』と書いてある。

「っ……なんだホモイモ屋って!?」

　僕と同時に看板に気付いた徳川先生がつい声を上げる。その声に気付いた周囲のお客さんから更に視線が注そそがれた。慌てて咳払いをして、目立たぬよう声を潜める。

「大葉先生、私たち、場違いなんじゃないでしょうか？」

「そうでしょうか？　でもあと少しですよ？」

「まぁ……そうですが……」

「あ、先生見てください！　看板の下に特別サービスの案内が出てますよ！　やっぱり今日はサービスデーだったんじゃないですか!?」

「どこですか？」

　屋号の下に掲げられた看板に『特別サービス』の文字が見える。その下の案内文には、

『ゲイの人は３割引、キスを見せてくれたら５割引だよ☆』

「いやおかしいだろ絶対!!」

　またもや声を上げてしまった徳川先生へ周囲からの熱視線。慌てて咳払いの一連のサイクル。そうしてまたもや声を潜めて呟く。

「ゲイってなんだ、ゲイって」

「やだなー先生。ゲイって言ったら僕みたいな人のことですよ」

「っ!?　やっぱりあの人たち……」「そうなのね！」「リアル……」

　何気なく呟いた一言で一気に周囲が騒がしくなる。僕が割引サービスの対象だから気になるのかもしれない。確かにゲイの人がサービス対象だなんて珍しいよね。

「あ、でも僕と一緒だったら、徳川先生もサービス受けられるんじゃないですか？」

「受けられねぇし受けたくもねぇっ！」

「っ……攻めっ、あっちが攻め！」「やった、予想通り」「攻め専かー」

　僕らの会話に合わせて、周囲が反応する。会話の内容はわからないけど、何だか注目されているみたいで照れるよね。そうしてしばらくすると、とうとう僕らの順番がやってきた。

「いらっしゃいませーっ！　ホモイモ屋へようこそ！」

　屋台の向こうから明るい声で挨拶を受ける。スピーカー越しではないその生の声は、僕も聞き覚えのある声だった。

「……もしかして南野さん？」

「……え？」

　うん、間違いなく南野さんだ。突然声をかけたせいか、南野さんが目を丸くして答える。僕と同じく、急に聞き覚えのある声が聞こえたから驚いたらしい。

「大葉先生、どうして…………ひっ！」

　何か言おうとして小さく悲鳴を上げる。そして驚愕の表情で固まってしまった。あまりの驚きようにこちらまで言葉を失う。どう声をかけてあげようか迷っていると、数秒後、息を吹き返したように震え始めた。

「お、おお、おおおお、大葉先生とっ、とっ、とと、ととととっ、とくっ……徳川っ、先生っ……」

「南野さん、大丈夫!?」

「大葉先生と徳川先生っ……い、いやっ……とっ、徳川先生とっ……おっ、大葉先生っ……あ、ああああ……」

「おい、南野、お前のアルバイトってこれだったのか？」

　心配になって二人で声を掛けると、一瞬の沈黙の後、さっきのアナウンスの時と同じように一度だけ大きく息を吸い込んだ。

「すぅー……」

　それから顔を上げると同時に、

「むっはーっ！　ツートップやーっ！　うちのツートップがとうとう来たんやーっ！」

「うわぁっ！　みっ、南野さん！　鼻血！　鼻血出てるよっ！」

「徳川かける大葉やーっ！　初めて見た時からピンと来たんやーっ！」

「南野、なんでこんな時間まで……」

「全裸待機してた甲斐があったんやっ！　禿げ散らかしたんやっ！」

「突っ走らずに話を聞け！」

「はふっ……すみません……」

　徳川先生に言われ、呼吸を整える南野さん。手近な場所にあったタオルで一気に鼻血を拭う。どうやら僕たちが二人で突然現れたことによほど驚いたらしい。

　落ち着きを取り戻した後、今度は胸の前で両手の人差し指をモジモジと合わせ始めた。

「あ、あの……ホモイモ……キ、キス……キスしてくれたら……ご、五割……キス……キス……」

「意味がわからん！」

「ぐふっ……」

　徳川先生に一喝され、ショックの悲鳴と共に両目をぎゅっと閉じる。それからゆっくりと深呼吸した後、いつも通り、人懐っこい笑顔を浮かべた。

「えへへー。お二人ともこんばんは！　ごめんなさい、まさかお二人が一緒に来るなんて思ってなかったから、わたし、驚いちゃって」

「見回り中にたまたま気になっただけだ」

「そうそう。僕が初めてだから、徳川先生に色々教えてもらってたんだ」

「んぐっ!?　ふぐぅぅぅ……」

「どうしたの？」

「わ、わざとや……絶対にわざと言っとるんや……」

　突然俯いたかと思うと、何やら小声でぶつぶつ呟く。そしてさっき鼻血を拭いたのと同じタオルをまた鼻の下に当てた。その状態のまま顔を上げ、キラキラした瞳を向けてくる。

「それでそれで、大葉先生は徳川先生にどんなことを教えてもらったのかな？」

「うん、色々習ったよ。普段見ない所とか……隠れられる場所とか……あ、そうそう！　優しくする方法も教えてもらったな」

「むっはーっ！」

　見回り中に注意する点や生徒に優しくする方法を教えてもらったと言っただけなのに、なぜかまたもや目を見開く南野さん。白かったタオルが見る見る赤く染まっていくけど……本当に大丈夫？

「せ、せせ先生方っ……お、おたっ、お楽しみの所、わ、わたたっ、わ、わたしなんぞがっ、しゃ、しゃしゃしゃり出て、す、すみませっ……すぐにっ、店じまいをっ……」

「何の話をしてるんだ。ちょっと落ち着け」

「これが落ち着いていられますかっ!?」

「いいから話を聞け！」

「ぐはぁっ！」

　南野さんの顔の前に自分の片手を掲げ、その手のひらへ向けてもう片方の手でチョップ。生徒に向かって実際に手を上げるわけにはいかないので、そうやって叩く音だけを出す。それだけでも南野さんには効果こうか覿面てきめんらしく、さっきと同じように両目をぎゅっと瞑った。

「す……すみません……」

「本当に落ち着きのないヤツだ。しかし、お前のアルバイトとは焼き芋屋だったのか」

「徳川先生、アルバイトのことは知ってたんですか？」

「ええ、理事長が許可を出したという話は聞いていました。でもまさか……」

　言葉を続けず、リアカー上の看板を見上げる。そこにはもちろん『遥のホモイモ屋』の文字。

「なんだ、この意味不明な名前は」

「あはは、ご覧の通りだよ。結構人気でしょー？」

　言われるまでもなく、たった今自分たちで並んだんだから、このお店の人気はわかっている。振り向いた僕らの後ろにはまだまだたくさんの人が並んでいた。

「南野さんの焼き芋、そんなに美味しいんだ？」

「うんっ！　自信作なの！　あ、そうだ！　お二人ともちょっと待っててね」

　嬉しそうに微笑んだかと思うと、軍手をはめた手を釜の中へ入れる。そして出来たて熱々の焼き芋を二つ取り出してくれた。

「せっかくなので、お二人の初めての記念にどうぞ。わたしのおごりだよー」

「わぁ、いいの？」

「うん！　ホモイモにするからもう少しだけ待っててね」

　そのまま手渡されるかと思ったら、一度テーブルの上へと置く。『ホモイモにする』という言葉の意味がわからず、徳川先生と二人、並んで首を傾げてしまった。そんな僕らの前で、南野さんが釜の下から、何やら鉄の棒のような物を数本取り出す。

「んー、どれにしようかなー。徳川先生にはもちろんこれだよね」

「それ焼き印？」

「うん！」

　取り出した棒は高温で熱され準備万端の焼き印らしい。そのうちから一本を選び、慣れた手つきで片方の焼き芋へと押しつけた。

「こうやって……完成ー！」

　ジュワワッという音と一緒に、ふわっと白い煙が舞う。焼き印が離された場所には『攻』という単語が焼き付いていた。

「おお、いつになくキレイに出来ましたぞ！　やっぱり男性ペアが相手だと違いますなー。ふむふむ」

　一人で納得の頷きを繰り返しつつ、次の焼き印を吟味する。さっき『徳川先生にはこれ』と言っていたから、恐らく次は僕の分らしい。目の前に置かれた焼き印には『攻』の他にも色々な文字の物が用意されている。

「それじゃあ、大葉先生にはこちらの『受』印を……」

「あ、待って南野さん。どうせなら僕、そっちの『誘い受』の方がいいなー」

「んぐっ!?」

　僕の言葉を聞いて、身体を大きく仰け反らせる。大きな瞳で僕を見つめてきたかと思うと、小さくぷるぷる震え始めた。

　ついつい自分の要望を言ってしまったけど、安易に口出ししちゃいけなかったんだろうか？　もしかしたら何か重要な意味のある作業だった……とか？

　そう不安になっていると、震えていた南野さんが、突然勢いよくマイクを掴んだ。

「むっはーっ！　なんとお目が高い！　やっぱりわたしの見立て通りやったんや！　みんなー、誘い受けやぞーっ！」

　キーンとハウリング混じりの声が響く。意味不明な単語ながら、なぜか後ろの列がざわつき始めた。拍手や口笛、更には驚きの悲鳴まで聞こえてくる。

「南野さんのマイクパフォーマンス、大人気だね」

「わたしじゃないよ。大葉先生が誘い受けだって告白しちゃったからだよー」

　さっきと同じく、ジュジュッと焼き印を押しつける。そうやって焼き付いた文字を南野さんがとても愛おしそうに見つめた。

「『誘い受』、素敵ー……」

「そんな焼き印に一体何の意味があるんだ？」

「人生これが全てですっ！」

　断言した！

　こうもはっきり言い切られては、徳川先生も僕も質問を重ねることが出来ない。よくわからないけど、恐らくこの焼き印は南野さんにとって『全て』と言えるほどに大切なんだろう。

「はい、ホモイモ完成。期間限定の包み紙でどうぞ」

「ふわぁ、ほくほくで美味しそう！　あれ、この包み紙……」

　手渡された焼き芋は、どこかで見たことのあるわら半紙に包まれていた。そこには二人の男性キャラクターが描かれていて、今にもケンカを始めそうな雰囲気。確か、印刷室で見つけたのもこれと同じ絵柄だったような……。

「もしかして南野さん、学校の印刷機使ってる？」

「あー、あはは、バレちゃったかな」

「お前、まさかこの紙も勝手に……」

「勝手になんて使ってないよー！　よく見て！　ほら、この紙、Ａ３でしょ？」

　両手で広げられた包み紙は確かに大きめ。その真新しい紙を受け取って、二人でサイズを確認する。

「Ａ３のわら半紙だなんて珍しいね。コピー用紙ならともかく……」

「うちの学園にはないか。使う先生もほとんどいないな」

　普通、学校において、基本的にあまりＡサイズは使用しない。特に使用する場合でも、真っ白なコピー用紙がほとんどだ。大量印刷に向いているわら半紙の場合、Ｂサイズか……あってもＡ４までしか置いていないと思う。

「でも学校まで持ってくるのも大変じゃない？　Ａ３なんて結構重いよ？」

「えへへー、実は事務室からもらってるんだ。五十嵐さんが間違ってたくさん購入しちゃったみたいで。本当はね、半分に切って誤魔化そうとしたらしいんだけど、五千枚以上もあるから……わたしの活動に使っていいよって言って、こっそりくれたの」

「五十嵐さん……」

「あの人なら納得だな」

　徳川先生も五十嵐さんの人柄を知っているらしく、二人で同時に納得する。とはいえ、日頃からお世話になっているだけに悪く思うわけじゃない。間違いは誰にでもあるし、結果として生徒の活動に使えているなら問題ないと思う。

「あっ、今の話は内緒だよ!?　五十嵐さん、バレたら先輩たちに怒られるって言ってたからー！」

「……まぁいい。聞かなかったことにしてやる」

　僕ら教育側にいる人間は、事務のような管理側のことにあまり口出しはしない。同じ学校の教員、職員とはいえ、お互いお世話になっている別部署といったような感覚だ。そのバランス感覚次第で、学校の運営が良くも悪くもなることを、みんな何となく理解している。だから徳川先生もこういう答え方をしたんだと思う。

「それにしても上手な絵だね。これ、南野さんが描いたの？」

　わら半紙に描かれたキャラクターを見ながら南野さんに尋ねる。細かい部分まで描き込まれているその絵は、まるでプロが描いたような仕上がりだ。

「おお、いいところに気付きました！　実はこの絵、知り合いの同人作家さんにお願いして描き下ろしてもらったんだ！」

「どうじん……？　作家さん？　有名な人なの？」

「シャッター前だよ！」

　にっこり笑顔で言われたけど、ちょっとよくわからない。『同人』とか『シャッター』とか焼き芋屋さんの専門用語だろうか？

「二人ともホモイモ冷えちゃうよ？　お熱いうちに食べて食べて！」

「あっ、そうだったね。ふわー、中、熱々っ！」

　所々美味しそうな焦げ目が付いている焼き芋を半分に折ると、真っ白な湯気とともに、蕩けるような濃い黄色が姿を現す。皮越しに指先で抓つまんだだけでも軽く潰れてしまいそうな柔らかさだ。折った部分から少しだけ皮を剥き、そっと噛みついてみる。

「はふ、ん……んーっ！　甘くてほくほくで美味しいっ！」

「でしょでしょー！」

　僕の反応が嬉しかったのか、南野さんが一際明るい笑顔を浮かべてグーにした両手を振り回す。それから徳川先生の方へと視線を向けた。

「先生も食べてみてー！」

「ああ」

　促されながらも、何となく気が進まない様子の徳川先生。包み紙の中を見ながら、少しだけ戸惑っている感じが伝わってくる。もしかしたら焼き芋が苦手なのかもしれない。とはいえ、そこは優しい徳川先生のこと、焼き芋の端っこを少しだけ剥いて、軽く唇を付けた。

「……まぁ、甘いな」

「でしょー！　中はもっと甘いから、がぶーっていっちゃってよー！」

「いや、今はそこまで腹が減ってないんだ。帰ってから食べよう」

「ええー、出来たてが一番美味しいのにー」

　徳川先生の言葉を受けて南野さんが残念そうな顔をする。確かに焼き芋で一番美味しいのは、この中心部分の柔らかく蕩けたところだ。南野さん的には、何よりもこの部分を食べて欲しいに違いない。そんな気持ちがわかるのか、徳川先生も少しだけ申し訳なさそうな顔をする。うん、ここは僕が何とかしなきゃ。

「徳川先生、僕の方だったらもう折ってるんで、食べてみませんか？　こっちだったらまだ口付けてませんから。ほら、ここトロトロですよー」

「いや、私は別に……」

「本当にびっくりするくらい美味しいですよ。ちょっとだけ！　ちょっとだけ囓ってみてください！」

「せ、先生方……ふおぉ……」

　僕と徳川先生のやり取りを見て、南野さんが目を輝かせる。よほど食べて欲しいのか、その視線は徳川先生と僕の焼き芋に釘付けだ。生徒からそんな視線を向けられては、さすがに拒否するわけにはいかない。

「では、少しだけ」

　僕が差し出した焼き芋に小さく噛みついて、そっと唇を離す。顔の動きに合わせて柔らかく舞う前髪。格好良い人は何をしても様になるなぁと、つい感動してしまった。その瞬間、

「むっはーっ！」

　またもや大声を上げる南野さん。同時に後ろの列からもまた声が聞こえてくる。

「誘った！」「誘ったわ！」「私、生で見たの初めて……」

「え？　なに？」

「どうしたんだ、南野」

「繋いだ……繋いだんや……ホモイモが……ホモイモがついに……わたし、幸せですーっ！」

　さっきと同じく、ハウリング混じりのマイクパフォーマンス。そしてまた後ろから拍手喝采。

「たかが焼き芋、されど焼き芋！　ホモイモばんざい！　ホモイモばんざーい！」

　南野さんの声に合わせて、僕らの後ろからも万歳の声。目の前の南野さんと、後ろからの歓声。その間に挟まれて、一体どうしていいのかわからなくなる。

「なんだこれは」

「なんでしょう？」

　徳川先生と二人、困惑顔のまま、南野さんのマイクパフォーマンスが終わるのを待つ。

　そうしてひとしきり万歳の声とホモイモの連呼が終わった後、ようやく南野さんがマイクを置いた。

「ぜぇ……はぁ……先生方……今日はどうもごちそうさまでした……」

「え？　ごちそうさまなのはこちらの方だよ」

「いやいや、わたしはもうたらふく……げふ……これ以上、ここに引き留めるのは野暮というものでしょう」

「お前、何を言ってるんだ？」

「いえいえいえいえ、皆まで言わなくもよろしおま。ささ、どうぞどうぞ、お二人はこのまま、しがないホモイモ屋はスルーして……この裏手にそういう場所も何軒かありますけん」

　変な言葉使いになりつつ、最後の方はひそひそと囁かれる。どういう意味なのかはわからないけど、他のお客さんの相手もあるだろうし、この辺りで引き上げた方がいいんだろうか？　ちらりと後ろの行列を見た徳川先生もどうやら同じ事を考えたらしい。

「お前のアルバイトのことはわかった。しかしもういい時間だ。あまり遅くならないうちに引き上げなさい」

「はいっ、はいっ、そりゃもう！　お客さんが途切れたらぱぱーっと終わりにしますけん！」

「気をつけてね。もしも遅くなりそうだったら電話して。僕、送っていくから」

「いえいえ大丈夫。携帯の電源なんて切っちゃって、感情が導くまま、本能の赴くままむっはーっ！」

　話しながら鼻血を噴き出した！

「南野、大丈夫か？　さっきから鼻血ばかりじゃないか。お前、一度病院に行った方がいいぞ」

「平気だよ……頭の病院だったらもう手遅れだから……」

　鼻血を拭いながらそんなことを呟く。そしてすぐにいつも通りの笑顔を浮かべて、手にしたタオルを投げ捨てた。

「とりあえず、今日のお仕事を終わらせるね。先生たち、来てくれてありがとう！　気をつけて帰ってね」

「それはこっちの台詞だ。南野も早めに切り上げなさい」

「まだ夜は寒いから温かくするんだよ。じゃ、また明日ね」

「はーい！」

　大きく手を振る南野さんに見送られてその場を立ち去る。結構長い時間話していたというのに、僕らの後ろに並んでいたお客さんは誰一人として帰らなかった。南野さんの人気、すごいよね。







「あんなに並ぶなんてすごいですね」

「ええ、驚きました」

　南野さんのお店を後にして、二人で学園の方へと歩く。戻って荷物を取れば今日のお仕事は終了だ。

「今日はありがとうございました。徳川先生とご一緒出来て嬉しかったです」

「……それはどうも」

「焼き芋も半分こ出来ましたし」

「っ……あれは南野の手前、食っただけだ！」

「あ、そうだ。プリントシールも一緒に撮りました！」

「あれも仕方なくだ！　だからこの線よりこっちに入るんじゃねぇ！」

「もー！」

　憧れの先生と同じ名前の徳川先生から色々なことを教わって。一緒に色々なことが出来て。それだけで今日一日がとても楽しかったと思える。こういう時間がもっと増えれば、きっと徳川先生だってもっと仲良くしてくれるはず。そんなことを考えると、どうしようもなく幸せな気分になる。

「ふふー」

「っ……何笑ってるんだ!?」

　慌てて距離をとられるけど、いつかこのパーソナルスペースももっと狭くなってくれたらいいな。

　見回りが終わったことで、さっきまでとはちょっと違う、少しだけ静かな時間。その時間を惜しみながら学園へ向かって歩いていると、前方に見覚えのある制服の子が歩いていた。

「徳川先生、あの子、うちの生徒じゃ……あれ、もしかして玉置さん？」

「ああ、玉置ですね」

　さすがに副会長だけあって、徳川先生もよく知っているらしい。角を曲がる瞬間の横顔で、すぐに玉置さんだと気が付いた。

「こんな時間まで何してたんでしょう？」

「結構遅いですね。駅に向かっているようですが、一応、確認した方がいいでしょう」

　ちらりと腕時計を確認して、二人同時に早足になる。そして玉置さんと同じ角を曲がると、

「あ……」

　彼女はすでに池袋駅の方へと駆けだしていた。僕らとはすでに結構な距離が空いている。そのままコンビニの明かりの前を駆け抜けていく玉置さん。しばらくその姿を見送っていると、きちんと駅へと向かって横断歩道を渡っていった。

「私たちに気付いた様子はなかったから、恐らく急いで帰宅しようとしているんでしょう。しかし、あの玉置がこんな時間とは……ちょっと気になりますね」

「だったら僕、天文部なんで明日にでも聞いておきます」

　真面目な玉置さんだけに、こういうちょっとしたことでも心配になる。数少ない大切な部員でもあるし、きちんと確認しておこう。

「すみませんが、よろしくお願いします」

「はいー！」

　徳川先生にお願いされたことが嬉しくて、またもや幸せな気分になる。そんな気持ちに包まれたまま、二人で学校へと戻った。その後、もう一度、明日玉置さんに確認する事を約束して、僕たちは校門前でさよならした。







第五章　天使のささやき高気圧




　春の終わり、夜の暗さに包まれた公園で玉置倫は溜息をついた。

　池袋とはいえ、メインストリートを外れたこの公園は暗い。わりと多くの人間がいるというのに、近づかなければその顔を確認することも出来ないほど。植え込みの縁に座って、倫は一人の時間を過ごしていた。

「はぁぁ……」

　意味の無いものだとわかっていても、またもや溜息をついてしまう。それはもう、半ば癖のようになってしまっていて、倫自身、情けないと思いつつも止められない行動だ。倫はこの一年ほど、決まってこの時間、この場所に来ると、自分の溜息を抑えられずにいた。

（どうして私、こんななんだろう？）

　すっかり花を散らしてしまった桜の木を見上げながら、ぼんやりと考える。まるで世界から自分一人が隔絶されているかのような孤独感。

　公園の外にはコーヒーショップやコンビニの明かり、大きな街頭モニターから流れる映像、アニメショップの喧噪だって聞こえてくる。そうやって周囲には明るさが溢れているはずなのに、公園の中だけは暗い。そういう意味では、倫にとってこの場所はまさに自分自身を投影出来る空間だった。明るい世界の中で隔絶された暗い孤独。その孤独の中、更に顔を上げて、夜空を仰ぐ。こんな場所じゃ星だって見えない。

「どうしよう……？」

　いつもとはまるで違う、か弱く震える声で呟く。単なる春愁に過ぎないと思いたいが、それが違うということは、倫自身よくわかっていた。さっきから色々な言い訳を浮かべては自ら否定する。その繰り返しだ。

「ん……」

　座ったまま足を伸ばして、今度は視線をつま先へと向けた。丁寧に磨かれた革靴は倫の性格を表している。少し長めのスカートから伸びる自分の足。それがどこか穢れたもののような気がして、慌てて視線を逸らした。少しだけ肌寒い。

（受験だってあるのに……）

　心の中で呟きながら、携帯を取り出した。使い慣れたカナル型イヤホンを装着し、英語で読み上げられる物語を選択る。リスニングの練習でもと思ったけれど、実際は街の喧騒から逃れたいだけ。より深く、自分の殻に籠もりたいだけだ。そうやってまた、倫は自分の言い訳を自ら否定した。流れてくる音声は倫の中で全く意味をなさない。

　塾の帰り、本来なら早く家に帰って復習しなければいけないはず。なのに、もやもやした感情が小さな胸の中に広がって、どうしようもなく一人でいたくなる。足と同じく、この胸でさえ、どこか穢れたもののような気がした。明るさが溢れる街を歩いて、人で溢れる駅へと向かうのが辛い。

　ふと思い浮かんだのはさっきまで二人で話していた会話。色々なことを話したはずだし、色々なことを考えたはずだった。だけど、交わした言葉はぐるぐると回るだけで、全く理解出来ていない。今、耳から流れ込んでくるこの英文と同じだ。人と会話することがこんなにも嬉しくて、こんなにも切ない時があるということを、倫は生まれて初めて気がついた。

「……帰らなきゃ」

　いつまでもここにいるわけにはいかない。

　最後には必ず、そう自分に言い聞かせて重い腰を上げる。それを出来ることが自分らしさであると、倫はよくわかっていた。だからこそ革靴だって丁寧に磨いている。成績だって良い方だし、生徒会だって立派にこなしている。同級生からは頼られる存在だし、下級生からは慕われる存在だ。

　だけど、そういった倫らしさ全てが、彼女を否定しようとする瞬間があることも事実だった。

「はぁぁ……」

　スカートを叩きながら、無意識のうちにまた吐息を漏らす。

　春の終わり、夜の暗さに包まれた公園で玉置倫は溜息をついた。







「なっやみごっとがあっるなら～♪」

　ご機嫌で歌いながら、学食へと向かう。朝の空き時間、この時間帯の学食はまだ厨房部分しか電気が点いていない。通路を広く取ってきちんと整理されたテーブルには、少しの乱れもなくテーブルクロスが敷かれている。まるで開店前の喫茶店みたいな雰囲気の中、部屋の端にある自販機へと移動する。

「どれにしようかな」

　お金を入れてしばし逡巡。温かいお茶も捨てがたいけど、冷たいコーヒーもいいよね。指先を左右に揺らしながら悩んでいると、ふと昨夜の葉月のことを思い出した。

（葉月、ぐったりだったなぁ）

　昨日、見回りの後、僕が帰ると葉月はソファの上でうたた寝をしていた。制服姿のままだったからよっぽど疲れていたんだと思う。最近読んでいた雑誌も胸の上に開かれたままだった。

　水泳部はただでさえ体力を消耗する部活だ。試合前ともなれば、尚更練習は過酷になる。みんなから期待されている葉月の立場を考えれば、その大変さも容易に想像が出来た。

「根を詰めすぎて身体壊さなきゃいいけど……」

　独り言を呟きながら、結局冷たいコーヒーのボタンを押した。

「温かいお茶はまたお昼に飲もう」

　昨日、早起きしてお弁当を作ると言っていた葉月を止めたのは僕。だから今日は兄妹揃ってお弁当は無し。たまには学食で食べるのもいいよね。

（一応メニュー見ておこうかな。お昼になって混み合ったらゆっくり選ぶ余裕もなさそうだし……）

　冷たいコーヒーを片手に券売機の方へと移動する。

「わぁ」

　予想を遙かに超えるメニュー量に思わず声を漏らしてしまう。和食や中華もあるにはあるけど、そこはさすが女子校、メインは洋食みたい。パスタやドリアを始め、クロックムッシュやロコモコまである。

「これは悩んじゃうね。どれも美味しそう」

　今すぐに食べるわけじゃないのに、またもや券売機の前で逡巡。洋食だったらコーヒーの方が合いそうだし、今飲むのはやっぱりお茶にした方が良かったかもしれない。そんなことを考えながら、コーヒーの缶を片手でくるくる回していると、

「おう、卯月じゃないか」

　背後からいきなり声をかけられて、思わず缶を落としそうになる。学校の中で名前呼びされたことに驚きつつ振り向くと、そこにはなぜか拓海がいた。

「拓海？　なんで？」

　見慣れた私服姿ではなく、拓海のお店『雑司ヶ谷堂』の店名が入った白いエプロン姿。大柄の体格にはちょっと不釣り合いに見えるけど、そこが何となくキュートだ。拓海はそのエプロンをちょっと持ち上げながら、

「なんでってお前、仕出しだよ、仕出し。たまにここに持ってきてること、言ってなかったか？」

「あ、そっか。そうだったね」

　拓海が桜乃宮に和菓子を届けていることは、今までにも聞いていた。でも実際に校内で出会ったのは今日が初めてだ。僕自身が入ったばかりなんだから、当然と言えば当然だけど。

　納得して頷く僕へ笑顔を浮かべ、自分の後ろにある幾つかの和菓子用バットを親指で示す。その一つ一つにも雑司ヶ谷堂の店名が記載されていた。

「全く……昨今の女子学生どもはデザートに和菓子を所望するらしいんだ。グルメなもんだろ」

「みんな甘い物好きだもんね。でも学生の頃から拓海のところの和菓子が食べられるなんて、ちょっと羨ましいかも」

「そう言ってくれるのはお前だけだって」

　言いながら、積み上げられたバットを券売機横の長テーブル近くまで移動する。どうやらこれからそこに並べていくみたい。

「俺も手伝うよ」

「悪いな」

　缶コーヒーを横に置いて、拓海からバットを受け取っていく。一種類だけかと思っていたけど、中には色とりどりの和菓子が溢れていた。どれも鮮やかな色味で飾られていて、見ているだけでもわくわくするほどの煌めき。デザート用ということで一口大の大きさにまとめられているから、余計に華やかだ。何となく味を想像しながら、テーブルの上に並べていると、

「ところで卯月、お前こそなんでここにいるんだ？」

「俺？　ああ、実はさ、今日のお昼、学食なんだよ。だから予めメニューを見ておこうと思って。ほら、色々あって悩むでしょ？」

「確かに、メニュー豊富だよな。俺たちの高校なんて一週間で全制覇出来たってのに」

「うちは普通の公立高校だったからね」

　二人して高校時代の学食を思い浮かべる。こういう時、同じ景色が想像出来るのってちょっと嬉しいよね。うちの学食も決して美味しくないわけではなかったけど、メニューの豊富さでは残念ながら桜乃宮の足下にも及ばない。

「それに拓海の和菓子まで付くんだもんなぁ。俺、今日が学食でちょうど良かったかも。お昼休みが楽しみ。しっかり味わわせてもらうね」

「おう、食べてくれ食べてくれ。どうせだったら今、一つつまむか？」

「わぁ、いいの!?」

「かなり多めに持ってきてるからな。どれがいい？」

「やった！　どれにしようかな」

　一瞬で明るい気持ちになりながら、目の前のバットに視線を落とす。

「んー、どの子も可愛いけど……これ、いいかな」

　指さしたのは、ごく普通の大福の上に、練り切りで作った小さなふくろうが乗っているお菓子だ。

「さすが卯月。わかってるな」

「でしょ？　拓海のとこの大福、美味しいから」

　雑司ヶ谷堂で一番人気なのは大福だ。それは拓海のおじさんの頃から変わっていない。甘さを抑えたあんこが絶品なんだよね。

「指でいい？」

「あ、ちょっと待て。取り粉つくだろ。食わせてやるよ」

　僕がスーツであることを気にしてくれたのか、拓海が柔らかな取り粉で真っ白な大福をつまんでくれる。ちょうど一口サイズの大福をそのまま僕の口へと近づけてくれた。その仕草でごく自然に口を開いてしまう。

「あーん」

「ほらよ」

　大きく開けた僕の口へ、大福が丁寧に置かれる。途端、弾力のある優しい食感が舌の上に広がって、それだけで幸せな気持ちになった。

「んーっ、おいしい！」

　口を閉じて噛むと独特の味わいは更に濃厚になる。飾りで付けられたふくろうの甘味が、甘すぎないあんこと相まって絶妙なバランスだ。

「やっぱり最高だよ。雑司ヶ谷堂の大福」

「はは、その反応、和菓子屋冥利に尽きるってもんだ」

　僕の表情を見て、拓海も心から嬉しそうに笑う。手に着いた取り粉はそのままエプロンで拭き取った。そしてまた一つバットを持ち上げながら、少しだけ真面目な顔で呟く。

「実はさ、今、新しい餡を研究してるんだ。そろそろ俺も自分の味ってのが出したくてさ」

「わぁ、それ楽しみ。拓海、和菓子のこととなると真剣だもんね」

「おいおい、和菓子に限ったみたいな言い方するなよ」

　そう言うものの、実際、拓海が最も情熱を注いでいる物が和菓子だということは、長い付き合いで知っている。もちろん、もともと何事にも全力投球な性格なんだけど、こと和菓子のこととなると人が変わったように真面目になる。そんな拓海が『研究してる』っていうくらいだから、完成したら絶対におじさんのあんこを超える味なんだと思う。

　近いうちに完成するであろう拓海だけのあんこを想像すると、また幸せな気分になってしまった。早く完成して食べさせて欲しいよね。きっとびっくりするくらい美味しいに決まってる。そこまで考えて、ふと昨日もびっくりするくらい美味しい食べ物を口にしたことを思い出した。

「そうだ！　噂の焼き芋屋さん！」

「なんだいきなり？」

　突然大声を上げた僕に驚いたのか、きょとんとした表情で聞き返してくる。

「焼き芋屋さんだよ！　ほら、この間一緒に探してたとこ！」

「おう、それがどうした？　まさか行ったのか!?」

「うんっ！」

　そうして昨日の出来事を手短に伝えた。噂通りの行列だったこと、なんと南野さんがやっていこと、お客さんには女子が多かったこと、間違いなく美味しい焼き芋だったことなど。

「お前のクラスの子がやってたのか……で、人気の秘密はなんだ？　やっぱり味か？　そんなに美味いのか？」

「うーん、美味しいのは確かなんだけど、多分それだけじゃないと思うな」

「だったら一体……」

「多分だけど、南野さんのパフォーマンスじゃないかなー。上手なんだ、マイクでね。あと……何だか色々な刻印があって……」

「刻印？　焼き芋に？」

「うん。俺、『誘い受』って言うの押してもらったんだ」

「『誘い受』？」

「うん、よくわからないけど……」

　二人で首を傾げながらも、どうやらその辺りに人気の秘密があるらしいと結論づける。

「うちの和菓子にも押してみるか……『誘い受』」

「いいかもしれないね。他に『攻』っていうのもあったよ」

「『攻』か。攻める方は単純だけど、受ける方は誘うんだな。んー、いまいちルールがわかんねぇな」

　そう言って、あごの辺りを撫でながら唇を尖らせる。拓海なりに色々な想像を巡らしているらしいけど、どうやら答えは出ないっぽい。

「刻印、他にもたくさん持ってたからすごく細かいんだと思うよ」

「ますます謎だな。これはやっぱり一度行ってみた方が良さそうだ。実際、味も確認してみたいし……今度連れてってくれよ」

「うん、いいよ。南野さんに聞けば、お店出してる時間もわかるんじゃないかな。拓海が時間取れる時にでも二人で並ぼう」

「サンキュ！」

　親指を立ててお礼を言いつつ『これでうちも女子に人気が出る』みたいなことを呟く。そんなこと考えなくても、雑司ヶ谷堂は十分女性に人気があると思うんだけど。

　最後のバットを拓海から受け取って、長テーブルの一番端に置くと、その一帯が一気に華やかになる。まだ電灯も付けていない、午前の日差しだけの学食で、まるでそのテーブルの上だけ光が凝縮してるみたい。拓海が作り出すこの繊細な世界観は好きだ。

「あら、雑司ヶ谷さん、おはようございます。今日はお早いんですね」

　並べられた和菓子に見入っていると、厨房の方から淑やかな声が聞こえてきた。途端、隣にいる拓海がキュッと姿勢を正したのがわかる。

「れ、麗子さん！　おはようございます！」

　拓海の大声に押されて反射的に振り向くと、そこには一人の女性が立っていた。僕と目が合うと同時に少しだけ考える仕草を見せた後、ふうわりとした笑みを浮かべてお辞儀する。

「新しく入られた先生……ですよね。初めまして。小岩井と申します」

　小岩井さんは恐らく四十代半ばの女性。長い黒髪を一つに束ねた様子が、その落ち着いた声音を更に上品に印象づける。痩せすぎでもなく太りすぎでもない体型にしなやかな姿勢。対照的にとても深い母性を感じさせる胸元。若干薄い唇と真っ白な肌がどこか薄幸な感じさえ抱かせる、切なさをまとった美人だ。この女性こそ、拓海からよく話を聞いていた麗子さんだとすぐにわかる。

「これはこれはご丁寧に。初めまして、大葉卯月と申します」

「まぁ、素敵なお名前」

　ふうわりとした笑みの後は少女のような可愛らしい笑みへ。第一印象とは違い、今度は無邪気ささえ感じられる雰囲気。それだけで逆に僕も素敵な人だと思ってしまった。

　小岩井さんは、その少女のような笑顔のまま僕と拓海を見比べ、拓海に向かって小首を傾げる。

「お二人はお知り合いなんですか？」

「…………」

　話しかけられたというのに、相変わらず姿勢を正したまま、全く無反応な拓海。直立不動の体勢で拳を握りしめている。あまりにガチガチなので、横からつつきつつ、小声で話しかけた。

「拓海、拓海。どうしたの？」

「雑司ヶ谷さん？」

「はっ!?　い、いや、すみません！　ちょっと考え事をっ！」

　小岩井さんに見入っていたのか、全く会話が耳に入っていなかった様子。何を聞かれたかもわかっていない雰囲気なので、代わりに僕が答えることにする。

「実は僕と彼、幼馴染みなんです」

「まあ。そうでしたの」

　口元へと手を寄せながら軽く驚く仕草。それが様になっているのは、小岩井さんが持っている気品のなせる技。

　するとようやく落ち着いたらしい拓海が、直立不動の姿勢のまま呟いた。

「二人して池袋育ちなんです！　な、卯月！」

　空元気とさえ思えるほど勢い良く発言して、ようやく直立不動を解く。そうかと思ったら、ぎこちない動きのまま僕の背中を叩いた。ちょっとだけ痛い。

「ええ、僕、生まれは違うんですけど……でも子どもの頃から池袋なんで、ここが地元みたいなものでして。拓海……雑司ヶ谷君は生まれも育ちも池袋なんですよ」

「通りで。雑司ヶ谷さん、由緒正しい和菓子屋さんと同じお名前ですものね」

「そ、そそ、そんな、由緒正しいなんてっ、た、たまたまっ、続けられているだけでして！」

「そんなことありませんわ。私、こんなに綺麗な和菓子を見たことありませんもの」

「おおお、勿体ないお言葉……」

　感極まったのか、僕らから視線を逸らし、バットへと両手をつく。そしてそのまま俯いてしまった。長い付き合いだけど、こんなに面白い……もとい緊張してぎくしゃくする拓海を見たのは初めてかもしれない。本気で小岩井さんのことが気になっているんだと思う。相変わらず、拓海はこういう人が好きみたい。その拓海の様子につい苦笑していると、小岩井さんもつられて笑顔になる。

「幼馴染みで大人になってからも仲良しだなんて羨ましいわ」

「い、いえっ、大人と言ってもっ！　ぼ、僕なんてまだまだ子どもに毛が生えた程度のものでしてっ！」

「あら、だったらお若くて羨ましいですよ」

「っ……な、何を言ってるんですか！　麗子さんこそ、お若くてっ、お名前の通りいつでも麗しくっ……」

「ふふっ、ありがとう。お世辞でも嬉しいです」

「僕っ！　お世辞なんて言えないタイプですので！」

　いつもは何事でもはっきり口にする拓海がしどろもどろなのも可笑しい。そうして小岩井さんが何かを思いついたようにふと尋ねてくる。

「そういえば……大葉先生、ご結婚は……？」

「え？　結婚……ですか？」

「あ、不躾ですみません。ほら、こちら女子校ですので……ご結婚されていない男性の先生方は何かと大変だと……何人かの先生から伺ったことがありまして」

「ああ、なるほど。僕も聞いたことありますよ、そういう話。実際、僕も彼もまだ独身で……」

「雑司ヶ谷拓海、バリバリの独身です！」

　どういう意味があるのか全力で挙手しながらの発言。こういう態度を見ると、僕も拓海も確かにまだまだ子どもみたいなものかもしれない。

「あらあら、雑司ヶ谷さんもでしたか？　こんなに素敵で和菓子も上手な方が独身だなんて、女性に人気で大変でしょう？」

「す、すてっ……」

　『素敵』と言われたのがよほど嬉しかったのか、言葉途中でまたもやバットへと両手をつく。そうして小声で幸せそうな唸り声を漏らした。

「大葉先生も独身でしたら、生徒からのアプローチが大変になるかもしれませんね」

「あー、どうでしょう。僕の場合、その心配はあまりないと思っています」

「あら、どうしてですか？」

「ええ。実は僕、ゲイなんですよ」

「まあ！」

　いつも通りの言葉を紡ぐと、小岩井さんが今度は両手を口元に当てて驚く。

　それから僕の言葉を飲み込むように数度頷いて、ゆっくりと、本当にゆっくりと、視線を拓海へ向けた。

「うわあぁあぁ！　俺は違いますっ！　違いますよっ！」

「わわ、そうです、すみません。拓海はストレートです」

「あ、あら、そうでしたか。ふふっ、嫌だわ、私ったらてっきり……ごめんなさい」

　頬を染めたままぺこりと頭を下げる。その仕草を見て、少女みたいだな、なんて思ってしまったけど……。

「う……うぅぅ……」

　またもやバットに両手をついた拓海から今度は恨みの唸り声が聞こえてきた。そんな拓海に心の中でごめんなさいしつつ、

「それじゃ僕はこの辺りで失礼します！」

「ん？　もう行くのか？　仕事頑張れよ」

「拓海も。小岩井さん、またお昼にお邪魔します。これからよろしくお願いします」

「ええ、こちらこそよろしくお願い致します」

　挨拶もそこそこに、二人を残して学食の出入り口へと向かう。一応、少しでも二人の時間が作れるようにと配慮したつもりだけど……拓海、大丈夫かな。扉のところでちらりと振り向いたら、両手で何度もエプロンを握りしめながら会話している拓海が見えた。頑張って！







「ふぅ～、落ち着きますねぇ。あたし、この紅茶好きだなー」

「僕もですよ」

　空き時間、国語科教員室で和泉先生と二人きりのお茶会。今日の紅茶も先日と同じ桜のフレイバー。春らしい香りに包まれながら、まだそれほど角度が急じゃない午前の日差しを受ける。ついこの間まで寒かったのに……。こうやって気付かないうちに、季節はどんどん巡っていく。

　香りと温度と、その両方で春を感じていると、向かいの席に座っている和泉先生が静かに瞳を閉じた。空き時間だし、このまま居眠りモードなのかもしれない。たまには休憩も必要だよね。邪魔にならないよう静かにしてなきゃと思った瞬間、

「あーっ！　そういえばっ！」

「っ!?」

　ガバッと立ち上がられてビクッとなる。麗らかな春の時間が一瞬で消えて、部屋の埃が陽光に煌めいた。

「あー、あはは、すみません」

　驚いた僕の様子に気付いたのか、照れ笑いとも苦笑いとも取れる笑顔でもう一度席に着く。そして今度はゆっくりと身体を僕の方へ乗り出してきた。そのままなぜか小声で言葉を紡ぐ。

「大葉先生、昨日のこと、なんですけどー」

「はい。どうしました？」

　和泉先生につられて、僕までコソコソ内緒話風。二人きりしかいない部屋だというのに何だかちょっと可笑しい。でも和泉先生はいたって真面目な様子で、その話し方のまま言葉を続ける。

「職員室の掲示板で見たんですが、徳川先生と見回り、でしたよね？　どうでした？」

「あ、そのことですか」

　聞かれた内容が普通のことだったので、つい普通の話し方に戻る。やっぱり徳川先生くらい格好良い先生だと、和泉先生も気になるみたい。この間、適齢期がどうという話もしていたし……。

「僕、初めての見回りだったので、覚えることが多くて大変でした。徳川先生にも色々とご迷惑をお掛けして……」

「厳しいこととか言われませんでしたか？」

「いえいえ、見回り自体はすっごく楽しかったです！　ハッとしてグッドでした！」

　グッと距離が近くなった気分。

　たった一回の見回りでも、それだけで徳川先生がどんな先生なのか、十分にわかった気がする。年齢も近いというのに、見習わなきゃいけないところだらけなのが情けないけど。でも、だからこそ、徳川先生の『先生らしさ』みたいな部分を直に感じられて、それが嬉しかったり。

「楽しかった……ですか？　うーん……徳川先生っていつも厳格な人だから、見回りとかも大変なイメージなんですけど……気難しい感じしません？」

「そんなことありませんよー。とっても優しく教えてくれましたし」

「えー、どんなこと教わったんですか？」

「そうですね、見回りのルートとか、見落としやすいところとか……あ、そうそう、男子禁制のプリントシールコーナーにも入ったんですよ」

「ふええ、そんな場所にまで!?」

　さすがに驚いたのか、身を乗り出したままの姿勢で目を丸くする。確かに、普通の先生じゃそこまではやらないよね。

「でもまぁ、徳川先生なら有り得ますねぇ」

　僕の話を聞いて、和泉先生が納得したような頷きを繰り返す。細かいところまで見回るということ、それはもちろん厳格さの現れでもあるけれど、裏を返せば、それだけ生徒のことを思っている証拠なわけで。きっと和泉先生が徳川先生のことを気にするのも、そういう部分が感じられるからだと思う。もしかしたら好意を抱いているのかもしれない。

「あ！　そういえば！　僕、いい物持ってますよ」

「えっ!?　何ですか何ですか!?」

　もしも徳川先生のことが好きなんだとしたら、きっと喜んでくれるに違いない。そんなアイテムが自分の手帳の中に入っていることを思い出して、急いで取り出す。

「実は昨日、一緒にプリントシール撮ったんですよー」

「一緒にっ!?」

「はい。あ、これです。ほらー、徳川先生、すっごく格好良く写ってますよ」

「わ、わわわ……ほ、本当にお二人で……」

　手渡した小さなシールを両手で掴んで、食い入るように見つめる和泉先生。心なしかその手が震えている気がするけど、多分、徳川先生の写真写りに感動しているんだと思う。こんなに素敵な人の写真だもの、感動するに決まってるよね。

「もし良かったら一枚あげますよー」

「えっ、あっ、はいっ！　いいんですかっ!?」

「ええ、もちろん」

「では、あたしたちのシールと交換ということで……んーっと……」

　言いながら、自分の手帳を捲る。プリントシールの交換なんて学生時代以来だから、何だかワクワクしちゃう。そうしていくつかのシールの中から一枚を選び出して……。

「これと交換しましょう。二四組で撮ったんですけど、あたしの写真写りが一番良いんで！　あはは！」

「ありがとうございますー！　わぁ、三人とも可愛いですよ。仲良しな感じでいいですね」

「いえいえ、この徳川先生と大葉先生の雰囲気にはとてもとても……」

「はい？」

「あーっ、な、何でもないです！　えっとー、この写真、みんなで見てもいいですか？」

「はいー。じゃ、僕も友達に見せちゃいますね」

「ふおお、ぜひぜひ！」

　両手を小さく上下させながら、すごく嬉しそうな和泉先生。僕まで幸せになるような反応に、自然と頬が緩んでしまう。

　そうしてお互いのプリントシール談義に花を咲かせているうちに、空き時間は楽しく過ぎていった。







　昼休み前の一時限、いわゆる四限目の授業時間。

　和泉ゆかりは新しく淹れた紅茶に勢い良くミルクを追加して、ぐいっと一口、大きく飲んだ。さっきまで会話を楽しんでいた卯月の姿はない。この時間、彼は一年生の授業を受け持っている。

「しっかし、これはこれは……」

「なかなかにレアだねー」

　卯月の代わりにいるのはいつものメンバー。大久保理子と橘萌だ。ゆかりと同じく淹れたての紅茶を前に、二人が溜息混じりの言葉を紡ぐ。注そそがれている視線は紅茶のカップではなく、机の中心に置かれた小さなシールだ。

「ね、まさかプリントシール撮ってるなんて。あたし、驚いちゃった」

「いやー、大葉先生、隅に置けませんなぁ」

「どういう流れで撮ったのか、何となく想像はつくけどね」

　三者三様の感想を漏らしつつ、テーブルの上に置いてあるカゴへと同時に手を伸ばす。そこにあるのは近所のドラッグストアで買ってきた、黒い包装に稲妻模様のチョコ菓子。この数ヶ月、決してストックを切らしたことのない、三人の大好物だ。

　そのお菓子に噛みつきつつ、もう片方の手で理子がプリントシールを持ち上げる。

「徳川先生、複雑そうな表情してるわね」

　さっき、先にシールを見たゆかりが思ったのと同じことを口にする。

　理子の言葉通り、写真に写っている優一朗はどこからどう見てもぎこちない。視線をあらぬ方向へと逸らし、口元は真一文字。およそ写真に撮られる表情とは言えない顔。しかし、厳格な彼の性格を表しているのか、襟元やネクタイの結び目、上着の着方には微塵の隙も見当たらない。その部分だけは写真に撮られるという意識があったものと思われる。

「でもほら、大葉先生はすっごく嬉しそうだよー」

　理子に頬を寄せるようにして、萌が一緒に覗き込む。

　こちらも言葉通り、写真に写っている卯月は見るからに楽しそうな笑顔。年齢よりも若く感じられる爽やかな笑顔でちょうど写真の右半分におさまっている。少しだけ顔を優一朗の方へと傾けて、まるでじゃれているような雰囲気だ。しかし、優一朗が左半分の、更に半分あたりまで身体を逃がしているせいで、二人の間には若干の距離が空いている。

「二人の雰囲気、真逆すぎて微笑ましくなるでしょ？」

「雰囲気もそうだけど、問題はこれよ。これ」

　言いながら、丁寧に手入れされた爪で理子が指さしたのは、写真の周囲を縁取っている大きなハート型フレームのスタンプ。

「微笑ましいどころか、笑いが……ぷっ、ぷぷっ……」

「も、もー！　ダメだよ、理子ちゃん。人の写真見て笑ったりしちゃ失礼……ぷっ、ふふっ、ふふふっ……」

　二人の反応も無理はない。ハート型フレームの下部には、可愛らしい手書き文字風のフォントで『ゆういちろう』『うづき』という名前が書かれていて、更に同じフォントで昨日の日付が記されている。どうしようもなくポップな雰囲気と、どこか気まずそうな優一朗の表情が噛み合わない。

「わ……私、もう限界！　ご、ごめんなさい徳川先生っ……あはっ、あははははっ！」

「わたしも無理ー！　あははっ、なにこの神妙なお顔ー！　なんか可愛いー！」

「でしょでしょ！　あたしなんて、さっき噴き出しそうになったのを必死で我慢したんだから！」

　狭い国語科教員室の中に華やかな声が響く。三人だけで盛り上がっている時はいつもこんな感じだった。決して悪意のない笑いが共有出来るこの時間は、三人にとって宝物だ。

　お互いに感想を付け加えながらひとしきり笑い合った後、萌が小さく呟いた。

「でもー、こんな顔しながらもシール撮ってくれるなんて、徳川先生って案外優しいんだねー」

「そうそう。それが意外。あたし、こういうのは絶対に撮らない人だって思ってたもん」

「基本的に興味なさそうだものね。常に仕事モードって感じで……」

　こうしてまた三人一緒に日頃の優一朗を思い浮かべる。必要以上のことは口にせず、興味も示さない。仕事は完璧、それ以外の情報は皆無。それが桜乃宮の教員全員が浮かべる徳川優一朗だ。その優一朗がこの表情でこの小さなシールに収まっていること自体、まるで奇跡みたいだと思えるほど。

　その奇跡のシールへ、これまた三人一緒に視線を落としながら、しばしの沈黙。

　部屋の中に聞こえてくるのは、遠く、音楽室で奏でられるピアノの旋律。どこかのクラスの授業の声。前の道路を走る車の音。少し冷めてしまった紅茶から、まだ微かに春の香りが舞い上がる。

　そんな柔らかな沈黙をかき消すように、三人が息を合わせて呟いた。

「「「まさか、徳川先生も……」」」

　そしてまたしばしの沈黙。ピアノの旋律と授業の声と車の音。桜の香り。

「いやいやいやいや！　ない！　ないよ！　それはないって！　萌ちゃん、理子ちゃん」

「そ、そうよね。さすがに妄想が過ぎるわ」

「みんな突っ走りすぎだよー！」

　それぞれが自分のことは棚に上げ、それぞれの考えを否定する。そうして自分の中に一対二の多数決を付けて結論を出した。ゆかりたちが同じことを考え、そして否定する時によく使う手法だ。しかし、今日に限っては、またもや萌が小さく呟いた。

「でも……でもだよ？　万が一……もしもそうだったとしたら……わたし……」

　ゴクリと生唾を飲む音まで見事にハモる。

「だ、だからないってばもー！」

「あんまり言ってると、徳川先生のこと普通に見られなくなるじゃない！」

「あはは、ごめんー！」

　そうやって止まることのない妄想を膨らませながら、子どものようにはしゃぐ三人。また決して悪意のない笑いで部屋を充満させ、冷めた紅茶で唇を濡らし、黒い稲妻のお菓子へ大きく噛みつく。一息吐く頃には、いつも通り、巡り巡って同じ憂いへと辿り着いた。

「はぁぁ……せっかく格好良い人が入ってきたと思ったのにこれじゃ……」

「徳川先生も大葉先生も、顔だけはいいのにね」

「毎度毎度の肩すかしだよぅ……」

　もうそろそろ婚活時期に差し掛かっていると思いつつ、周囲には相手がいない。そんな寂しさをまたもや三人で分け合って、深い深い溜息を吐く。優一朗にしろ卯月にしろ、どのみち自分たちは恋愛対象としては見てもらえないだろうと、ゆかりは心の底で悟っていた。

　ひとしきり寂しさをわかち合った後、暗い空気を一転するため、ゆかりがカバンの中からタブレット端末を取り出す。

「ねぇねぇ、例の赤いページ、見てみない？」

　思春期の秘密をそっと打ち明ける少女のような瞳で、ゆかりが囁く。途端、沈んでいた二人の表情が明るくなり、ゆかりの方へと身を乗り出してきた。

「いいねいいね！　久しぶりだね！」

「何か新しい書き込みあるかしら？」

「ちょっと待っててね」

　慣れた手つきでタブレットを操作して、ブックマークしているサイトを開く。

　ちょっと控えめな濃い赤背景の上部に『Angel's whisper』というタイトルロゴが記されているトップページ。そのロゴのすぐ下にユーザー名とパスワードを入力する部分がある。パッと見ただけでは何のページかわからない怪しげなサイトだ。

　そのユーザー名とパスワードの項目に、ゆかりが手早く情報を入力する。そんな彼女を萌が羨ましそうに見つめた。

「ゆかりちゃん、いいなぁ。わたしも登録申請しようかなー」

「絶対やった方がいいよ。心が広い人だからきっと受け付けてくれるよ」

「へぇ、このサイトってどうやったら会員登録出来るわけ？」

　萌の言葉に理子も乗ってくる。その質問に答えるため、ゆかりはログインボタンを押さず、ページの別のボタンを指さした。

「このボタンからね、管理人さんにメールを送れるの。そのメールで、まぁ、熱意というか、情熱というか、妄想というか、そういうのを伝えるんだよ。で、管理人さんから認めてもらえれば、ユーザー名とパスワードがもらえるの」

「妄想ねぇ……ゆかりが何を書いたのかが気になるわ」

「あ、あはは……それはちょっと……」

　理子の視線から目を逸らしつつ、軽く苦笑い。秘密を共有していた少女の瞳が一転、恥ずかしい悪戯を見つかってしまった瞳へと変わる。

　これ以上追求されないよう、ゆかりはログインボタンを押した。するとこれまた赤を基調としたページが現れる。その最上段には同じくサイトのロゴがあり、簡単な説明が書かれていた。

『池袋周辺の情報を求めています。会員制だから叩かれる危険性は少ないし、安心してＯＫだよ☆』

「相変わらずアンダーグラウンドの匂いがするわね」

「そこが逆に惹かれるんだよー」

「そうそう、悪いことしてる気分になるよね」

　顔を寄せ合って小さなタブレットを見つめる。

　『Angel's whisper』は池袋周辺の二人組男子の写真がアップされる、いわゆる腐女子向けの情報サイトだ。どの写真ももちろん目の部分に黒塗りが入ってはいるが、載せられている写真のクオリティと、どこの場所なのかがわかるという臨場感のため、昨今、女子の間で口コミによる広がりを見せていた。

　会員なら誰でも投稿可能で、全てを管理人が品定めする。そうして意義ある情報のみを、厳選して載せていることが人気の秘密……つまり、管理人の選別眼が優れているというわけだ。

「これって管理人さんは一人なの？」

「うん、そうだよ。『赤い天使』さんって人」

「また怪しげな……」

「でもこの人、本当にすごいんだって。あ、ノンケ攻×誘い受が更新されてる！」

　ページの左側にあるカテゴリーの部分、そこの『ノンケ攻×誘い受』と記載されている部分に新着アイコンが付加されていた。

　ちなみに他のカテゴリーには『わんこ攻×俺様受』『ショタ攻×枯れ受』『笑顔攻×無表情受』などがある。そのほとんどが『俺様攻×わんこ受』『枯れ攻×ショタ受』『無表情攻×笑顔受』という感じに逆向きも用意されているため、カテゴリーだけで膨大な量になっていた。

「このジャンル分けごとに写真があるんでしょ？　本当に合ってるのかしら？」

「ジャンルを写真だけで判断してるのが、赤い天使さんのすごいところなんだよ。写真を見たら、みんな必ず納得するんだから。カリスマなの」

「本当ね。『ジャンル分けはこちらで判断しますのでご安心ください。赤い天使にお任せだよ☆』って書いてるわ」

「そうそう。そのジャンル分けの技術を見るのも楽しみの一つだったりするの。それがもう絶妙で絶妙で……」

「ゆかりちゃん、完全にハマッてるよね、このサイト」

「うん、毎日、何回も更新ボタン押しちゃう」

　言いながら、新しくアップされている『ノンケ攻×誘い受』のボタンを押す。

「読み込み中ー。一体どんな感じなんだろうね」

「ノンケっていうくらいだから普通の男性なんじゃない？」

「わくわくするねー」

　読み込まれるページを前に三人の期待度が上がっていく。やがて高解像度の写真が表示された瞬間、

「「「ぶーーーーっ！」」」

　三人一緒に噴き出していた。

「こ、これって、明らかにあの二人よね？」

「そ……そうだよね」

「徳川先生と大葉先生……」

　表示されたのは、ともに見慣れた姿の男性二人。もちろん目元は黒線で隠されているものの、同じ学校の教員を見間違うはずがない。その写真の中では、恐らく卯月であろう男性がにこやかな笑顔で焼き芋を差し出し、恐らく優一朗であろう男性が無表情でその焼き芋に口を付けている。下には一言『熱々だね☆』とキャプションが付加されていた。

「え……え？　え？　何で？　何で焼き芋？」

「いや、その前にこれ……」

「か、間接キッスだーっ！」

「本当だっ！　大葉先生の焼き芋食べてるよっ！」

「うっわー！　しかもわりと満更でもない表情で口付けているわ」

　実際、優一朗は焼き芋に噛みついてるわけではない。しかし、その口元には微かに憂いが浮かんでおり、黒線のせいで見えない瞳が、余計に想像をかき立てる。これでは理子の言葉通り『満更でもない』と感じられても仕方が無い。優一朗は優一朗で、卯月は卯月で美形なだけに、焼き芋一つでも絵になっていた。

　そんな二人の写真を凝視していたゆかりが、卯月の指の間から見える焼き芋の刻印に気付く。

「あ、あ、あ、これってもしかして、噂の焼き芋屋さん！」

「えっ!?　あのホモイモの!?　私、噂でしか知らないわよ」

「きゃーっ！　二人でわざわざ買いに行ったの!?　見回りの途中に!?」

　実際に買ったことはないが、三人ともホモイモ屋の噂は知っている。そしてそれを二人が買って食べたことは目の前の写真が証明していた。

「これはいよいよ、さっきの妄想が現実味を帯びてきたよ！」

「大葉先生、入ったばかりなのに積極的ー！」

「二人ともやめてよ。本当にそういう人だと思えてきたじゃない」

「ううん、理子ちゃん。そういう人なのかも……しれないよ？」

「うん。わたしたちが知らなかっただけかも……しれないよ？」

「だからやめなさいってば」

　悪戯っぽく煽る二人に向かって、見た目通り慎重派な理子が反論する。

「一枚の写真だけで判断しちゃダメでしょう。何か理由があるのかもしれないし、機会があれば本人に直接聞いてみましょ」

「えー、ものすっごくプライベートなことだよー？　理子ちゃん聞けるのー？」

「そうだよ。それに、あたしたちがこのサイトを見ているところから……というか、このサイトがどういうサイトなのかっていうところから説明しなきゃいけないじゃない？　それはさすがに……」

「ま、まぁ、確かに」

　結局のところ、どれほど疑惑の写真を目にしたとしても、三人にはそれを確かめる術がない。そうしてまた、このサイトで続報を待つというサイクルが出来上がってしまう。ここのファンの多くはそうやって常連となっていた。

「あ、二人とも見て！　この写真、アップされたのが昨日の夜なのに、閲覧数がもう二十万超えてるよ！」

「とんでもない人数に見られてる！　さっすがー！」

「一晩で二十万……す、すごいわね」

　そもそもここにログインしているユーザー数が何人なのかも不明だが、それでもこの数字の伸び方は異常だ。とてつもない特ダネを目にしている気分で、ゆかりがページの更新ボタンを恐る恐る押す。

「ふおお、今の間だけでも五十人以上が見てる！　これはまだまだ伸びそう」

　ボタンを押す度に増えていく閲覧数を見ながら、三人のテンションが上がっていく。

「今までで一番の人気！　殿堂入り確実だよー！　残念、流留君、負けちゃうね」

「あれはなんで殿堂入りしたのか謎の写真だもんねー。あたしは結構好きだけど」

「五十嵐さんがどうかしたの？」

「あれー、理子ちゃん、見たことなかったっけ？　この間の写真」

「ちょっと待ってて。五十嵐君の写真、今見せてあげるね」

　言いながら、ゆかりが『殿堂入り』と書かれたボタンを押す。すると上から順番に、金縁、銀縁、銅縁で飾られた写真が現れた。

「ほら、この金縁の写真。確実に流留君でしょー」

「ほ、本当……どこからどう見ても五十嵐さんね」

　表示された写真は明らかに流留とわかる目線入りの男性が、プリン入りのパフェを前に笑顔でテーブルへ座っているところ。そしてその向かいには、同じく目線入りであんみつを食べている男性がいる。

「何これ校長じゃない」

「だよねー」

「あの二人、日頃から仲良いもんね」

「仲良くても二人でスイーツなんて食べる？　しかも学外で。これどこなの？　池袋？」

「うん、駅前にあるパン屋さんビルの九階だよ。あたし行ったことあるから」

「九階!?　一体どこから撮ったの、この写真！」

　窓の外から撮られた写真は、まるで探偵か何かの仕事のようだ。しかもただ単に撮っただけではない。屈託のない流留の無邪気な笑顔と、頑固そうな校長の微妙に嬉しそうな顔がまさに劇的な一枚となっていた。ちなみに写真の下に付加されたキャプションは『幸せだね☆』だ。

「本当に幸せそう。流留君、良かったねー」

「でももう金縁からは陥落だね。五十嵐君、また頑張らなきゃ！」

「何を頑張るっていうのよ？　というか、このジャンル分けは何？」

「『小悪魔攻×超枯れ受』？　完璧だよ。さすが赤い天使さん！」

「異論はないよねー」

「い、五十嵐さんが攻めなんだ……頭痛くなってきた……」

　首を振りながら、こめかみの部分を押さえる理子。三人の中ではまだわりと一般的な方の思考を持っている理子の脳内で、今、非常に残念な映像がありありと思い描かれた。

「う……ダメ……この二人はキツイ……」

「理子ちゃん、そんな言い方可哀想だよ！」

「そうだよ。偏見良くないよ！」

「鼻息荒くして偏見垂れ流してるのはどっちよ!?　大体この二人が恋愛とか有り得ないでしょ？　お爺ちゃんと孫みたいじゃない」

「うーん、そういうジャンルもあるんだけどなー」

「闇ね……」

「それじゃそれじゃ！　お口直しにー、もう一回焼き芋の写真見よう」

「そうね。それがいいわ」

　そんなことを言い合って、結局また優一朗と卯月の写真へと戻る。その後、昼休み開始のチャイムが鳴るまで、三人の女子トークは尽きることがなかった。







　昼休みが始まった途端、各クラスは呼吸を合わせたように騒がしくなる。女子校独特のハイトーンな声が溢れ、止まり木で休んでいた鳥たちが一斉に飛び立つがごとく、購買や学食へと向かう生徒たち。

　それは２年Ａ組でも同じく、何人もの生徒たちが続々とクラスを出て行った。そんなざわめきの中、葉月たち三人はいつものように机をくっつけ合って座る。本来なら、そこでそれぞれのお弁当を広げるのだが、

「あらら、葉月さん、今日はサンドウィッチなんですね」

「うん。今朝、ちょっとゆっくり寝ちゃって」

　言いながら、卯月から『無理しなくていい』と言われたことを思い出す。部活疲れで居眠りしていた自分を気遣ってくれた兄のことを思い浮かべて、心の中に温かい感情が溢れて、手にしているサンドウィッチを見るだけで嬉しくなって、瑞々しいレタスや柔らかそうなハムが美味しそうだなって思って、最終的にはお腹が減ったなってことに帰着する。葉月はそんな自分の思考回路が可笑しくもあり、情けなくもあった。

「葉月ちゃん、部活、あんまり無理しちゃダメだよ？」

「うん、大丈夫。本番で実力が出せるように、これでもきちんとセーブしてるのよ」

　ゆっくり寝たと言っただけだというのに、すぐに部活のことだと気付いてくれる。こういう、自分のちょっとした変化、何気ない言葉を気にかけてくれる親友二人を、葉月は改めて大切だと感じた。だからこそ、開けたばかりのサンドウィッチを真っ先に遥の方へと差し出す。

「遥ちゃん、今日も交換しよ？　買ってきた物だけどいい？」

「ふふー、遥さん、美子ちゃんのもどうぞですー」

「わぁ、いいのー？　嬉しい！　二人ともありがとう！」

　葉月が差し出すと同時に、美子も自分のお弁当箱を差し出す。相変わらずおかずが豊富で、内容だけでなく見た目まで美味しそうなお弁当だ。お弁当を作る時、葉月はいつも美子のお弁当を思い浮かべ、参考にしながら盛りつけをしていた。

　そんなお弁当箱に目を落としながら、遥がカバンの中から自分のお昼ご飯を取り出す。保温パックの中で新聞紙に包まれているのは、葉月も美子もよく知っている食べ物だ。

「わたしの方はいつものホモイモで申し訳ないけど……」

「そんなことないわよ。遥ちゃんのホモイモ、美味しいもん。毎日の楽しみ」

「そうですよ。こんなに美味しいお芋、美子ちゃん、他に知りませんー」

　三人の昼食は大体こんな感じだった。葉月や美子と違って、遥は料理が苦手だ。だから二人が持ってきたおかずと、遥が持ってきた焼き芋がトレードされる。焼き芋をデザート代わりに食べていると思えば、それほどおかしなことではない。

　保温パックで温かく保たれた焼き芋には、アルバイトの時と同じく、いつも何かしらの刻印が押されていた。『今日はどんな文字が押されているだろう？』と葉月が半ば楽しみに確認すると、遥にしては珍しく、ところどころが薄れている判読しがたい文字になっていた。

「遥ちゃん、今日の刻印は失敗？　珍しくない？」

「あー、ごめんね。その刻印、まだ作りかけなんだ。実際に押して、確認しながら作ってるの」

「まぁ。でしたら力作ですねぇ。すごく大きいじゃないですか、今回の刻印。焼き芋の端から端までありますよ」

「うん、自信作！　早く完成させて二人にも見せてあげるね！」

　いつも通りの笑顔で両手をグッと握りしめるポーズ。今まで押されていた刻印が遥の手作りであることは知っていたものの、実際に作っている最中から試し押しされた物は初めてだ。つまり、本人の言葉通り、それほどの自信作であり大作であるということ。

　遥がそう言うくらいだから、きっと面白い刻印に違いない。親友であることを差し置いても、葉月はそんな期待をしてしまう。料理が苦手な代わりに、色々なところで器用な子。葉月は遥のそんなところが大好きだった。

　それから話題はいつも通り、昨日のテレビのことや今月号の雑誌のこと、スイーツ食べ放題のお店のことから新しく出来た可愛い雑貨屋のこと、猫がたくさんいる公園のこと、愛くるしい動物を模した文房具のこと、オススメな昔の少女漫画のこと、新製品のリップクリームの素敵な色味のこととか、サンシャイン60通りの旗が変わったこと、そこでよく流れてくる最近お気に入りのアイドルグループの歌のこと、ゲームセンターの景品のこと、大きな看板が新しくなったこと、期間限定のフルーツシェーキのこと、カラオケの値段のことなど……およそ勉強以外のことは全て話し尽くすくらいの勢いでコロコロと変わっていく。

　これももう日課のようなもので、葉月たち年頃女子の目に映る物は全てが興味の対象だ。三人で話せば会話が弾み、会話が弾めば話題が膨らみ、話題が膨らめばますます楽しくなり、ますます楽しくなればまた会話が弾む。時間の許す限り、止まることのない嬉しさがスパイラルを描いて上昇していく。三人にとって、それは何よりもかけがえのない幸せの時間だった。

　そうやって刻々と変わっていく話題の中、流れのまま、遥の口から昨日の夜のことが告げられる。

「そういえば昨日、大葉先生と徳川先生が二人で見回りしてたよ」

　葉月からもらったサンドウィッチに噛みつきながら、何気なく口にする。特に気にする様子もなく、さりげない感じで言ってはいるが、遥自身、早く言いたかった話題に違いない。しかし、話題の相手が葉月の兄であるため、一応、心理的に壁を作り気を遣っているらしい。

「え？　本当に？　私、聞いてないんだけど」

　寝耳に水と言わんばかりに目を丸くする葉月。もちろん、昨日、卯月が見回り担当だったことは連絡をもらっていたので知っている。しかし、帰宅してからの卯月はその話題を振る様子もなかった。あれほど気にしていた優一朗との見回りなら、もっとしつこく話を聞かせてきてもいいはずだ。実の兄だから性格は把握しているはずだし、どうして昨日に限って話をしてくれなかったのかが腑に落ちない。

「ただ言い忘れただけじゃないですか？　もしくは話せない規則になっているとか……一応、お仕事上のことですし」

「そうかしら？　一昨日の夜は徳川先生のこと、嬉々として話してたんだけど」

「ふおぉ……や、やっぱり……」

　葉月の話を聞いて、今度は遥が目を丸くする。『徳川先生のこと、嬉々として話してたんだけど』。この一言で、遥の中にあった心理的な壁はもろくも壊れたらしい。いや、生粋の腐女子である遥にとって、もともとそんな物、何の役にも立たなかったのかもしれない。目の前にいる葉月はいまだ首を傾げながら、昨夜の兄の様子を思い浮かべようとする。

「お兄ちゃん、どうして話してくれなかったのかしら。そういえば昨日は何となく会話も少なかったような……」

　中空を見上げ首を傾げる。そしていつものように、何となく右手の中指で唇を撫でた。

　そんな葉月の様子を見て、既に心の壁を取り払った遥の瞳が光る。ぐいっと身体を乗り出して、耳元で囁くように一言、

「もしかしたら……言えないようなことがあったのかもしれないね」

「んなっ!?」

　遥の言わんとしていることを一瞬で理解した葉月が驚きの声を上げる。非常に残念なことながら、今のたった一言で、葉月の脳内には鮮やかな想像がかき立てられてしまった。実の兄だから性格は把握している……これが裏目に出て、そこはかとなく現実味を帯びた生々しい妄想だ。

　考えたくもない風景を振り払うように、全力で頭を振る葉月。艶々した真っ黒な髪が勢いよく揺れた。

「いくらなんでもそんなことあるはずないわよ」

「そうですよ、遥さん。大葉先生、まだやってきたばかりなんですから」

「美子ちゃん、それだと時間の問題みたいな言い方になってるよー」

「まぁ」

　悪気のない様子で美子が口元を押さえる。これまた残念なことに、恐らく、美子も遥の意見をすんなり受け入れている雰囲気だ。というよりも、卯月の雰囲気が二人をそういう妄想へとかき立てているに違いない。そしてそれは葉月にだってよく理解出来ていることだ。

「確かにお兄ちゃんはあんな感じだけど……でもその……そんな見境なくというか、肉食的というか、誰でもというか、総受け……あーっ、もう、なに言わせるのよ！　とにかく、そんな風に手が早い人じゃないの！」

「うーん、言われてみれば……おっとりですもんねぇ。卯月さん」

　いつの間にか『大葉先生』ではなく、昔からの知り合いである『卯月さん』を思い浮かべる美子。美子が以前から知っている卯月は、確かに肉食とはほど遠い感じの、まさにウサギっぽい、小動物的な優しさを持った人物だ。そうやって納得しかけた二人へ向かって、遥が次なる矢を放つ。

「でもね、そのおっとり感がバカに出来ないんだよ。だって大葉先生、自分で誘い受けだって言ってたもん」

「え……遥ちゃん、今、なんて？」

「誘い受け。自分で言ってたよー」

「え？　え？　お兄ちゃんが？　自分で？　ウソ？　冗談でしょ？」

「本当だよー。昨日の夜、わざわざわたしのバイト先に来て言ってたんだから間違いないって」

「まぁ、遥さんのホモイモ屋さんにいらっしゃったんですか？」

「徳川先生と二人で……来たの？　見回り中に？」

「うん、そうだよー。それでね、ホモイモを使って、徳川先生のこと誘ってた。さすが誘い受けだよね」

「ちょっと待ってよ！　それってどういうこと!?」

「葉月ちゃん……どういうことかというと、そういうことなんです」

「いやぁーっ！　考えたくないーっ！」

　悪戯っぽい顔で断言する遥へ、またもや髪を振り乱す葉月。いつもは真面目で、どちらかというと堅そうなイメージのある葉月だが、こういう時はテンションが変わる。遥はこういう時の葉月を心の底から可愛いと思っていた。だからこそ、更に話題は続いていく。

「認めたくなくても、事実は小説より奇なり。ほら、葉月ちゃん、よく見て。葉月ちゃんが手に持っているホモイモ」

「え、なに？　これがどうかしたの？　いつも通りじゃない？」

「美子ちゃんにもいつもと同じホモイモに見えますけど……」

「試し押ししている新しい刻印……今のわたしの話を踏まえた上でよーく見つめると……」

　遥に言われるまま、うっすらと押された刻印を凝視する。さっき美子も言った通り、焼き芋の端から端まで幅を取るような大きな刻印。微かに浮かぶ線を頭の中で繋いでいくと……。

「あっ、文字が浮かんで来たわ！」

「本当ですー！　目を細めると見やすいですね。えーっと……漢字で……」

　そうして二人で一文字ずつ、確認するように同時に呟く。

「「優、一、朗、×、卯、月」」

「ピンポンピンポンピンポン！　だーいせーいかーい！」

「むきーーっ！」

　文字を読むと同時に葉月がホモイモを真っ二つ。それもちょうど『×』の刻印の辺りで。

「あーっ、ダメだよ、葉月ちゃん。二人の仲を引き裂いちゃー」

「……遥ちゃん、冗談も度を超すと笑えないわよ」

「あははっ、ごめんーっ！」

「でもこの刻印、美子ちゃん的には有りだと思いますよー」

「美子ちゃんも！　笑えない！　ぷんすかよ！」

「ごめんなさいですー！」

　結局、いつも通り、遥の暴走に美子が乗っかり、それを葉月の怒りが止めるというパターン。

　こういう時の葉月の怒り顔は、遥から見ても美子から見ても、やっぱり可愛い。卯月や理事長からもそう認識されている『可愛い顔』でホモイモを振り回す葉月。本人だけが自分の怒り顔の可愛さに気付いていない。

「わたし、悪ノリしすぎました。反省だよー」

「本当よ、全く。遥ちゃんはすぐに突っ走るんだから」

「ふふー、そのくらい元気な方が遥さんらしいですよー」

　最終的には、度を超した悪戯を遥が謝り、ぷんすかしながらも葉月が笑顔になり、美子がやんわりと丸く収める。どんなに悪戯が過ぎたとしても、すぐにわかり合えて、すぐに元の空気に戻る。三人が三人とも、お互いに大好きだからこそ出来ること。そして三人とも、この関係が幸せだ。

（だけどお兄ちゃん……どうして昨日、見回りのことを話してくれなかったのかしら？）

　ひとしきり騒いだ後、また右手の中指を唇へ当てる葉月。

　実際のところ、昨日の夜はただ単に、部活で疲れていた葉月を卯月が気遣っただけなのだが……。その答えがわかるのは、もう少し後になってからだった。







第六章　すれ違いの乱気流!?




「なっやみごっとがあっるなら～♪」

　朝と同じく、ご機嫌に歌いながら学食へと向かう。さっきとは打って変わって、学食までの廊下も大勢の生徒で混み合っている。今までお弁当生活だった僕は少しだけ面食らってしまった。こういうところは男子校とそれほど変わりが無い。女子とはいえ、やっぱりお昼はみんなお腹が空くみたい。

「育ち盛りだもんね」

　独り言を漏らしつつ、学食のドアを開ける。混み合っているとはいえ、幸い学食には四人掛けのテーブルが多く用意されていた。そして特に女の子は一人で食べている子がほとんどいないから、無駄にテーブルが空く心配もない。おかげで全く座れないということはなさそうだ。

　慌てて座席を取る必要はなさそうなので、ひとまず券売機へと向かう。そして朝のうちからチェックしていたロコモコを選んだ。写真で見るだけでも美味しそうなハンバーグ、その食券を持って、カウンターへ並んでいると、

「大葉先生、こんにちは。今朝はどうも」

　優しげな笑顔と共に声をかけてくれたのは小岩井さんだ。カウンターの向こうにあるキッチンで、他の調理師の方々と同じく、忙しそうに手を動かしている。

「こんにちはー。約束通り、お昼を頂きに来ました」

「ふふっ、では精一杯美味しく作らせて頂きますね」

　淑やかに瞳を閉じて、軽く会釈。そういう仕草が様になるのは、やっぱり年齢のおかげなのかもしれない。きっと拓海はこういうところが好きなんだと思う。キッチンに立つ後ろ姿もどこか穏やかで安心出来る雰囲気だ。

「はい、完成です」

「わぁ、美味しそう！　ありがとうございます！」

「いえいえ、お口に合いますかしら？」

　トレイに受け取ったお皿にはご飯が見えないくらい大きなハンバーグと目玉焼きが乗っている。湯気が立つハンバーグから、ふわりと舞い上がるソースの香り。うちの学食ではロコモコ定番のグレイビーソースではなく、テリヤキソースを使っているみたい。あまりに美味しそうなその匂いに、それだけでもうお腹が鳴ってしまいそうなほど。

「んーっ、いい香り！　匂いだけでわかります。僕、絶対に好きな味ですよ！」

「あらあら、そんなに嬉しそうに言って頂けると私まで嬉しくなりますね。どうぞごゆっくり」

「はい！」

　あまり長話をするとお仕事の邪魔になると思い、手早くカウンターを移動する。香りだけでなく見た目にもお腹を空かせるメニュー。そしてトレイの上にはもちろん、ふくろうの甘味がついた大福の小皿も一緒だ。雑司ヶ谷堂自慢の大福。すでに一つ食べているというのに、またこの大福が食べられることも嬉しい。

　カウンターの端でお茶とお箸をゲットして、これから座るテーブルを探す。いくつか空いているテーブルはあるものの、

（四人掛けのテーブルを僕が一人で使っちゃ申し訳ないよね）

　そう思いつつ、何となく周りを見回していると、四人掛けに一人しか座っていないテーブルを見つけた。一目で男性だとわかるジャージ姿だから、もちろん生徒じゃない。せっかくだから相席をお願いしようと思って近づくと、その後ろ姿に見覚えがあることに気付いた。山田先生だ。

「山田先生、こんにちは。こちら、ご一緒してもいいですか？」

「やや、これは大葉先生、こんにちは。どうぞどうぞ」

　声を掛けるなり、にこやかな笑顔を浮かべて向かいの席を指してくれる。お礼を言いつつ、向かい合わせになる形で座った。

「頂きます」

　両手を合わせて小さくぺこり。ロコモコから香る匂いは相変わらず食欲をそそる。目玉焼きから食べるか、ハンバーグから食べるか、それともご飯からか……微妙に悩みつつ香りを堪能していると、山田先生が相変わらずの柔らかい表情で、

「大葉先生はいつも学食なんですか？　お会いしたのは初めてですな」

「いえ、僕、いつもはお弁当派なんですよ。山田先生はいつも学食で？」

「はっはっは、そうなんですよ。うちの場合、残念ながら愛妻弁当を作ってくれる時期はとうに過ぎておりましてなぁ」

　言いながら、左手の結婚指輪をちらりと見る。こんな風に言っているとはいえ、まるで悪気のない雰囲気から、容易に山田先生のご家庭の様子が感じられた。きっと仲が良いんだろうなぁ。

「若い頃は結構凝ってくれていたんですがね。まぁ、この年で妻から弁当を渡されるのも、何だか気恥ずかしいですからな」

　若干恥ずかしそうに少しだけ大きめの声で笑う。女子高生しかいない学食にはおおよそ似合わない野太い声。申し訳ないけど、ちょっとだけ可愛いなんて思ってしまう。そうして親子丼の丼を左手へ持ちながら、山田先生がまた顔を上げた。

「そういえば、先生はご結婚なさってるんですか？　いつもは弁当……ということは、やはり奥さんが？」

「あー、いえいえ、うちは妹が作ってくれてるんです」

「ほう、妹さんが？　先生のお年で妹さんというと、まだ学生なんじゃないですか？　立派な妹さんですな」

「えーっと、実はあまり大きな声では言えないのですが……」

　小声になりつつ、ゆっくりと身体を乗り出す。雰囲気から内緒話がしたいと悟ってくれたのか、山田先生も中腰で耳を近づけてくれた。

「僕のクラスの大葉葉月。あの子が妹なんです」

「なんと！」

　葉月のことを伝えると、もともと丸い目を更にまん丸にして、こちらを振り向く。そして身体を戻しつつ、何度か大きく頷いた。

「なるほどなるほど。確かに同じ名字だ。しかし、あの大葉なら納得です。真面目で成績も優秀。生活態度もしっかりしとりますからなぁ」

「あはは、恐縮です。まぁ……僕から見れば、まだまだ女子力に欠けると思うんですけどねぇ」

「はっはっは、これは手厳しいお兄さんだ。まだまだ高校生ですし、これからですよ」

「だと良いんですが……」

　そう答えながら、学校内での葉月の姿を想像する。僕の知らないところでは、他の生徒たちと同じく、きちんと先生方にご挨拶出来ているんだろうか？　他の子たちの様子を思い出して何とか葉月と重ねてみようと思うけど、どうしてもお淑やかな雰囲気とは重ならない。まぁ、葉月のことは子どもの頃から知っているうえ、今でも毎日、自宅でリラックスしている姿を見ているからなんだろうけど。

「葉月、先生方の前ではしっかり出来ているんでしょうか？　僕の前ではさっぱりでして……微妙に心配なところです……」

「いえいえ、ご心配なさらず。先生がいらっしゃる前から、とても評判の良い生徒でしたよ。本当に立派なもんです」

「そう仰って頂けると安心です。あ、山田先生、申し訳ないのですが、今のお話は内緒ということで……」

「わかっとります。さすがに先生と兄妹とあっては大葉も気まずいでしょうし……」

　皆まで言うことなく、山田先生がすぐに理解してくれる。理事長から許可をもらっている以上、僕ら教員にとって、僕と葉月が兄妹であることはそれほど問題ではない。ただ、やっぱり葉月にとって、それを周囲に知られることは大問題なわけで。

　いや、どちらかと言えば、僕が教員であることよりも、僕がゲイであることの方が問題なのかもしれないけれど。

　多感な年頃の妹のことを思い、自分のせいで若干迷惑をかけているなぁと反省し、それでもやっぱり僕のために色々なことをしてくれている葉月に感謝して、心の中がじんわりと温かくなって、目の前のロコモコから上がる湯気があまりに美味しそうに見えて、最終的にはお腹が減ったなぁってことに帰着した。

　葉月ごめん、お兄ちゃんはお腹が減りました。

　ということで、結局ハンバーグから箸を付けた。ハンバーグを半分に割った時、なぜだか不意に昨夜の焼き芋のことを思い出す。

「そういえば山田先生、お礼が遅くなってすみません！　昨日は見回りのこと、ありがとうございました！　あの掲示板、これから毎日チェックしますね」

「ん？　あぁ、いやいや、お役に立てたなら何よりですよ。見回りは大変だったでしょう？」

「いいえー、すっごく楽しかったですよ。新しいことだらけで、わくわくしっぱなしでした！」

「おお、それは素晴らしい」

　僕とは違い、すでに親子丼を食べ終えた山田先生がお茶を飲む。女子校の学食だけに、親子丼と言えども山田先生には少し量が少なそうだ。ごくりとお茶を飲み込んだ後、付け合わせである雑司ヶ谷堂の桜餅へと大きな手を伸ばす。

「大葉先生は本当に嬉しそうにお仕事をなさりますな。私も励みになりますよ」

「そんなそんな。僕、本当に楽しくて！」

「そう思えることが立派なんですよ。こりゃ私も見習わんと！」

　また大きな声で笑いながら、手にした桜餅を一口で食べる。僕より二回り以上は年上なはずなのに、ごく当たり前のように対等に扱ってくれる言葉。そのうえ謙遜まで感じられる様子は本当にすごいと思う。まさに教師の鑑、だよね。それこそ僕も見習わなきゃ！

「山田先生って優しくて素敵な方なんですね」

「んん？　いやぁ、そんなこと言われたのは初めてですよ。お世辞でも照れますなぁ」

「いえいえ、本当ですー。これからもご指導、よろしくお願いします！」

「こちらこそ。大葉先生を見ていると若い頃の情熱を思い出しますよ。はっはっは！」

　本当に照れているのか、後頭部に手のひらを当てながら更に大きな声で笑う。

（教師としても尊敬出来るし、チャーミングなところもあるし……本当に素敵な人だなぁ）

　そんなことを思いつつ、僕は今日二つ目の雑司ヶ谷堂大福に口を付けた。







「南野さん、昨日はありがとう。お芋、すっごく美味しかったよー」

「えへへー、喜んでもらえて何よりだよー！　またいつでも来てね！」

　放課後、天文部の部室で南野さんとハイタッチ。まさか自分のクラスの子があんなに美味しい焼き芋を売っているなんて思わなかった。口の中にじんわりと広がる甘みを思い出して、また幸せな気分になる。

　窓の外は残念ながらの曇り空。とはいえ、微かに肌寒さの残る外とは違って、狭い部室の中は温かい。壁の一面を埋めている、時代を感じる本棚の中には、天文関係の書籍がびっしりと並んでいる。それらは年代別、タイトル別にきちんと仕分けされていて、部長である玉置さんの几帳面さが感じられた。そのうちの比較的新しい本を一冊、机の上に広げて、南野さんが写真に見入る。少しだけ静かで、柔らかくて、穏やかな時間。

「何見てるの？」

「うんー、わし星雲のね、創造の柱だよ。星が生まれる時に出来るんだって。すっごく大きいの！」

　そう言って指さされた写真は、僕もどこかで見たことのある有名な一枚。煙とも樹とも鍾乳石とも見える大きな大きな柱が力強く立ち上る写真だ。生まれたばかりの星たちなのか、その柱の周囲にはきらきらと綺麗な輝きが満ちあふれている。その写真をうっとりと見つめながら、南野さんが小さな溜息を吐いた。

「はぁぁ……キレイ。わたしね、この写真大好きなんだ！」

「神秘的だもんね」

「ホモホモしいよね！」

「うん」

　何だかよくわからない形容詞だけど、勢いのまま頷いた。

　そんな僕の様子には構わず、やっぱり溜息混じりに色々な角度から写真を眺める南野さん。そこに写っている星たちと同じくらい、二つの瞳をきらきらと輝かせて、うん、年頃の女の子らしく純粋だ。

「ホモホモしいと言えば……」

　突然何かを思いついたように写真から顔を上げる。そうして首を傾げながら、何やら僕の顔を覗き込んできた。

「ふむ、別段変わったところはありませんな」

　お医者さんみたいに見つめてきたかと思うと、突然そんなことを口走る。続いて自分のあごの辺りを撫でるような仕草。今度はお医者さんというより探偵さんみたい。

「ふむ……」

「んー？　なにかな？」

　全く意味がわからなくて、僕まで首を傾げてしまった。狭い部室内に二人きり、向かい合ったまま首を傾げ合うという不思議な状況。

　ある程度そんなことを続けた後、再度南野さんが口を開く。

「先生、ちょっと聞きたいことがあるんだけどいいかな？」

「うん、もちろんいいよ。担任だし、顧問なんだから」

　星座のこととか聞かれたら、正直、南野さんの方が詳しいかもしれないけど……。その時は一緒に調べればいいよね。本棚には星座図鑑もあるし。あの分厚い本なんかいいかも。

　一人で考えながら並んでいる本へ視線を巡らしていると、

「昨日あの後、先生たちはどうなったのかな？」

「え？」

　予想とまるで違う言葉を投げかけられて、慌てて視線を戻す。南野さんのきらきらした瞳は相変わらず僕へ向けられたまま。

「昨日？　見回りの時のこと？」

「うん。わたしのお店に来た後、どうしたのかなーって。もう結構遅い時間だったでしょ？　だから気になっちゃって。えーっと……ほら、そのー……そういう場所って、あんまり遅くなるとお泊まりになっちゃうって聞くから……」

「お泊まり？　あぁ、ううん、そんなに遅くはなってないよー。それにもしも遅くなったとしても、うちは近所だから大丈夫」

「ふぉぉ！　葉月ちゃんがいるのに!?」

　遅くまで見回りしていたことを心配してくれたのかと思ったら、今度は葉月のことを心配してくれてるみたい。南野さん、優しい子だよね。

　確かに、ごく稀に帰宅が深夜になった時は、僕も葉月に気を遣っている。

「あはは、葉月は寝るのが早いから、そんなに心配しなくても平気だよ。まぁ、静かにはしなきゃいけないけど……静かにしてれば起きてくることはないし。実はね、今までにも何回かあったんだ、そういうこと」

「お、お、おおお……」

　僕の返事を聞いて、まぶたどころか瞳孔まで開きそうな勢いで目を広げる。その表情のまま、少しだけ僕に顔を寄せてきた。

「で、で、では！　昨日、あの後、どんなことがあったのか、そのー、出来るだけ根掘り葉掘り……ああ、いえいえ！　わたしにだけ！　こっそりで大丈夫なので！　先生的な受け視点から、お互いの会話まで含めてじっくりまったり聞かせて頂けると……ごくり……み、南野遥、無上の喜びであります！」

「あの後？　今も言った通り、そんなに遅くはなってないよ？」

「時間なんて関係ないよ！　大切なのは密度だよ！」

「うーん……密度かぁ……」

　昨日、南野さんから焼き芋をもらった後のことを思い出す。あの後、見回りを終えて、徳川先生と学校に戻って……。頭の中で道順を追っていると、学校に戻る途中で玉置さんの後ろ姿を見かけたシーンがはっきりと浮かんだ。そっか、何時間見回ったって生徒に会わなきゃ意味ないもんね。そういう意味での『密度』なのかな。

「あの後ね、短い時間だったけど……うん、確かにそれなりの密度はあったかも」

「ふぐぅ！」

　激しい声と共に、南野さんが一歩後ずさる。そして昨日と同じように、鼻の辺りを両手で押さえた。

「南野さん、大丈夫!?　もしかしてまた鼻血？」

「だ、大丈夫だよっ！　わたしのことなんか気にせずっ……せ、先生たちのっ……濃密なお話をっ……早くっ……」

　どこからか取り出したタオルでぐいっと鼻を拭って、片手で僕に続きを促す。

　濃密なお話って言うくらいだから玉置さんのことだとは思うけど、あんなに遅い時間だったことを考えると少し言い辛い。副会長でもあり部長でもある玉置さんが、あの時間まで帰宅していないなんて、話し方を間違えるとまた南野さんに心配させてしまいそうだ。

　それにもしかしたら、玉置さんにだって人に知られたくないような事情があるのかもしれないし……。

「どどどどうしたの先生！　もったいぶらずにっ！　どうか早くっ！　焦らさないでっ！」

　手にしたタオルをギュッと握りしめながら、南野さんが顔から僕へと近づいてくる。

　もちろん、南野さんに話して、何が理由だったのかを一緒に考えてもらいたいのは山々だけど……やっぱり個人情報だけにマズいよね。ここはしっかり玉置さんに確認した後で話した方がいいかもしれない。

「わたしにも限界があるよっ！　期待で弾け飛んじゃうよっ！　早く教えてーっ！」

「うーん、ごめんね、やっぱり言えないかも」

「えええぇーっ!?　どうしてーっ!?」

「あはは、だってさ、僕だけの判断で話しちゃマズいでしょ？　そういうのって、人に話していいかどうか、本人にも確認をとらないと」

「むっはーーーーっ！」

「わぁっ！」

　突然天を仰いだかと思うと、目の前で鼻血が噴き出した。そしてすぐにタオルでもう一度押さえる。もう鼻を押さえているのか口を押さえているのかわからない状態だけど。

「あわわ……せ、先生……先生……」

　抓つまんだ鼻声のまま、小刻みに震え始める。更に、大きく見開かれた瞳にはうっすらと涙まで浮かんできた。そうしてやがて震えが止まると同時に、南野さんの身体からすーっと力が抜けていく。

「み、南野さん、本当に大丈夫？　ごめんね、話してあげられなくて」

「ううん、ええんや先生。皆まで言わんでよろしおま。そういうことやったんやな。わたし、今の一言だけで全部わかってしもたん」

「すごい！　南野さんって勘がいいんだね。隠し事は出来ないなー」

「当たり前や。わたしやで」

　どこか達観したような、悟りを開いたような表情で静かに呟く。その穏やかな表情には、女子高生とは思えないほど温かい慈愛が溢れ、軽く微笑みを含んだ口元はまるで聖母様みたいだ。そんな初めて見せるような慈しみの笑顔で、

「良かったね、先生」

「うん」

　見回りで玉置さんに会えたことがそんなに良かったことなのかどうかはわからないけど、また勢いのまま頷いてしまった。そんな僕を、どこまでもニコニコした表情で見つめてくる南野さん。さっき星を見ていた時よりも、瞳は圧倒的に輝いている。

　もしかして、見回りが空振りに終わらなかったことで教師として認めてもらえた……とか、そういう感じなのかな？　それともせっかくの見回りが空振りに終わってしまうことを心配してくれていた……とか？　うん、南野さんなら後者の方だよね。

　しかも僕が玉置さんを見かけられたのは、南野さんの焼き芋屋さんに寄って時間を潰せたからに他ならない。

「ありがとう、南野さん。南野さんの焼き芋のおかげで、僕、きちんと出来たんだ」

「っ……あ……あああ……」

　僕の言葉を聞いて、潤んでいた瞳から突然涙が溢れてくる。みるみるこぼれ落ちる涙に僕が慌てていると、口元を押さえていたタオルで今度は顔を覆ってしまった。タオル越し、聞こえるか聞こえないかくらいの小さな嗚咽。そしてまた身体中を小刻みに震えさせる。

「南野さん？」

「うぅ……せ、先生ぇ……そんなこと言われたらっ……わたしっ……嬉しすぎてっ……うっ、ひっくっ……よ、良かった……良かったよぉっ……うわあぁんっ！」

　タオルを少し下げて瞳だけ出したかと思うと、いよいよ我慢出来なくなったのか、大きな声で泣き始める。あまりに突然の出来事に面食らってしまって、どんな言葉をかけていいのか、一瞬わからなくなってしまった。

「一体どうしたの？」

「先生が嬉しいこと言ってくれたからっ……わたしっ、わたしっ……うわああぁんっ！　先生ぇっ！」

「わわっ！」

　顔を覆ったタオルを両手で握りしめたまま、僕の胸元へと頭を寄せてくる。そして僕の胸で声を抑えるように泣きながら、華奢な肩を揺らした。こういう時、教師としてはどう接して良いか悩むけど、ひとまず、肩と一緒に揺れている短いツインテールの頭を優しく撫でた。南野さんが言っていたレインボーのリボンを結んだ髪だ。

「嬉しい時でも悲しい時でも、涙はいっぱい流して大丈夫だよ。人はそうやって心を落ち着かせるんだから」

「っ……先生もきっとっ……今まで、ずっと、そうやって涙を流してきたんだね」

「うん、そうだよ。だからいっぱい泣いていいんだよ」

「うわああぁんっ！　良かったっ！　良かったねぇっ！」

　僕が良かったのか南野さんが良かったのかわからないけど、『良かった』と言いながら繰り返し頷く南野さん。

　そうしてひとしきり泣いた後、ようやく落ち着いたのか、そっと僕の胸から離れる。それから恥ずかしそうに涙でぐしゅぐしゅになった顔を何度も何度も拭いた。

「先生、ごめんね。わたし、幸せすぎて、つい……えへへ」

　照れ笑いを浮かべて、目尻に溜まった涙を人差し指ですくう。部室に入り込んだ光が雫に反射して一度だけきらっと輝かせた。

　印象的な景色だなと思った瞬間、背後でドアの開く音が響く。二人同時にそちらを向くと、ちょうど玉置さんが入ってきたところだった。

「すみません、遅くなりました」

「玉置先輩」

「え？　南野さん、泣いてるの？」

　室内を見るなり、南野さんの様子に気付く。すぐに心配そうな眼差しを向けた後、ゆっくりと僕の方へ視線を移動させた。その間に、心配そうな眼差しは何故だか少しだけきつい瞳へと変わっていく。

「玉置さん、こんにちは」

「……先生、何があったんですか？」

　僕の挨拶に返事はせず、すぐに事情を聞こうとする。部長だからだろうか？　瞳だけじゃなくて、口調まで少しきつい感じがした。そんな様子を察したのか、慌てて南野さんが口を開く。

「えへへー、実は今ね。昨日の見回りの時、先生がきちんと出来たのは、わたしのホモイモのおかげだって言ってくれたから嬉しくて！　つい涙が出ちゃってたの！」

「南野さんのおかげで？」

「うん。そうだよね、先生」

「そうだよ。南野さんの焼き芋のおかげ」

「えへへーっ！」

　嬉しそうに笑顔を振りまく表情にもう涙の色は見えない。その笑顔で安心したのか、ようやく玉置さんの顔にも柔らかさが戻る。焼き芋のおかげできちんと出来たって言葉の意味はわからないと思うけど、ひとまずは安心してくれたみたい。

「そういうことだったんですか。すみません、何かあったのかと思いまして」

「何もないよー。何かあったのは昨夜のこと。ねー、先生」

　さっき僕が撫でた髪を跳ねさせながら、こちらへ向けて顔を傾ける。多分、昨日の夜、僕が玉置さんを見かけたことを言ってるんだろう。南野さん、本当に勘が良いよね。

「うん、昨日の夜にね。南野さんのお店に立ち寄った後にちょっと……」

「わぁぁ！　ダメダメダメ！　本人に確認取らなきゃ言っちゃダメ！」

「あ、そっか」

　さっき自分で言ったことを忘れて、つい南野さんの前で話しそうになってしまった。

　話について来られないのか、疑問顔で僕と南野さんの顔を見比べる玉置さん。でも、いくら勘付かれていたとしても、南野さんの前で聞いたら、玉置さんだって気まずいかもしれないし……昨夜のことは後でこっそり聞いた方がいいよね。

　ということで、ひとまず仕切り直して、顧問らしく部活を始める挨拶をする。

「えーっと、とりあえずみんな揃ったことだし、天文部、今日も頑張りましょう」

「おー！」

「わかりました」







　部活を開始してすぐに、南野さんはまたさっきの写真集、玉置さんはカバンの中から取りだした文庫本へと視線を落とす。そして二人とも静かにページを捲り始めた。

　実際のところ、天文部は部活といっても、放課後の活動は特にやることがない。それは初日に理事長からも聞いていたこと。本格的な活動と言えば、ごくごく稀に行くプラネタリウムとか天体観測とか、その前後の日くらいなものだ。そしてその『特にやることのない時間』を玉置さんと南野さんが今まで一緒に過ごしていたことを考えるなら、恐らく、二人はとても仲が良いんだと思う。今でこそ、僕の手前静かにしているけれど、この年齢の女の子が一緒にいれば、色々な話題に花が咲くのは間違いない。

（だからさっき、あんな風に心配そうな顔をしたのかな？）

　考えながら、部室に入ってきた時の玉置さんの表情を思い出す。確かに仲の良い後輩が泣いていたら心配になるよね。南野さんに対する視線の説明はそれで合ってると思う。

（でも、その後、僕に向けられたきつい口調と表情は……）

　一昨日、僕がゲイであることを打ち明けた途端、態度が変わってしまった玉置さん。あの時は驚いただけかもだなんて、楽観的に考えていたけれど……。

　もしかしたら、やっぱり僕みたいな人間が苦手なのかもしれない。今までの経験上、悪意の有る無しに関わらず、そういう人がいることは十二分に承知している。でもだからと言って、決してそれが悪いとか、心が狭いとか、そういうことじゃない。

　今までの常識とか習慣とかに当てはまらない物を目の当たりにした時、多かれ少なかれ、人は拒絶反応を感じるものだ。その拒絶と、その後、それを受け入れられるかどうかはまた別の話。最初は拒絶されたけれど、会話を重ねることで理解してもらったことだって何度もあるんだ。

（玉置さんもそのうち理解してくれるといいんだけど……）

　心の中で祈りながら、玉置さんの様子を伺う。さっきと同じ姿勢のまま、静かに小説を読み進める玉置さん。読むスピードが速いのか、もうずいぶんページを捲ったみたい。

　次に、僕のような人間にも完全に理解を示してくれている南野さんへと視線を向ける。いつの間にか、さっき見ていた写真集はもう本棚へとしまわれていた。代わりに机の上には随分と分厚い漫画が数冊積み上げられている。そのうちの一冊を手にとって、食い入るように読み進めていた。

（漫画かぁ。まぁ、同じ本なんだし、小説が良くて漫画がダメって言う道理はないよね。しかも暇な部活だし……）

　今までだってそうしてきたんだろうと思いつつ、漫画本を持ってきていることに関しては気にしないことにする。国語教師という視点から見ると、漫画だってきちんと心情描写の勉強にはなるわけで。

（ずいぶんとカラフルな背表紙だけど、一体どんな漫画なんだろう？）

　机の上に重ねられた本の背表紙には、例外なく男性が描かれていた。描かれている男性が一人の物もあれば二人の物もある。でもとにかく男性だけだ。分厚さから考えるなら、僕が子どもの頃に読んでいた月刊誌のページ数に近いだろうか。それをこんなにたくさん……どうやってカバンに入れてきたんだろう？　不思議に思って見ていると、南野さんが口を小さく動かしていることに気付いた。どうやら無意識のうちに音読しちゃってるらしい。

「……お前に乗っていいのはこの俺だけだ。今までもこれからも。わかったな」

（やっぱり少年誌かな？）

　車か何かのお話を見ているに違いない。南野さんはすごく元気な子だから、男の子っぽいお話が好きなのかも。

　ぶつぶつと呟きながら読んでいる彼女を見つめていると、玉置さんが小説を閉じる音が聞こえた。どうやらもう最後まで読んじゃったみたい。南野さんは漫画に集中してるし、玉置さんは一息吐いてるし、これは昨日の夜のことを聞くチャンス。そう思って小さく名前を呼んでみる。

「玉置さん、玉置さん」

「……？」

　小声で呼んだことが気になったのか、一瞬だけ怪訝な表情をされてしまった。でも南野さんが読書中なのを確認すると、玉置さんも小声で返してくれる。

「はい、どうしました？」

　相変わらず冷たい感じはあるけれど、この態度は多分、さっきの僕の想像通りだと思う。今までだって何度も感じてきたことのある感覚だ。

　出来るだけ身構えられないよう、自然な感じで言葉を紡ぐ。

「今、少しだけお話いいかな？」

「ええ、別に構いませんが」

　何となく二人で南野さんの方を確認するけど、完全に漫画の世界に没頭している様子。時々『結ばれたぁ……』とか『泣けるぅ……』なんて言葉が聞こえてくる。漫画を読んでいる時まで豊かな感情を表現出来るところ、南野さんの良い所だよね。

　そんな彼女を邪魔してしまわぬよう、更に小声で玉置さんへ聞いた。

「あのね、昨日の夜のことなんだけど……」

「……？　さっき南野さんと話していたことですか？」

　硬い口調のまま、玉置さんが首を傾げる。もちろん、さっきの話だけだと何のことだかわかるはずもない。南野さんの言葉を思い出すように、斜め上へ視線を向けた後、

「確か、南野さんの焼き芋のおかげで見回りがうまくいった……みたいな話でしたよね？」

　的確に思い出しながら、それでも訳がわからないといった表情。

「うん。見回りの時にね、南野さんの焼き芋屋さんに立ち寄ったんだ。それで結構時間を使って遅くなっちゃったんだけど、その後……えっと……」

　警戒されている雰囲気もあるし、一体どんな風に聞き出せばいいか迷うけど……徳川先生と約束した手前、ここはきちんと聞いておかなきゃ。

「学校に戻る途中に、サンシャイン60通りの裏辺りで、玉置さんらしい人を見たんだ」

「っ……」

　僕の言葉を聞いて、明らかに思い当たる節がある表情をする。そうしてまた斜め上へと視線を向けて、多分、自分がどこで見られたのかを想像してるんだと思う。

「後ろ姿だけだったけど、やっぱり玉置さん……だよね？」

「…………はい、恐らく」

　小声で呟いた後、まるで叱られている子どもみたいに俯いた。長い髪がさらりと流れて、表情が完全に隠されてしまう。そのせいで、今玉置さんがどんな感情で話しているのか、理解する術が一つ失われてしまった。

「ああ、別に怒ったりとか、指導したりしてるわけじゃないよ？　ただ、時計を確認したらすごく遅い時間だったから心配になっちゃって……」

　言いながら、腕時計を見ていた徳川先生の横顔を思い出す。そしてその表情に若干の心配が見え隠れしていたことも。何にせよ、玉置さんほど真面目な生徒が、理由もなくあんな時間に出歩いているとは思えない。

「もしも何か理由があるのなら教えて欲しいなーって思ったんだ」

「…………」

「どうかな？」

「……塾です」

　僕の質問を受けて、俯いていた顔を上げる。その表情はもういつも通りの玉置さんだ。さっきみたいなどこか焦ったような、どこか慌てたような雰囲気は微塵もない。

「なるほど、塾かぁ。結構遅くまでやってるの？　受験生だからかな？」

　一応確認したけど、塾ならさすがにあそこまで遅くはならないと思う。受験直前ならともかく、通常時ならあと三十分くらい早くてもいいはずだ。

　しかも玉置さんが電車通学であることを考えると、下手をすれば帰宅時間は日付が変わる頃なんじゃないだろうか？　そんな時間に女子生徒を一人で歩かせるなんて、僕たちはおろか、親御さんだって心配するはず……。仮に最寄り駅までご両親がお迎えに来ているとしても、池袋の街を歩いている間は一人なわけで。『あまりに遅くなった時は僕が駅まで送ろうか？』と提案しかけた時、玉置さんがもう一度口を開いた。

「いえ、いつもは遅くありません。昨日はたまたま、塾が終わった後、自習室で勉強していました。音楽を聴きながら勉強していたら、つい気分が乗ってしまって……気付いたらあんな時間になってしまったんです」

「なるほど。時間を忘れて勉強出来るなんて、さすが玉置さんだよね」

「……馬鹿にしてますか？」

「わわっ、ごめん、そういうつもりじゃないんだ。僕のクラスの子にも見習わせたいなーって思っただけだよ」

　メガネ越しにきつい視線を受けて慌てて謝る。本当にすごいと思って言ったつもりなんだけど……やっぱり玉置さんの中で、僕はいまいち信用されていない……というか、嫌われているらしい。ひしひしと伝わってくるその雰囲気に、心の中で苦笑いすることしか出来ない。

　こういうのは男子校よりも女子校の方が厳しいかもしれない。男子校の生徒は至ってストレートに感情をぶつけてくれていたので、こちらも相手の感情を勘繰る必要なんてなかった。だけど、女子生徒は自分の感情を押し隠そうとする分、こちらが色々と勘繰らなきゃいけない。

　だからと言って、僕に対する不信感や嫌悪感のことを、今、どうこう言っても仕方が無いけれど。

「えーっと、それじゃこういうのはどうかな？　今後、もしも遅くなっちゃった時は僕に電話して。僕、ここから歩いて五分くらいのところに住んでるから、すぐ迎えに行って池袋駅まで送っていけるし……夜にはこの辺りも結構暗くなるでしょ？　そんなところを一人で帰るのって危ないと思うんだ」

　結局のところ、心配なのは変わりないわけで。そういう時、ご近所に住んでいるっていうのは結構強みなわけで。玉置さんにしろ、南野さんにしろ少なくとも自分が顧問している部活の生徒くらいは手助けしてあげたいよね。

　僕の提案を相変わらずな瞳で聞いた後、今度はその視線を逸らしながら玉置さんが呟く。

「別に平気です。今後は遅くならないよう注意しますし、一人で帰れますので」

「本当に？」

「はい」

　即答で返事をした後、もうこちらを向いてはくれない。そしてカバンの中から新しい文庫本を取りだした。表紙を捲り、ページへと視線を落とす。恐らく、これ以上この話題はしたくないという意思表示。

「……ずいぶん素直になったじゃないか。最初からこうして欲しかったんだろ」

　室内に聞こえるのは、南野さんが音読する小声だけ。それ以外には室外からの車の音も、他の部屋の声も、廊下での生徒たちの雑談も、何も聞こえてこない。

　こんなに近くにいるというのに、僕との間に完全な壁を作ってしまった玉置さんに掛ける言葉が見つからない。今の話が本当なのかどうか、それを判断する材料も僕は持ち合わせていない。

（本当……なのかな？）

　新しい文庫本のページをまたもや早いスピードで捲っていく玉置さんを見る。生徒を疑うのは良くないと思うけど、今の感じは何か隠しているような、言いたくないような、そんな雰囲気だった。

　成績優秀で、生徒会副会長で、人望も厚くて礼儀正しい。そんな完璧すぎるほど完璧な玉置さんが見せた、ほんの少しの違和感。色々と良くない想像が浮かぶけど、どうかどれも的外れであって欲しい。そう願いながら、今日の部活はゆっくりと、静かに進んでいった。







「ただいまー」

　玄関を開けると同時に帰宅の挨拶。途端、廊下の奥、リビングの方からドタバタと大きな音が聞こえてくる。多分、くつろいでいた葉月が慌ててその辺りを片付けている音。

　どうやら今日は居眠りしていないらしい。多少は疲れが取れているといいけど……。

　靴を脱ぐのに手間取っている振りをしながら、少しだけ時間を稼ぐ。そろそろ片付け終わった頃だろうか。頃合いを見計らってリビングへの廊下を進み、またもやドアを開けながら

「葉月、今帰ったよ」

「おかえりなさい」

　いつものソファに座ったまま、葉月が視線をこちらへと向けてきた。傍らには昨日読みかけていた雑誌が置かれている。テーブルの上は一応片付いているけど、ソファの横に大きく膨らんだコンビニの袋が一つ。ゴミをまとめて口を縛ってあるらしい。透けて見える中身から、たった今までスナックのお菓子を食べていたことがわかった。

「どうかした？」

「あ、ううん」

　つい視線を向けてしまうけど、せっかく綺麗にしたんだから、その袋を見つめるのは可哀想だ。いつもだったら『ご飯前にお菓子なんて……』と言ってしまいそうだけど、きっと水泳部の練習でお腹が減っているんだと思う。

　そんな僕の様子に気付いたのか気付かないのか、葉月が流れるような仕草で立ち上がり、さりげなくコンビニの袋をキッチンのゴミ箱へと入れる。そして冷蔵庫を開けながら背中越しに

「アイスコーヒーでいい？」

「ありがとう」

　僕の返事を聞いて、冷やしたボトルコーヒーを取り出す。これも僕らの間ではわりとよくある光景。帰宅した僕がスーツを脱いでいる間に葉月が飲み物を入れてくれる。そういうところ、我が妹ながら気が利くなぁなんて思う。その間に自室へ戻って、手早く私服へと着替えた。

　リビングへ戻ると、テーブルの上にはアイスコーヒーのグラスが二つ。ステンレスで出来た真空断熱タンブラーだ。氷もミルクも入って、ストローまで付けたそのグラスを前に、さっきと同じく葉月がソファで脚を伸ばしている。

「今日の学校はどうだった？」

「うん、普通」

　伸ばした脚を少しだけばたつかせながらそんな返事。担任からする質問としては可笑しいかもしれないけど、兄からの質問としては、まぁ、普通だよね。

「んー、帰宅後のアイスコーヒーは最高だよねー」

　言葉通り、少しだけ乾燥した部屋の中で飲むアイスコーヒーは格別。そうしてストローを咥えたまま、さっきからなぜか微妙に静かな葉月の様子を伺う。両手を上に上げてちょっと伸びをしてみたり、自分の太ももからふくらはぎの辺りを揉んでみたり。葉月が無言でこういう仕草をする時は、大抵、僕に何か言いたいことがある時だ。

（聞いた方がいいのかな？）

　でも大切な話だったら自分から言いたいかもしれないし……。恐らく部活の話題かな、なんて予想を付けていると、

「……あのねお兄ちゃん」

　満を持してというか、致し方なくというか、視線を自分の脚に向けたまま、葉月が呟く。自分の膝に触れるように伸ばした両手の指先が、微かにもじもじと触れ合っている。この様子だと、部活のことじゃなくてお小遣いのことかも。

「どうしたの？」

「うん」

　日頃、葉月にはたくさん我慢もさせているし、どうしても欲しい物だったら買ってあげよう。もしかしたらこの頃読んでいた雑誌で見つけたアイテムかもしれない。そう思って、ソファの上に置かれたままのファッション誌へと視線を向ける。未だ自分の脚へと視線を向けている葉月は、そんな僕の仕草に気付かず、

「ちょっと……お兄ちゃんに聞きたいことがあるの」

「聞きたいこと？」

「うん」

　想像と違う言葉を受けて、つい聞き返してしまった。振り向いた僕を見ることなく、葉月の視線は自分の脚。そうして両手の指先をもじもじもじ。それどころか、伸ばした両足の親指同士も触れ合わせている。何となく恥ずかしがっているような雰囲気は伝わってくるけれど、何を聞きたいのかは全く想像が付かない。

「今日ね、学校で……その……」

　言いかけたまま、途中で何度も言葉が詰まる。その間も両手両足の指はもじもじのまま。こういう場合は先を急がない方がいい。そのつもりで、若干気まずい静かな時間を過ごしていると、意を決したように葉月が顔を上げた。

「学校でね……お兄ちゃんが誘い受けだって聞いたんだけど、どういうこと？」

「え？　俺が？　なに？」

「～～っ！　誘い受け！　本当なの!?」

　声にならない声を上げたかと思うと静かな雰囲気から一転、いつも通りの声音に戻る。思い切って口にしたからか、もしくは僕の答えが気に入らなかったのか、見る見る紅潮していく葉月の頬。でも言っている意味がちょっとよくわからない。

「誘い……？」

「誘い受けよ！　さ・そ・い・う・け！　どうなの!?　お兄ちゃんが誘ってたって、遥ちゃんから聞いたんだけど！」

「誘い受け……？　んー……あー、あれね！　うん、そうだよ」

「んなっ!?」

「え？」

「…………」

　僕の言葉を聞いて、葉月が両目を見開いたまま固まった。半開きになった唇が微かに震えている。

「あの……葉月？　どうしたの？」

「あ、あああ……」

「葉月？　葉月ー？」

「いやああぁっ！」

「わわっ！」

　心配して声をかけた僕から目を背けて、両手で顔を覆ってしまった。さっきまで伸ばしていた脚もぎゅっと曲げて、ソファの上で縮こまる。そのままいやいやをするように何度も首を振った。

「つ、ついにそんなことにまでっ……」

「何言ってるの葉月。ちょっと落ち着いて」

「実の兄が誘い受けだって認めたっていうのに、落ち着いてられる妹がどこの世界にいるっていうのよ!?」

　顔を覆っていた両手を外してくれたと思ったら、今度はきつい瞳で睨まれた。何故だかわからないけど、ちょっとだけ潤んでいる。この瞳、さっきの玉置さんに似てるなぁと思いつつ、

「いや、その……言ってる意味がわからないんだけど……」

「私の方が意味わかんない！」

「待って。南野さんから聞いたんだよね？　誘い受けのこと」

「なっ、なに意味深な言い方してんの!?　気持ち悪い！」

「いやだからさ、確かに俺は誘い受けだったけど……」

「んなっ!?　や、やっぱりっ！」

　うっすらと涙を浮かべた両目を大きく見開いて、まるでこの世の終わりみたいな表情。一体、葉月が何を思ってこんな顔をしているのか皆目見当が付かない。慌てる僕を前に、葉月の視線がゆっくりと床へ落ちていく。

「いつか……いつか昔のお兄ちゃんに戻ってくれるって……本気で信じてた……。きっと、お兄ちゃんは勘違いしてるだけなんだって……。私……馬鹿みたい……」

「ははは、本当に馬鹿だなー葉月。勘違いも何も、俺、自分から誘い受けを選んだんだよ？」

「いやあぁっ！　何度も言わないで！　お兄ちゃんの口からその単語が出てくるとぞわーってするっ！」

「そんな無茶な。今は誘い受けの話をしてるんでしょ？」

「むきーっ!!」

　一際大きな声で叫んだかと思うと、ストローも使わずにアイスコーヒーをごくごくと飲む。

「はぁ……はぁ……お、落ち着きなさい。落ち着くのよ、私……」

　タンブラーを勢いよくテーブルに置いたら、今度は独り言を呟く。自分の胸へ片手を添えて、ゆっくりと呼吸を整えているみたい。葉月ってば、どうしてこんなにテンションが上がってるんだろう？

「ま、まぁ、いいわ。どうせ私、お兄ちゃんのことなんか知らないんだから」

「ちょっとそんな言い方は……」

「知らないったら知らないの！」

　子どもの頃みたいに唇を尖らせて拗ねた顔。ちょっと可愛くて微笑ましいなって思ったけど、ここで笑っちゃったら、また怒らせちゃいそうだ。

　その拗ねた顔のまま、葉月はもう一口、今度はストローからアイスコーヒーを飲んで、

「でもね、これだけは言わせてもらうわ。誘い受けでも何でもいいけど、勤務中、見回りの時に何かするのは最低！」

「えー、だって見回りの時にしか会えないでしょ？」

「っ……た、確かに徳川先生は特進クラスだから忙しいかもしれないけど……でもっ！　見回りの時だって勤務中は勤務中でしょ!?」

「徳川先生？　南野さんの焼き芋屋さんのことじゃないの？」

「……え？」

　僕の言葉を聞いて、またもや葉月が固まる。それから難しい顔や怒った顔、拗ねた顔、焦った顔、恥ずかしそうな顔など、一通り僕が知っている表情をたくさん見せた後、一つだけ咳払いをして、いつもの表情へと戻った。

「こ、こほん。えーっと……お兄ちゃん、誘い受けの意味、知ってる？」

「意味はよくわからないけど、焼き芋の刻印のことでしょ？　昨日ね、南野さんに押してもらったんだんだ。たくさん刻印があったから、どうせならその中の一つを自分で選ぼうと思って」

「寄りによって何で誘い受けを……」

「……ダメだった？」

「勘違いするには十分すぎるくらい、お兄ちゃんにぴったりの言葉よ……」

「あはは、じゃ、ちょうど良かったね！」

「良くない！」

「えー、どうしてー？」

「どうしても！」

　僕にぴったりなら、やっぱり選んで正解だったと思うんだけど。目の前でがっくりと肩を落とす葉月を見つめながら、そんなことを考える。とはいえ、何故だか不思議と、もうお怒りは収まったらしい。

「じゃ、つまりあれね。昨日は遥ちゃんのホモイモ……焼き芋屋さんで、ただその刻印を押してもらっただけなのね？」

「そうだよ。徳川先生も一緒だったけど、確か先生は攻めって刻印を押してもらってたかも」

「あー、まー、そうでしょうね」

「ねぇ、葉月。あの言葉に何か意味があるの？」

「お兄ちゃんは知らなくていい！」

「そっか」

　そう言われると、僕としてはもう聞く手立てがない。これは葉月が年頃になるにつれて、僕もそれなりに気を遣うようになった結果だ。つまり、葉月には葉月で、女の子だけの世界があったりするわけで。その女子同士の世界に足を踏み入れるのは、やっぱり兄としても避けてあげたいわけで。

　何にせよ、葉月がもう怒ってないなら、それだけで十分だ。

「はぁぁ……安心した……」

　小声で呟きながら、またアイスコーヒーを飲む。ちょうど飲み干したのか、最後にずずずっと小さな音が響いた。空のタンブラーの中で氷が揺れる。

「安心したらお腹空いちゃった」

「うん、俺もいい感じに空いてる。夕ご飯、何がいい？」

「私は何でもいいけど……」

「うーん……だったらさ、久しぶりに今日はイケフクローでどう？」

「賛成！　五分で支度する！」

　僕の提案を聞いて、即決で笑顔の返事。そうして兄妹揃って外出の準備をする。でも葉月、さっきスナック菓子を食べたばかりなのに大丈夫かな。イケフクローの料理、どれもボリュームあるんだけど……。







「このピラフ美味しい！　マヨネーズがすごく合ってます！」

「んふふ、それ、自家製のマヨネーズなのよ。葉月ちゃん、育ち盛りなんだからたくさん食べてね」

「はいっ！　んーっ、本当に美味しい！」

　イケコママが作ってくれた一品目、新作メニューのピラフを食べながら、葉月が幸せそうな声を上げる。男の僕から見ても相当なボリューム。それを大きめのスプーンでぱくぱくと食べていく辺りは、やっぱり育ち盛りなんだろう。そんな葉月を嬉しそうに見つめつつ、イケコママが僕へと話しかけてきた。

「それにしても久しぶりじゃない？　うーちゃん、忙しかったの？」

「いやー、実はね、無事に新しい職場が決まって」

「まぁ、どこどこ？　ちょっとあなた、もしかしてまた男子校じゃないでしょうね？」

「違うよー、今度は女子校」

「あらそう、ふーん」

　わざと興味がない振りなのか、本当に興味が無いのか、僕の返事を聞いてそっぽを向いたままタバコを吹かす。

　ここ『イケフクロー』は俗に言うオカマバーだ。店内は狭く、カウンター席が六つとテーブル席が三つだけ。幸いにもお客は僕ら二人しかいない。僕らはあまり遅い時間に来たことがないから知らないけど、夜にはいつも満席になるほどの人気らしい。

「イケコさん、女子校って言っても、うちなんですよ」

「え？　桜乃宮？」

「そうなんです。しかも私のクラスの担任。ひどいですよね」

「あらー、ちょっとそれ大丈夫？　色々と問題なんじゃないの？」

「あはは、その辺りは理事長も認めてくれてるから」

「私立ってすごいわね」

　裏表のない性格で会話をしつつ、タバコを吹かしながらお酒を飲んで、同時に料理まで作っているのが、このバーのママ、イケコさんだ。僕はいつもイケコママって呼んでる。実は僕らの両親の同級生だから、僕らとも結構長い付き合いだ。

　元々は純和風な料亭で確かな腕を振るっていたんだけど、何をどうしたのか、突然、この道に目覚めてしまったらしい。それからはこのお店を構えて、ママとして切り盛りしている。年々大きくなっていくお腹は、今ではもうカウンターの向こうが窮屈そうなほど。

「それで、うーちゃん。桜乃宮にはもう慣れたの？」

　葉月も含めて三人で話せる話題だとわかったからか、イケコママがすぐに話題に乗ってくれる。大きなお腹を揺らしながら、自分用に入れていた薄めのジントニックを一口飲んだ。

「うん、みんないい人ばかりで毎日感謝してるよ。理事長も校長も、他の先生方も」

「良かったじゃない。あなた、そういうところは運が良いわよね」

　言いながらタイミングを見計らって特製サラダを取り出す。梅味のドレッシングを使った，僕も葉月も大好きなサラダだ。そのサラダボウルにフォークを突き刺しながら、

「でもお兄ちゃんたらひどいんですよ。いきなりみんなの前で自分はゲイなんだって言っちゃって。まぁ、お兄ちゃんがお兄ちゃんだって言うことは内緒にしてますけど……」

「まぁ、ひどいわね。うーちゃん、ちょっとは考えてあげなさいよ」

「何を考えるっていうの？　俺、教師なんだから隠し事は出来ないでしょ？」

「それはそうだけど。いくら兄妹だってことが内緒でも、葉月ちゃんは内心、気が気じゃないでしょ？」

「そうですよ。おかげでゲイとか同性愛とかの話を聞くだけでもモヤモヤしちゃって」

「ちょっとちょっと！　オカマバーに来といてよくそんな口がきけるわね」

　いつも通りなイケコママの突っ込みに笑いながら、食事を進めていく。イケコママは僕らのことを子どもの頃から知っているだけあって、好みの味付けまで完璧だ。次いで出てきたゴーヤチャンプルーに箸を伸ばしていると、

「でもうーちゃん良かったわね。カミングアウトしても平気だったってことでしょ？」

　しみじみと言ってくれたのは、前の職場のことを知っているからだ。

　僕みたいな人がありのままで過ごすということ。それがどれほど難しいことなのか、正直、僕も多少はわかっているつもりだ。でも僕以上に人生経験が豊富なイケコママは、僕以上にそのことの尊さを知っているんだと思う。

「うん。これも理事長をはじめ、みなさんのおかげ。俺、本当に恵まれてるよね」

「そう思えるうーちゃんだからこそ、恵まれた現状があるのよ」

　真面目なトーンで言いながら、また一口ジントニックを飲む。僕くらいの年齢になると、こういう言葉を掛けてくれる人も少なくなってくる。だからもちろん、僕はイケコママにも感謝しっぱなしだ。

「そうそう、恵まれていると言えば。俺、桜乃宮に入ってすごくびっくりしたことがあるんだ」

「なになに？　どうしたの？」

「なんとなんと！　トシちゃんみたいな先生がいるんだよ！　その名もずばり、徳川先生って言うの！　めちゃくちゃ格好良いんだ」

「ちょっと待って。詳しく聞かせなさい」

　格好良いって辺りに食いついたのか、イケコママがぐいっと身体を前に出してくる。ちょっとだけお腹が苦しそうだから、手早く説明することにしよう。徳川先生との出会いから、名前を聞いたいきさつ、一緒に見回りをしたことなど……。話している間、ずっと隣から葉月に睨まれている気がしたけど、それはこの際気にしない。

　僕が一通り話し終えると、すぐにイケコママが葉月の方を振り向いた。

「ちょっと葉月ちゃん！　うちに連れてくるならゲイじゃなくて徳川ちゃんにしてよ、もーっ！　若いし、格好良いし、頭も良いし、お金持ちだし、若いし、若いし、若いし！　全部揃ってるじゃないその人。あー、あたし、今の話だけで恋できるわ。本気で紹介して」

「無茶言わないでください。保護者同伴じゃないとこういうお店には来られないんですから」

「まぁ、ケチな校則ね！」

　言いながら次のタバコに火を付ける。すぱーっと煙を吐き出した後、今度は僕の方へ向いた。

「で、その人に惚れたの？」

「んなっ!?」

　ストレートな質問に葉月の方が先に反応する。本人は声を絞ったつもりだろうけど、僕もイケコママもつい振り向いてしまうほどのボリュームだ。

「あはは、そういうのじゃないよ、ママ。知ってるでしょ？　俺がびんびんの徳川先生に憧れてること。だからなんて言うか……好きって言うより、憧れに近いかな。あんな先生になりたいなーって」

「んもう！　それが好きに変わるのよ！」

「えー、そうかなー」

「そうよ！　あたしの経験上、間違いないんだから！」

「ちょ、ちょっとイケコさん、変なこと吹き込まないでください！」

「あらごめんなさい。あたし、つい熱くなっちゃったわ」

　葉月に言われてぺろりと舌を出す。そのままもう一口タバコの煙を吐き出した。

「確かに葉月ちゃんにとっちゃ気持ち悪い話よね。自分の学校の先生同士が付き合うとか付き合わないとか」

「男女なら別に気持ち悪くはないんですけどね」

「葉月、それは偏見だよー」

「ふん！」

　鼻を鳴らしたかと思うと、残りのゴーヤチャンプルーを一人で全部食べてしまった。昔はピーマンでさえ苦いって言ってたのに、いつの間にかゴーヤまで食べられるようになったんだなぁとしみじみ感じたり。

　そんな葉月の態度に気を回してくれたのか、イケコママがまた次の話題を振ってくれる。

「そのイケメン徳川ちゃんのことは置いといて。仕事の方はどうなの？　前と同じ感じ？　男子校と女子校じゃずいぶん違うでしょう？」

　さりげなく葉月の方へオムレツを差し出しながら、僕へと聞いてくる。ふわっふわでとろっとろなオムレツはイケコママ自慢の一品だ。

「うーん、そうだね。生徒の感じは全然違うかも……。あ、そうそう、俺ね、また部活の顧問やってるんだけど、どうも部長に嫌われちゃったみたいで」

「えぇーっ！　玉置先輩にっ!?」

「なになに？　葉月ちゃんも知ってる子なの？」

「あはは、その子、副会長もやってるし、結構有名な子なんだ。第一印象はすごく良かったんだけど、それ以降、何だか冷たくされちゃって」

「お兄ちゃん、一体何したのよ!?」

　僕の言葉に重ねるようにして言葉を発した後、すぐにオムレツを口に入れる。話題が気になるのか、オムレツが気になるのか、どちらか片方にすればいいのに……なんて、つい苦笑してしまった。

「俺は何もしてないよ。強いて言うなら……ゲイってカミングアウトしたことかなぁ。その後から態度が変わっちゃったし……」

「それは関係ないんじゃない？　この間言った通り、玉置先輩ってすごく優しいし、そういうのに偏見とか持つ人じゃないし……」

「あら、でも意外とわからないものよ？　その子、実は潔癖とかじゃなくて？」

「俺が接した感じだとそんな風には思わなかったけどなぁ」

「そうよ。玉置先輩、みんなの憧れなんだから。もしも嫌われてるって感じるなら、お兄ちゃんが何かした証拠よ。一体何したのよ、思い出しなさい」

「葉月ちゃん、相変わらず厳しいわね」

「うーん……」

　葉月に詰め寄られつつ、一応、唸ってみるものの……やっぱり他に心当たりはない。もしかしたら、昨日の夜、帰りが遅かったこととか、今日の部活で何か隠し事をしている風だったことと関係しているのかも。だけどさすがにそのことをここで話すわけにはいかないよね。

　さっき部活の時にも思い描いた幾つかの『当たって欲しくない予想』が脳裏に浮かんで、一人で小さく首を振る。僕とは違う『女の子としての十代』を送っている玉置さん。せめてその生活の一欠片だけでも理解出来るといいんだけど……。

（というより、理解出来なきゃいけないんだよね。教師なんだから）

　自分に言い聞かせるように頷きつつ、イケコママが入れてくれたカシスソーダを飲む。薄めの甘い味が広がって、何故だか少しだけ心が落ち着く気がした。そんな僕の様子に気付いたのか、イケコママが笑顔で口を開く。

「心配しなくても大丈夫よ、うーちゃん。その年頃の女の子ってコロコロと気分が変わる、一番難しい時期なんだから」

「イケコママにもそういう時期があったの？」

「あるわけないでしょ。あたし男よ」

「そっかー」

　そんな会話をして二人で笑い合う。イケコママ流の励まし術に乗っかって、隣の葉月を一緒に見る。一人でオムレツを全て食べ終えて幸せそうな表情だ。

「え？　なに？　二人ともどうしたの？」

「葉月ちゃんも難しいお年頃よねぇ」

「えぇっ、やめてくださいよ。私、至って普通じゃないですか」

「そんなことないよ。理事長もそういう年頃だって言ってたし」

「ちょっとなに勝手に人のこと話してるのよっ!?　しかも理事長先生と！」

　幸せ顔から一転、今度は不機嫌そうに膨れる。やっぱり難しい年頃みたい。そんな風に表情がコロコロと変わる葉月を可愛いと思ってしまうのは、僕もイケコママも同じだ。だけど口に出すとますます怒るのでそれは内緒。こういう時、大人はちょっとだけずる賢い。

「まぁまぁ、いいじゃない。あたしもうーちゃんも羨ましいのよ。葉月ちゃんが過ごしている『女の十代』が」

「イケコさんはともかく、お兄ちゃんがそんなこと思ってたら気持ち悪いだけです！」

「ひどいなぁ葉月」

「なによ!?」

　羨ましいかどうかはともかく、理解したいとは思っているのに……。

　そんな僕の気持ちに気付くはずもなく、大きめのグラスに入れてもらっていたウーロン茶を飲み干しながら、葉月が言葉を続ける。

「大体、十代なんて男性も女性も大した差はありませんよ。みんな勉強、みんな受験。それだけです」

「まぁー、女子校って殺伐としてるのね」

「だよねー」

「二人とも何なのもうっ！」

　中学の頃から女子校なので、葉月が恋愛とかそういう方面に疎いのは何となく気付いていたけど。年頃の女の子がこんな感覚で良いのかなと思いつつ、でもまぁ、それはそれで安心だよね、なんて考えて、どこまでも葉月を子ども扱いしている自分が可笑しくなる。年の離れた妹とはいえ、もう十代も後半だって言うのに。

「お兄ちゃん！　なに笑ってるの!?」

「あはは、ごめんごめん。受験だよね。まぁ、確かに俺もそうだったし、葉月の担任としては緊迫感持ってくれてた方が嬉しいね」

「こういう時だけ先生顔」

　ぷくっと頬を膨らませながら、自分で注いだ新しいウーロン茶を一口。

　お腹いっぱい幸せいっぱいな雰囲気の葉月を見て、イケコママがすかさずデザートの杏仁豆腐を取り出してくれる。

「んふふ、葉月ちゃん。お兄ちゃんと先生が一緒だなんていいじゃない。その分、うーちゃんも葉月ちゃんの将来を真剣に考えてくれてるわよ」

「そうでしょうか？」

「そうよ。ねぇ、うーちゃん」

「うーん、葉月の将来かぁ。確かに気にはなるけど、実際のところ、俺、今はそんなに心配じゃないんだ。だって葉月、俺が高校生の頃より全然成績いいし、桜乃宮でもトップクラスだし」

　担任という立場上、受け持っている生徒の成績は細かい部分まで全て知ることが出来る。そこから推測する葉月の学力レベルは全国でも間違いなく最上位クラスだ。このままいけば、国立私立を問わず、この国で一二を争う大学にだって十分受かると思う。

「葉月ちゃん、そんなに頭がいいの？　だったら勉強とか受験のことばかり考えなくてもいいんじゃない？」

「ダメですよ。今はついていけてますけど、これからも成績を維持出来るかどうかは不安ですし……」

「へぇ、葉月、そんなこと考えてたんだ？　俺、全然余裕なのかと思ってた」

「違うわよ！　こう見えて私だって色々考えてるんだから。来年にはどこか塾にも通いたいし、今年からは夏期講習とかだって受けてみたいし……」

「まぁ、真面目な子！　うーちゃん、いい妹持ったわねぇ」

「だよねー」

「真剣に言ってるの！」

　杏仁豆腐を食べ終えて、スプーンを咥えたままの抗議顔。

　僕が葉月と同じ年の頃は部活一辺倒で、勉強のことなんてほとんど考えてなかったかも。まぁ、それはいつも一緒に遊んでいた拓海の影響も大きいとは思うけど。今思えば、葉月よりも子どもで、葉月よりも楽観的だったと思う。そういう意味では、やっぱり男の子の十代と女の子の十代は大きく違うのかもしれない。

「何にせよ、俺は葉月のやりたいようにやって欲しいって思ってるよ。まぁ、父さんや母さんも同じ気持ちだと思うから、やりたいようにやりなよ」

「うん、頑張って勉強する」

「んふ、そんな真面目な葉月ちゃんに……はい、お代わり」

「わぁ、ありがとうございます！　もう一つ食べたかったんです！」

　お代わりにちょっと大きめな杏仁豆腐をもらって、また嬉しそうにスプーンですくう。受験のことを考えていると言っても、今はまだ杏仁豆腐の方が大切みたい。

　そういう葉月の表情を微笑ましく思いつつ、夕食を終えた僕たちは店内が混み合うよりも前にイケフクローを後にした。







第七章　霧雨心地の心配事




「この部分、大切だよ。しっかり読んでないとこんがらがってくるから注意してね」

　授業中、少し難しい内容のお話を解説しながら、重要なポイントを黒板へと書いていく。もちろん今日もオリジナルキャラクター付きだ。この間、五十嵐さんからもらったカラフルなチョークをフル活用しながら、昨夜考えた新しいキャラたちを散りばめていく。

　難しい部分を解説する時ほど、少し気が抜けるくらいの方がちょうどいい。そんな考えから作り出した一番シュールなキャラクター『まぐろきゅうり』を描いたところ

「うわぁ、変な顔ー」「先生、すごい、才能あるかも！」「私、そのキャラ好きです！」

「あはは、ありがとう。このキャラはねー、先生が好きなお寿司、トロとカッパ巻きから考えました」

　キャラの由来を話すと、またもや黄色い声が上がる。

　『ノートが賑やかになって勉強が楽しくなります』とか『他の教科のノートにも描いてます』とか。単なる落書きなんだけど、単なる落書き以上の何かを生み出している気がして、これはちょっと嬉しいかも。

「またたくさん考えておくね。みんなも何かアイデアがあったら教えてくれると嬉しいです」

「「「はーい！」」」

　クラス一丸となったような返事を受けて、教師冥利に尽きるなぁなんて考えたり。どんな形であれ、みんなが仲良くなるのはいいことだよね。

「ふん！」

　そんな仲良しなクラスの輪の中、一人だけ複雑な心境っぽい視線で僕を睨んでくる葉月。昨日の夜、勉強や受験のことを考えてるって言ってたし、僕がちょっとふざけてるっぽい感じが気に入らないのかもしれない。楽しく勉強した方が絶対身につくのに。

「はーい、この慣用句、意味を真逆に勘違いしやすいから注意してね。大急ぎで駆けつけるって意味だよー。僕『お代わり杏仁』だよー」

「なにそれ可愛い！」「なんで杏仁豆腐!?」「しかもお代わり！」

　これまた昨日の夜に考えた杏仁豆腐のキャラクターを描くと、クラス中から反応が返ってくる。もちろん、イケフクローで葉月が喜んでいた杏仁豆腐をモチーフにしてみたんだけど……。

「ぐぬぬ……！」

（さっきより険しい顔！　喜んでくれると思ったのに！）







「いやー、本当に難しい年頃だよね」

　授業の後、廊下を歩きながら独り言をぼそり。他の子はみんな気に入ってくれたのに、葉月は何が気に入らないんだろう？

　年頃的に難しいのか、葉月だからこそ難しいのか。

　教師としてみれば大勢のクラスメイトが喜んでくれるのは嬉しいけど、兄としてみれば、やっぱり葉月に喜んでもらいたいわけで。

「亀しかないかなぁ」

　葉月が好きな動物を思い浮かべてまたまたぼそり。葉月は子どもの頃からずっと亀が好きだった。理由は何となくわかってるんだけど、本人に直接聞いたわけじゃないから自信はない。でも水族館なんかに行くと必ず亀のグッズを買うし、部屋の中は結構な量の亀グッズで溢れている。

（だからきっと亀のキャラなら……）

　『亀猫』とかどうだろう？　うーん、いまいちイメージが湧かない。猫の方が強くなっちゃいそう。

　『亀林檎』とか？　甲羅が林檎なの。真っ赤な亀なんて色味的にも結構可愛いかも。うん、これはいけそう。

（かめりんご、かめりんご）

　思いついたキャラクターの名前を頭の中で繰り返しつつ、イメージを固めていく。そうやって、何となく浮き浮きしながら廊下を歩いていると、

（あっ！　徳川先生っ！）

　廊下の角を曲がったところで、相変わらずビシッとした姿の徳川先生を発見。ちょうど授業を終えて、教室から出てきたところみたい。教科書やノート、まとめたプリントの束を右手に持って、軽く上げた左手の腕時計を確認する。いつも通り、様になる仕草。僕の位置からだと時計のブランドまではわからないけど、細い手首に上品な黒いベルトが似合っている。

　次いで先生が出てきた教室のプレートを確認すると、そこは三年生の特進クラス。きっとすごくハイレベルな授業をした後なんだと思う。

（職員室まで一緒に行ってくれるかな？）

　あんまり急いでいる雰囲気じゃなさそうだし、声を掛けてみよう。三年生の特進クラスってどんな感じなのか気になるし……。そんなことを考えながら先生へ近づいていると、

「玉置、ちょっといいか」

「え？　あ、はい。大丈夫です」

（玉置さん？）

　急いでいるように見えなかったのは、クラスから出てくる玉置さんを待っていたかららしい。

　玉置さんに声を掛けて呼び止めると、他の生徒の通行を邪魔しないよう、二人で窓際へと移動する。柔らかな春の日差しが窓越しに差し込んで、二人の髪を艶々と輝かせた。

「なんでしょうか？」

「いや、ちょっと聞きたいんだが」

　別に盗み聞きする気はないんだけど、僕の場所へと二人の会話が聞こえてくる。申し訳ないと思いつつ、少しだけ足を止めた。天文部顧問として、気にならないわけがない。二人はそんな僕に気付かず、会話を続けていく。右手に持っていたプリントの束を見せながら、徳川先生が聞いた。

「このテスト、そんなに難しかったか？」

「あ……」

　徳川先生の質問を受けて、玉置さんの表情が曇る。それは僕から見てもわかるくらい、ばつが悪いというより、狼狽えているといった方が正しいくらいの表情。それだけでテストの出来が悪かったであろうことは容易に想像できた。その表情を隠すように静かに顔を背けながら、玉置さんにしては珍しく歯切れの悪い感じで答える。

「いえ……ちょっと調子が悪くて……」

「……そうか、だったらいいんだが。大事な時期だ。何かあったら言いなさい。次は集中するんだぞ」

「はい。すみません、失礼します」

　顔を背けたまま呟いたかと思うと、くるりと背中を向けて立ち去ってしまった。後ろ姿を見送る徳川先生もどこか腑に落ちない様子だ。

「徳川先生ー！　今のって……」

「ああ、大葉先生。ええ、玉置ですよ」

　言いながら、もう廊下の遙か向こうを歩いている玉置さんへと再度視線を向ける。その後ろ姿はいつも通り凛としているけど……。

「玉置さん、どうかしたんですか？」

「いや、ここのところ成績が芳しくないんです」

「え？　だって玉置さんってすごく成績がいいはずじゃ……」

「ええ、ついこの間まではそうだったんですが、最近、日に日に集中力が無くなっている感じで。以前は解けていた問題まで解けなくなっている始末で」

　並んで歩きながら、さっき玉置さんに示していたプリントの束を僕にも見せてくれる。どうやらそれは物理のものらしい。

「このテストだって、今までの玉置なら余裕で解けていたはずなんです」

「悪かったんですか？」

「まだ採点していないのではっきりとは言えませんが、ざっと見た感じではほぼ０点ですね」

「そんなに？　何か勘違いとかじゃないんですか？」

「私もそう思ったから、本人に直接聞いたんです。まぁ、調子が悪かっただけと一蹴されましたが」

　廊下の先を見つめながら淡々と話すけど、その横顔には若干のやるせなさが宿る。

　こういう時、僕たち教師はその生徒の問題にどこまで踏み込んでいいのか、その判断が難しい。成績が落ちる理由は生徒一人一人違って、その一つ一つ違う理由のうち、教師が踏み込むべき場所と踏み込むべきでない場所が同じくらいの割合で存在している。

　万が一誤って、踏み込むべきでない場所に踏み込んでしまったら、昨今では大問題になってしまうことだってある。だからこそ、こういう時は何よりも慎重に行動しなきゃいけない。

　男子生徒しか知らない僕でもそう思うんだから、長いこと女子生徒を相手にしてきた徳川先生だったら尚更だ。

「……ひとまず様子を見てみますよ。受験まではまだ時間もありますから」

　考え込み、言葉を無くしてしまった僕を気遣ってくれたのか、視線は前方に向けたまま、徳川先生が呟いた。その横顔をもう一度確認すると、もうそこにやるせない色はない。あるのは教師然とした、何か決意にも似た真っ直ぐな瞳。

（綺麗な目……）

　心から生徒のことを思っているからこそ宿る光を携えた瞳につい見入ってしまう。すると不意にその横顔が僕の方を振り向いた。

「そういえばこの間の夜のこと、玉置に聞いてくれましたか？」

　視線が交わったのがあまりに突然だったので、思わずドキッとしてしまった。一瞬、何のことを聞かれたのかわからなかったけど、すぐに見回りの夜のことを思い出す。

「ええ、一応聞いてみたんですけど……塾の自習室でお勉強していたとのことでした」

「そうですか……塾……塾か……」

　後半は独り言のように呟きつつ、考え事をするように左手の指先で自分のあごを撫でる。ちらりと見えた腕時計の文字盤にはパテック・フィリップのロゴ。上品な黒革が陽光をきらりと反射する。

（すごい……本当に似合ってる）

　まるで腕時計の方から先生を選んだみたい。ベルトが吸い付くように手首に収まっている様子にまたもや見入ってしまった。

　いつも違う腕時計を着けているところから考えるに、きっと徳川先生の趣味は時計コレクションなんだと思う。それがまたすごくイメージ通りだから……やっぱり格好良いよね。

　僕がそんなことを考えている間に、いつの間にか左手を下ろした徳川先生が言葉を紡いだ。

「そんなに勉強してるのに、なんで成績が落ちるんだ」

　重ねて独り言のように呟かれた言葉を聞いて、昨日、部活の時の玉置さんの様子を思い出した。何か、隠し事というか、言いたくないことがあるような様子だった玉置さん。出来れば黙っていてあげたいけど、教師同士なら大丈夫だよね。

「あの……徳川先生。実は昨日、その話を聞いた時なんですが、玉置さんの様子が少しだけ変だったんです」

「変……とは？」

「なんて言うか、隠し事をしているというか、言いたくないことがあるというか……」

「なるほど……ありがとうございます」

　今の言葉だけで得心がいったのか、頷きながらお礼を言ってくれる。

　成績が落ちている理由は、やっぱり単なる調子の悪さなんかじゃないっぽい。

「なにかあるんでしょうか？」

「断言は出来ませんが、まぁ、十中八九、何か抱えていますね。玉置のようなタイプは抱え込むと深いんですよ」

「わぁ、さすがの洞察力です。僕なんてそういうのに疎くて……」

「大葉先生、前職も教員でしたよね？　今までにこういうことはありませんでしたか？」

「無きにしも非ずだったんですが、前の職場は男子校でしたから、女子のことはあんまり……あ、でも逆に男子のことならよくわかりますよ」

「男子のこと……!?」

「ええ、多感な時期なので色々話も聞きましたし、話以外のことも……」

「待て待て待てっ！」

「ふぇ？」

　親睦を深めるために一緒にボウリングに行ったこととか、クラス全員で釣り堀に行った話なんかをしようとした矢先、徳川先生の顔色が急に変わる。いや、顔色だけじゃない。身体を斜めに向けて、僕から若干の距離を取った。

「どうしました？」

「い、いや、別に……」

「じゃ、お話の続きを……男子生徒って……」

「いい！　話さなくていい！」

「えー、そんなぁ。せっかくだから聞いて欲しいですー。珍しく僕が活躍したお話もあるんですよ？　男子ってですね、女子とは違って面白くて……例えば……」

「っ……うるせぇっ！　この線よりこっちに入ってくるなっつってんだろ！」

　言いながら、僕らの間の空間に指先で線を引く仕草。

　せっかく僕がケンカを止めたお話を聞いてもらおうと思ったのに……。

（でも長くなると大変だもんね）

　テストを回収したばかりだと言っていたから、これからすぐに採点なのかもしれない。だったらお邪魔しちゃ悪いよね。

「それじゃ、そのお話はまた今度ということで」

「え、ええ、すみませんが、そうしてもらえると助かります」

　ほっとしたような表情で前髪をかきあげる。

　お邪魔にならなくて良かった。僕、テンションが上がると空気が読めなくなるタイプだから、もう少し気をつけないと！

「あ、そうだ！」

「今度はなんだっ!?」

「いえ、玉置さんのことなんですが」

「あ、ああ、玉置ですね。どうしました？」

「もう一度、部活の時に僕からお話ししてみます。どちらにしろ、玉置さんとはもう少し仲良くなりたいので……頑張りますね」

「わかりました。よろしくお願いします」

「はいー！」

　こんなこと考えちゃ不謹慎だし、玉置さんに失礼かもしれないけど、何となく、徳川先生との共同作業っぽくて嬉しい。

　玉置さんとも仲良くなりたいし、少しでも徳川先生のお役に立ちたいし、僕、頑張らなきゃ！







　放課後、天文部の部室には僕と玉置さんの二人きり。南野さんからは数学の補習で一時間ほど遅れてくるという報告をもらっている。

（偶然といえば偶然だけど、必然といえば必然かも……）

　玉置さんにはわからない程度に苦笑しつつ、南野さんの数学の成績を思い出す。南野さんには申し訳ないけど、玉置さんと落ち着いて話したかった僕にとっては好都合だ。さっき徳川先生と話した通り、彼女が抱えている物をしっかりと探りたい。

（……とは思ってるんだけど）

「…………」

　当の玉置さんはこちらを見ることもなく、昨日と同じようにただひたすら文庫本に視線を落としている。図書館で借りているらしい本の表紙を見ると、有名な純文学小説。昨日読んでいたのは本格ミステリーだったから、選り好みせずにどんな小説でも読むみたい。理系の女の子なのに読書が好きだなんて、ちょっと素敵だよね。

（いけないいけない。関心してる場合じゃなかった！　せっかく二人きりになれたんだからお話しなきゃ）

　何となく手に取って目を通していた天文雑誌を棚に戻し、さり気なく玉置さんの方を向く。僕が立ち上がったことが気になったのか、ちょうど玉置さんもこちらを見てくれた。目が合ったことを会話の糸口として、それとなく声をかける。

「玉置さん、ちょっといいかな？」

「はい？」

　すぐに文庫本へ視線を戻そうとした玉置さんを制して、向かいにある椅子へと座る。どんなことをどんな感じで話すべきか考えていると、玉置さんが明らかに訝しんだ瞳を向けてくる。結局、玉置さんの方から口を開いてくれた。

「……どうかしましたか？」

「あ、ごめんね、特に話はないんだけど……僕、入ったばかりだからさ。玉置さんのこと、もっと知りたいなって思って。せっかくだから少しお話しようよ」

「……部活に必要なことでしょうか？」

「ダメ？」

「…………別にそういうわけでは……」

　ストレートに聞き返すと、一瞬だけ驚いた表情をした後、視線を逸らしながら小声で呟く。残念ながら嫌われている感じは満載だけど、こういうところの礼儀を曲げないのはやっぱり玉置さんだ。嫌々そうな雰囲気ながら、文庫本に栞を挟んでくれた。

「……で、どういう話をしますか？　私だって先生のこと、全く知りませんけど」

「うーん、そうだね。何のお話がいいかな」

「はぁぁ……」

　思いっきり溜息をつかれたけど、何も話せないよりはいいよね。とはいえ、話題がないとこのまま先に進まないのも事実。そう思って頭を絞った結果、昨日の夜、葉月と話した内容が浮かんだ。

「それじゃこんなお話はどうかな？　実は僕、玉置さんと同じ年代の妹がいるんだ」

「妹さん……ですか？」

　思いも寄らぬ内容だったのか、きょとんとした顔で聞き返される。いつもきりっとしているけど、こういう表情の時はどこか幼い、年齢相応のあどけなさ。

　変な話じゃないと思ったのか、少しだけ興味を持ってくれた様子。その証拠に玉置さんの方から先を促してくれた。

「それで、その妹さんがどうかしましたか？」

「うん、高校生だからさ、やっぱり受験のことを意識してるみたいで。あ、でもまだ二年生なんだけどね。僕としては少し早過ぎるかなぁって思うんだけど」

「受験のことを考えるのに早過ぎるなんてことはありません。とても先生のお言葉とは思えないんですが」

「あー……あはは、ごめんね。僕自身、高校時代から悠長な性格だったからつい……」

　自分の高校時代と重ねて発言してしまった僕に玉置さんが反論する。まさか生徒に叱られることになるなんて思ってなかったけど、この子にだったら叱られても仕方ないかなぁなんて思ったり。こういうところ、僕は教師失格なのかもしれない。

「まぁ、僕の時とは時代も違うもんね。大学の偏差値なんかもたった数年でずいぶん変わるし……」

「はぁ……」

　一体何の話をしたいんだろうといった顔で見つめ返される。そうしてまた、あからさまに怪訝な表情を浮かべられた。慌てて話の軌道修正を試みる。

「だからね、昨日話していた塾のこと、詳しく聞かせてもらってもいいかな？　うち、近所だからさ。玉置さんが通っている塾が良さそうなところだったら、妹にも教えてあげたいなーって思って」

「ああ、そういうことですか」

「うん。教員とはいえ、僕、学外のことに関してはさっぱりだから」

　実際、自分が塾通いをしたことがないので、どんな塾が良い塾なのか見当も付かない。でも昨夜の葉月の様子だと、本当に夏期講習辺りから通いたそうな雰囲気だったし、僕の方でもある程度は調べておいてあげないと。

　そんな気持ちが伝わったのか、玉置さんも真剣な表情で、自分の塾のことを思い浮かべてくれる。

「そうですね、私が通っているところですと、通常の授業とは別に個別指導もあるのが特色ですね。あとは広めの自習室があるので、いつでも勉強出来るところなんかも便利です。妹さんは理系ですか？」

「うん、僕とは違って理系なんだ」

「だったらちょうど良いかもしれません。うち、特に理数系に強い塾なので」

「そうなんだ」

　テーブルに置いた文庫本の上に両手を添えて、小さく頷く玉置さん。そのまま二人の間に少しだけ沈黙が流れた。何を話すか考えていなかったので、なかなか会話が続かない。

「結構大きな塾なのかな？　大人数での授業だったり……」

「そんなことありませんよ。むしろ小さな方だと思います。レベルによるクラス分けなんかもありませんし、クラスの人数だって……」

　言いかけて、ふと玉置さんの言葉が止まる。それから一旦呼吸を整えるようにして、ゆっくりと視線を落とした。その先にはやっぱりテーブルの上に置かれた文庫本。もちろん両手も添えたままだ。何気なく視線を向けたその本は、僕も読んだことのある輪廻転生の長編物語。

「クラスの人数、少ないの？」

「あ……はい、どちらかと言えば。ですので、先生から細かいところも見てもらえますし、友人だってすぐに出来ると思います」

「そっか。実はね、それも心配だったんだ。僕の妹、ちょっと人見知りなところがあるから」

「そうなんですか？」

「うん。あ、でもお友達は多い方だと思うよ？　ただ、最初仲良くなるまでに時間がかかるタイプで……僕とは真逆なんだ」

　言いながら『葉月が聞いたら怒るかな？』なんて考えてしまった。実際、葉月は僕とは真逆のタイプだ。自分で言うのもなんだけど、僕はわりと何事にも突っ込んでいける性格で、ちょっと周りの空気が読めないところもあるけど……逆に葉月は気を利かせすぎるというか、空気を読みすぎるというか……。優しいからこそ、周囲に気を遣いすぎる。そんな性格だ。

　そんな風に心の中で葉月の性格を思い出していると、玉置さんがまた頷きながら、

「でしたら、うちはお薦めですね。塾生に一体感があるというか、アットホームな感じというか……大人しい子でもわりとすんなり打ち解けられますから」

「へぇ、それはいいかも。ちなみに場所ってどの辺りなの？」

「中池袋公園の近くですよ。ですから、学校から歩いても十分くらいです」

「おお、ますますいいね！　あの辺りだったら夜もそんなに寂しくないし、女の子にも危なくないね」

　うんうんと頷く僕へ『そうですね』と相づちをくれる。話を聞けば聞くほど、葉月に合っているような気がしてきた。合う合わないはあると思うけど、一応、葉月にも教えてあげよう。

「ありがとう玉置さん。妹にもプッシュしてみるね」

「はい。ネットで検索すればサイトもあるので、確認して頂けると」

　そう言って塾の名前を教えてくれた。そこでお話は打ち切られて、玉置さんはまた輪廻転生の長編へと戻る。そんな彼女を何となく見つめる僕。

　徳川先生は何か抱えているって言っていたけど……残念ながら今のお話だけじゃ、僕には何も掴めなかった。

（でもそんなに良い塾なら、どうして成績が下がっちゃったりするんだろう？）

　やっぱり何かを抱えていることは間違いないわけで。目の前で読書に励む女の子が抱えている物一つ理解出来ない自分にやきもきしながら、南野さんがやってくるまで静かな部活の時間が流れていった。




「ただいまー」

　昨日と同じように玄関から帰宅の挨拶。でも昨日とは違ってリビングからは何も聞こえてこない。電気は点いているようなので、外出しているってことはないと思うけど……。

「葉月ー、帰ったよー」

　もしも居眠りしていたら可哀想だと思い、扉のこちらから小声で声をかける。それから意識してゆっくりとリビングへ入った。

「っ……お兄ちゃん、おかえりなさい！」

「あ、葉月いたんだ。ごめん、もしかして起こしちゃった？」

「う、ううん、ちょっとボーッとしてただけ。平気よ」

　言いながら、慌ててソファから身体を起こす。飲みかけのアイスコーヒーに読みかけの雑誌。それがそのままになっているということは、やっぱり居眠りしていたんだと思う。よく見ると、まだどこか眠たそうな、夢見心地な瞳だ。

　そんな葉月は急いで雑誌を片付けながら、

「アイスコーヒーでいいわよね？」

　前髪をがしがし手櫛して、部屋着ワンピの裾を整えて、一度だけ大きく伸びをして、あくびを噛み隠して。

　あまりに可愛らしい仕草に思わず笑みが零れてしまう。

「どうしたの？」

「ごめん、なんでもないよ。アイスコーヒーは自分で淹れるから大丈夫。葉月もいる？」

「え……あ、う、うん。ありがとう」

　居眠りに気付かれたことが恥ずかしいのか、少しだけ頬を染めて呟く。自分が使っていたステンレスのタンブラーを僕へ手渡して、もう一度ソファへと腰を下ろした。

「ごめんなさい。もうこんな時間だった」

「気にしなくていいよ。部活、忙しいんでしょ？」

「うん、試合、もうすぐだから……んーっ……」

　声を漏らしながら、ソファの上でぐーっと伸び。水泳部なのに全く焼けていない真っ白な両足が、ワンピの裾から露わになる。ずっと子どもだと思っていたけど、気付くと結構身長も伸びていたみたい。そうやって何気なく葉月の様子を伺いながら、タンブラーに氷とアイスコーヒーを注ぐ。

「いくら試合が近いからって、そんなに根を詰めたら本番前に疲れちゃうよ？」

「うん、平気。無理しない程度に頑張ってる」

「だったらいいんだけど。疲れた時はしっかり休むんだよ」

「うん」

　僕が淹れたアイスコーヒーを受け取って、ストローから一口飲む。

「ん……おいし。はぁぁ……ふぁ～あ……」

　ほっと一息漏らすと同時に、噛み隠していたあくびがとうとう零れてしまった。

「ごめんなさい。あくび……」

「あはは、大丈夫だよ。もう少しテレビでも見ながらごろごろしてなよ」

「でも夕ご飯……」

「俺が作るから大丈夫。出来たら起こしてあげるから」

「お兄ちゃん……」

　いつになく元気がないのは、やっぱり疲れている証拠なんだと思う。だからこそ、珍しく素直に頷いて、またソファへと横になった。

「それじゃ少しだけ……ごろごろしてる」

「うん。どうぞどうぞ」

　ごろりと横になった葉月を確認して、急いでスーツを着替えてくる。

　それからいつものエプロンを締めてキッチンへと向かった。

「あ、そうそう、葉月、何か食べたい物があれば……」

「すぅ……すぅ……」

「…………」

　何とか起きていようと思ったのか、読みかけの雑誌がそのままお腹の上に置かれていた。そんなになるまで自分を追い込まなくてもいいのに……。

　自分の妹ながら、どこまでも真面目で努力家な葉月の寝顔を見つめつつ……出来るだけ大きな音を立てないように食事の支度を開始。

「今日はちょっと変わった味付けに挑戦してみようかな。あ、バウンティ切れそう。ストックもないし、そろそろ買っておかなきゃ。キッチンペーパー無いと大変」

　鼻歌交じりに独り言を呟きながら、手早く料理を進めた。




「頂きます」

「うん、頂きます」

　テーブルに向かい合わせで座って、いつも通り食事の挨拶。思ったよりも時間が掛かったけど、その分、葉月をゆっくり休ませてあげられたから良かったかも。

「…………」

　夕食を前になぜか固まる葉月。お箸を手にしたまま、視線がテーブル上を右往左往。

「……食べないの？」

「た、食べるけど……」

「うん、どうぞ。葉月の嫌いな物はないと思うけど……」

「わかってる。でも……なにこの品数……」

「え、うそ！　少なかった!?　ごめん！」

「逆よ、逆！」

　ガタタッとテーブルを鳴らして、驚きの声を上げる。いや、むしろ驚いたのは僕の方なんだけど。

「どうしてこんなに豪華なの？」

「あー、いやー、ついね、気分が乗っちゃって。あれもこれもってやってたら手が止まらなくなっちゃってさ」

「止まらなくなっちゃったって……」

　言われてみれば、確かにちょっと多めかもしれない。でもまぁ、葉月は育ち盛りなんだし、イケフクローでの食べっぷりを見ても、このくらいは……。

「多い分にはいいでしょ？　ゆっくり食べよう」

「それはそうだけど……」

　難しい顔をしてどのおかずに手を出すか悩む仕草。何か嫌いな物でもあったのかと思って気にしたけど、どうやらそうではないらしい。

「あ、そうだ、このショウガ焼き食べてみて！　自信作！」

「うん、頂きます。あむ……」

「……どうかな？」

「ん……んーっ！　美味しい！　なにこれ、普通のショウガ焼きじゃないみたい！」

「ふふーっ、良かったー！　実はね、ちょっとだけ苺のソース入れてみたんだ。隠し味！」

「苺っ……うぅ……本当に美味しい……あむ……」

　美味しいと言っているわりには引き続き難しい顔。でも難しい顔ながら、お箸は進み始めた様子。

「どれもこれも美味しい……はむ、ん……」

「あはは、ゆっくり食べていいからね」

「わ、わかってる……うぅぅ……あむ……美味しい……」

　その後、何やら可愛らしい呻き声と『美味しい』を連呼しつつ、食事は進んでいった。どうして呻いているのかはわからないけど……子どもの頃から一緒に過ごしているんだから、葉月の好みは把握しているつもり。それでもやっぱり美味しいって言ってもらえると……嬉しいよね。

（いつもよりもたくさん食べてくれてるし……）

　本当はさっき玉置さんから聞いた塾の話をしようと思ってたんだけど、それはまた今度にしよう。

　こんな風にたくさん食べてくれるのは疲れている証拠。今は勉強の話も部活の話も置いておいて、二人でしっかり食事を取りたい。

「……なんでそんなに嬉しそうなのよ？」

「え？　あー、葉月が美味しそうに食べてくれてるからだよ」

「っ……お代わりっ！」

「はい」

　珍しく二杯目のご飯も催促してくれたし。つい作っちゃったとはいえ、夕食の品数、やっぱり多めにしておいて正解だったかも！







　自分の身体で跳ねる水音を聞きながら、静かに瞳を閉じる。シャワーは適温。洗い立ての髪から落ちる滴が、時折、頬の辺りを流れていく。

　いつの頃からか、私は水音が大好きになった。シャワーもそうだし、プールだってそう。規則的とも不規則的とも言えるような曖昧な水音の響きに、なぜだか心が澄み渡る。

「はぁぁ……」

　その水音に隠すようにして小さな溜息を零した。どうせ一人しかいないのに隠すようにだなんて……私、変なの。

「さっきの夕飯……本当に美味しかった……」

　変だと思いつつも、やっぱり隠すようにして呟いてしまう。思い出すのはさっき食べた豪華な夕飯。全部お兄ちゃんの手作りで、全く隙が無い完璧なお料理。

「お兄ちゃんなのに……」

　別にお料理が上手な男の人はたくさんいると思うし、それだって自慢出来る要素の一つなんだと思う。『うちのお兄ちゃんってばお料理も上手なのよ』。そんな風に友達へ自慢出来たらどんなに嬉しいだろう。

「昔はなんでも自慢出来たのに……」

　ゲイとかホモとかって言葉は大嫌い！

　別にそういう人がいるのは受け入れられるし、理解だって出来るつもりだし、偏見だって持ってないつもり。でも……。

（お兄ちゃんだけはヤだ……）

　言葉にするのが恥ずかしくて、また心の中で呟いてしまう。自分でも気付いている私の癖。そしてまた、いつの間にか中指で唇を撫でていた。これも同じ、私の癖。

「ゲイとかホモとか大嫌い……」

　さっき心の中に浮かんだ言葉を今度は声に出してみる。大好きなお兄ちゃんだから、大嫌い。水音は相変わらず規則的で、不規則的で。心の中はぐちゃぐちゃ、全部矛盾。ああもう、一体何なの!?

　掴み所のない気持ちが胸の辺りにきゅうって集まって、悲しさとか不安とか、やるせなさとか……だからもう本当に、一体何なの？

「もー！」

　自分でも自分がわからなくなって、降り注ぐシャワーの中へ頭を入れた。細かくて気持ちのいい水滴が長い髪をまた濡らして、少しだけ水音のニュアンスが変わる。この水音みたいに、私の頭の中もすっきり変われればいいのに。

「お兄ちゃんの女子力にヘコむなんて。笑い話にも程があるわ」

　大体、つい気分が乗っちゃって……とか言って、あんなに豪華な夕飯作る!?　しかも美味しすぎるし！

「もー！」

　声を上げながら濡れた頭をぶるぶる振って、辺りに水滴をまき散らす。それだけでほんの少し気分が晴れた気になるから不思議。

「はぁぁ……考えたって無駄ね……」

　諦めそのものな気持ちで呟いて、シャワーを止める。湯船に浸かって、しっかり温まろう。

　髪をかき上げて立った瞬間、ふと壁の小さな鏡に映る自分の身体が目に止まった。

「…………」

　何気なく上半身を左右に捻って確認する。自分でもそれほど太い方だとは思わないし、水泳をやっているわりには肩幅もない。腕だって細い方だと思うし、お腹の辺りも引き締まってる。

　続いて鏡から目を離し、視線をゆっくり自分の下半身へ。うん、足はそんなに長くないけど、でも決して短くもないから標準的。太もももふくらはぎも、どちらかと言えば美脚……と言えなくもない。それに全身の色はわりと白い方……よね？

（……ここはすごく残念だけど……）

　両手を胸へ添えて、ちょっとだけがっかり。こういう時、美子ちゃんのことが思い浮かぶのは本人に失礼かしら？　でも羨ましいって思ってるんだから平気よね。

「身長はちょっと低いけど……まだ伸びる可能性だってあるし……」

　そう自分に言い聞かせて、うんうんと頷く。それからまたゆっくりと全身を見渡した。長い黒髪が指先に触れる。

「女子……なのよね……」

　呟いた後で当たり前のことだって気が付いた。自分が女であること。

　女だから女らしくしたいって思うし、女だから男の人を好きになる。それも全部当たり前のこと。

「なのに、どうしてお兄ちゃんは違うんだろう……？」

　ざぶんっとわざと大きな音を立てて浴槽へ飛び込む。全身を包み込んでくれるお湯の温かさがじんわりと染み込んできて、ちょっと幸せだなんて感じてみたり。

　私が……ううん、多分、世間のみんなが当たり前だって思ってることが、どうしてだか、何故だか、お兄ちゃんには違う。それが辛いし、でもだからこそ私のお兄ちゃんなんだって気もするし……。

「うぅ……お兄ちゃんイコールホモという図式が成り立っちゃうくらいには……私も受け入れちゃってるのよね、もう……」

　でも何が原因でそうなっちゃったんだろう？　生まれ付きだなんて言われても、自分の当たり前と違うんだからピンとくるはずがない。

「……もしかしてお兄ちゃん、ただ単に女の子の良さを知らないだけなんじゃ」

　自分で言うのも何だけど、女子校育ちの私は女の子の良いところも悪いところもそれなりに知っているつもり。

　女の子の良い面をたくさん見れば女の子を好きになるはずだし、逆に悪い面をたくさん見ちゃったら嫌いになっちゃうのかもしれない。

「っ……」

　そこまで考えて、湯船の中で自分の身体をぎゅっと抱いた。

「も、もしかして……私のせいかも……」

　『女の子の悪い面をたくさん見ちゃったら』って、心当たりがありすぎだわ！　というか私、今までお兄ちゃんに女の子の悪い面しか見せていない！

「あ……あ……」

　私が見せてきた女の子の悪い面のせいで、お兄ちゃんが『あんな風』になっちゃったんだとしたら？

　自分で考えた想像があまりに的を射すぎていて、ちょっとだけ……ううん、全力で愕然とする。子どもの頃からの出来事を思い出すと……確かに私……色々やっちゃったかも……。

（だ、だってっ……普通、お兄ちゃんには甘えるでしょ!?）

　誰に言ったわけでもない言い訳は、やっぱり恥ずかしいから心の中。中指を唇へ当てる代わりに、もう一度、自分の身体をぎゅっと抱いた。

「私のせいだとしたら大問題だわ……」

　私のせいで女の子の悪い面ばかり目について、私のせいで女の子から目を逸らすようになって、私のせいで……ホモ……ホモに……。

「ううん、そんなことあるはずない。私、普通に妹してたつもりだし、多分、よその家だって同じような感じよ」

　自分に言い聞かせるものの、それはどこかわざとらしい言葉。つい先日、自分がブラコンだったって、再認識したはずなのに。妹とはいえ、一番身近にいる女の子がワガママだらけ、甘えだらけだったら……女の子に興味が無くなっちゃうのもわかる気がする。

　そんなことを考えながら、ちょっとだけくらくらしちゃったのは、きっと湯船に浸かっているせいだけじゃないと思う。でも私に原因があるんだとしたら、まだ間に合うかもしれない。

「そうよ葉月、原因さえわかればまだ大丈夫だわ！」

（今からお兄ちゃんに女の子の良い一面を見せてあげればいいのよ！）

　後半は恥ずかしいから心の中。

　いくらホモとはいえ、お兄ちゃんだって男の人。

　ちょっと恥ずかしいけど……女の子に興味を持ってもらえれば何か変わるかもしれない。

（ううん……ちょっとどころじゃなく、すっごく恥ずかしいけど……）

　さっき鏡で見た自分の身体を思い浮かべて、まぁ、そこまで悪くは無いと思う。合格点ではなくても及第点くらいなら……。

（じ、自分の身体でお兄ちゃんを……）

　考えただけで高鳴る心臓にびっくりしながら、それでも何かが変わってくれるなら……。そんな一縷の望みを小さな胸に抱いて、静かに湯船から立ち上がる。その時、微かに鳴った水音はもう私の耳には届いていなかった。







「…………」

　お風呂上がり、息を潜めるようにして、バスタオル一枚の姿で廊下へ出る。扉の向こうはリビングで、そこにはお兄ちゃんがいるはず。

（こ、これだけじゃ効果薄いわよね）

　心の中で呟きながら、自分の両足を見下ろした。それから身体へ巻いたバスタオルをゆっくり上へと引き上げていく。胸の上に巻いた裾をくるくると巻き取って、膝から太ももへ、少しずつ下半身が露わになる。

（うわ……制服のスカートよりも短い……）

　さらに制服の時とは違って、その下は何も身につけていない。恥ずかしさは最高潮。一秒毎に高鳴っていく心臓に全身が震えそうなほど。

（本当に見えてないかしら……）

　不安になりながら確認してみるけど、私の目線じゃいまいちわからない。姿見は自分の部屋にしかないし……。そんなことを確認するため、わざわざ部屋に戻るのもバカバカしいし……。というよりも、大体誘惑しようとしてるんだから、少しくらい見えちゃっても……。

（そうよ葉月！　相手はお兄ちゃんなんだから！）

「…………」

（お兄ちゃんだから恥ずかしい！）

　リビングへ繋がる扉の前、一人で恥ずかしさに身悶える。こういうのなんて言うんだっけ？　羞恥心？　言葉だけでドキドキするような単語が浮かんで、身体中が熱くなる。だけどこれで、お兄ちゃんが少しでも女の子に目覚めてくれたら……。

（その考え自体が普通の兄妹じゃありえないわよ、まったく！）

　羞恥心をいつもの憤慨へと移行させ、なんとか心を鎮めるチャレンジ。落ち着きは取り戻せないけど、どこか思い切った気持ちは浮かんできた。

（よし……行くわよ葉月）

　両手をぐっと握り締めて決意を固める。そうしてゆっくりとリビングの扉を開いた。

（いた！）

　当たり前と言えば当たり前だけど、予想通り、お兄ちゃんはリビングにいた。さっきまで私が居眠りしていたソファに座って、テレビを見ながらくつろいでいる。お気に入りの動物番組。穏やかな笑みを浮かべて子猫の映像を見つめる様子は……まぁ、お兄ちゃんらしいと言えばお兄ちゃんらしい。

　そして幸い……って言っていいのかどうかはわからないけど、まだ私には気付いていない。恥ずかしさで消えちゃいそうだけど、ここは一つ、勇気を振り絞らなきゃ。

（なにかを変えるために！）

　自分に言い聞かせて、ちょっとだけ唇を噛む。今にも掠れそうな声で、なんとか言葉を紡いだ。

「…………お兄ちゃん」

　自分でもびっくりするくらい頼りない声音。こんな声でお兄ちゃんを呼んだのなんて、小学校の頃以来だわ。そんなことを考えてまた恥ずかしくなっていると、ちょうど子猫の映像が終わったテレビから目を離して、お兄ちゃんがこちらを向く。

「……葉月？」

　私の格好を見て、小さく首を傾げた。家の中とはいえ、最近はこんな姿で歩くこともないから、きっとちょっと驚いてるんだと思う。

　目が合った途端、何を言っていいかわからなくなっちゃったけど、勢いで懸命に言葉を吐き出した。

「あ、あのっ……私っ……」

　なに言えば良いっていうのよーっ!?

　『私の身体ってどう……？』とか『私だって女の子なんだよ？』とか『本当は私……お兄ちゃんのこと……』とか『お兄ちゃん……好き……』とか？

　無理！　絶対無理！

　大体、私が考えてる『好き』っていうのは、そういうのとちょっと違うし、そんなに自慢できる身体でもないし、そもそもお兄ちゃんとどうこう……なんて全く考えてないし、考えたくもないし、想像するだけでもあーってなっちゃうし！

（あーっ！）

　もーっ！　恥ずかしすぎて言葉が出ないじゃない！

　落とした視線の先には内股になった自分の両足……親指同士が触れ合って、その様子にまた恥ずかしさが倍増する。

　目を逸らしてるはずなのに痛いほど感じるお兄ちゃんの視線。どこを見られてるんだろう……って思うと、更に頬が熱くなってくる。

　そうやってほんの数秒……私にとっては数分くらいに感じた時間が経ったあと、お兄ちゃんの声が聞こえてきた。

「……どうしたの？」

「っ……」

　ここまで来たら退路はなし！　そうよ葉月、覚悟はできた！

「あっ……あのねっ、お兄ちゃんっ、私っ……」

「もー、またそんな格好して……風邪ひくよ？」

「え……？」

「あ、もしかしてにゃんにゃんのテレビ見たくて急いで来たの？　残念ー、今ちょうど終わっちゃったところだよー」

（ぐぬぬっ！）

　うん、今の唸り声、私、よく口に出さずに耐えられたなって思う。正直、褒めてあげたい。

　そんな私の気持ちなんて露知らず、お兄ちゃんが言葉を続ける。

「今日のにゃんにゃん、葉月の好きなエキゾチックショートヘアだったもんね。ごめんね、録画しておいてあげれば良かったね」

「ぐぬぬ……」

　次の唸り声は口に出しちゃったけど……まぁ、自分でも仕方ないと思う。でもこのお兄ちゃんの反応で少しだけ吹っ切れたのも事実。

「そういうことじゃなくて！」

　内股になっていた両足を戻して、仁王立ちになってみせた。ここまできたら、なるようになれ、よ。

「お兄ちゃん、私の格好見て、なんとも思わないの!?」

「え？　だからにゃんにゃんの……」

「違うから！」

「えーっと……風邪ひくから早く服を……」

「そうでもなくて!!」

「もーなんなのー？」

「それはこっちの台詞よ!!」

　実の妹がこんなに必死になってるっていうのに、なんてお気楽な態度なの!?　さっきまでドキドキしていた私がバカみたい……というか、まるっきりバカじゃない！

　真っ赤になっている私の様子に気付いたのか、ようやくお兄ちゃんがまじまじと私を見つめてくれる。恥ずかしさよりも憤りが勝っているおかげで、その視線も仁王立ちのまま受け止められるわ！

　そのまましばらく私を見つめた後、お兄ちゃんが吐息交じりに私の名前を口にした。

「葉月、もしかして……」

「っ……な、なに……？」

「足太くなった？」

「んなっ!?」

　吐息交じりじゃなくて溜息交じりだった！

　愕然とする私を前に、お兄ちゃんが更に言葉を続ける。

「太りやすい年頃なんだから気を付けなきゃダメでしょ？　ただでさえ色が真っ白なんだから、太ったらおもちちゃんになっちゃうよ？」

「ぐ……ぬぬ……」

　落ち着きなさい葉月。顔を上げちゃダメよ。歯を食いしばってるところなんて見せちゃったら、それこそ女の子の悪い一面……絶対にダメよ。心の中で必死に言い聞かせて怒りを堪える。

　まぁ、一応……色が白いっていうのは褒めてくれたとも受け取れるし？

（やっぱりお兄ちゃん相手に回りくどいことをしても仕方ないわ！）

　ストレートにいかなきゃ伝わらないのよ、この人！

　半分くらいキレながら、今の私は完全にやけっぱち。絶対に女の子に興味を持たせてやるんだから！

「ま、まぁ、その……太ったのはいいとして……ちょっとお兄ちゃんに確認してもらいたいところがあるんだけど……」

「俺に？　いいよ、どこ？」

「ここ……なにか虫さされみたいなのない？　なんだか痒くて……」

　呟いてお兄ちゃんへと近づく。そして身体を半身に構えて、少しだけお尻を突きだした。

「どの辺り？」

「うん、この上の方……なんだけど……」

　言いながら、ゆっくりとバスタオルの裾を上げる。少しずつ少しずつ、ここ数年、私の身体で誰にも見せたことのない場所が見えていく。水着を着ていても見えない場所。ある程度持ち上げてしまえば、もうお尻はほとんど全部見えている状態。恥ずかしい……恥ずかしくない！

「ど、どど……どう……かな？」

「んー、特になにもないけど……」

（み、見られてる……）

　ほら、色白いでしょ？　柔らかそうでしょ？　一応、女子っぽいでしょ？　男の人よりいいでしょ？　少しくらい伝わりなさい！

　祈りにも似た気持ちで顔を背けていると、自分のお尻の辺りからお兄ちゃんの声が聞こえた。

「虫さされはないけど、肌はカサカサだね」

「んなっ!?」

「俺のボディミルク貸してあげるから塗っておきなよ。ロクシタンでね、新しい……」

「むきーっ！」

「わぁっ！　どうしたの!?」

「うるさいうるさい！　さっさとお風呂でも入れば!?　このホモっ！」

　結局、堪忍袋の緒が先に限界を迎えて、バスタオル姿のまま、私は自分の部屋へと引き上げた。







「なんなの？　なんなのあれ？　なんなの!?」

　心の底からぷんすかよ！

　ぶつぶつと怒りを口にしながら、ベッドに寄りかかって大好きなぬいぐるみを抱きしめる。ラグの上で体育座りなんてしているせいか、なんだかちょっといじけてるみたい。

「頑張ったつもり……なのに……」

　呟きながら俯いたら、憤りの代わりに寂しさが舞い降りた。小学生の頃から大切にしている大きな亀のぬいぐるみは相変わらず楽しげな表情。まん丸な可愛い目で私のことをじっと見つめてくる。

「お兄ちゃんってば何もわかってくれないのよ」

　ぬいぐるみへ向かって話しかけて、それから一つ溜息。そのままもう一度、ぎゅっと強く抱きしめた。

「お兄ちゃんのバカ……」

　亀のぬいぐるみを脇へ置いて、白いカラーボックスの一番下にある趣味箱を取り出す。その中から針と糸、そして作りかけのぬいぐるみを取り出した。今作っているのはアルパカ。ファーがふあふあで気持ちいい。

「はぁぁ……そんな簡単に変わってくれるはずないか……」

　ちくちくと針を動かしながら、だんだん心は真っ白に。こうやって針を動かしている時は心の中の色々なことが軽くなる。無心になるわけじゃないけど、軽く。ううん、もしかしたら薄くなるって表現でもいいかもしれない。とにかくそんな半分ボーッとしたような頭で考え事をするのは昔から好きだった。

「お兄ちゃん……」

　呼びかけるわけでもなく口にしながら、手先はずっとちくちくちく。恥ずかしさも寂しさも切なさも薄く。この感覚は泳いでる時と似ているかも。だから私はぬいぐるみ作りが好きなのかもしれない。

　そんなことを考えながら視線を横へ向けると、さっきまで抱きしめていた亀と目が合った。私が最初に出会った亀の子。この子をもらった時の喜びはいまでも鮮明に覚えている。この子に出会ったから私は亀が大好きになった。

「んー、次は久しぶりに亀のぬいぐるみにしようかしら」

　亀のぬいぐるみはちょっと難しい。何度も挑戦しているけれど、まだ納得の出来る物が作れたことはない。

「……思い入れが強すぎるせいかもしれないわね」

　独り言を零して、またちくちくちく。ファーが繋がっていく感覚に心が薄くなる。手を休めれば周囲にはたくさんの亀グッズ。どれもこれも可愛くて、眺めているだけで微笑ましくなってくる。

「…………」

　そうしていつの間にか黙々と針を動かしていた。こんなに集中出来る時間は素敵。やっぱり水の中に似ているわ。薄くぼんやりとした思考が頭の中を刺激して、私に泳いでいる時のことを浮かべさせた。

「……今度の試合」

　練習試合のことがふと浮かんで一瞬だけ手を休める。だけどまたすぐにちくちくちく。ちくちくしながら、それでも思考は練習試合へ。薄くて平らな意識。

　次の試合こそ、絶対に二ノ宮さんに勝ちたい。今まで一度も勝てたことがない相手だけど、今度の試合だけは特別。だってお兄ちゃんが応援に来てくれるんだから。お兄ちゃんが桜乃宮に来て、最初の練習試合なんだから。

「お兄ちゃん……」

　私の泳ぎ、どんな風に見てくれるんだろう？　自慢の妹だって思ってくれるかしら？

　数年前から兄妹二人きりで暮らしているせいか、多分私は他のお家よりもお兄ちゃんに対する依存度が高い。だってお兄ちゃんがいなかったら、きっと私、生きていけないもの。万が一、一人きりで生活することになったら……想像するだけで怖くなる。きっと夜なんて心細くて寂しくて眠れないかも……。そう考えると、遥ちゃんは私なんかよりずっと大人ね。

「すごいなぁ……」

　私には真似出来ないかも。少なくとも今はまだ。だから私にはお兄ちゃんが必要だし、出来ることなら誇りに思ってもらえるような妹になりたい。

「だから……今度の試合は……絶対に……」

　ちくちくちく。あちこちへ飛びそうになる思考をリズミカルな運針が整える。

　ちくちくちく。なかなか素直になれないけど、せめて精一杯頑張っている自分の姿は見せたい。

　ちくちくちく。そしてお兄ちゃんに褒めてもらいたい。

「ふふっ、この子、予定よりも早く出来そうね」

　完成間近に近づいたアルパカの表情を見て心が弾む。今まで通りで大丈夫。今まで通り、一生懸命やればきっと結果はついてくるし、お兄ちゃんだって褒めてくれる。きっと大丈夫。自慢の妹だって思ってもらえるわよ。

「ね」

　少しだけとぼけた表情をしたアルパカに頷いて、少しの緊張と小さな幸せを噛みしめながら、私の心からもう苛々は消えていた。







第八章　花時雨の後、上天気




　深夜から降り始めた優しい雨も、朝日の頃には穏やかに止んだ。既に緑を多く纏った桜の木々にも柔らかな滴が輝いている。しっとりと濡れた参道の石畳。いつもは薄鼠の踏み石も今日はその色を濃くしていた。まだまだ雨の香りが残る早朝の境内。心地よい暖かさの中で感じるこの香り、この色彩、この雰囲気、それらは全て美子が大好きなものだった。

「おはようございます」

　巫女装束で拝殿へと挨拶をし、いつものように箒を持つ。境内を清めながら、思いは様々な方向へと伸びていく。学校の宿題のこと、葉月や遥のこと、昨日見たドラマのことや新しく読み始めた小説のこと、そして今日のお弁当のことまで。毎朝のお勤め中とはいえ、中身は普通の女子高生だ。

「雑念ばかりでごめんなさいです」

　そんな自分に苦笑しながら、拝殿にいるお稲荷様へぺこり。お稲荷様も『仕方ない』と溜息交じり。もうずいぶんと長い付き合いだ。美子の性格はよくわかっていらっしゃる。

　ふと周囲を見ると、いつの間にか数匹の猫が集まっていた。慌てて時間を確認して、そろそろ猫たちの朝食時だと悟る。

「はわわ、お待たせしてしまいました～」

　これも美子のお勤めの一つ。急いでキャットフードを持ってきて、いつもの大皿へと盛る。近寄ってきた猫たちは思い思いの声を上げながら、更に仲間を呼んだ。毎朝のごとく、朝食は大人数だ。

「足りなかったら追加しますから、慌てなくていいですよ～」

　集まる猫たちへ言いながら、もう一度辺りを掃いていく。お気に入りな雨の香りに誘われて、今日はいつもよりちょっとのんびりしてしまったかもしれない。とはいえ、学校に遅刻するにはほど遠い時間。このお勤めのおかげで美子は普通の女子高生よりも圧倒的に早起きだ。

「さて……お掃除終わりました。今日も一日、よろしくお願い致します」

　狛狐を撫でながら、最後にもう一度ご挨拶。江戸時代に奉納されたという一対の石像は時代の流れでところどころ欠けてしまっているけれど、でもだからこそ美子にとっては大切で大好きな狛狐だ。優しい気持ちになりながら、今日もしっかりと撫で愛でる。そうしてそろそろ学校に行く支度をしようかと考えていると……。

「……？」

　ふと参道の方から足音が聞こえたので、首を傾げた。こんなに早く参拝に来る人はまずいない。毎日ほとんど一番乗りでやってくる佐々木のお爺ちゃんだって、もう三十分くらいは遅いはず。疑問に感じながら参道の方へ顔を出し、階段の下を覗き込む。すると参拝客がちょうど曲がり角を曲がってきたところだった。

「あら……」

　思わず声を出してしまったのは、参拝客が桜乃宮の制服を着ていたからだ。相手はまだ美子に気付いていない。少しだけ俯き気味に歩いているけれど、その長い黒髪と隙一つ無く着こなされた制服姿は美子にも見覚えがあった。この位置から見てもすぐにわかる、副会長の倫だ。

　倫は美子に気付かぬまま参道を直進し、階段を上り始めたところで顔を上げる。そこでようやく清掃中の巫女がいることに気付き、慌てて頭を下げた。

「おはようございます。清掃中、失礼致します」

　会釈程度でも十分なはずなのに、きっちり頭を下げるところが倫らしい。そんな倫の態度に美子も背筋を伸ばしながら、

「おはようございます。副会長の玉置先輩……ですよね？」

「……？　えっと……」

「みっ……私、桜乃宮の二年生なんです。遥さん……南野さんとは友人でして……」

　一人称の『美子ちゃん』は何とか免れたものの、遥のことは『遥さん』と呼んでしまった。ふわっとした外見通り、美子は他人との距離感も緩くて柔らかい。

　そんな美子の言葉に納得したのか、倫が階段を上りつつ小さく頷く。

「南野さんのお友達……ここの神社の方だったのね」

「はいー。あの……先輩はよくお参りに？」

「いいえ。今日は何だか早起きしちゃったから……」

　また少しだけ俯き気味になりながら、若干声のトーンが下がる。『早起きした』というよりは『眠れなかった』といった雰囲気。もともと直感の鋭い美子はすぐにそんなことを考えた。

「せっかくだから学園の周りを散歩しようと思って早めに来たの」

「そうなんですか」

　ふんふんと大きく頷く美子。その大げさなリアクションが気に入ったのか、倫が小さく『くすっ』と笑う。

「入り口から覗いたら素敵な神社だったから……お参りしてもいいかしら？」

「はいー。ぜひぜひお願いしますー」

　階段の上で擦れ違って拝殿へと向かう倫。刹那、一瞬前に見せた微笑みから一転、倫の表情が曇ったことに美子は気付いてしまった。つい反射的にその後ろ姿へ向かって声を掛ける。

「お参り……受験のことですか？」

　美子の言葉に倫の足が止まる。そうして顔だけを横に向けて、力なく微笑んだ。

「いいえ、違うの。勇気が出せるように……かしら」

　そう呟くと、もう拝殿へ向かって歩き出す。その後ろ姿には何となく声を掛けづらい雰囲気が漂っていた。

（勇気……？）

　疑問に感じながらも、結局美子にはこれ以上深い話を聞く術がなかった。







「じゃ、今日の授業はここまで！　残り五分くらいは自由時間ね」

「やったー！」

　授業が予定より早めに終わったので、少しだけ自由時間。真っ先に反応してくれたのはもちろん南野さんだ。その声につられるように、他の生徒たちも一斉に私語を始めた。

「あはは、他のクラスはまだ授業中だから、あんまりうるさくしちゃダメだよ」

　この授業が三限目じゃなくて四限目だったら、ここで終わりにして学食や購買へ向かわせてあげるところなんだけど……残念。自分の高校時代、昼休みの学食が大混雑だったことを思い出して小さく苦笑する。

　そうして授業で使った教材やチョークを片付けていると、

「先生、ちょっと質問いいでしょうか？」

　一番前の席に座っている生徒が手を上げた。

「うん、いいよ。なにかな？」

　授業でわからなかったところでもあるのかと思って、もう一度教材を開きつつ聞き返す。だけど、僕の意に反して、彼女は何だか聞き辛そうな雰囲気でもじもじしている。

「どうしたの？　なんでも聞いてくれていいよ？」

「あ……は、はい……」

　恥ずかしそうに返事をする彼女へ、周囲の子たちも注目する。そしてみんな、なぜか期待に満ちた目をしているように見えるけど……気のせいかな？

　すると、周囲の子たちの後押しを感じたのか、一番前の彼女が言葉を続けた。

「あのぅ……先生が……その……ゲイっていう話は、本当なんですか？」

「え？」

　思わぬ質問に一瞬固まってしまう。そして数秒して、ようやく質問の意味を飲み込めた。

「うん、そうだよ。初日に言った通り、僕は同性愛者なんだ」

　できるだけさり気なく言ったつもりだけど、葉月から飛んでくる視線の痛いこと痛いこと。とはいえ、別に間違ったことは言ってないし……なんて思ってると、今度は質問したのとは別の子が口を開いた。

「本当にそうなんですか？　ウソとかじゃなくて？」

「あはは、やだなー。僕、担任だよ？　みんなにウソなんて吐くわけないよ」

　笑いながら答えたら、また別の子が話を引き継ぐ。

「えー、でもー、女子校にいる男の先生って、そういうウソ吐く人もいるって聞きましたよー」

「そんなことしないと思うよ？　だってみんな先生なんだし……」

　そう答えた僕に対して、まるで堰を切ったようにクラスのいたるところから声が聞こえてきた。

「本当ですか？　単に予防線を張ってるだけなんじゃー」「あ、それともー、彼女さんからそう言えって言われてるとかー」「もしかしてもう、誰か他の先生と付き合ってたり……」

　女の子らしいというかなんというか……。とにかく、みんな恋愛について興味津々なお年頃みたい。でもまぁ、彼女たちはずっと女子校育ち。そんな子たちに向かって、いきなりゲイだなんて言っても……確かにピンとくるはずないよね。

「うーん、本当のことなんだけどなぁ。どうやったら信じてもらえるんだろう」

「そういう言い方がまた怪しいですよー」「実は私たちのこと避けようとしてません？」「私たち、本当のことが知りたいだけなんです」

　残念ながら、完全に嘘だと思われてるみたい。だけどこの場合、そう捉えた方が理解しやすいんだと思う。だから当然、彼女たちを責めるわけにはいかない。そうして僕がどう説明しようか悩んでいる間にも、生徒たちの会話はどんどん進んでいく。

「実は……すでに結婚してたりとか……」「えーっ、さすがにそこまでウソは吐きませんよね？」「あっ、だったら私、彼女に立候補しちゃおっかな！」

「あはは、もー、さすがにそういうのは無理だよー」

　悪戯心なのか、そんなことを言う子まで現れる。まだまだ初々しいみんなの視線が眩しくて、ちょっと微笑ましいなんて思っちゃうけど……。やっぱりここは、しっかり事実を伝えた方がいい。

　ひとまず、初めて自分がゲイだと気付いた時のことから……と話をまとめようとしていると、不意に葉月が声を上げた。

「大葉先生、デレデレしないでください！　ホモなんでしょ！」

　なぜだかわからないけど、顔を見る限り、すごく怒っている様子。次いで、僕が答えるよりも早く、南野さんが口を開いた。

「そうだよー。大葉先生は誘い受けなんだから、そういうこと言っちゃダメ」

　これまたなぜだかわからないけど、その南野さんの言葉でみんな納得してくれたらしい。嘘を吐いてないということが伝わって安心する。

　誘い受けって……僕にぴったりな言葉だって葉月は言っていたけど……もしかして正直者って意味なのかな？　だったら嬉しいかも！







「はぁぁ……大葉先生、ご馳走さまでしたっ！　わたし、こんなに豪華なお弁当初めてですーっ！」

「ね、ね、すごいよね！　大葉先生の妹ちゃんっ！　あたしもこの間びっくりしたの！」

「女子高生とは思えない手の込みようね。それに、全部美味しいし……」

「あはは、ありがとうございます。そう言ってもらえると妹も喜びます。皆さんのお弁当も美味しかったですよ」

　お昼、国語科教員室でお弁当を食べていると、いつものように二四組の皆さんがやってきた。おかずを交換しながら楽しい昼食を終えた後、和泉先生が淹れてくれた紅茶で少しだけのんびりした時間。

　そうしてお腹がいっぱいになった幸せを分かち合いながら、まろやなか雰囲気を楽しんでいると、

「あれ、大葉先生、もしかしてそれ、シャネルですか？」

「え……あ、はい。そうなんです。僕、ずっと前からこればかりで……」

　和泉先生が興味を示したのは、僕が何気なく取り出したリップクリーム。黒いスティックのキャップに、見慣れたマークが付いている。

「色々試したんですけど、これが一番合ってるみたいで……結局、戻ってきちゃうんです。香りも好きですしー」

「ふええ、そんなところにまでこだわりを……あたし、毎回適当なの使ってますよ……」

「私もよ。ドラッグストアで安くなってるのをまとめ買いしてるだけ……」

「みんなはまだいい方だよー。わたしなんか、リップって使い切る前に必ず無くしちゃうんだもん。えーっと……いーち、にーぃ、さーん……」

　まるで小さな子みたいに唇を尖らせながら、今年に入って無くしたリップの数を指折り数える橘先生。見た目的にそこまで乾燥しなさそうな唇だから、使う機会も少ないのかな……なんて思ってしまう。

　するとティーカップを置いた大久保先生が溜息交じりに呟いた。

「はぁぁ……でも本当、大葉先生って女子力が高いのね……」

「えー、そんなことないですよ。全然です、全然」

　ほんの少しこだわりがある程度なので、女子力だなんて全く思わない。むしろ、そういう細かいところに気付く皆さんの方がよっぽど女子力は高いと思う。そう否定する僕の顔を、今度は橘先生がお菓子片手に覗き込んできた。

「うーん、なんだろーなー。大葉先生って女子力だけじゃなくてー……なんだか表情にも花があるんですよねー」

「わわっ、やだなーもー。やめてくださいよー、照れちゃうじゃないですか」

「それわかるかも！　あたしも思ってたんですよ。笑った時とか柔らかい感じがするなーって」

「きっと泣きぼくろのせいね」

「「それだ！」」

　大久保先生の分析に、二人が声を合わせる。そして今度は、三人揃ってまじまじと僕の右目の辺りを見つめてきた。

「ふええ、すごくはっきりした泣きぼくろ！」

「羨ましいー！　わたしも欲しかったですよー」

「艶やかでいいわね」

「あ、あはは……そうでしょうか？」

　三者三様の意見をもらいつつ照れ笑い。自分では見慣れているほくろだけに、なんだかすごく恥ずかしい。

「こんなに素敵なほくろがあるなんていいなー。わたし、泣きぼくろって本当に憧れたんですよー」

「萌ちゃん、わかる！　あたしも学生の頃、書いてた！」

「あはっ、ゆかりちゃんも!?　だよねだよねっ！」

　言いながら、まるで生徒同士みたいに手を取り合って笑う二人。

「まぁ、二人はそうでしょうね。私はそこまで化粧には凝ってなかったけど……」

「えー、今は理子ちゃんが一番上手なのにーっ！」

「ちょっと萌、それどういう意味よ!?」

「あははっ、ごめんー！」

　それからお化粧の話に花が咲いて、学生時代に流行っていたメイク術の話題になって、当時の洋服センスのことになって、みんな異性の目を意識していたって流れになって、その頃の恋愛話へと辿り着く。

　楽しいなぁと思いながら、皆さんが好きだった人の話や、理想の男性像なんかを聞いていく。

「はああ……こうやって昔の思い出話をしても、今はなーんにも変わらないんだよねぇ」

「まぁ、仕方ないわよ。女子校なんかに勤めたのが運の尽きね。保健室に来るのなんて、ほぼほぼ女子だもの」

「そうそう。男性のカウンセリングをしてー、そこから煌く恋に発展するかもーっ！　なんて、淡い期待を抱いた時期がわたしにもありました……」

　やっぱり最後は現在のこと……というか、結婚のことを意識してしまうみたい。そういう意味では、よく言われるように、男性の僕はちょっとだけ皆さんより精神年齢が低いのかもしれない。実際、まだ結婚なんて考えたことも意識したこともないし……。

　自分とはどこか遠いところにあるような『結婚』について思いを馳せていると、ふと和泉先生が尋ねてきた。

「そう言えば……大葉先生は好きな人とかいるんですか？」

「あっ、それわたしも気になりますー！」

「私も聞いてみたかったかも」

　和泉先生の質問に三人が身を乗り出してくる。その瞳には興味の色が宿っているけれど、偏見は見受けられない。純粋に、僕みたいな人の恋愛が気になるんだと思う。

「そうですねぇ。好きな人っていうか……初恋の人ならいますけど……」

「ふおおっ！　男性ですか!?」

「あはは、そうですね」

「まさかまさかっ、徳川先生とかっ……」

「えー、違いますよー！　徳川先生はあくまで憧れの人ですから！」

「ほっ……そうよね……良かった……」

　僕の返事を聞いて、なぜか大久保先生が安心したような声を漏らす。もしかしたら和泉先生だけじゃなくて、彼女も好意を寄せているのかもしれない。だったら大久保先生にも、今度こっそりプリントシールあげなきゃ。

「わたし聞きたいなー。先生のー、初恋の人の話っ！　ね、理子ちゃん！」

「ええ、確かに……気にならないと言えば、ウソになるわね」

　二人が先を促す間に、和泉先生がみんなのカップへ新しい紅茶を注いでいく。ほどよく蒸らされた琥珀色の液体から、春の香りがふわりと舞った。

　……あの人には似合わない春の香り。

「あはは、そうですね。あまり面白いお話じゃないかもしれませんが……」

　前置きをしながら、彼の……碧みどりのことを思い浮かべる。もうずいぶん長いこと会っていない同級生。彼に初めて出会ったのは、大学三年の時だった。

「大学で別の学部だった男子で……ちょっと周りから浮いているというか、変わった男の子でしたねー」

「ふおお、もうその出だしだけでドキドキしますっ！」

「ダメだよ、ゆかりちゃんっ！　想像を先走らせないでっ！」

「それでそれでっ……どんな出会いだったのかしらっ!?」

　僕の話に、珍しく大久保先生までもが早口になる。

「出会いは秋だったんですけど……僕の大学、キャンパス内に大きな銀杏の木があって、その周りにいくつかベンチがあるんですね。それで……その日は小春日和だったんですが……」

　秋にしては暖かな日。最後の講義が長引いた僕は、もう暗くなったキャンパスを歩いていた。

　そんな薄暗の中、ライトアップされているせいで、存在感を増している銀杏。

　たくさんの落ち葉で一面が黄金色の風景。

　その風景の端に、まるで溶け込むようにして、ベンチへ座っていた碧。

　柔らかな灯の下、文庫本を読んでいた姿は今でもはっきりと覚えている。そして傍に置いてあった使い込まれたカメラも。

　彼の横を通り過ぎようとした瞬間、暖かかった一日が一瞬だけ見せた意地悪、不意の木枯らしが吹き抜ける。軽やかに浮いた押し花の栞。

　それはまるで神様が導いたみたいに、僕の方へ……彼のもとから運ばれた一輪の花。薄桃色をした可愛らしい秋桜の栞を、僕は無意識のうちにつかまえていた。

「そんな感じで知り合って……それからよくお互いの講義が終わった後にそこで話してたんですよ。だから……秋になると、特に思い出すんですよね、彼のこと」

「わああ、ロマンチックー！」

「きっかけが押し花だなんて素敵ね」

「そーいうの憧れちゃいますー」

　話の内容を想像してくれたのか、皆さんがうっとりとした表情で呟く。

　確かに……碧との出会いは劇的だった。彼に出会って、彼に惹かれた瞬間、僕は自分がストレートじゃないと認識したんだから。

　そんなことを思い出している僕へ、和泉先生が言葉を重ねてくる。

「それで、その彼と今は……」

「あー、実は彼は外国へ行ってしまって……もうずいぶんと会ってないですね」

「あ……えっと……すみません……」

「いえいえ、きっと元気にしてると思います」

　出国以来、碧と連絡を取っていないのは事実。だけど、何事においても突然行動する碧なら……突然思い立って、突然帰国して、突然電話を掛けてきそうな気もする。だから、そこまで寂しいわけじゃないんだけど……今の話で、なんだか三人に気を遣わせるような雰囲気になってしまった。空気を変えるために、話題も変えてみよう。

「でもこの学校にも素敵な先生がたくさんいますよね。徳川先生もそうですし……」

「えー、他にいますか？　恋愛対象になりそうな人」

「五十嵐さんとかかしら？」

「あ、確かに！　五十嵐さんも優しくて良い方ですよね」

「うーん、流留君ですかー……でもでも、彼には校長がー」

「萌、その話題引っ張らないで」

「あ、あはは……でも五十嵐君以外となると……もういなくないですか？　適齢期な人」

「適齢期かどうかはわかりませんけど……山田先生とか素敵じゃないですか」

「「「……え？」」」

「はい？」

　一斉に同じ反応をされて驚いてしまった。山田先生、素敵だと思うんだけど……。

「あ、そっか。山田先生はご結婚されてるから、そういう目では見られないですよね。あはは、ごめんなさい。僕、変なこと言っちゃいました」

「変なことの意味が……」「ウソ……」「まさかの山田先生……」

　今度は別々の反応をしてくれたけど……やっぱり皆さん驚いている様子。

　何だろう……既婚者の方に対して素敵だなんて言ったのが良くなかったのかな。うん、変に誤解されないよう、気を付けないと。

　そうして僕や皆さんが思い描く『理想の男性像』について語り合っていると、時間はあっと言う間に過ぎていった。







「さてと！」

　ホームルームが終わった放課後。教室を出ながら、一人気合いを入れる。

　今日こそ、玉置さんからもっと深い話を聞きたい。徳川先生の言う通り、彼女が抱えているはずの何かへ、微かにでも触れられれば……そして可能なら、一緒になって解決してあげられれば……教員として、これほど嬉しいことはない。

　ふとした拍子に浮かんでしまいそうになる悪い想像。それをかき消すように頭を振って、一度職員室へと向かっていると、

「先生、ちょっとよろしいでしょうか？」

　突然背後から届けられた声の主は、たった今考えていた相手、玉置さんだった。

「どうしたの？　部活だったら僕もすぐに行くよ」

「いえ、そのことですが……」

　僕の返事を聞いて、視線を逸らしながら呟く。やっぱりどこか距離がある態度。続きを待つ僕へ、玉置さんは少しキツい視線を向けながら、

「今日は早めに塾へ行く必要があるので、部活は休ませて頂きます」

「そっかー。うん、了解。テストか何かかな？」

「……答えなきゃいけませんか？」

　さっき頭に浮かんだ良くない想像が、無意識のうちに疑うような質問になって出てくる。そんな僕へ視線だけじゃなく口調までキツい言い方で返事をする玉置さん。こうなるともう、僕は苦笑いすることしかできないわけで。

「あ、あはは……ううん、大丈夫。学校のことじゃないもんね」

「……今度実力テストがあるので、早めに行って自習室を使おうと思ってるんです」

　僕の反応を気にしてくれたのか、玉置さんがきちんと理由を教えてくれた。こういうところからも、彼女が本当はすごく気遣いのできる子なんだとわかる。

「では、私はこれで」

「あ、待って。塾のこと、教えてくれてありがとう。妹の参考になったよ」

「……そうですか。お役に立てたなら何よりです。では」

　機械的な響きを声音に宿して、軽く頭を下げる玉置さん。僕がさよならの挨拶をする間もなく、するりと横をすり抜けていった。

「はぁぁ……やっぱり嫌われてるのかなぁ……」

　顧問と部長だけに仲良くしたいんだけど……難しいのかな。そんなことを考えながら、独り言と溜息を零していると、

「大葉先生、今のって玉置先輩ですよね？」

　またもや背後から声を掛けられ、慌てて振り向いた。今度の声の主は美子ちゃんだ。その表情には微かに心配の色が浮かんでいる。

「うん、そうだよ。もしかして何か用事だった？」

「いえ、そういうわけではないのですが……あのー……玉置先輩、何のお話だったんでしょうか？」

「塾でテストがあるから、部活をお休みしたいってことだったんだけど……」

「そうでしたか……」

　美子ちゃんにしては珍しく、語尾に吐息が混じるような言い方。さっきも考えてしまった、玉置さんに関しての悪い想像が頭に浮かんでしまう。

「美子ちゃん、もしかして何か知ってたりするの？」

　考えるよりも先に言葉を紡いだせいで、花白さんじゃなく、美子ちゃんと呼んでしまった。だけど美子ちゃんも気付いていないのか、普通に言葉を続ける。

「知っているというか……実は今朝、玉置先輩がお一人でお参りに来たんですー」

「お参りって……花白神社に？」

「はいー。それも常連の方よりずっとお早い時間で……ご本人は早起きしたからお参りに来たって仰っていたんですが、本当は寝られなかったのかなって雰囲気で……。だから美子ちゃん、ちょっと気になってしまって、つい、受験のことですかって聞いちゃったんです。そうしたら先輩、違うって仰って……勇気が出せるようにって……」

「勇気が出せるように……？」

「ええ、その言葉も気になってしまって……何か思い詰めたような、真剣な様子でしたから……だから今、悩み事の相談でもお受けしていたのかなと思いましてー」

　言いながら、また心配そうな顔をして玉置さんが立ち去った方の廊下へ視線を向ける。美子ちゃんは昔から勘が鋭い。その美子ちゃんが気になったというのなら、やっぱり玉置さんは何か大きなものを抱えているんだと思う。

「ありがとう美子ちゃん。僕からもちょっと気にしてみるね」

「はいー、お願いします。それでは、美子ちゃんはこれにてー」

　柔らかな笑顔と共に手を振る美子ちゃん。僕も同じく笑顔でさよならの挨拶をして、彼女の背中を見送った。

「……勇気が出せるように……かぁ……」

　美子ちゃんが教えてくれた玉置さんの言葉を繰り返しながら、あの年頃の女の子が抱えそうなことを探っていく。

　受験のことじゃないとしたら、やっぱり恋愛だろうか？　あんなに遅い時間に帰っていたことを思えば、家族に関する悩みかもしれない。イジメ関連だとすれば、徳川先生だって気付くはずだし、もしもその他のことだとしたら……。

「……ダメだ。もっとよく考えないと」

　単純だった僕とは違い、女の子の十代は複雑だ。イケコママとの会話じゃないけれど、僕はまたもやそれを理解したいと願うのだった。







「あっ、先生いらっしゃーい！　待ってたよーっ！」

　天文部室へ入ると同時に、南野さんが大きな声で出迎えてくれた。机の上には、いつものように分厚い漫画本が数冊積まれている。ちょうど今読んでいたところなのか、手にした一冊には指が挟まれていた。

　今日は玉置さんがお休みであることを告げると、南野さんはなにやら納得したようにうんうんと頷く。

「玉置先輩がこんなに遅いなんて、きっとお休みだろうなーって思ってたよ」

「そうなんだ。こういうこと、時々あるの？」

「うん、生徒会で忙しい時の方が多いけど……塾でお休みってこともわりとあるんだ」

　南野さんの反応を見るに、玉置さんのお休みは特に珍しいことじゃないらしい。別に玉置さんのことを疑っていたわけじゃないけれど、本当にテストなんだと思って安心する。

　そんな僕の態度には気付かず、南野さんが身を乗り出して尋ねてきた。

「それでそれで！　今日は何しよっか!?」

「うーん、それじゃ、これからの予定でも立ててみる？　もちろん、最終的には玉置さんにも確認してもらうけど」

「さんせー！」

　僕の提案に元気よく手を挙げて答えてくれる南野さん。部活日誌を取り出しながら、なんとなくお昼の授業のことを思い出した。

「南野さん、今日はありがとう。三限目のとき、みんなの質問を止めてくれて」

「え？　あっ、ううん、気にしないで。先生を応援するのがわたしの役目だもん！」

「わぁ、そう言ってもらえると嬉しいなー」

「えへへ、わたしも嬉しい！　徳川先生と頑張ってねっ！」

「うん！」

　いつものように流れのまま頷いてみたけど……やっぱり南野さんは、僕と徳川先生が玉置さんを心配していることに気付いているらしい。

　そういう部分も含めて応援してくれてるんだと思うと、なんだか胸が熱くなってしまう。

「南野さんの応援を無駄にしないよう、僕、一生懸命頑張るね」

「ふおーっ！　ぜひぜひ！　ホモイモならなんぼでも用意しておきますけんっ！」

「ありがとう。それじゃ見回りの時にはまた並ばせてもらおうかな。南野さんの屋台に寄った後くらいがちょうどいい時間だし……」

「むっはーっ！　そうでしょうともそうでしょうとも！　ホモイモかじりつつ、どうぞ終電近くまでゆっくりしっぽり！」

「もー、そこまで遅くなっちゃ危ないよー」

　玉置さんがいくら塾で勉強を頑張っているとはいえ、そんなに遅くなるようなら、さすがに注意してあげないと。すると南野さんはますます前のめりになりながら、

「そんな時にはねー、先生のお家に泊めてあげるんだよー。大丈夫、きっと葉月ちゃんも見て見ぬふりをしてくれるよ」

「そうかな？　でも……うん、それも悪くないかも。危ない思いをして遅い時間に帰るよりはいいし……もしかしたら葉月の勉強も見てもらえるかもしれないし」

「ぐふぅっ！　葉月ちゃんにも堂々とご紹介しちゃうなんて、先生積極的っ！　わたし感動ですーっ！」

「あははっ、もー、ご紹介だなんて大袈裟だよー」

　水泳部の応援にも来てくれるというくらいだから、玉置さんも葉月のことは知っていると思う。葉月は恥ずかしがるかもしれないけれど、先輩として勉強のことや塾のことも教えてくれると嬉しいよね。

（その前に葉月が妹だって伝えなきゃだけど。あっ、そういう意味での「ご紹介」だったのかな）

　僕や玉置さんのことだけじゃなくて、葉月のことまで気にしてくれる南野さんへ感謝する。そうして改めて、部活日誌を広げた。

「それじゃ、玉置さんが安心して勉強できるように、僕ら二人でしっかり予定を立てておいてあげよっか」

「うんっ！」

　二人で部活日誌の予定表ページを開き、直近の活動日を確認する。そこには既に、数週間に一度、少しだけ部活動が長引いてもいい日なんかが記載されていた。

「この日はまだ予定ないんだよね？」

「そうだよー。玉置先輩とね、何しよっかーって話してたの。でもしばらく顧問の先生がいない状態だったから、簡単には決められなくて……」

「なるほど。それじゃ、せっかくだから校外活動にしよう。部費を使ってプラネタリウム行こっか？」

「えぇっ!?　いいのいいのっ!?」

「もちろん。この間、玉置さんともちょっとそういう話をしたんだ」

「やったーっ！　わたし、プラネタリウム大好きっ！」

　本当に嬉しいのか、目の前にあった漫画本をぶんぶんと振りながら喜ぶ南野さん。ここまで喜んでもらえるなら顧問冥利に尽きるというもの。

「わたしね、星を見たり、勉強したりするのがすごく好きなんだけど、なかなか機会がなくて！　この辺りじゃ、夜になっても全然見えないし……」

「街が明るすぎるからなぁ……いつもはプラネタリウムで勉強してるの？」

「うん。でも、お高くてあんまり行けないんだ……だからね、部活で行けるの、すっごく嬉しいの！　先生、ありがとうっ！」

　見ているこちらまで幸せになるような満面の笑み。こんな南野さんが来てくれるなら、きっとプラネタリウムの星たちも嬉しいだろうな、なんて考えてしまう。

「南野さん、星座とか星雲とか詳しいもんね。どうしてそんなに星が好きになったの？」

「わたしのお父さんが天文学者さんで、お母さんが腐女子さんだったんだよー！」

「なるほど。星好きはお父さんの影響だったんだ」

「うん！　お母さんの影響の方が強く受けてるけど！」

　明るく笑いながら、虹色のリボンをちょこんと抓つまむ。葉月曰く、腐女子というのは僕らのような人を応援してくれる人……だったっけ？　だからきっと南野さんも最初から僕を受け入れてくれたんだろう。できれば、世の中の人みんながそうであってくれたら嬉しいけど……それが限りなく贅沢で、限りなく我が侭な願いだってことは、僕も十分知っている。

　ふと心をそんな方向へ飛ばして切なくなってしまった僕へ、南野さんは本棚から星座図鑑を取り出しつつ、右手に図鑑、左手に漫画本を持った。

「だからね、わたし、小っちゃい頃から星とＢＬに囲まれてたの！　どっちも大好きっ！」

　南野さんの笑顔で切なさが霧散する。僕らのような人をありのままに受け入れてくれる人が存在することのありがたさ。拓海や遠山のおばあちゃんと一緒にいる時にも感じる優しさみたいなものに包まれながら、僕らは早速、プラネタリウム見学の予定を立てるのだった。







　部活動の後、プリントの準備をするために印刷室へとやってきた。わりと遅い時間のせいか、僕以外には誰もいない。こういう静かな時間は好きだ。

　今刷っているのは授業用のプリントじゃなくて、２―Ａのみんなへの連絡事項。こんな風に授業以外のお仕事があるから、担任を持ちたくないって先生も多いらしいけど……。

「意外と楽しいんだけどなー」

　自分で書いたキャラクターたちを見ながら、独り言交じりに印刷機を回す。今日は前回とは違って、この子も素直に動いてくれてるみたい。この時間だともう五十嵐さんも帰っているはずだから、何事も起こらず最後まで印刷してくれることを祈る。

「あっとすっこし♪　あっとすっこし♪」

　ご機嫌で歌を口ずさみつつ、数ページに渡るプリントを刷っていると、扉が開く気配を感じた。何気なく振り向いた先には、プリントの原版を手にした徳川先生が立っていた。

「わぁ、徳川先生！」

「どうも。音が聞こえてると思ったら大葉先生でしたか」

　いつものように流れるような口調と動作。そして空いている印刷機の前で、軽やかに操作を始める。

「あはは、もしかして鼻歌も聞こえちゃってませんでした？　僕、ついつい歌っちゃってて」

「いえ、そこまでは」

「ほっ、良かったー！　生徒に聞かれたら恥ずかしいですもんね！」

　一人だと思って気が緩んじゃったから、ついつい自宅にいる時みたいなことをしちゃった。今度からは気を付けないと。そんなことを考えながら、徳川先生が刷り始めたプリントを見ると、どうやらそれも授業のものじゃないらしい。

「そのプリント、特進クラスの連絡用ですか？」

「ええ、来年の大学受験に関して、いくつか注意しておきたいことがありましたので……大葉先生もクラス用ですか？」

「ですです！　僕も進路情報をまとめてみたので……」

「それにしてはずいぶんとページ数がありますね」

「実は池袋界隈のイベント情報も盛り込んでみたんです。みんな、お休みの日に行ってみたいんじゃないかなーと思って」

「ほう……」

　僕の提案に感心したような声を漏らす徳川先生。これはもしかしてポイントアップだったかも！

「興味があるなら先生も見てみますか？　五月、六月は意外とイベント多いんですよー」

　地元、池袋のことをもっと知って欲しくて、刷り上がったばかりのプリントを徳川先生へと渡す。すると先生は視線を向けるなり、

「この……いたるところに書かれている絵はなんですか？」

「これはですね、僕のオリジナルキャラクターなんです。生徒も喜んでくれたので、ついついたくさん書いちゃって。ほら、これとか可愛くないですか、亀林檎！」

「亀……？」

「ああ、これですこれ！　ほら、この右端の……」

「あ、ああ、なるほど、これですか。言われてみれば、亀と林檎ですね」

「ですです！　可愛くないですか？　あとはー、こっちのお代わり杏仁とか……」

「い、いえ、もう十分です。よくわかりました」

「えー、まだたくさんあるんですよー。ほらほら、このまぐろきゅうりなんかも……」

「この線よりこっちに入ってくるんじゃねぇ！」

「わぁっ！」

　先日と同じように、二人の間へ指先で線を引いて、それ以上の侵入を拒まれてしまった。色々なキャラクターを紹介したくて、知らず知らずのうちに距離を詰めてしまったらしい。こういうの、夢中になった時に出てしまう、僕の悪い癖だ。

　きっと徳川先生は僕なんかよりずっとパーソナルスペースが広いんだから、気を付けなきゃ。

「すみません。なんだか夢中になっちゃって……お気を悪くされましたか？」

「いえ、気にしないでください。ただ……少し驚いただけですので」

　言いながら、片手で前髪を掻き上げる。エゴイストプラチナムの香りがふわりと舞う。そんな仕草も様になるなぁ、なんて見つめていると、不意にさっきの玉置さんとのやりとりを思い出した。

「ああっ、そう言えばっ！」

「っ！　今度はなんだっ!?」

「え……？」

「あぁ……いえ、続けてください」

　またもや突然の動きで驚かせてしまったみたい。自分を落ち着かせるようにプリントの束を整えながら、ゆっくりと話を続けた。

「玉置さんのことなんですが、今日、塾でテストがあるからという理由で部活をお休みしたんです」

「ああ、玉置の……そうですか。塾の話なら私も聞いています。それがどうかしましたか？」

　美子ちゃんから聞いたことを打ち明けるかどうか、微かに逡巡する。だけど、ここは教師同士、きちんと情報は共有しておきたい。

「これ、ここだけの話にしておいて欲しいんですが……実は、僕のクラスの花白さんが、ご自宅の神社で彼女を見たって言うんです。なんでも今日の早朝に訪ねて来たらしくて……」

「ほう……」

　僕の話に興味を持ってくれたのか、徳川先生が身体をこちらへ向ける。そして先を促すように、ゆっくりと頷いてくれた。

「どこか思い詰めたような様子だったらしくて……花白さんが『受験のことですか』って聞いたら『違う』と……『勇気が出せるように』って言ったらしいんです」

「勇気……ですか……？」

「はい、そう言っていました」

　美子ちゃんとのやり取りを思い出しながら、何度も頷く。すると、徳川先生も疑問を持ってくれたのか、印刷されていくプリントへ視線を向けたまま、しばらく何かを考え込む様子。

「あの……願い事、受験のこと以外で勇気といえば……やっぱり恋愛でしょうか？」

「……そうですね。可能性はあるでしょう。しかしまさかあの玉置が……」

「どういう意味ですか？」

「ああ、いえ、すみません。玉置のような生徒は、恋愛一つコントロール出来ないような子ではないと思いまして。他の生徒ならともかく、自分が今何をやるべきか、一番よくわかっているタイプだと思っていたのですが……」

　印刷機の横から出てくるプリントへ視線を向けたまま、そんなことを呟く。

　なるほど、そういう考え方もあるんだ。てっきり僕は、年頃の女の子ならみんな、自分の恋愛感情に影響を受けるものだと思っていた。だけど、徳川先生の言う通り、確かに玉置さんだったら、もっと自分を律していられるような気もする。

「とはいえ、それも私の見解でしかありません。玉置のことを誰よりも知っているというわけでもないですから」

「いえ、僕の方こそ、玉置さんとは先日知り合ったばかりですし……参考になります！　僕、ちょっとステレオタイプに考えすぎていたかもしれません。恋愛すれば変わるものだとばかり……」

「もちろんそちらの可能性もあるでしょう。いくらしっかりしているとはいえ、中身はまだ十代ですからね。自らの恋心に気付いて変化しないとは言い切れません。ただ……それだけであれほど不調になるとは……」

　玉置さんの答案のことでも思い出しているのか、今度は視線を中空へと向ける。これまでずっと授業を受け持ってきた分、きっと僕には見えない何かが見えるのかもしれない。

「まぁ、ともかく、我々はもう少し見守ってみましょう。そもそも悩みが恋愛かどうかもわかりませんし」

　言いながら、刷り終わったプリントの束を整える。

　これまで何度も感じたように、年頃の女の子は難しい。悩みだって、勉強とか恋愛とか、そんな簡単に仕分けできるものばかりじゃない。もしかしたら玉置さんももっと複雑に絡み合った何かを抱えているのかもしれない。

「うーん、やっぱり女子って難しいですね。男子だったら、恋愛の悩みなんてすごくわかりやすいのに……」

「……以前の学校ではそうだったんですか？」

「はい、それはもう、みんなオープンで」

　返事をしながら、何人かの生徒の顔が浮かぶ。みんな明るくて良い生徒ばかりだった。

「あっ、そうだ！　僕、一応教師らしいこともしたんですよ。一度なんて、放課後にマンツーマンで色々教えてあげて……」

「知るか！　聞かせるんじゃねぇっ！」

「えー」

「……その話はまたいずれ」

　国語教師らしく、提出前のラブレターを採点してあげた話をしようと思ったのに……。

　徳川先生は出来たばかりのプリントをまとめて、一度だけちらりと時計を確認する。今日はロレックス。さり気ない日付が印象的なデイトジャストだ。

「では私はこれで。こちらでも引き続き玉置のことは気に掛けておきますので」

「はい、僕も注意しておきます。大切な天文部の部長さんですし！」

　印刷室から出て行く徳川先生を見送りながら、自分のプリントを紙折り機へと通す。

　玉置さんに関しては、僕は顧問として繋がっているけれど、徳川先生は特に関係がない。強いて言えば、特進クラスを受け持っている……という程度。なのに、ここまで心配してあげられるということは、やっぱり徳川先生の中に、教師としての熱い思いがある証拠。

「うん、僕も見習わなきゃ！」

　玉置さんの悩みが少しでも軽くなるよう、僕に出来ることがあれば何でもしてあげたいよね。







「確かこの辺りだって言ってたけど……」

　プリント制作で遅くなった帰り道、自宅とは違う方向へ歩きながら、視線を左右へと動かす。夜とはいえ、まだまだ人通りは多い。足早に歩く人たちにぶつからないよう、注意しながら目的の物を探していく。

「……どのビルだっけ？」

　玉置さんから聞いた塾の名前と場所は頭に入っている。あとはビルの前に出ている看板を見付ければいいだけなんだけど……。

「あそこだ」

　控えめながら、しっかりとした文字で塾名が書かれている看板を発見。うん、やっぱりこのビルで合っていたみたい。

　『小人数指導』と書かれたその看板へ近付きつつ、なんとなく辺りの様子をもう一度確認する。

「確かにここだったら便利だなぁ」

　この時間でも周囲は明るいし、学校からも近いし、人通りだって多いし。ここなら葉月に薦められそうだ。

「なにより、あんなに成績が良い玉置さんも通っているわけだし」

　授業のレベルも高そうだと考えつつ、塾が入っているフロアを見上げる。窓からは明かりが漏れているけれど、さすがにもう授業やテストはやっていないみたい。時間的にも生徒たちは帰ったと考えるのが自然だ。

「んー、もう少し早い時間だったらパンフレットくらいもらいたかったんだけどなー」

　きっと先生たちは残っていると思うけど、あまり遅い時間に訪ねるのは申し訳ない。今日のところは場所の確認だけにして、また後日出直そう。そう思いながら、何の気なしに目の前の公園へと視線を向ける。すると周囲の明るさから切り離されたような、公園の暗がりに置かれたベンチへ、見知った女の子がぽつんと座っていることに気付いた。

「玉置さん？」

　桜乃宮の制服、長い黒髪、そしてきちんと背筋を伸ばした座り方……この距離からでも十分彼女だとわかってしまう。時計を確認すると、さっきも考えたように、もう塾はとうに終わっている時間。それどころか、そろそろ帰宅していてもいいはずの時間帯だ。

　本来ならここは教師としてしっかり補導するべきなのかもしれない。けれど、所在なさげに座っている彼女のことが純粋に気になってしまう。そうしてまた変な心配が膨らんでしまったせいか、気付けば僕は玉置さんの正面へと立っていた。

「玉置さん、塾はもう終わったの？」

「え……先生!?　あっ、えっと……そのっ……すみません！」

「あっ、大丈夫大丈夫！　謝ったりしないで？　別に見回りをしてたわけじゃないから」

　僕に気付くと同時に、長い髪を揺らして玉置さんが頭を下げる。叱ることが目的じゃないから、一度落ち着かせて、僕も隣へ腰を下ろした。

「玉置さんが教えてくれた塾を確認しようと思って来ただけなんだ。そうしたら、たまたま座ってるところを見付けたから……」

「そう……ですか……」

　どことなく安心したような声音だけど、僕の位置からじゃ、長い髪に遮られて表情がわからない。ただ、その身体はまるで自分を守るみたいに、きゅっと縮こまっている。やっぱり僕は玉置さんに嫌われているみたい。

「あのね……えっと……僕も教員だから、一応聞くけど……こんな遅い時間なのにまだ帰らないの？」

「それは……その……」

「話しづらいことだったら言わなくて大丈夫だよ。本当に一応、聞いただけ。形だけだから。もちろん、ここで会ったことも誰にも言わない。約束するよ」

「先生……」

　弱々しい言葉と共に、ようやく顔を上げてこちらを見てくれた。その瞳は予想通り不安で揺れていて、周囲の明かりをきらきらと反射している。

　きっと言いづらいことを抱えているに違いない。それが原因で、こんな時間まで一人で考え込んでいたんだろう。もしかしたら家にだってまだ帰りたくないのかもしれない。

　そんな悩みを無理に聞き出すようなことはしたくないけれど、でも当然、このまま放っておくこともできない。

「あのさ、僕、しばらく一緒にいてもいいかな？　玉置さんが帰りたくなったら、駅まで送ってあげたいし」

「……はい……ありがとうございます……」

　僕の気持ちを汲んでくれたのか、素直に頷きながら消え入りそうな声で返事をしてくれた。いつもの玉置さんだったら、ぴしゃりと断ってこの場から立ち去っただろう。でも、そういう態度も取れないってことは、心が弱っている証拠。

　その悩みは、やっぱり恋愛のことなんだろうか？

　考えたところで直接聞くわけにもいかず、また玉置さんの方から話してくれる気配もない。できれば、どんな悩みでも話して欲しいとは思うけれど……そう簡単にはいかないよね。

　彼女の気持ちに少しでも触れることができたら、彼女の方から多少でも話しやすい空気を作れたら、なんてことを考えながら、僕はまず、自分の話をすることにした。お昼に和泉先生たちと話した内容が頭に浮かぶ。

「僕ね、こういう時間に公園にいると、昔の……まだ学生だった頃のことを思い出すんだ」

「先生が学生だった頃……子どもの頃ですか？」

「あ、ううん、大学の頃だから……ほんの数年前なんだけど……」

　何気なく振った話題だけど、玉置さんは顔をこちらへ向けて、しっかり聞いてくれる姿勢。玉置さんもきっと、僕が気を遣ったことに気付いてくれたんだと思う。そんな彼女の気持ちが嬉しくて、僕は更に話を続けた。

「その頃の僕には、すごく大切な人がいてね。いつも彼と、夜の公園で色んな話をしたんだ」

　秋に出会った碧とは、その後、冬も春も夏も、もちろん二回目の秋だって一緒に過ごした。僕らは決まって夜の公園で話すことが多かった。大学の近くにあった、大きなマンションたちに囲まれた小さな公園を思い出す。

「当時、僕にはまだそんなに大きな夢もなくて……でも彼にはもう立派な夢……というか目標があってね。いつも二人でそんな話をしてたんだよ。彼が目指している将来のことを聞くだけでも、僕はすごく楽しかったな」

「その方は今、どうなさってるんですか？」

「うん、海外に住んでるんだ。まだ夢の途中みたいで」

　星の見えない夜空を見上げて、今も世界のどこかで写真を撮っている碧のことを思い浮かべる。もしも今流れ星でも見えたなら、迷わず碧の夢が叶うよう祈るのに。

　ついそんなことを考えていると、玉置さんも同じように星の見えない夜空を見上げながら、

「海外だとなかなか会えないですよね？」

「そうだね。実は卒業してから一度も会ってないんだ。電話もしてないよ」

「電話も……？　その方、親友……だったんですよね？　それって寂しくないですか？」

「うーん、寂しくないと言えばウソになるんだけど……まぁ、ほら、思い出もたくさんあるわけだし」

　言いながら、玉置さんの方へと視線を向ける。すると彼女も僕を見ていて、しっかりと視線がぶつかってしまった。その瞳には何故か切なさの色が乗っている。

「思い出だけで……我慢できますか？　会ったり、話したりできなくても……」

　自分の中にある、何か別の出来事、別の誰かを想像しているような口ぶりで、同じく切なそうに呟く。抱えている悩みは見えないけれど……碧のことに対して、僕がどう感じ、どう思っているかは伝えることが出来る。そしてそれが、ほんの少しだけでも玉置さんを前向きにさせてあげられるものだったら……。そう願い、そう信じて、言葉を選びながら彼女の質問に答えた。

「僕が我慢できているのは……きっと……想いをきちんと伝えられたからじゃないかな」

「想いを……？　その人のことを大切に思ってるってことを……ですか？」

「もちろんそれもあるけど、それだけじゃなくて……好きだってこと、惹かれてるってことを……かな」

「え……」

　言葉に詰まりながら大きく開かれた瞳に周囲の灯りが反射する。そのまま彼女は何度か視線を動かして、唇を小さく震わせる。やがて今にも溢れそうになっているもので、瞳の反射が殊更綺麗になっていく。

「玉置さん……？」

「あっ……だ、大丈夫です……」

　慌てて声を掛けた僕から瞳を隠すように、僅かに俯いて長い髪を揺らした。表情を窺えない時間が数秒続いた後、次に顔を上げた時にはもう、いつも通りの彼女の表情だった。

　隙のない姿勢、理知的な瞳に、それでも若干の切なさを乗せて、今度は玉置さんが言葉を選ぶ仕草を見せる。

「あの……えっと……すみません……私……その……先生は絶対にウソを吐いていると思っていて……」

「え……どんなウソ？」

　聞き返した僕へ、言いづらいことを言うように、微かに困った顔をする。だけど、そこは彼女らしく、どれほど言いづらいことでも最終的には口にした。

「ゲイだという話です。女子高だから予防策として適当なことを言っているとばかり……」

「えー、そうだったの!?　やだなーもー。僕、そんなウソ吐かないよ」

「はい、今の話で本当のことなんだとわかりました。ウソを吐いている人の表情じゃありませんでしたから……」

　柔らかく微笑みながら、そんなことを言われた。碧のことを話す時に、自分がどんな顔をしているのか……それが想像できないから、ちょっとだけ恥ずかしい。

　そんな僕へ向かって、続いて玉置さんは心から申し訳なさそうな、後悔を滲ませるような、眉の間へ微かに皺を寄せた顔をする。

「今まで誤解していてすみませんでした。私、自分の思い込みだけで先生のこと……その……避けてしまって……」

「あはは、謝らないで。誤解だったなら良かったよ。僕はてっきり玉置さんがゲイとか苦手な人かと思っちゃった」

「そんな……私、そんな偏見はありません」

「そうだよね。きっと玉置さんならニュートラルに考えてくれるって思ってたんだ。だから僕も変だなって」

「ごめんなさい……」

「ううん、僕の方こそ、もっと早く確認すれば良かったよ。ごめんね」

　二人して謝りながら、誤解が解けたこともあり、いつの間にか和やかな雰囲気。公園の暗がりにいるというのに、この空気だけで少し明るく感じてしまうから不思議。さっきまで身を守るように縮こまっていた玉置さんも、微かに姿勢を崩し、楽な格好になっている。

「さっき塾の場所を確認に来たって言ってましたよね？　確か妹さんのために探してあげてるって……」

「うん、そうだよ。あ、そうだ、玉置さんになら話しちゃってもいいかな」

「え？　なんですか？」

　葉月のことを思い浮かべて言葉を発したせいで思わせぶりな台詞になってしまった。そんな僕へ玉置さんが少し首を傾げる。

「ううん、そんなに大したことじゃないんだけど……その妹のことね。えーっと……これ、あんまりみんなには言わないでね。実はその妹って、うちの学園の子なんだ」

「え、そうなんですか？」

「うん、二年の大葉葉月。水泳部なんだけど……」

「あ、大葉さん……確かに同じ名字。そうだったんですね」

　同じように葉月のことを思い浮かべてくれたのか、瞳を大きくして納得の頷き。玉置さんにしては珍しい表情だけに、すごく驚いてくれたんだとわかる。

「でも先生のような方がお兄さんだなんて羨ましいです。どうして内緒なんですか？」

「あはは、そう言ってもらえると嬉しいけど……葉月……妹にとっては僕みたいなのが兄っていうのは嬉しくないんじゃないかなぁ」

「そんなことないと思いますよ。ただ……照れくさいのかなとは思いますけど……」

　二人でくすくすと笑いながら、そんなことを話す。実際、僕も葉月の気持ちにはなんとなく気付いている。もちろんそこに複雑な感情があることも。

「そうそう、それでね、実は妹からも玉置さんの話は聞いてたんだ。玉置さん、いつも水泳部の大会には応援に来てくれるんだよね？　それで妹がすごく感謝してて」

「えっと……そういう風に言ってもらえると……なんだか申し訳ないです」

「え？」

「あっ……なんでもありません」

　長い髪をさらさらと揺らし、大きく頭を振る。

　今の『なんだか申し訳ない』はどういう意味で言った言葉なんだろう？

　そのことを訊ねようかと思ったけれど、何気なく腕時計に目を向けた玉置さんの態度がそれを遮った。釣られて僕も時計を見る。

「もうこんな時間だ。さすがに帰らなきゃまずいよね」

「はい、これ以上遅くなると両親にも心配をかけてしまいますので……」

　その言葉と雰囲気から、どうやら家が嫌なわけではないことがわかる。それがわかっただけでも今日の成果と言えるかもしれない。

「それじゃ駅まで送っていくよ。僕も少し買い物して帰りたいし」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　素直に受け入れてくれた玉置さんと一緒に駅までの短い道のりを歩く。途中、ずっと会話していたけれど、どれも当たり障りのないものばかりだった。だから彼女の悩みが恋愛にあるのかどうか、それはまだわからない。それでも僕がゲイであることを理解し受け入れてくれたことが嬉しくて、僕は最後まで楽しく幸せに、改札の奥へ消えていく彼女の姿を見送った。







「ただいまー！」

「こんな時間までどこ行ってたのよ！」

　玉置さんとの会話が嬉しくて明るく帰ってきた僕へ、開口一番、葉月から大声が飛んでくる。とはいえ、そこには僕を心配してくれていた色が含まれているわけで。

「あはは、ごめん。ちょっと用事で……」

「全く……遅くなるなら遅くなるって言ってよね」

　唇を尖らせながら、ソファの上で伸びをする。

　ふとテーブルを見ると、そこには既に夕食の支度が整っていて、僕を待っていてくれたことが明確に伝わってきた。

「それで？　学校の仕事？　まさかまた見回りじゃないでしょうね」

「え？　見回りで遅くなるといけないの？」

「そ、そういうわけじゃないけどっ！　遅くなるなら連絡して欲しいって意味でっ！」

　聞き返した僕へ、なぜか葉月が慌てて答える。それから数瞬、考え事をしているような仕草を見せた後、またまたなぜか頬が赤くなった。

「ていうかっ！　や、やっぱり見回りだったの!?　こんな遅い時間までっ!?」

「やだなーもー違うよー。今日は別の用事」

「本当でしょうね」

「えー、なんで疑うの？」

「あ、う、ううん、別に疑ってるわけじゃ……」

　なんだか妙に焦りながら、視線を逸らしたり、向けてきたり。葉月の態度は理解できないけれど、僕を心配して待ってくれていたことは事実。ということで、遅くなった理由を素直に話す。

「実はね、葉月に良さそうな塾を聞いたからさ。場所の確認に行ってたんだよ」

　葉月には申し訳ないけど、玉置さんと会ったことは内緒にしなきゃ。それは約束だもんね。

「学校からもなかなか近くて……あそこだったらいいんじゃないかなぁ」

「塾の確認だったら、私も一緒に連れて行きなさいよ！」

「あはは、確かに。つい思い付きで行っちゃった。ごめんね」

　謝る僕へぶつくさと小言を言いつつも、夕飯を温め直してくれる。そうして葉月が作ってくれた大きくて美味しそうなハンバーグを前に、二人で食卓へと座った。

「ん……美味しい。今日のソースは濃い目の味付けにしたんだね」

「わかる？　なんだか濃い味が食べたくて……」

「疲れてるせいじゃない？　部活、大変なんでしょ？」

「うん……」

　部活のことに話題が向いた途端、ちょっと俯き気味になる葉月。どうやら本当に疲れてるみたい。でもハンバーグを口いっぱいに頬張る姿を見ていると、まだまだ大丈夫かなと安心してしまう。

「練習試合なのに頑張りすぎてない？」

「いつもよりは頑張ってるかも……あ、でも大丈夫よ。授業中に寝たりはしないから」

「そういう心配してるんじゃないんだけどなぁ」

　葉月の反応に苦笑いしつつ、僕もハンバーグをぱくり。じゅわっと広がる肉汁に、しっかりと濃いソースの味が合う。

「今回の試合、相手は新聖女子だっけ？」

「うん」

「葉月と対戦するのは……？」

「二ノ宮瑞希さん。私、去年は一度も勝てたことないの」

「年上の子だよね？　だったら無理ないよ」

「子どもじゃないんだから年齢なんて関係ないわよ。次こそ勝たなきゃ」

　前向きな言葉とは裏腹、表情は弱気なまま。今までにも試合前の葉月は見てきたけれど、今回は特に緊張しているような気がする。

（あ……）

　そこまで考えて、ふと思い至った。きっと僕が桜乃宮にいるからだ。だから何が何でも勝ちたいって思ってるんだろう。そう気付いた途端、葉月の気持ちが嬉しくて、心の中がじんわりと温かくなった。

「あのさ葉月」

「ん？」

「このハンバーグ、めちゃくちゃ美味しい！　本当に料理上手になったね！」

「え……なによいきなり」

「ううん、葉月はなんでも一生懸命だなって思って。俺はいつでも葉月のこと、たくさん応援してるからね」

「お兄ちゃん……」

　今の気持ちを伝えたくて、精一杯の言葉を紡いだ。こういう時、兄妹って関係が少し照れくさくもあるけれど……。でも、兄妹だからこそ、葉月にもきちんと伝わっているはず。その証拠に、葉月ももう一度、ハンバーグを大きく口へ頬張りながら、

「うんっ！」

　満面の笑みで頷いてくれた。







第九章　池袋のお天気先生




　いよいよ練習試合が明日に迫った土曜日。本来ならお休みだけど、葉月が部活へ行った後、僕もこっそり学園へとやってきた。そして練習中の葉月を緊張させないよう、そっと屋上のプールへ様子を伺いに行く。

「もう一本、お願いします！」

「少し休まなくて平気？」

「大丈夫です。あともう少しだけ縮められそうな気がしますから」

　もうどのくらい往復したんだろう？　心配そうな顔をする先輩へ、あと一本、あと一本とお願いする葉月。その度に後輩が手にしたストップウォッチを確認するけれど、どうやらまだ納得のいくタイムは出ないらしい。

（葉月……）

　僕が見ていることには気付かず、葉月が懸命に水をかく。それがどれほどの速さなのか、スポーツと言えばサッカーしかやったことのない僕にはあまりピンと来ないけれど……。それでもあの葉月が全力で取り組んでいるんだから、きっとすごいに違いない。

　そんなことを考えながら見つめている間にも、葉月はあと一本、あと一本と繰り返す。

「っはぁ……はぁ……もう少し……」

　肩で息をしながら水面を見つめる葉月。反射する午前の光に照らされたその表情は、どこか疲れ以外の陰りも備えているように感じた。

（葉月、頑張って。でも……あんまり無理はしないでね）

　これ以上、こそこそ見ていることが申し訳なくて、最後に一言、心の中からエールを送る。もう何本目かわからないほど水をかきわけ進む葉月の姿を目に焼き付けて、その場を後にした。







「はぁっ、はぁっ……」

　いつもは優しい水の感触が、今日はまるで意志を持っているみたいに私を阻む。両腕が動かなくなりそうなほど、かいても、かいても、かいてもかいても、かいてもかいても、タイムは縮まらない。

（感覚は悪くないのに……）

　乱れた呼吸を整えようと思って大きく息を吸い込む。嗅ぎ慣れたプールの香りが、今は逆に私を追い詰める。

　周囲を見ると、私に付き合うために自分の練習を中断してくれている部活仲間たち。みんな優しいから、嫌な顔一つせずに付き合ってくれているけど……でも、だからこそ、絶対に明日の試合では勝ちたい。

　ここまで一年ちょっと、二ノ宮さんに負け続けて、届かなくて。試合の日はいつだって、泳ぎ切って水面から顔を上げて見回すと、先に二ノ宮さんの顔があった。誰の顔も見えない水面を、まだ私は見たことがない。それを二ノ宮さんはいつも見ている。

（悔しい……）

　正直、自分がここまで負けず嫌いだとは思わなかった。いや、負けることが悔しいんじゃなくて、こんなに応援してくれているみんなの期待に応えられないことが悔しい。自分で自分が悔しい。

「もう一本、いきます」

　部活仲間に言って、またタイムを計ってもらう。

　これだけ練習しているはずなんだから、絶対に上手くなっているはずなのに……それでも届かない場所。

「はぁっ、はぁっ……」

　いつもは優しい水の感触が、今日はまるで意志を持っているみたいに私を阻む。

（私だって……成長してるんだから！）

　『成長』って言葉を考えて、当然、お兄ちゃんの顔が浮かんだ。

　今回の試合にはお兄ちゃんも来てくれる。妹である私がきちんと成長していること、絶対お兄ちゃんに見て欲しい。きっとお兄ちゃんだってそれを期待しているはず。

（絶対……絶対に！）

　いろんな気持ちがごちゃまぜになって、水の中でぼこぼこと音を立てる。

　ぐちゃぐちゃな気持ちの中、私はもがくように両手をかき続けた。







「葉月の部活……そろそろ終わる頃かな」

　国語科教員室で一人、時計を見ながらぽつりと呟いた。平日の賑やかさとは違い、今日は静かな部屋。充満している空気自体もしっとりと感じられるような、優しい時間だ。

　携帯を取り出して、送り慣れた妹へのメールを打つ。

「今日の帰り、サンシャインで買い物しよう。部活終わったら連絡して……っと」

　すぐに既読になったと思ったら、待つこと数秒で『わかった』と返事がきた。

　良かった……読み通り、ちょうど部活が終わって休憩しているところだったみたい。

　とはいえ、学校から一緒に帰るのも葉月的に気まずいかもしれないし、ここはひとまずサンシャインシティアルタで待ち合わせることにした。







「あ、これ可愛い！　お兄ちゃん、どう思う？」

　アルタにある葉月お気に入りのアクセサリーショップ。シュシュ片手の葉月が楽しそうに聞いてくる。『先生』ではなく『お兄ちゃん』なのは、もう学園モードじゃない証拠。

「いいんじゃない。葉月、青も似合うから」

「良かった、お兄ちゃんにそう言ってもらえると安心する。買ってこよーっと」

　昼間、プールで見せていた表情はどこへやら。今はすごくリラックスした顔を見せている。このまま気負わずにいてくれるといいんだけど……。

「ね、奥の古着屋さんも見ていい？」

「もちろん」

　シュシュが入った袋を手に、次はアルタ奥にある古着屋さんへと向かう。葉月お気に入りのお店、その二。

「うーん……こういうのはちょっと難しいわよね……」

　いくつかの古着をあれこれ見ながら真剣に悩む。何度も自分の身体に当て、姿見で確認して……そういうところが女の子らしい。そうして一通り見て回ったものの、残念ながら今日はめぼしい古着に出会えなかったらしい。

「やっぱりもう少し悩むことにする。また落ち着いたら来ましょ」

　その一言で心の中は明日の練習試合のことに縛られているんだと悟る。

「そうだ。俺、スタバ飲みたいんだけど、どう？」

「うん、私も飲みたい！」

　気分を変えようと誘ったコーヒーショップに葉月も乗ってくれた。

　早速二人でテイクアウトのカップを手に東池袋中央公園へと移動する。

「あ、見て見て葉月。今日もにゃんにゃんいっぱいいるよー」

「本当だ。見てるだけで癒されるわね」

　いつも通りたくさんの猫たちで溢れた公園。その端にあるベンチへ二人並んで座る。思い思いの様子でくつろぐ猫たちを見ていると、それだけでほっとする効果倍増だから不思議。

　葉月も同じ気持ちなのか、カフェラテのカップを両手で包み込みながら、ほぅっと息を吐いている。すると一匹の三毛猫が葉月の隣へと寄り添ってきた。

「あ……ふふっ、可愛い。でもごめんね、ご飯はないのよ」

　擦り寄る猫を撫でながら、そんなことを呟く。でもその笑顔も一時、昼間、プールで浮かべていたような硬い表情になる。

「…………」

（僕が桜乃宮に来たから……気負いすぎてるんだよね）

　どういう言葉を掛ければいいのか、一瞬迷う。教師としてなのか、兄としてなのか。でもどちらの僕にしても葉月に伝えたい言葉を選んだ。

「葉月、色々考えることはあると思うけど……結果なんて気にしなくていいんだよ。葉月が頑張ってること、俺は知ってるから」

「お兄ちゃん……」

　ただただ、いつも傍で見守っているって伝えたかった。

「うんっ！」

　そんな僕の気持ちをきちんと汲んでくれたのか、葉月の表情に笑顔が戻る。意志の疎通が潤滑なのは兄妹ならではだ。

　そうして晴れやかな顔になった葉月はもう一度猫を撫でながら、

「私、アイス食べたい！　トリプルで！」

　そう言って、もう片方の手で僕の袖を引っ張る。

「いいよー。久しぶりに俺も食べたい！」

　練習試合前にトリプルはどうだろう……なんて思いつつも、元気になった葉月を見て、僕までにこやかな気分になるのだった。







　――翌日。

「お、女がいねぇ……」

　プールサイドから生徒たちを眺めた拓海が開口一番呟いた。ううん、呟いただけじゃなく、愕然とした表情まで浮かべている。

「何言ってるの。女子高なんだから女子しかいないよ」

　そう苦笑いしつつも、拓海の言う『女』の意味はもちろんわかっている。だからこそ、拓海がここにいても誰も気にしないわけで。もちろん昔からの知り合いでもある遠山のお婆ちゃんから許可はもらっているわけだけど。

「ドキドキしますねー」

「大丈夫、葉月ちゃんなら一等賞だよ！」

　僕の隣では美子ちゃんと南野さんが座っている。美子ちゃんは両手をぎゅっと握り締めて、南野さんは勢いよく振り上げて。二人とも自分のことのように真剣だ。

　そして……。

「…………」

　いつも葉月から聞いていた通り、少し離れたところに玉置さんがいた。さっき南野さんと二言三言挨拶を交わしていたようだけど、みんなで騒がしく応援するのは苦手なのかもしれない。相変わらず冷静な表情ながら、生徒たちの方をじっと見つめている。

（玉置さん……いつもこうやって一人で応援してたのかな）

　そうか……だから大人数が応援に来るような大会でも葉月が気付くんだ。

　そう思った時、ちょっとした違和感を覚えた。どこか身に覚えのある感覚……それがなんだろうと考えた時、いよいよ葉月がプールサイドへ現れた。

「うおーっ！　葉月ちゃーんっ！　頑張れよーっ!!」

「おっ、わたしも負けないよっ！　葉月ちゃーんっ！　頑張ってーっ!!」

　拓海と南野さんから大声の声援をもらって、葉月の視線がこちらへ向く。ものすごく恥ずかしそうにしているけれど、ものすごく嬉しそうだ。これはホームの試合ならでは。

　少し遅れて葉月の隣に出てきたのが、練習相手の二ノ宮瑞希さん。僕は初めて見るけれど、葉月よりもずいぶんと長身で、まっすぐに水面を見つめる瞳は、否応なく速そうだと感じてしまう選手。

（あの子がライバルなんだよね）

　届くにせよ届かないにせよ、この年頃でライバルだと感じる相手がいることは良いことだと思う。だからこそ自分も成長できるんだと、葉月だってわかっているはずだ。







（ライバルにならなきゃ）

　隣にいる二ノ宮さんをちらっと見て、心の中で呟く。私の視線に気付いた彼女は小さく会釈をくれたけれど、上手に応えられたかどうかわからない。

　それくらい心臓はばくばく。拓海さんや遥ちゃんの声だってどこか遠くに聞こえるくらい。この感覚は水の中に似ている。

　目の前のレーンを見つめて、いつも通り一つ深呼吸。瞬間、スタートの合図が鳴った。

「っ……」

　スタート台を蹴ったのはもちろん同時。身長差はあるけれど、着水するのもほぼ同時。両足から両手の先までを揺らして、全身で水をかく。

「はぁっ……はぁっ……」

　息継ぎをした瞬間、コースロープの向こうに二ノ宮さんが見えた。私の方が少しだけ前だ。

（このままっ……）

　練習通り、いつも通りやれば大丈夫。そう信じながらも、心が揺れる。もしかしたら、次の瞬間には置いていかれるかもしれない。そんな恐怖心が滲み出る。

（大丈夫っ……！）

　ターンの姿勢に入ったのも、わずかに私の方が速い。身長が低い分、ターンは有利なはず。

　今までで一番強くターンして、もう一度全身で水の中を進む。完全に自由な空間の中、いつもなら無心になれるはずなのに、今日に限っては色々なことを考えてしまう。

（早く……早く……）

　タッチしたい。その一心で両手を動かす。ちらりと見えた二ノ宮さんは、まだ私より微かに後ろ。

（いける！）

　最後の力を振り絞る。このまま逃げ切る。

　あと三つ。

　あと二つ。

　あと一つ。

　最後は呼吸を止めたまま。全力で手を伸ばした瞬間、私の指先が壁へと触れた。







　ゴールの瞬間、葉月の指先を祈るような気持ちで見ていた。僕自身がそうだったように、この年頃のゴールは遠い。タイムは葉月の方が微かに遅れていた。

「はぁ……はぁ……」

　肩で息をする葉月が隣の二ノ宮さんを見る。そうしてようやくお互いのタイムを確認した。

　時に時間は残酷だ。変えられない結果を生み出してしまうから。でも時に時間は優しい。それまでの過程を残してくれるから。

「ありがとうございました」

「こちらこそ、ありがとう」

　二人でお礼を言い合い、ようやくプールサイドへと上がる。あれだけ練習してきたにも関わらず負けてしまった葉月。もちろん落ち込むには違いないわけで。みんな、どういう風に声をかけるべきか悩んでいる。こういう時こそ、僕がいないと。

「葉月、すっごく良かったよー！　最高の泳ぎだったよー！」

「おに……大葉先生！」

　僕の声に思わず『お兄ちゃん』と反応しそうになったけど。昨日も感じた通り、兄妹らしく通じ合った心は、すぐに葉月の表情を明るくしてくれた。きっと昨日の僕の言葉も思い出してくれてるんだと思う。

「みんな、応援ありがとう。結果は残念だったけど……ごめんね」

「いえいえ、本当に良い泳ぎでした」

「うんっ、最後までハラハラだったよー！」

　もういつも通りの戻った葉月が美子ちゃんや南野さんへも声をかける。そこにはもう落ち込みの欠片は無く、きらきらと輝く瞳だけがあった。そんな葉月へ予め考えていたことを告げる。

「この後、せっかくだからみんなでご飯でも食べに行こっか？」

「あっ、うん！　嬉しい！　それじゃ私、着替えてくるね」

「わかった。じゃ、おれ……僕たちは教室で待ってるよ」

　葉月の返答が妹だったので、ついつい僕も『俺』と言いそうになってしまう。先生と生徒であることが曖昧になる瞬間を感じながら、視線を向けた先にもう玉置さんの姿はなかった。







「しっかし惜しかったよなー。数ミリの差なんじゃねぇの」

「だよねだよね！　わたし、絶対勝てたと思ったもん！」

「美子ちゃんもいけたと思ったんですけどねー」

　僕ら以外、誰もいない教室で思い思いの感想を言う。そんな時、ちょうど着替え終わった葉月がやってきた。

「今日は完敗だったわよ。でももう終わったことは忘れて、ご飯ご飯」

「あはは、葉月、お腹空いてるんでしょ」

　もう完全に学園外モードで話しながら、みんなで廊下へと出る。すると視界の端に見知った後ろ姿がちらりと入った。

（……玉置さん？）

　一人？　いや、向かい合って誰かと話してる？　パッと見ではわからないけれど、あの長身は……恐らく二ノ宮さんだ。

（知り合いなのかな？）

　と、感じたのも束の間、会話を終えて手を振った後、玉置さんが駆け出してしまった。まるで誰にも顔を見られたくないような、そんな俯き加減で。いつも冷静な玉置さんにしては少しおかしな態度。

「ごめんみんな、ちょっと用事思い出したから、先に行ってて。あとで連絡するよ」

　気になってしまった僕はそう言い残し、玉置さんの後を追っていた。







（どこに向かうんだろう？）

　玉置さんを追いかけ、微かに聞こえる足音を頼りに歩を進める。どうやら階段を上がっているようだ。

（この先は行き止まりなんだけど……）

　こちら側の屋上へ出る扉は施錠されている。だから彼女がいるとすれば……屋上手前の踊り場だ。

　きっとそこにいるだろうと検討を付け、驚かさないよう、ゆっくり階段を上っていく。するとやっぱり玉置さんは踊り場で一人佇んでいた。

「玉置さ……」

　呼びかけようとした声に一瞬戸惑いが生まれる。それは彼女が肩を震わせていたからだ。

「あ……せ、先生っ……」

　僕に気付いたのか、驚きながら慌てて顔を上げる。だけど今、自分がどんな表情をしているかを思い出したのか、瞬時に俯いた。

「……こんな場所に来てしまってっ……すみません……」

　基本的に立ち入ってはいけない部分になっているからか、そんなことを言う。

　目を真っ赤にして、ガラス越しの陽光にキラキラ輝く涙を流しているというのに、どこまでも真面目だ。

「そんなこと気にしなくていいよ。でも……どうしたの？」

「…………」

「ごめんね。答えたくなかったら無理には聞かないから」

　そう言う僕に安心したのか、一番上の段に座る彼女。嫌がられている様子はないので、僕も隣に座る。

「聞かない方がいいの……かな？」

　訊ねる僕へ、首を横に振りながら……まだ涙が零れている顔を向けてくれた。

「いいえ、先生には……聞いて欲しい……です」

　言いながら、声が上擦り、また目が潤んでしまう。一体何があったのかわからず、僕はただ彼女の次の言葉を待った。

　そのまま数分、ようやく落ち着いてきたのか、少しずつ玉置さんの肩の震えがおさまってくる。同時にぽつぽつと小さな声で言葉を紡いでくれた。

「実は……二ノ宮さん……さっきの試合の……大葉さんの対戦相手のことなんです……」

「二ノ宮さんのことなら葉月から聞いてるよ。玉置さん、知り合いなの？」

「はい……この間話した塾で同じクラスなんです。随分前からの友達で……仲もっ……良くてっ……」

　最後の方にはまた声が上擦ってしまう。

「そっか。それで水泳部の試合も見に来てたんだ？」

「はい……」

　以前言っていた『申し訳ない』という言葉を思い出す。あれは桜乃宮の生徒を応援していたわけじゃないから出てきた言葉なんだろう。

　だけど、それと今の涙の理由がどうにも繋がらない。

　僕の疑問に気付いてくれたのか、黒髪に陽射しを受けながら、彼女がまた言葉を続けてくれる。

「今、試合が終わった後にお疲れ様って言って……それで……何気なく話した内容に……彼女、好きな人ができたって……」

「好きな人？」

「はい……それが同じ塾の男子で……私、その場では頑張ってねって応援したんですが……でも……彼女と別れた途端、涙が溢れてきて……」

　そこまで聞いて話の流れが見えた。きっと玉置さんもその男の子のことが好きだったのかもしれない。だから涙と悩みが溢れたのかもしれない。

　でもそんな僕の想像は、次の瞬間、あっさりと否定された。

「……実は私、同性愛者かもしれないんです……」

　また新しい涙を零しながら、玉置さんが真っ直ぐに僕を見つめてくる。

　話の内容を理解するのに、ほんの一瞬だけ時間が必要だった。

　だけど、すぐに彼女が口にした言葉の意味と……その感情がわかる。

　それは間違いなく僕も経験したことのある、勇気の告白だ。

「そっか。玉置さんは二ノ宮さんのことが好きなんだね」

「はい……きっと……」

　呟いた後、俯きながら小声で『絶対』と付け加える。

　それからしばらく、玉置さんは何かを考えるような、涙がおさまるのを待つような仕草をみせた。そうして何度か深呼吸した後、また言葉を続ける。

「彼女のことが好きだって気付いた時から……辛くて悲しくて……だから……塾の後、いつも一人で悩んでいたんです……自分の気持ちをどうしていいのかわからなくて……」

　同じく僕にも経験のある気持ち。だからただ頷きながら、彼女の言葉に耳を傾ける。

「そのせいもあって……先生がウソを吐いていると思った時は……あんな態度になってしまって……本当にごめんなさい……」

　気にしなくていいよと伝えると、小さく『ありがとうございます』と言う。

　そんな真面目な彼女だからこそ、きっと僕なんかよりもよっぽど大きく悩んだに違いない。

　気付いた瞬間、自分が世界から弾き出されたような焦燥感。自分という存在の無意味さ。疎外感。孤独感。居場所のない切なさ。そんなものが一気に押し寄せてくる、あの感覚。

「私がどんなに彼女を好きになっても……彼女と私は住む世界が違って……どんなにどんなに想っても、絶対に届かなくて……」

　唇をぎゅっと噛みながら、それでも涙は止まらない。そして消え入りそうな声で、心の底からの言葉を絞り出した。

「私だってマイノリティになりたくてなったわけじゃないのに」

　嗚咽を零してしまわぬよう、僕の肩へ顔を押し当ててくる玉置さん。そんな彼女の頭を撫でながら、

「大丈夫だよ、少なくとも今ここじゃマイノリティなんかじゃない」

「先生……」

　そのまま玉置さんが落ち着くのを待つ。世界は冷たいだけじゃなくて、優しい側面もあるんだってことに気付いて欲しい。

「前に話した親友から言われた話なんだけどさ」

「海外に住んでいらっしゃる方ですか？」

「そう。彼がさ、『人間ってなんでも百パーセントである必要はない』って言ってくれたんだ」

「百パーセント……？」

「うん、例えばね、男性だからといって、中身が全部男である必要はなくて……中には自分の六十パーセントくらいは男らしいけれど、四十パーセントくらいは女子っぽい人もいる。そういう色んな割合の人たちの集まりが人間なんじゃないかって。つまり男らしさ、女らしさなんて、割合で決まることでしかないんだよって」

　僕の言葉……正確には碧の言葉を聞いて、玉置さんの瞳が大きくなる。

　あの時、僕もこの言葉に救われたんだ。

「そう考えるとさ、マイノリティなんて存在しないんじゃないかなって。だから自分だけが特別だなんて思う必要はなくて、みんなが特別で、みんな個性なんだよ」

「私……自分だけが変で……はみ出してるって思ってて……それで悩んで……」

「変なんてことない。玉置さんは玉置さんだよ」

　ほんの少しだけ先に人生を歩んでいる僕から言えることはこのくらい。あとは玉置さんが自分で考えてくれるはず。そう思いながら、寄り添ってくる肩を抱いた。

「先生……私っ……ありがとうございます……ありがとうっ、ございますっ……」

　もう声を我慢することが出来なくなった彼女が僕の腕の中で泣く。気付けばあの日を思い出した僕の目も潤んでしまっていた。







　――一週間後。

「ふふっ、売店久しぶりー。何か新しいグッズはあるかしら」

　試合で頑張った葉月を労う意味も込めて、兄妹二人、久しぶりの水族館へやってきた。売店の品揃えもいくつか変わっていて、これは見応えがありそう。

「あ、お兄ちゃん見て！　新しい亀のぬいぐるみがある！」

「本当だ。せっかくだから買ってあげよっか」

「いいの!?　ありがとう！　私、亀大好き！」

「俺も好きだよ。亀、可愛いよね」

　そんなことを言って、一番大きなサイズのぬいぐるみを買ってあげる。葉月の趣味の参考にもなるといいけれど。







　お兄ちゃんに買ってもらった亀を大切に抱いて、水族館の中を歩く。少しひょうきんな亀の顔はうちにある子とはまた違って可愛い。

　昔、ここでまだ高校生だったお兄ちゃんから同じように亀のぬいぐるみを買ってもらったことがある。あの時は初めてのアルバイト代が入ったから……って理由だった。

　それが嬉しくて嬉しくて……私はそれ以降、ぬいぐるみ作りと亀グッズ集めが趣味になった。

　あの時はすごく優しくて、すごく格好良いお兄ちゃんで……大好きだった。

　それからたった数年後、カミングアウトされた時はすごく嫌だったし、すごくがっかりした。

　でも、ゲイのお兄ちゃんもやっぱり変わらずお兄ちゃんだった。

　だから私は今でもお兄ちゃんのことが大好き。

（こんなこと……面と向かっては絶対に言えないけど……）

　ひょうきんな亀の顔を見つめて、我ながら恥ずかしいことを考えてるなって思う。

　もしもブラコンがマイノリティだとしたら、私はきっとマイノリティだ。

　でもお兄ちゃんだったらきっと、それは葉月の個性なんだって言ってくれると思う。

　想像すると、ますますお兄ちゃんのことが好きになる。

（うぅ……）

　恥ずかしいわね、本当。

　でもこれが私。誰にも……特にお兄ちゃんには言わないけど、お兄ちゃんのことが大好きで大切に思っているのが私。

　兄妹二人なんだもの。当然よね。

　お兄ちゃんだってそう思ってくれてるはず……。

　そんなことを考えながら、さっきからベンチに座っているお兄ちゃんをちらりと見る。

　お兄ちゃんは嬉しそうな表情を浮かべて、何かを読んでいた。

（なにあれ、新しいパンフレット？）

　でも近付いてみると、それが手紙なんだってわかる。

（もしかして碧さんから!?）

　なんて考えながら、つい気になってしまった私は後ろから覗き込んでしまう。すると、いけないと思いつつも、手紙の最後の部分がちらり。

『先生、本当にありがとうございました。私は温かい先生が大好きです。玉置倫』

「んなっ!!」

「えっ!?」

　思わず反応してしまった私に気付いたお兄ちゃんが慌てて振り向く。そしてこれまた慌てて手紙を折りたたんでしまった。

「だ、ダメだよ、葉月！　勝手に覗き込んじゃ！」

「なんでそんな物、ここで読んでんのよ！」

「いやー、昨日もらったんだけどさ。すっごく嬉しくて。つい何回も読み返しちゃうんだよね。あはは」

「サイテー！　嬉しいからって、わざわざ二人きりの水族館で読まなくてもいいでしょ！　ラブレターなんか！」

　今日は私のために一日使ってくれるって思ってたのにー！

「いや、これはラブレターじゃ……」

「もう知らない！　お兄ちゃんのバカっ！　お兄ちゃんのホモーっ!!」

　なんて怒りながらそっぽを向く私に、慌てて弁解するお兄ちゃん。

　慌てるその様子につい笑顔が零れてしまう。

　そういうお兄ちゃんだから……やっぱり私は好きなのよね。







『大葉先生




　先日はありがとうございました。

　先生とお話して以来、すごく気持ちが楽になって、前向きになることができました。

　以前、先生が仰っていた「想いを伝えられたから、離れていても我慢できる」という言葉、あれは本当なんだと思いました。




　だから私も思いきって二ノ宮さんに全てを話しました。

　とても怖かったけれど、嘘を吐きたくなくて、本当のことを伝えたくて。




　私自身、もしかしたら「同性愛者」ではなくて「二ノ宮さんのことが特別に好き」なのかもしれないと思ったからです。

　私の中にある数パーセント、数十パーセントの部分が、二ノ宮さんを好きになったんだとわかったからです。

　きっと世の中にはそういう人も多いはずだと気付いたからです。




　想いを伝えた結果、もちろん恋人同士になったりはできませんでしたけど。

　でも私の気持ちを認めたうえで、今まで通り、親友でいてくれると言ってくれました。




　打ち明けたおかげで、今までずっと自分の中にあったモヤモヤもきれいに晴れました。

　私の曇っていた心を晴れ渡らせてくれた先生はまるで太陽みたいな人。

　これからも色々と悩んだり落ち込んだりすることはあると思うけれど、自分の個性に自信を持って、太陽のような先生からの言葉を胸に生きていきます。

　先生、本当にありがとうございました。

　私は温かい先生が大好きです。




　玉置倫』










池袋のお天気先生
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